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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【プロローグ】






　平へい凡ぼんな日常を愛する平凡な主人公とやらには、イマイチ共感できたためしがない。

　実際この僕自身、泣きたくなる程ほどド平凡な高校生であるにもかかわらず、だ。

　たとえば。

　物語冒ぼう頭とうから幼おさな馴な染じみの美少女に起こされ、通学路の曲がり角でツンデレ転校生とぶつかり、学校ではクールな美人先せん輩ぱいにいたく評価されていて、可愛かわいい小こ悪あく魔ま系女子後輩にもなぜか無条件で懐なつかれているナチュラルボーンリア充じゆう野や郎ろうに、

　〈──しかし俺は、こんな何気ない平凡な日常こそを結構気に入ってたりもする──〉

　なんてちょっと気け怠だるげなモノローグで語られても、僕の中に湧わき起こる感情は精々、

「でしょうねぇ！」

　という血けつ涙るい交じりの全力ツッコみぐらいである。共感要素が何一つ見つからない。

　一方で、このケースとは全く逆の、実にリアルな、特に美少女が出て来ない「平凡な日常」をこそ愛している主人公というのもごくたまにいるのは事実だけれど、じゃあ彼らになら共感できるのかというと、それもまた違ちがうわけで。これも例を挙げると……。

　〈夕暮れ時。生徒達の他愛たわいない会話と笑い声。校内に微かすかに響ひびき渡わたるブラスバンド部の練習音に、グラウンドから運動部の喧けん噪そうが交じる。いつもの、何気ない放課後。……高校二年生の俺、雨あま野の景けい太たは、しかしこんな平凡な日常こそを、心から愛していた〉

　とか、いきなり妙みようにハードボイルド風味で語られ始めても、

「せ、戦場帰りか何かであらせられる……？」

　と、今度は先程と違った意味で価値観の相そう違いを感じずにはいられない。勿もち論ろんだからといってその手の主人公が嫌きらいとかではなく、むしろ僕好みの好感が持てる主人公ではあると思うのだけれど、共感できるかどうかはまた別問題なわけで。

　結局のところ、生まれてこの方徹てつ頭とう徹てつ尾び、平凡な日常の中にだけ身を置いてきたような人間……特に十代の少年少女が、自分の平凡さを、そして何気ない日常の価値を心の底から認めた上で尚なお愛せるようになる理由だなんて、僕には全然想像できなくて。

　少なくともこの僕──平凡な男子高校生・雨野景太・十六歳は。




　未いまだに、毎晩ベッドの中では異世界へ勇者として召しよう喚かんされる空想を描えがくわけで。




　…………。

　いや、高二にもなってなに言ってんだお前、そんな暇ひまあるなら進学や就職について真しん剣けんに考えろやとは正直自分でも思うけど、実際こればかりは仕方ない。

　ふと気付けば、僕はいつだって平凡からの脱だつ却きやくを夢想している。

　旅行の際は孤こ島とうの洋館で探たん偵てい役として殺人事件に巻き込まれたいなと期待しているし、夜一人でコンビニに向かう道すがらでは闇やみに紛まぎれて人知れず化物を狩かるヒロインにでも出くわさないもんかなーと常にドキドキしているし、一ヵ月に一回ぐらいは、暇な授業中にシャープペンシルをサイコキネシスで浮うかせられないもんかと力んでみる。

　勿論、本当に何かが起こるだなんて心から信じているわけでもないのだけれど。

　でも、宝くじ程度のささやかな希望を持って生きることぐらいは、許して欲しい。

　なぜなら。




　僕という人間の属性は、実際絶望的なまでに「平凡」だからだ。




　雨野景太。十六歳。高校二年生。Ａ型、蟹かに座ざ。小こ柄がらでやや瘦やせ型。

　両親と二歳年下の弟と共に暮らす、四人家族。中流家庭で特に目立った不自由もなく成長し、父方、母方の祖父母ともに全員健在で、親族関係も、まあそこそこに良好。

　僕も弟も割と優等生気質に育ったおかげか、時折多少の喧けん嘩かこそあれど、家庭内が著いちじるしく荒あれた経験は皆かい無む。両親の夫ふう婦ふ仲も円満で、一～二年に一回程度は、国内で（しかも大たい概がい近場だけれど）家族旅行もする。

　部活経験は小学校、中学校共に野球部。ただし完全に友達付き合いの一いつ環かんでしかなく、情熱を持って取り組んでいたわけじゃないし、特別な才能もなかったどころか、むしろ運動音おん痴ちで足手まとい。試合には著しく勝っている時か負けている時、どちらかの最終回でだけお情けで出して貰もらえたけど、本音を言えば、わざわざチームに迷めい惑わくをかけてまで出たいとも思っていなかった。勿論、僕なりに真剣には取り組んだけれど。

　頭の出来自体はそう悪いほうじゃなく、勉強がそこそこできる自負もあったのだけれど、その慢まん心しんが災わざわいしたのかはたまたゲームのやりすぎか、中学で少し成績を落とし、結果地元でも少々偏へん差さ値ち低めの公立高校……音おと吹ぶき高校に入学。

　その際、小学校からそれまで親しく連つるんでいた友人達が軒のき並なみ他校へ進学してしまったため、人間関係はここでほぼリセットされた。

　しかしそこで、「友達って、ごく自然にできるものだよね！」という超ちよう絶ぜつ生なま温ぬるい小学生感性から抜ぬけきっていなかった僕は、当然最初の一歩で大きく出で遅おくれ、結局そのままズルズルと特別親しい人間もできぬまま、早一年。

　二年になりクラス替がえが行なわれた現在も尚、休み時間は一人でポチポチとスマホやゲーム機をいじる日々。世に言う「ぼっち」というやつなのだけれど、時折人にクスクス笑われることこそあれど、露ろ骨こつなイジメを受けていたりはしない。スクールカーストの底辺に、しかしそこそこ馴な染じんで収まっているタイプだ。

　当然、なにかの拍ひよう子しにクラスメイトと喋しやべることがあっても、かなり表面的。

　ちなみに僕がこれまでの高校生活において交かわした全会話の中で、一番親しげだったのは、僕の近くでグループで騒さわいでいたクラスメイト男子との会話……。

「なぁなぁ、雨野はジャ○プどうやって読む派？」

「え？　あ、えと、あの、普ふ通つうに、前から順番にだけど……」

「だよな！　ほら言ったろ、雨野は順番派！　お前ら俺にジュース一本奢おごりだかんな！」

　である。ちなみにこの会話があった日は僕、なんか一日中上じよう機き嫌げんだった。

　……今、「そこはちょっと、《平凡》より些いささか下じゃ……」とか思ったヤツ。少し黙だまってて貰えないだろうか。心折れるんで。淡たん々たんと平凡な人生送ってきたが故ゆえの、豆とう腐ふメンタルなんで。自分の好きなゲームの酷こく評ひよう見ただけでも無む駄だに一日凹へこむタイプなんで。

　当然カノジョを作るなんてのは夢のまた夢。僕が高校で経験した恋れん愛あい絡がらみイベントは、精々……。

　〈休み時間にアテもなく校内徘はい徊かいしてたら、普段人通りのない階段踊おどり場ばで、互たがいの体をまさぐりながらディープキス中カップルと遭そう遇ぐう。一いつ瞬しゆん時間が止まるも、そこで僕が引き返すのもおかしく、何にも見てませんよという体ていで脇わきを通り抜け、階段下まで降りてほっと胸を撫なで下ろしていると、なぜか上からカップルの爆ばく笑しようが聞こえてきた〉

　という経験ぐらいである。……正直未だに、あの状じよう況きようでの正解が分からないんですが。

　あ、僕自身の恋愛イベント？　えーと、二次元含ふくめていいなら──あ、駄目ですかそうですか、ふんふん。……まあ、そうなってくると、ゼロってことになっちゃいますよね。

　こほん。とにかく斯か様ように僕は、これ以上ないぐらいに平々凡々とした人間なわけだ。人気者オーラもなければ、突とつ出しゆつした才能もなく、かといって悪目立ちもしない。

　クラスメイト全員にとっての、風景的「モブキャラ」。それが僕、雨野景太。

　唯ゆい一いつ何か僕のキャラ的特とく徴ちようを挙げるとすれば、それは、某ぼう妖よう怪かい○ォッチ主人公とほぼ名前が丸被かぶりなことと、そして……。

「ゲームが趣しゆ味み」

　ということだけ。今までの自己紹しよう介かいの中で薄うす々うす感づかれていたかもしれないけど、僕はゲームが好きだ。テレビゲーム。それが心から、好き。特別な理由もなく無条件に好き。

　面おも白しろいゲームをしている時が一番幸せで、それさえあれば、まあ大概の嫌いやなことは乗り越こえられる。僕の中に燻くすぶり続ける中二病な欲求の代だい替たい行こう為いでもあり、そういう意味じゃ、わざわざ自分が異世界に召喚されなくても、まあ楽しくゲームができるならこの世界も悪くないかな、なんて思える。それぐらいにはゲームが好きで。

　帰宅から夕飯までの間のゲーム時間はまさに至福の一言だし、弟とぎゃあぎゃあ対戦している時程、笑いに溢あふれる時間はそうそうない。

　だけど……その程度のゲーム好きぐらい、やっぱり世の中にはごまんといるわけで。

　結局は、特徴とも言えない特徴。個性とも呼べない個性。




　だから、そんな僕が、これから語る物語は。

　僕自身の物語嗜し好こう的には非常に不本意で、大変遺い憾かんなことながら。

　なんだかんだで、結局のところ。




　平凡な日常を愛する平凡な主人公が、美少女に声をかけられるところから始まる、実にありきたりで、驚おどろく程に共感のしようもない──




　──ゲームの、物語なのである。








【雨あま野の景けい太たと導かれし者達】






　世の中には雲の上の存在、というのがいる。

　憧あこがれのアイドル歌手だったり、世界の舞ぶ台たいで活かつ躍やくするスポーツ選手だったり、大だい企き業ぎようの富ふ豪ごう社長だったり、人によっては二次元嫁よめだったり。

　身分や立場が違い過ぎて、そもそも接点がない上に、たとえ奇き跡せき的に出で逢あえたところで、それに続く会話や交流の難易度が桁けた外はずれに高い人間。

　それが雲の上の存在。

　だから……。

「あの、すいません。音おと吹ぶき高校の方……ですよね？」

「んへ？」

　六月某日の放課後、夕ゆう陽ひ差す気怠い空気のゲームショップ内にて。

　何の前まえ触ぶれもなく音吹高校随ずい一いちの美少女、天てん道どう花か憐れんから声をかけられたその瞬間……僕、雨野景太の脳のう味み噌そは完全にフリーズし、咄とつ嗟さに変な声で応じてしまった。

　少しでも情報を求める様に目まぐるしく動いた眼球が、不ぶ躾しつけにも彼女を上から下まで眺ながめ回していく。

　真っ先に目を惹ひかれるのは、そのブロンドのロングヘアーだ。それも場末の美容室で雑に染めた不良のようなそれではなく、正しよう真しん正しよう銘めいナチュラルの、艶つややかで健康的な金きん髪ぱつ。流石さすがに詳くわしい話は忘れたけど、ハーフだかクォーターだか隔かく世せい遺伝だかが理由らしい。

　しかしそんなブロンドに反して顔立ち自体は極きわめて日本人のそれで、パッチリと大きな目こそ淡あわいブルーながら、全体としては不思議とあどけなさも感じられる。

　まさに、アニメやゲームの中から抜け出てきたかのような、典型的美少女。

　長身のモデル体型故か、皆みなと同じ音吹高校の制服でさえも、彼女が着き崩くずして身に纏まとうだけで洗練されて見える。

「……？」

「あ」

　思わずぼんやりと見とれてしまっていると、天道さんが小首を傾かしげて不思議そうに僕を見てきた。ドキリと心臓を跳はね上がらせる僕に対し、天道さんは「あ、そうですよね」と勝手に何か納なつ得とくし、はにかみながら自らの胸に手を当て、唇くちびるを動かす。

「私は、音吹高校二年Ａ組の、天道花憐と言います。初めましてですよね、えーと……」

「え、あ、え、その、雨野です。雨野……」

　慌あわてて反射的にそれだけ答えるも、天道さんが未いまだに無言でニコニコと僕の言葉の続きを待っているのを見て、ハッとして補足する。

「あ、雨野景太。Ｆ組。……。あ、二年。……あ、ちが、そう、同じ音吹で！」

　どうにかこうにか、ちぐはぐな自己紹介で応じる。かなりアレなつっかえ方をしたのに加え、緊きん張ちようのせいで顔から汗あせがぶわっと噴ふき出してきた。前まえ髪がみがぺたりと額に張り付き、体が小刻みに震ふるえて奥歯がカチカチと鳴る。それでも動どう揺ようを悟さとられまいと、落ち着け僕落ち着け僕と強く自制を試みるも……焦あせれば焦る程ほどに気持ちだけが空回りし、むしろみるみる頰ほおが紅潮していく始末。

　我われながら露骨にキモい童どう貞てい人見知り男子オーラ全開で、情けないにも程がある。

　しかし天道さんはそんな僕の挙動不ふ審しんさを全く意に介かいした様子もなく、それどころか先程よりもフランクな態度で、その滑なめらかな手を差し出してきた。

「あ、良かったぁ、同学年で。よろしくね、雨野君」

「え……はい……えと……。……あ」

　そこで、ようやく自分がギャルゲーのパッケージを手に持ったままなことに気がついて、慌てて棚たなに戻もどしつつ、改めて握あく手しゆを──しようとしたところで、ふと自分みたいな男が天道さんの手に触れることに躊躇ためらいを覚える。失礼があっちゃいけないと急いでズボンでゴシゴシと手を拭ぬぐってから差し出すも、そこでまた、いやむしろ今のこの行動こそが相手にとって凄すごく気持ち悪かったのではないかと後こう悔かいし──

「……よ、ろ、し、く！」

「あ……」

　──そうこうしている間に、天道さんの方から強ごう引いんに手を握にぎられ、握手してしまった。

　彼女の手の感かん触しよくを堪たん能のう──とかさえする余よ裕ゆうもなく、ぼんやりと呆ほうけてしまう。

　……いくら考えてみても……こうして実際に手が触れ合ったところで尚なお、やはりどうしようもなく、現実感の乏とぼしい状況だった。

「（だって……あの、天道花憐、だぞ？　それがどうして僕なんかに声を……）」

　彼女の笑え顔がおを見つめながら、改めてこの状況の異常さを再確認する。




　天道花憐。僕とは対極に、二年生ながら学内ヒエラルキーの頂点に君臨する生徒。

　容よう姿し端たん麗れい、成績優ゆう秀しゆう、頭脳明めい晰せき、スポーツ万ばん能のうと、おおよそ現実の人間とは思えないスペックを誇ほこる美少女。偏差値低めで、校風がお世辞にも良いとは言えない音吹高校において、掃はき溜だめに鶴つるとはまさにこのこと。

　故に芸能人でもないのに、今や音吹では殆ほとんど神格化レベルで祭り上げられている……所謂いわゆる「学内アイドル」というヤツだ。

　しかしそれを、井いの中の蛙かわずと侮あなどるなかれ。狭せまい世界での濃のう密みつな支持を得ているだけに、彼女の及およぼす影えい響きよう力はあまりに絶大。アイドルという言葉だけじゃ追いつかないかもしれない。彼女は音吹全生徒にとっての共通話題であり、ファッションリーダーであり、流行発信者であり、偶ぐう像ぞうであり、マスコットであり、シンボルであり、誇りなのだ。

　地元の他校生に音吹高校の印象を聞けば、「偏へん差さ値ち低めの公立」という伝統のお決まりイメージの次に「あと、天道花憐のいる高校」という言葉が即そく出てくるぐらいには、どうしようもない程の中心存在。

　性格面も概おおむね好評で、自らの卓たく越えつしたスペックを根こん拠きよとした自信や行動力を持つものの、そこに傲ごう岸がん不ふ遜そんさは微み塵じんもなく、むしろ一種の高潔ささえ感じられるという（これはクラスメイトの男子が噂うわさしていたことの盗ぬすみ聞き＆受け売りだ）。

　片や僕の方はと言えば、高校に友達の一人さえいない、モブキャラぼっちゲーマー。

「…………」

　……うん、いくら考えてみても、彼女に声をかけられる理由が見当たらない。っていうか、僕なんかが現在彼女の視界に入っているという事実が、既すでに奇跡だ。

　ま、まあ、そりゃあね？　根っからの中二病気質な僕だから、有名人たる彼女に劇的に見み初そめられたりする妄もう想そうをしたことがないとは言わないさ、うん。

　だけどその妄想をする時でさえ、イマイチ「僕が見初められる理由」の具体的設定が見つからず、妙みように苦く慮りよしたぐらいだし（お恥はずかしながら、結局ベタに「幼い頃ころに重要な約束してた」的な妄想で妥だ協きようしました）。

　だから、今の状況はあまりに想定外すぎて。正直な話、喜びや期待なんかよりも、むしろ戸と惑まどいと……そして、不安の方が大きかった。……そう、不安。

「（な、なんか僕、変なことしたのかなぁ。大した話じゃなきゃいいけど……）」

　普ふ段だんから非日常を望んでいた割には、いざそれに直面すると、この平へい穏おんな日常が壊こわれるんじゃないかという恐きよう怖ふに怯おびえる僕。中二病だなんだと言いつつも、結局は「なにかいいことが起きたらいいな」という願望よりも「どうか悪いことが起きませんように」という祈いのりの方が切実なあたり、どうしようもない程に根が小市民だ。情けない。

　僕の中で様々な感情が渦うず巻まく中、天道さんは握手した手を離はなしながら、あくまで笑顔のままで語りかけてきた。

「雨野君。キミさ、好きなのかな？」

「え!?」

　突とつ然ぜんの質問に、僕の心臓はまたも跳ね上がる。ま、まさか、こんな何気ない日常の一場面で期せずして高たか嶺ねの花への告白タイムが来ようとは夢にも──

「ゲームがさ」

「ですよね！　分かってました！　僕今、ホントは分かっていながら、あえて動揺してみせてたとこあります！」

「？」

「あ、いや、な、なんでもないです……」

　やばい、テンパりすぎて今度は躁そう鬱うつの躁そうの方に寄っている。初対面の人間からしたら、キモイにも程があるノリだ。つい、身内と話す時の素すの自分が出てしまった。

　しかし天道さんはさして気にした様子もなく、さっきまで僕が手に取っていたソフトの方を見やりながら再度訊たずねて来る。

「雨野君、さっき何か手に取ってたよね。えーと……」

　あ、やばい。ただでさえギャルゲー見てたなんて恥ずかしいのに、今何気なく手に取って見てたのって、確か……。

「えっと、これかな？　なになに……世界初、金髪美少女オンリー恋れん愛あいシミュレーション＆お色気悪戯いたずらアドベンチャー『きんいろ小細工』……？」

「好きです！」

「え!?」

「あ」

　どうにか彼女の興味をソフトから引き離そうと咄嗟にさっきの質問に大声で答えてみたはいいものの、どうもとんでもないタイミングだったようだ。

　天道さんは自分のブロンドを指先でくるくるといじりながら、酷ひどく動揺した様子でソフトと僕を交こう互ごに見つめ、徐じよ々じよに頰を紅潮──

「あ、げ、ゲーム全ぜん般ぱんがですよ!?」

「だ、だよね！　分かってた！　私今、分かっていながら、それでも照れたとこある！」

　直前の僕の言葉につられたようなリアクションをとりながら、天道さんがあせあせとパッケージを棚に戻す。そして二人の間に漂ただよい出す、なんとも言えない、お通つ夜やみたいな空気。……もう、消え去りたい。この場から、跡あと形かたもなく。メド○ーアを食らう勢いで。

　とはいえ、キモオタ男子たる自分だけならまだしも、なんか天道さんまで変な空気に巻き込んだ責任は取らないといけない。

　僕は最大限の勇気を振ふり絞しぼって、珍めずらしく自分から話題を切り出した。

「えと、ぼ、僕、ゲームが、こう、全体的に、好きで。だ、だから、今のソフト見てたことにも他意はないというか……あまりに斬ざん新しんすぎるコンセプトに、パッケージ裏面の説明読みたくなっただけというか……」

「あ、分かる。そうそう、ゲームのパッケージ裏読むのって楽しいんだよね」

　ニコッと優やさしく微笑ほほえんでくれる天道さん。その瞬しゆん間かん、僕は一発で舞まい上がってしまった。

「わ、分かります!?　そうなんですよっ、いいですよね、パッケージ裏！　ネットのレビューやゲーム雑誌のレビューとかも参考にしますけど、僕はやっぱり、パッケージ裏の概がい要よう説明も同じぐらい重視していきたいと思っているんですよ！　公式ＨＰで説明見るのとかともまた違ちがうんです！　あの極めて狭い範はん囲いの中に、ゲームの売りをギュッと濃のう縮しゆくしてこれでもかと表現している感が、たまらないんです！　パッケージ裏と言えば、メタルギ○ソリッドのあれは本当に革新的──」

　そこまで一息に喋しやべったところでハッとして止まる。やばい、今なにしてた僕。普段は無口な癖くせに、好きなもののこととなると途と端たんに饒じよう舌ぜつって……あまりに典型的すぎるだろう、僕！　恥ずかしい！　しかも相手は、あろうことか音吹のリア充じゆうの中でも、更さらに頂点に君臨するような女子だぞ。これは酷こく──

「ふふっ……」

「？　て、天道さん？」

　気付くと、僕の予想に反して天道さんはなぜか凄く楽しそうに、小さくくすくすと笑っていた。一瞬、僕のあんまりな醜しゆう態たいをせせら笑っているのかなと思ったけれど、どうもそういう嫌いやな感じでもない。

　不思議に思ってぽかんとしていると、天道さんは実に楽しそうな笑顔のままで、口を開いた。

「ごめんなさいね、話の途中なのに。でも、雨野君があまりに熱いものだから、つい……」

「う……」

　は、恥ずかしい！　顔に再び熱が戻ってくる。しかし、天道さんは特に僕を小こ馬ば鹿かにする様子もなく、更に続けてきた。

「それに、なんていうか、雨野君が本当に理想的すぎて、キミに勇気を持って声をかけた自分を褒ほめてあげたくなっちゃったっていうか……」

「へ？　り、理想的？　えと……それは……」

　今度はまた、違う意味で熱くなってくる。えと……これは……まさか、いつか妄想していた、見初められパターンでは!?

　僕の胸が高鳴る中、天道さんはなぜか改めて背筋を伸のばすと、僕の瞳ひとみを正面から見つめてくる。

「ねぇ、雨野君。もし良かったら、キミさ。私に付き合って……」

「!?」

　き、キタァ────!?　こ、これは、これは、今度こそ、正しよう真しん正しよう銘めい、告白タイム──




「……私に付き合って、ゲーム部に、入ってみない？」




「ですよね！　分かってました！　僕今、ゲーム部の誘さそいだって分かって──って、え？　げ……げぇむ……部？」

　あまりに予想外の誘いに、キョトンとする僕。

　しかし天道さんはと言えば、相変わらず天使のように……ニコニコと、僕に微笑みかけ続けてくれていたのであった。




　　　　＊




　上じよう機き嫌げんの時にやるゲーム程ほど、楽しいものはない。

　クサクサしている時にはどんな名作ＲＰＧの感動シーンにもイマイチ乗り切れないけど、機嫌がいい時には理り不ふ尽じんなエンカウントで全ぜん滅めつして長時間の冒ぼう険けんがパーになってさえ、嘆なげくどころかゲラゲラ笑えてしまう。
















　だからこそ、今日の僕は──

「♪～～♪～～♪」

　──教室の片かた隅すみで一人、スマホのソーシャルゲームさえも、全力で楽しめていた。

「（やー、ソシャゲも案外捨てたもんじゃないよなぁ、うん。なんだろう、この思考停止状態でぼんやりできる感じ……全然嫌きらいじゃないよね！）」

　最も早はや、日によっては苛いら立だちしか覚えない課金煽あおり演出にさえ愛らしさを感じる始末。

　僕はぽちぽちと「曜日クエスト」をこなしながら、他人にはまるで聞こえないレベルの鼻はな唄うたを口ずさむ。

「（普段は少し居い心地ごこちの悪い『休み時間のぼっち着席』でさえも、今日ばかりは殆ほとんど気にならないよね。なにせ……）」

　昨日の放課後の出来事を回想し、思わずほくそ笑んでしまう。

「（なにせ、あの天道花憐さんにゲーム部へ誘われてしまったのだから！）」

　これまで陰いん々いん滅めつ々めつとした高校生活を送ってきた自分に、突とつ如じよ降って湧わいたイベント。

　憧あこがれの人からの接せつ触しよく、それに加えてゲーム好きの同志までもが一気にできる予感。

　この状じよう況きようで、浮うかれるなという方が無理な話だった。

　実際、昨日もあれから家で弟とスマ○ラで遊んだのだけれど、その間も終始超ちよう絶ぜつハイテンションだったどころか、負けてもニッコニコし続けていたため、「いや流石さすがにキメェよお兄さん！」と中三の弟に罵ば倒とうされる始末。しかしそう言われても、どうしようもない。

　上機嫌な時に楽しく遊ぶゲーム程、最高な娯ご楽らくはないのだから！

　流石に学校じゃニヤニヤを抑おさえようと努力するものの、しかしモブキャラ男子なんかそもそも誰だれも見ちゃいないだろうと、僕は上機嫌でスマホをいじり続ける。

「（それにしても、ゲーム部かぁ。そんなのが音吹にあっただなんてなぁ）」

　ゲーム好きを自じ称しようする僕でさえ、まるで知らなかった。

　それもそのはずで、現在音吹にあるゲーム部は、つい最近天道さんが作ったばかりの部活動だという。しかも、とある事情から全然生徒達に認知もされていない。

　僕は昨日の放課後……ショップから近場の公園ベンチに場所を移して聞いた天道さんの話を、アプリで遊びながら、今一度ゆっくりと回想し始めた。




「それでね、ゲーム部の話。私が中心になって作ったはいいんだけれど。実際、部員募ぼ集しゆうのお知らせ的なものは、何もしていないんだよね」

　鞄かばんから取り出した小さめのミネラルウォーターで唇くちびるを湿しめらせながら説明する天道さん。

　僕は相変わらず彼女と二人で喋っているという状況にドギマギしつつも、なんとか醜態を曝さらすまいと、必死で平静を取り繕つくろって応じる。

「そ、そうなんですか。でも──」

「あ、敬語」

「？」

　突然天道さんが、どこか困ったように眉まゆを八の字にして僕を見つめる。

「同学年なんだから、タメ口でいいよ、雨野君。っていうか、私の方がもうそうしちゃっているから、むしろ敬語で対応される方が気まずいかな」

「あ、すいません……」

　反射的にぺこりと頭を下げて、ハッとする。天道さんは苦く笑しようした。

「なんでだろうなー。私、クラスメイトにさえ敬語で話されたりするんだよね」

「そ、そうなんですか」

「うん。……この前なんか、遂ついには先生にまで敬語で話されたし……」

「はは……」

「果てには、大魔ま王おう○ッパにまで時折敬語で応対される始末だよ」

「へぇ……って、いやいやいやいや、それは流石に噓うそでしょう!?」

「いやホントホント。この前なんかクッ○城の最さい奥おうで『足あし下もとの悪い中、よくぞおこし頂きました』とまで言ってくれたからね、彼。バグかな？」

「バグにも程がありますよ！　どういう状況ならそんなバグが発生するんですか!?」

「えーと……かなり眠ねむい時とか」

「じゃあ夢ですよ！　まごうかたなき夢ですよ！」

「え？　じゃあ、もしかして、リオ○イアが『申し訳ありません。今日はもう、うち逆げき鱗りん切らしちゃってまして……』って、わざわざへりくだって謝ってくれたアレも……」

「夢でしょうよ！　っていうか、それが夢以外だったらちょっとした事件ですよ！」

「……カプ○ンに苦情入れた方がいいかしら？」

「なぜ夢説を頑かたくなに否定!?　やめて下さい！　バグってるのはどう考えたって天──」

「……ふふっ」

「……あ……」

　突然天道さんがクスクス笑い出したところで、僕はようやく、彼女に自分の「素す」が引き出されていたことに気がついて、途端に恥はずかしくなってくる。

　再び、しゅんとしおらしくなる僕を、天道さんは残念そうに見ながらも、これ以上続けるのは気の毒だとでも思ったのか、優しい笑顔で話を元に戻もどしてくれた。

「ごめんね、話逸そらしちゃって。えっと、どこまで話したっけ……」

　指を唇に当てて宙を眺ながめる天道さん。……こういう仕し種ぐさを天然でできちゃうあたりが、学内アイドルたる所以ゆえんなんだろうなぁ。

「そうそう、ゲーム部発ほつ足そくの宣伝活動をしていない、という話だったね」

「あ、はい、そうでしたね。えと……それは、どうしてまた……」

　少し落ち着いてきたのと同時に、素直に疑問感情が湧いて来る。天道さんはペットボトルのキャップを閉めながら、砂場ではしゃぐ子供達を眺めた。

「ゲーム部って、ただでさえ不ふ真ま面じ目めそうな響ひびきな上、自分で言うのもアレなんだけど……その、私が在籍しちゃっているじゃない？　だからその、大々的に告知しちゃうと……」

「……？…………あ。……あー……そういう……」

　天道さんは苦笑し、それ以上の説明をぼかしたものの、僕にも大体の事情は朧おぼろ気げながら飲み込め始めていた。

　要は、怠なまけ目的や天道さん目的の中途半はん端ぱな動機の入部希望者が殺さつ到とうする事態を危き惧ぐしているのだろう。運動部と違って、ゲーム部という名前の敷しき居いの低さも凄すごいし。

　天道さんが続ける。

「私はね、凄くゲームが好きなの。あんまり友達にも言ってないんだけれどね。音吹に来たのだって、実は有名な名門ゲーム部があるって聞いたからだったし」

「え？」

　そんなのはまるで初耳だった。天道さんが「あはは」と力なく笑う。

「私達が入学する直前に、潰つぶれちゃったんだって。当時の卒業生が中心メンバーだったみたいで……」

「ああ……」

　それは……なんと言っていいものやら。しかし天道さんは、全くめげた様子がなかった。

「だから、去年一年、私は水面下でゲーム部復活のためにひっそり動いてたの。で、今年の春、遂に、私を部長として……」

「ああ、ゲーム部が復活したんですね。おめでとうございます」

　素直に感心しつつ賞賛する僕。「あ、どもども」と照れる天道さん。

　僕は小さくパチパチと手を叩たたいた後、しかしふと疑問が湧いて彼女に訊たずねる。

「えと、でも、そもそもゲーム部って一体……」

「あ、うん。基本的にはそのまんまのイメージの、ゲームで遊ぶ部活かな」

「……それに名門とかって、あるんですか？　いや、そもそもゲームの部活って……」

　僕の疑問に、天道さんが笑う。

「あははっ、うん、普ふ通つうそうなるよね。でも、実際ただ遊ぶだけとは、ちょっと違ちがうっていうか。ちゃんと、部活として、真しん剣けんに遊んでいる、っていうのかな」

「？」

「えと……ごめんなさいね、イマイチイメージできないよね？　でも、だからこそさ」

　そこで天道さんは立ち上がり、夕ゆう陽ひを背に人ひと懐なつっこい笑え顔がおで僕を誘う。




「一度、見学に来てみてくれないかな、ゲーム部！　ね、雨野君！」




　一いつ瞬しゆん彼女のあまりの可愛かわいらしさにぽけーっとしてしまいつつも、僕は慌あわてて訊ね返す。

「そ、そんな、どうして、僕なんかを……」

「僕なんかって……」

　本気で理解できないでオロオロしている僕に対し。

　天道さんは、いじけた子供を優やさしく諭さとすような、慈じ愛あいに満ちた態度で続けてくる。

「だって雨野君、ゲーム好きなんでしょう？」

「え、あ、はい、好きは、好きですけど……」

　僕が首を捻ひねっていると、天道さんは具体的に説明を始めてくれた。

「私達ゲーム部は、告知をしない代わりに、部員が各おの々おの、『これぞゲーム好き』という人をスカウトしてくるようにしているの。正直効率はかなり悪いし、本当にゲーム好きの人を見み逃のがしちゃうこともあるだろうけど、でも、変な人ばかり入ってきちゃって、いきなり部活自体が壊こわれちゃったら元も子もないしね。まずは基き盤ばん固めっていうのかな」

「はぁ……なるほど……」

　要は招待制のお店みたいなものか。たとえ効率が悪くとも、優先すべき何かがある。

　あれ？　でも、ということは……やっぱり、僕は……。

「って、あ、もうこんな時間！　門限が……！」

　振しん動どうアラームでも鳴ったのか、ポケットからスマホを取り出して慌てる天道さん。

　彼女ぐらいになると、このご時世でもまだ「門限」なんてあるんだなーとか妙みような部分に僕が感心していると、彼女は僕に向かって「ごめんね！」と手刀を切り、急いでベンチに置いてあった鞄をひっつかんだ。

「とにかく、そういうわけだから！　明日あした！　明日の放課後、空けといて！　詳くわしくは……えっと、休み時間とかに伝えるから！　じゃあね、雨野君！」

「え、あ、うん、その、さ、さようなら……」

　慌ててベンチから立ち上がり、一瞬躊ちゆう躇ちよしつつも、照れながらちょいちょいと手を振ふる僕。……天道さんはもう全然こっちを見てなかったけど、それでも僕は手を振り続け……そして、彼女の姿が見えなくなったところで、へなへなとベンチに腰こしを下ろす。

　そうして、しばらくボーッと呆ほうけた後……僕は、空を見上げ、ぽつりと呟つぶやく。

「これって……僕、彼女に選ばれたって……こと？」

　別に恋れん愛あいがどうこうじゃ、全然ないけど。それでも……以前はただの妄もう想そうでしかなかったことが、俄が然ぜん現実味を帯びてきたことは、事実なわけで。

「ゲーム部……ゲーム部、かぁ……。…………ふ、ふふ……」

　その日、僕は生まれて初めて。

　翌日の音吹への登校が、心の底から、楽しみに思えたのだった。




　ぼんやりとソーシャルゲームのクエストをこなしながら、そんな、何度思い返したか分からない、昨日の夢のような放課後の一時を反はん芻すうする。

「（そう、ゲーム部。今日僕は……天道さんに誘さそわれて、ゲーム部に……）」

　なんて心の浮うき立つ日だろう。僕の高校生活に、まさかこんな日が来ようとは。

　でも……一つ不安なのは……。

「（まさか……本当に夢じゃ、ない、よな？）」

　昨日はまだしも、一晩明けると途と端たんに自信が持てなくなってくる。元々わりとリアルな夢を見る性質たちなことも手伝って、僕はそんな一いち抹まつの不安も抱いだいていた。

「（……い、いや、絶対あれは夢じゃない、うん。九く分ぶ九く厘りん、現実だ。…………。……い、今はただ、ゲームを楽しんで、放課後を待とうじゃないか、うん！）」

　僕は不安を無理矢理搔かき消す様に、スマホの画面へと集中する。

　僕にとってゲームは、逃とう避ひ場所であると同時に、精神安定剤ざいでもある。作業ゲーを無心でやるのも好きだし、ＲＰＧ世界に没ぼつ入にゆうするのも大好き。どちらにせよ、現実のことを忘れて心が綺き麗れいにリフレッシュされるのは変わらないから。

　で、僕が今遊んでいるのは、世の中に数多あまたあるパズ○ラクローン系アプリの一種だ。

　時間経過で回復するエネルギーを使って冒ぼう険けんし、少しゲーム性のある戦せん闘とうをこなし、戦闘報ほう酬しゆうや毎日のログインボーナスでガチャを引き、仲間を集めて、強化や合成をする。

　課金前提のソシャゲはいつもあまり長続きしないのだけれど、今僕がやっているコレは、多少アクション性のある戦闘が意外と僕好みで、結果、雀すずめの涙なみだみたいな百円単位の課金と共に、もうかれこれ半年程ほどに亘わたって楽しませて貰もらっていた。

　今日も今日とて一つクエストをこなしメニュー画面に戻ると、ふと一件、「救きゆう援えん要よう請せい」が来ていることに気がつく。

　これは「フレンド」として登録してある他ほかのユーザーが、期間限定で行なわれるイベントで現れる敵に勝てなかった場合、他のユーザーに追つい撃げきを要請し、報酬の分け前を与あたえる代わりに倒たおして貰うシステムだ。

　あ、当然「フレンド」とは言っても、殆ほとんどは知り合いでも何でもない、そのゲーム限りの協力相手だ。交流もなく、ただ互たがいのメリットのために協力しあう、見知らぬ相手。基本的にはそこに、何の感情も介かい在ざいしない。

　ただ、今回救援要請をしてきた相手は、少しだけ事情が違った。

「（ああ《ＭＯＮＯ》さんか。だったら、要請に応じようかな、うん）」

　基本的にこのゲームにおける救援要請は、受ける側のメリットがそう多くはない。当然皆かい無むでもないのだけれど、だったら他にも効率良いクエストがあるというか。

　しかし、この《ＭＯＮＯ》さんは僕がこのアプリを開始した当初からのフレンドで、互いにメッセージでの交流なんかは一いつ切さいないものの、不思議と強い戦友感覚のある相手だ。二人のゲーム進行速度がほぼ一いつ緒しよだったり、ログインタイミングが似通っていたり、それこそ救援要請依い頼らいで助け合う率が高いせいかもしれない。

　なにはともあれ、たとえそれがソシャゲ上の薄うすい繫つながりであったとしても、《ＭＯＮＯ》さんの救援要請は受けておきたい。特に今回のイベントには「救援要請は受信から、三分の間に受けなければいけない」という、妙に厳しい時間制限がある。

　僕は即そく座ざに指を動かすと、《救援要請を受ける》ボタンをタップ──




「あ、いたいた、雨野君！」




　──しようとしたその矢先、突とつ然ぜん大きな声と共に天道さんが教室へと入ってきた。

　意外すぎる人物の登場に、ギョッとして喧けん噪そうの止やむＦ組。しかし天道さんは慣れているのか、特段気にした様子もなく、堂々と僕の方へと向かって来る。

　当然僕もまた動どう揺ようし、スマホを持って固まったまま、啞あ然ぜんと彼女を見てしまっていた。

　……彼女が僕を目指してずんずん近付いてくるにつれ、クラスメイト達の視線も徐じよ々じよに僕に集まり始める。……心臓が、バクバクと脈打つ。

「（う……これは……流石さすがに……）」

　ラブコメ妄想では若じやつ干かん夢見た光景だけれど、いざこうして突然のタイミングで注目を浴びると、とてもじゃないけど平静じゃいられない。優ゆう越えつ感なんてもっての外だ。

　実際クラスメイト達の視線も、羨せん望ぼうよりは、極きわめて怪け訝げんそうなそれだし。

　だけどそんな僕らの微び妙みような空気感を知ってか知らずか、天道さんはずいずい僕の机までやってくると……突然、ひょいっと、僕のスマホを覗のぞき込んだ。

「ん？　雨野君、なにやってるの？」

「あ、その、暇ひま潰つぶしっていうか……」

「ああ、ソーシャルゲーム。意外ね、雨野君、こういう、くだらないのもやるんだ」

「え？……あ…………う、うん、まあ」

　なぜか急激に顔がかぁっと熱くなり、慌ててスマホを机に伏ふせるようにして置く。……なんでだろう、不思議と体まで熱い。天道さんが傍そばにいて、皆みなからも注目を浴びているせいかな。それとも……。

「そんなことよりさ」

　机に置いた僕のスマホをサッと遠ざけ、そこに手を置いて、天道さんは妙に親しげに、僕に語りかけてくる。

「今日の約束の件なんだけど。放課後、とりあえず図書室で待ち合わせでどうかな？　雨野君、掃そう除じ終わったらすぐ来れそう？」

「あ、う、うん。大だい、丈じよう夫ぶ、だと……思い、ます」

　言葉が妙に喉のどにつっかかる。衆目があるせいか、昨日よりも尚なお体の強張りが酷ひどい。なんとか意志を補足せねばと、更さらに首振り人形のようにこくこくと頷うなずく僕。

　すると、天道さんは、「そうっ！」と凄すごく嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれた。ただでさえかなり珍めずらしい彼女の屈くつ託たくない笑顔が、現在はあろうことか僕一人へと向けられているという事実に、クラス中が若干ざわつく。

　僕が彼女にかける次の言葉を決めあぐねて口をパクパクと動かしていると、神様がそれを見かねたのか、二時限目の始業ベルが鳴った。

「あ、じゃあ私行くから。雨野君、放課後ね！」

　それだけ言って、トテトテと小走りで去って行く天道さん。「あ、うん、じゃ……」という気の抜ぬけた相あい槌づちと共に取り残される僕と……そして。

「（う……）」

　クラスメイト達の、不ぶ躾しつけな視線。また、始業ベルが鳴ってしまったせいで、こういう時真っ先に騒さわぐお調子者のクラスメイトさえ僕に声をかけてくれず、なんだか非常に空気が不ふ穏おんなままだ。かといって、ゲーム部のことを自分から口にするのも無理だし……。

　僕は机から教科書を取り出す振りをして顔を伏せ、ゆっくりと授業の準備を進める。

　──と。

「（……あ。結局《ＭＯＮＯ》さんの救援要請……受けられなかったな……）」

　スマホを手に取り画面を見ると、《救援失敗》の表記が出ていた。

　実際、ソシャゲにおいて諸事情で救援に応えられないことなんてザラだ。逆に僕が救援要請を受けて貰えない時だってあるし、その際相手を恨うらむとかは全くない。

　だけど、なぜだろう。

　今日の罪悪感は、普ふ段だんのそれより……不思議と少しだけ、大きかった。
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「く……わぁ～～……」

　放課後、人ひと気けの少ない図書室の片かた隅すみで、小さく呻うめきながら背筋を伸のばす。

「（……これまでの高校生活の中で、一番長い一日だった……）」

　勿もち論ろん、あまりいい意味じゃない。奇き異いの視線というヤツがこんなにも人の精神力を削けずるのだということを、僕は改めて思い知らされた。まあ、たまたま持って来ていた「風来のシ○ン」新作が最難関ダンジョンの七〇階まで踏とう破はしたところでセーブしてあり、今日はこのシリーズ特有の「外界なんかどうでも良くなるぐらいの緊きん張ちよう感かん」と共にゲームへと臨のぞめていたから良かったものの！　そうじゃなければ、心が折れて死んでいたかもしれない。

　やはり、ゲームは偉い大だいだ。……まあ、結局九五階で凡ぼんミスして倒れたから、また違ちがう意味で心は折られたけどね！　ちくしょう！　チュンソ○トめ！　よくもあんなに次から次へと、モンスターの嫌いやらしい特とく殊しゆ能力を考えられるものだ！　天才かよ！

　と、後こう悔かいもそこそこに、図書室にまだ天道さんが来ていないのを確認してから、テキトーに書しよ架かから本を抜き出してはパラパラと眺ながめる。しかし勿論、意識は本にない。

「（でもおっかしいなぁ、基本的には超ちよう幸運に恵めぐまれたラブコメ状じよう況きようと言って差し支つかえないんだけどなぁ。少なくとも今はまだ全然幸せじゃないというか、むしろ……）」

　そこまで考えて、ぶるぶると頭かぶりを振る。何を弱気になってんだ、僕。本番はここからじゃないか。

　ゲーム部を見学して、恐おそらくはそのまま入部して、天道さんや、ゲーム好きの仲間と親しくなる。

　……そこから、ようやく僕の明るい高校生活が始まるんだ。こんなところで勝手に躓つまずいてどうするんだ。しっかりしろ、僕。多少の嫌な事ぐらい、耐たえなきゃ駄だ目めだろ、うん。

　僕が決意を新たにしていると、図書室の戸の開閉音がした。本を棚たなに戻もどして確認に向かうと、そこには予想通り、笑顔のブロンド美少女さんがいた。……相変わらず、何処どこにいても風景から浮いている気がするなぁ。いい意味で。僕とはホント真逆の存在だ。……いやまあ、今日は僕もなんか浮いてたけど。こっちは俄然悪い意味で。

「雨野君、早いのね。ごめんね、遅おそくなって」

　少し声を潜ひそめながら近付いてくる天道さん。僕は「いえ」と笑う。

「僕も今来たところなんで……」

　言ってから、今のはあまりにテンプレじみた台詞せりふすぎやしないかと後悔するも、天道さんが「そっか。なら良かった」とサラッと流してくれたので、ホッと胸を撫なで下ろす。

　僕はそのまま、早速目的地に向かうため図書室の出口へと向か──

「あ、ちょっと待って雨野君。もう一人来るからさ」

「……え？」

　天道さんの意外な言葉に、驚おどろいて振ふり向く僕。彼女は僕の挙動に少し首を傾かしげつつも、相変わらずニコニコと説明してくれた。

「あ、言ってなかったっけ？　実は昨日、雨野君の前にもう一人声かけてたの。折角だから、二人一緒に見学して貰おうかなって」

「あ……そ、そう、なんです、か」

　僕は微び笑しようを浮うかべながら天道さんの方に戻るも……内心では、激しく動揺していた。

「（僕より前に声かけてって……つまり……僕は……もしかして、ついで？）」

　直前まで「選ばれた男」みたいな感覚でいた自分が、急激に恥はずかしくなってくる。いたたまれない。唯ゆい一いつの救いは、周囲に調子こいた態度を見せていなかったことか。だってそもそも自じ慢まんする友達がいないからね！…………。……それは本当に救いか？

　天道さんと共に入り口付近の椅い子すに座り、彼女の「最近どう」的世間話にも必死こいて応じていると、二分程ほど経過したところで再び図書室の戸が開いた。

　入室してきた人物を見て、まず天道さんが小声で呼び寄せながら手を振る。

「三み角すみ君。こっちこっち」

　そのアクションを受け、僕も入り口を振り返る。天道さんの呼び方から既すでに分かっていたことだけれど、当然、男子生徒だった。しかも……。

「（わー…………すっごい美少年系のイケメンだぁ……）」

　見事にテンションの下がる僕。なんだろう、これが女の子だったら、まだ僕にも希望があったのだ。なんの希望かは分からないけど。こう……ラブコメテンプレ的に？

　だけどこうなってくると、本当に「僕はおまけ」感がハンパない。……まあ、そりゃそうなんだけどさ。最初から、僕なんてモブキャラなわけだし。

　片や「三角君」とやらは、アクの強すぎない爽さわやか美少年……つまりは主人公オーラバリバリで、しかも……。

「あ、すいません、天道さん。それに、確か、雨野君。遅おくれてしまって……」

　本当に申し訳なさそうな顔をして、開口一番頭を下げてくる美少年。

「（……わー、腰こし低ーい。なんかすげーいい人っぽーい。……あ、そう……）」

　なにか色んな事に絶望しながらも、天道さんと二人「いえいえ」と応じる。

　天道さんは改めて、僕の方を見た。

「そっか、朝に三角君には雨野君のこと話したけど、雨野君には休み時間短くて、彼のこと説明できてなかったわね」

「あ、うん……（僕より先に、やっぱり三角君のとこ行ってたんですね……）」

「じゃあ改めて紹しよう介かいするね。彼は、Ｃ組の三角瑛えい一いち君。同じ二年よ。ゲームセンターで遊んでたのを見かけて、声かけたの。一人で、落ちものパズルを一心不乱にやっててさ」

　天道さんの説明に、三角君が頰ほおを赤らめる。

「ちょ、言わないで下さいよ、天道さん。恥ずかしいなぁ、もう」

「なんで？　褒ほめてるのよ、私。だって彼、ギョッとする程凄い腕うで前まえなんだもの」

「いえ、ボクはただ、あのゲームだけが特別得意なだけで……」

　……わぁーお、出で逢あい方も、僕より断然いいですねー。ですよね。それこそが、本来の主人公的な出逢い方ですよねー、うん。

　すっかり死んだ目をした僕に、しかし、爽やか美少年の三角君は、はにかみながらもすっと右手を自然に差し出してくれる。

「えっと、よろしくね、雨野君。キミのことは天道さんから聞いてるよ。その……ボク、実はあんまり友達多くなくてさ。できれば仲良くしてくれると、嬉しいかな、なんて」

「あ、は、はい、どど、どうも、雨野です。よろしくです！（なんてイケメン！）」

　握あく手しゆという慣れない行こう為いに照れ、僕もまた頰を紅潮させてその手を握にぎる。……あ、凄いすべすべの綺き麗れいな手だな。栗くり色いろの髪かみもサラサラで、笑顔も控ひかえめながら人ひと懐なつっこくて……って、なんだこれ！　ＢＬか！　でも正直僕、この件だけでもう既に三角君がすげー好き！　僕が三角君を主人公としたラブコメのヒロインだったら、確実にチョロインに分類されるレベルだね、これ！

　僕がすっかり三角君にオチたところで、天道さんが立ち上がる。

「じゃあ、早速ゲーム部へ向かおうか、二人とも」

　その言葉に。

　僕と三角君は顔を見合わせ……そして二人、少し力みながらも笑顔で応じたのだった。

『はい！』




　　　　＊




　ゲーム部の部室は、本校舎から渡わたり廊ろう下かを行った先、旧校舎を改装して造られた文化部棟とうの一室だった。

　三階にあるという部室に向かう階段を上りながら、先を行く天道さんに三角君が訊たずねる。

「それにしても、よくテレビゲームという題材で部室が貰もらえましたね。文化部って、凄く競争率高いって聞いてたんですけど……」

　そこは僕も気になっていたところだった。大学ならまだしも、高校にゲーム部なんて、普通はラノベの中ぐらいでしか存在できないだろう。

　天道さんは特に振り返らずに応じた。

「ああ、その理由は大きく分けて二つね。まず、私達の入学前にはゲーム部が既に一度存在していたということ」

　天道さんの説明に、しかし少し納なつ得とくのいかない僕は思わず視線を上げるも……瞬しゆん間かん、天道さんの短いスカートの中が見えそうになり、慌あわてて目を逸そらしつつ訊ねる。

「で、でも、そもそも、その前のゲーム部自体、一体どうやって成立して……」

「そこが、第二の理由ね。結論から言ってしまえば、活動がちゃんとしているのよ」

『？　ちゃんと？』

　三角君と二人、思わず首を傾げる。ちゃ、ちゃんとしたゲーム部の活動って、なんだ？　ゲームするのに、ちゃんとするもなにも、あるのか？

　しかし僕らの混乱に反して、天道さんはそれ以上説明する気がない様子でずんずん先を行く。そのまま三階まで上り切り、再び歩き出して数秒。痺しびれを切らした三角君が質問を重ねようとするも、天道さんがそれを先回りして制する。

「それに関しては、『百聞は一見にしかず』よ」

　突とつ然ぜん天道さんは立ち止まり、僕ら二人を振り返る。

　見れば、彼女と僕らの間には一つのドアが……表札に「ゲーム部」と書かれたドアが、存在していた。

　天道さんはドアを押し開いて入室し、そして……僕らを迎むかえ入れるような手振りと共に、抜ぬけるような笑え顔がおで告げて来る。




「ようこそ、ゲーム部へ！」




　逆光で、廊下からだと室内の様子がハッキリと窺うかがえない。

　僕らはごくりと息を吞のむと、緊きん張ちようを孕はらんだ声で挨あい拶さつしながらも、三角君から先に入室していった。……ここで先に足を踏ふみ入れられないあたりが、僕の僕たる所以ゆえんだろう。

　背後で天道さんがまるで逃にげ道を塞ふさぐかのようにドアを閉める中、僕らは改めてゲーム部の室内を見渡す。

　教室の半分程度のスペースに、モニターやゲーム機が妙みように整然と置かれている。配線コードもしっかりと纏まとめられており、よく弟がコントローラーを踏みつけては逆ギレしてくる僕のだらしない部屋とは大おお違ちがいだ。

　そんなゲーム部の室内には、既に僕ら以外に二人の生徒がいた。

　眼鏡めがねの奥から切れ長の目が覗のぞく、どこか冷たい印象の男子生徒と。

　やたらと気け怠だるげに今時珍めずらしいフーセンガムを膨ふくらませながら、カチャカチャと格ゲー専用コントローラーを操り、黙もく々もくとゲームに没ぼつ頭とうするギャル風茶ちや髪ぱつ女生徒。

『…………（ごくり）』

　正直「歓かん迎げいムード」とは言い難がたい空気に、思わず背筋を伸のばす僕と三角君。

　天道さんが少し慌ててフォローを入れてくる。

「あ、あー、ごめんね、二人とも。ゲーム部は私を含ふくめて全部で五人の部員がいるんだけれど、なぜか今日に限って、ちょぉっと敷しき居いの高い二人だけがいる状況に……」

　天道さんの説明を受け、怜れい悧りな顔立ちをした男子生徒が、胸の前で腕を組んだまま不満そうにくいっと眼鏡を押し上げる。

「ふん、失礼な後こう輩はいだな。オレがいつ、初対面の相手に特別厳しい対応をした？」

「いやいや、加か瀬せ先輩は単純に全すべての人に厳しいでしょう。充じゆう分ぶんとっつき辛づらいですって」

　そう言いながらも、先輩に対してどこか気安い様子の天道さん。これが同じ部活同士の間あいだ柄がらというヤツなのかなぁと羨うらやましく思っていると、丁度格ゲーの対戦を終えたらしいもう一人の不良風女生徒が、こちらに視線をよこす。そして、仏ぶつ頂ちよう面づらで一言。

「…………あー、どーも」

『ど、どうも……』

　三角君と二人、オウム返しで頭を下げる。女生徒は極きわめて眠ねむそうな瞳で、僕らにそのまま質問してきた。

「格ゲー得意な人？」

『え……』

　どっちに訊きいているんだろう？　分からなかったものの、僕も三角君もとりあえず首をぶんぶんと横に振った。すると、彼女はすぐに興味を失った様子で「そ」とだけ呟つぶやき包み紙にガムを捨てると、即そく座ざに新しいガムを口に放り込みながら、モニターへと視線を戻もどした。…………えーと……。

「あ、ごめんね、二人とも。ニーナ先輩はいっつもそんな感じだから、気にしないで」

『……はぁ』

　天道さんの説明に、ぼんやりと応じる。どうやらこの人も先輩らしい。まあ確かに、その抜ばつ群ぐんのスタイルと気怠げさ故ゆえの妙な妖よう艶えんさは、同い年とは全然思えないけれどさ。

　完全に萎い縮しゆくする僕らに対し、天道さんがフォローするように二人を紹介してくれる。

「あ、改めて紹介するね。そっちのクール眼鏡気取った人が、副部長の加瀬岳がく人と先輩」

「おい天道」

　明らかにイラついた様子の加瀬先輩に僕らは震ふるえ上がるも、天道さんは全く気にした様子もなく続ける。

「で、そっちの今格ゲーやってる……っていうか常に格ゲーやっているエロいおねーさんが、大おお磯いそ新にい那な先輩」

「…………」

「見ての通り、格ゲーやってる時は若じやつ干かんノリ悪い先輩です、はい」

　自分が紹介されているというのに、僕らどころか、天道さんさえチラリとも見ない大磯先輩。……凄すごい集中力だなぁ。

　天道さんに椅子を勧すすめられて、とりあえず着席する僕ら。部屋の真ん中には白い長テーブルが二台並んで置かれており、右前方の席では大磯先輩が自らの目の前にモニターと専用コントローラーを置いて格ゲー中。その対面側では、加瀬先輩が何をするでもなく、まるで品定めをするように僕らを眺ながめていた。

　僕らが並んで入り口を背にして下座に着く中、大磯先輩の隣となりに座った天道さんが「さて」と切り出してくる。

「とりあえず二人には私達の活動を見て貰いたいのだけど……。加瀬先輩、ムスッとしてないで、いつもみたいにとりあえずテキトーにＦＰＳやって下さいよ」

「おい天道。オレは、生まれてこの方『とりあえずテキトーに』ＦＰＳに取り組んだことなど一度も──」

「あーはいはい、分かりましたから、ほら、セッティングしますよ先輩」

　天道さんが上座側に回り込み、部屋の隅すみに斜ななめに設置されていた部室で一番大きなテレビの電源とゲーム機のコンセントを入れる。彼女はそのままゲームを起動し、無線コントローラーを加瀬先輩へと手渡した。

　先輩は「ふん」と鼻を鳴らしながらも、どこか満まん更ざらでもない様子でそれを受け取りつつ、「大磯」と向かいの席に声をかける。すると彼女はどこからかヘッドフォンを取り出し、格ゲーのモニターに繫つないだ。どうやら、室内の音声環かん境きようはメインのテレビでゲームする人が優先らしい。

　天道さんが自分の席に戻る中、加瀬先輩はソフトを起動させ、スムーズにオンライン対戦のメニューを選び、マッチングを待つ。それは、僕でもシリーズを多少かじったことのある有名ＦＰＳ（一いち人にん称しよう視点シューティング）シリーズの最新作だった。リアルな戦場の中の一兵士になり、最さい先せん端たんの銃じゆう器きを用いて互たがいに撃うち合う。……と、こういう表現をすると血なまぐさいゲームのようだけれど、互いにやられてもすぐ生き返るし、着ちやく弾だん表現とかも緩ゆるいから、遊びの性質としては雪合戦の延長のようなものだ。

　人数が集まり対戦が始まったところで、三角君が感心したような溜ため息いきを漏もらす。

「へぇー、最近のゲームのグラフィックは凄いなぁ」

　確かに、これはＦＰＳの中でも特に綺麗なグラフィックのゲームだけど……彼の感動の仕方は、ゲーム好きにしては少し意外なぐらいに大おお袈げ裟さだった。

　天道さんが訊ねる。

「もしかして三角君って……本当に、あのパズルゲーム以外全然？」

　その疑問に、三角君は困った様子で頭を搔かく。

「だからそう言ってるじゃないですか。一応、うちにもゲーム機ありますけど……あくまで、ドラ○エとかマ○オシリーズが出たらやるかな、ぐらいのレベルなんですって、ボク」

「そ、そうなんだ」

　流石さすがにもう少しゲームに詳くわしいと踏んでいたのか、天道さんが苦く笑しようする。

「……ふん」

　せわしなくコントローラーを操作しながらも、加瀬先輩が鼻で笑った。恐きよう縮しゆくして、少し縮こまる三角君。…………えーと。

「た、確かに凄いグラフィックですね、これ！　あ、あと、加瀬先輩凄く上手い！」

　僕は雰ふん囲い気きを変えようと思い切って声を上げるも、上うわ擦ずっていてとてもスマートな援えん護ごとは言えない。

　それでも三角君はどこか安心した様子で僕に笑いかけてくれた。……よ、よし。

「加瀬先輩は、こう見えてＦＰＳじゃ日本で有数の腕うで前まえを誇ほこるランカーなのよ」

「こう見えてとはなんだ、こう見えてとは」

　天道さんに抗こう議ぎしながらも、加瀬先輩は見事に出会い頭がしらの敵の頭をも正確に撃ち抜いていく。ＦＰＳに詳しくない僕らでも、彼の腕が凄すさまじいことは充分に理解できた。

　しかし加瀬先輩当人は特に面おも白しろくもなさそうに、次々と敵チームの人員を倒たおしていく。

　僕は、ごくりと息を吞んだ。

「（確かこのシリーズって……撃って撃たれてのスピーディーなゲーム展開が評判のシリーズだよな？　でもこの人……こんなに派手に戦いの中心にいながらも、まだほんの一度たりとて、やられてない？）」

　それは、少しでもシリーズを囓かじった人なら一目で分かる異常さだった。いや、隣を見れば、三角君も食い入るように画面を見つめている。それほどに、加瀬先輩のテクニックは圧あつ倒とう的てきだった。

　画面を見つめながら、天道さんが呟く。

「これで少し、ゲーム部というものが分かって貰もらえたかな？」

　その言葉に、僕と三角君は黙だまって頷うなずく。……「活動がちゃんとしている」という彼女の言葉の意味が、朧おぼろ気げながら理解できはじめていた。

　加瀬先輩が無言で二戦目を始める中、天道さんが続ける。

「別にＦＰＳに限った話じゃないのよ。たとえばほら、ニーナ先輩なら……」

「…………っ」

　大磯先輩の目の前のモニターの角度を、ぐいっとこちらに向ける天道さん。大磯先輩は一いつ瞬しゆんそれに動どう揺ようし、舌打ちしながらも、しかし──

『え……』

　殆ほとんどまともに画面が見えないであろう角度で、しかし全く問題なくキャラを操作し、レート的に決して弱くはないであろうネットの対戦相手を圧倒していた。

　天道さんがモニターを大磯先輩の方に戻してあげながら、ニヤリと微笑ほほえむ。

「流石にこの廃はい人じん二人程ほどじゃないにしろ、他ほかのメンバーも大体それぞれの得意ジャンルにおいては、こんな感じよ。つまり……」

「……なるほど。部としての結果を、出している、と」

　三角君の呟きに「そそっ」と笑顔で応じる天道さん。

「リアルの大会は勿もち論ろん、ネットの大会とかでもね。で、前の校長の理念が『結果にはそれに見合った報ほう酬しゆうを』だったこともあって、先代のゲーム部が見事発ほつ足そく成功。半ばその前例に倣ならうカタチで、今回も発足を許されたってわけね」

「なるほど……」

　僕は思わず唸うなる。ゲーム部という名前を聞いた時は、どうしてそんな遊び主体の部活が成り立つのかと思ったけれど、これは確かに「部活」だ……。……でもそれって……。

　しばらく三人、加瀬先輩の戦いを眺める。そうして、二戦目が終わった時、天道さんが「さて」と切り出してきた。

「これ以上見てるだけもつまらないでしょう？　ちょっと二人もやってみようよ」

『え』

　突とつ然ぜんの発案に固まる僕と三角君。意外にも加瀬先輩まで「そうだな」と乗り気な様子だ。

　天道さんはどこからか携けい帯たいゲーム機を二台取り出してくると、僕と三角君に渡わたした。

「今のシリーズ作の携帯版で、ソフト一本で複数人対戦できるのがあるんだ」

「そ、そうなんですか……」

　緊きん張ちようしながら、ゲーム機の電源を入れて設定を進める。が、隣では慣れない三角君が手間取っていたため、僕はそれを「ちょっとかしてみて」と受け取り、手伝ってあげた。

「ありがとう、雨野君。キミはゲーム詳しいんだね。凄いなぁ」

「あ、いや、そんな……」

　照れながら、設定を終えた携帯ゲーム機を三角君に渡す。

　と、突然加瀬先輩が「そっちのヤツは、少しぐらい嗜たしなむようだな」と僕に視線をよこしてきた。僕は緊張で背筋を真まっ直すぐに伸のばしながら、「ひゃいっ」と応じる。

「その、シリーズ作を、す、少しだけ……」

「ほう。お手並み拝見といこうか」

　キラリと眼鏡めがねを光らせる先輩。僕は「おおおおてやわりゃかに……」と嚙かみ嚙みで返すと、自らのゲーム画面を見つめた。

　試合ルールは、少し特とく殊しゆなものだった。当然四人でドンパチやるわけだけれども、今回そこに更に八人程ＣＰＵキャラが加わって、擬ぎ似じ的な十二人対戦が行なわれるらしい。しかも加瀬先せん輩ぱいと来たら、黙ってしれっとＣＰＵの「強さ」をＭＡＸに設定してきた。かなりガチな空気に顔面を蒼そう白はくにする僕と、全く気付いてない三角君。くすくすと意地悪そうに笑う天道さん。

　様々な感情を孕はらみながらも、十分制限の第一試合が開始される。

　さてその結果は──

「……加瀬先輩、もうちょっとぐらい配はい慮りよしましょうよ」

　あっという間の試合を終え、天道さんが呆あきれた様子で画面から顔を上げる。……当然のことだけど、僕と三角君の死亡数が目もあてられないことになっていた。四人の順位は、加瀬先輩、天道さん、僕、三角君の順番だけれど、僕と天道さんの間の開きが物凄くて、三角君との差は殆どどんぐりの背比べだ。隣で、三角君がずーんと落ち込んでいる。

　僕は、フォローするようにあせあせと声を上げた。

「で、でもやっぱり加瀬先輩は凄いですね！　あの強いＣＰＵキャラを雑魚ざこみたいに薙なぎ倒してましたし！　あ、あとあと、あの、やっぱり四人でゲームするって凄く楽し──」

「もう一戦だ」

「え」

　僕の言葉を遮さえぎるように告げる加瀬先輩。彼は画面から目を上げないままで、呟つぶやいた。

「もう一戦いくぞ。準備しろ」

「え、あ、は、はい……」

　慌あわてて自分のゲーム画面に視線を落とす。まだロード中だったので、にへらと笑って周囲を見渡してみるも……しかし、天道さんも三角君も、真しん剣けんに画面を見つめていた。

　僕はなんだか恥はずかしくなって、慌てて自分も画面を見つめる。

　そして、続けざまに第二試合が行なわれた。

　果たしてその結果は──

「あ……れ？」

　順位が、加瀬先輩、天道さんが圧倒的なのはそのままだけど……今度は、僕が三角君に、少しだけ差をつけられて負けてしまった。……あれ？

　画面から顔を上げた僕は、三角君に笑顔を向ける。

「す、凄すごいね三角君！　もしかして、実はやったことあったとか？」

　僕の質問に、三角君はハッとした様子で画面から顔を上げ、応じる。

「え？　ううん、ホントに全然だけど……でもやってみると、奥深いもんだね」

「え？　あ、そ、そう。うん、そうだね、ホント皆みんなでゲームやるって楽し──」

「もう一戦だ」

　またも加瀬先輩に遮られる。ＦＰＳ試遊会じゃなくてゲーム部全体の見学である以上、流石にそろそろ他のことをした方がいいんじゃないかと周囲を見渡すも……天道さんと三角君はまたも、既すでに真ま面じ目めな表情で自分の画面に目を落としていた。

　仕方なく、僕も彼らに倣って、黙ってゲームに向き合う。

　そうして行なわれた三試合目。その結果は……。

「……え……」

　加瀬先輩が首位なのは変わらず……けど、二位の天道さんの成績に、三角君が限りなく肉にく薄はくしてきていた。

　ことここに及およんでようやくゲーム画面から顔を上げた加瀬先輩が、初めて見るニヒルな笑顔を三角君に向ける。

「お前、なかなかやるじゃないか。なんて言ったかな」

「あ、三角です」

「三角。お前はなかなか見込みがあるな。最初は全く操作も覚おぼ束つかなかったが……どんどん技術を吸収して、上手くなっている」

　加瀬先輩からの高い評価に、三角君は照れた様子で頭を搔く。

「そんな、たまたまですよ。ボクは、先輩の動きを参考にさせて貰っていただけで……」

「まさにそれだよ」

　加瀬先輩が珍めずらしく少し熱の籠こもった声を上げる。

「他人から技術を盗ぬすむ努力や姿勢と観察眼。それこそが、ゲームの上達には必要不可欠なものだ。そして三角には、それが高い水準で備わっている」

「いや、そんな……」

　謙けん遜そんするように頭を搔く三角君に、しかし天道さんも賞賛の声を上げる。

「いえホント凄いわよ、三角君！　私だって結構このゲームやってるのに、もう殆ど追いつかれちゃっているんだもの！　才能あるよ、三角君は。あ、例のパズルゲームで集中力とか思考力とか色々養われていたのかなぁ」

　三角君を中心に盛り上がる二人。僕はその様子を……まあ自分が負けた多少の悔くやしさと嫉しつ妬とはあれど、それでも素す直なおに「三角君すげーなぁー」と思いながら、ぽけーっと眺ながめていた。世の中には才能ある人って、いるんだなぁ、うん。すごいや。

　──と、突然加瀬先輩がこちらを……えらく不ふ機き嫌げんな御ご様よう子すで、睨にらみ付けてくる。何事かと思ってびくびくと肩かたを震ふるわせていると、加瀬先輩は眼鏡を押し上げながら、凄く刺とげ々とげしい批判の言葉を突つきつけてきた。

「それに比べて、お前はなんだ。経験者だから基本の操作こそ身についていたようだが……この三戦の間には、一ミリの成長も見られない。それどころか、段々プレイに精せい彩さいを欠いていく始末じゃないか」

「あ……えと……すいません……」

　まさか怒おこられるとは思っていなかったため、ぽけっと応じてしまう僕。しかしそれが更さらに気に障さわったのか、加瀬先輩は天道さんの「ま、まあまあ」という取りなしをも無視して、叱しつ咤たを継けい続ぞくする。

「というか、お前。一度、フィールド中央にある車のオブジェクト上に乗って、ぴょんぴょん跳はねてただろう。あれは一体、なんのつもりだ？」

「え？　あれは……」

　そんなことしたっけなぁと記き憶おくを探さぐる。……あー、そうだそうだ。

「あ、なんかそこのちょっと上から、丁度凄く綺き麗れいな景色が見えそうだったので、跳ねてみて……。で、実際凄く良かったんですよ！……まあ、すぐ撃うたれちゃいましたけど」

　僕の回答に、加瀬先輩のみならず、天道さんまで軽く溜ため息いきを漏もらす。三角君も苦く笑しようする中……僕は未いまだに何を責められているのか分からず、首を傾かしげる。

「えと……あ、すいません、真剣にやってないわけじゃなくて、あの、楽しくて──」

「どうでもいい。というか、お前も一応、最初にオレのプレイを見ていたはずだろう？　そこで多少なりとも動きを学ばなかったのか？　一体何を思って見てた？」

　相変わらず、僕にとってはよく分からない質問だった。何が地じ雷らいを踏ふむのか全く分からない緊張感の中、僕はおずおずと回答する。

「え？　いや……何を思ってって…その……えと……。『うまいなぁ』とか『すごいなぁ』って思って、ただただ感心しながら、楽しませて貰もらっていました……けど……。あ、僕、あの、その、上手い人のプレイ動画とか見るのも大好きで──」

「……はんっ」

　僕の言葉の途と中ちゆうで、加瀬先輩は呆れたように鼻で笑い、興味を完全に失った様子で僕から視線を逸そらす。

　室内に気まずい空気が漂ただよう中……天道さんが、仕切り直すように「さ、さあ！」と必要以上に大きな声を上げる。

「ゲーム部はＦＰＳだけをする部活じゃないからね！　次は……そうだ、うん、アクションで対戦しましょ、アクション！　ほら、次はニーナ先輩っ、出番ですよ！」

「ふぇ？　あー……ちょっち待って……」

　天道さんに声をかけられた大磯先輩は、ヘッドフォンを外して首に掛かけつつ、サクサクと現在の対戦相手を倒たおす。そうして、ゲームを終しゆう了りようさせると、「ん」と加瀬先輩に視線で促うながし、席を交代した。僕らとメインモニターで遊ぶためだろう。

　席交代が終わり、加瀬先輩が一人でＦＰＳを始めたところで、天道さんが上座に回ってソフトを選ぶ。

「えーと……そうだなぁ……ガチの格ゲーだと……ちょっとアレだから……」

　その「ちょっとアレ」は、もしかして、僕が理由だろうか。……少し凹へこむ。

　気を遣つかってくれたのか、三角君も「ボクも気軽に遊べるのがいいです」と声を上げてくれる。ああ……凄くいい人だなぁ、三角君。ゲームの才能あるし。ホント尊敬だ。

　天道さんはしばらくごそごそとゲームを漁あさると、「あ、これがいいね」と一本取り出し、ディスクをゲーム機に入れた。

　そのまま無線コントローラーを大磯先輩と僕、三角君に配り終えると、自分も一つ持ちながら席に戻もどる天道さん。

　ゲームが起動され、テレビにタイトル画面が現れる。

「あ、これならボクもやったことあります。楽しいですよね、はちゃめちゃで」

　三角君が笑え顔がおを見せる。確かに、それは超ちよう有名対戦アクションゲームだった。基本は対戦格かく闘とうなんだけど、四人対戦ができて、ステージギミックが豊富で、強力なアイテムによる、ほぼ運での大逆転も多く、プレイヤーの実力差が大きく出すぎない類たぐいのゲームだ。かくいう僕も大好き。家でも弟とたまに遊んでいる。

「んー……ま、たまにはいっかぁ」

　唯ゆい一いつ、大磯先輩だけはあまり乗り気じゃなかったみたいだけれど、特に反対というわけでもなさそうだ。

　そんなわけで、僕らは実に気軽な気分でゲームを始める。

　実際一戦目は、とても和わ気き藹あい々あいとした空気の中で行なわれた。流石さすがにプレイヤースキルの差が大きすぎたのか、運要素多めとはいえそれでも大磯先輩が優勝はしたものの、試合展開はこのゲームらしい波乱に満ち、見た目にも楽しいものになった。

　しかし、違い和わ感かんは二戦目のキャラ選せん択たく時から、訪おとずれた。

「あれ？　操作キャラ……皆、変えないんですか？」

　このゲームは、バラエティ豊かな操作キャラが一つの売りのゲームだ。当然僕なんかは、弟とやる時も毎回キャラを変えるし、場合によってはランダム選択に任せることだってある。だけれど今回……僕以外の三人は、誰だれも、キャラを変えなかった。

　キョトンとする僕に、天道さんが苦笑で答える。

「あ、私、このキャラが持ちキャラだから」

「あ……そう、ですか」

　まあ格闘系に持ちキャラがいるのは普ふ通つうかもだけど……うーん……？　イマイチ納なつ得とくいかない感情を抱かかえたまま三角君を見やると、彼は照れた様子で笑った。

「あ、ボクは初心者だから、しっかり、一キャラずつ慣れていきたいなって」

「あ、そう……なんだ？」

　その理論も、分からないじゃない。うん、立派だ。だけど……。

　最後に大磯先せん輩ぱいの方を見ると、彼女は非常に気け怠だるげに応じた。

「あたし、このキャラが一番不得意だから」

「え？　それは……あ、僕らへのハンデの意味で……」

「うん、まあ。でもそれより、苦手克こく服ふく練習の意味が強いから、気にしないで」

「え……あ、はい……分かりました……」

　うん、実にありがたい配はい慮りよだし、それにこういう状じよう況きようでも練習だなんて、ゲーマーの鑑かがみだ。……うん……。

　何かモヤモヤしたものを抱えながらも、二戦目、三戦目をこなしていく。相変わらず大磯先輩が一位をとり続けるも、それ以外は運要素のおかげで特に決まった順位にはならず、概おおむねバランスのとれた戦いが行なわれている。だけど……。

「わっ！……くっ、三角君ずるい！　天道さん速い！　そして大磯先輩上手いなぁ！」

『…………』

　戦闘中に大おお袈げ裟さなリアクションの声を上げるのは、僕だけ。他ほかの皆は画面にすっかり集中した様子で、ゲームを行なっている。……一応、皆笑顔ではあるから、楽しくなさそうとかってことでもないんだけれど……。

　しかも、四戦、五戦と続けても、相変わらず、皆はキャラを変へん更こうしなかった。僕だけが、毎回違ちがうキャラを選ぶ。

　そのせいなのか、毎度序じよ盤ばんは操作に少し慣れず、劣れつ勢せいに陥おちいる僕。

　そんな僕の様子に、大磯先輩がちらっと視線をよこして、声をかけてくる。

「……ねぇ、キャラ、絞しぼったら？　端はしのそいつとか、使いやすくて強いよ？」

「え？　あ、はい。ありがとうございます。じゃ、今回はそいつ使わせて貰いますね！」

　わざわざ薦すすめてくれたことが嬉うれしくて、笑顔で応じる僕。しかし大磯先輩はなぜか怪け訝げんそうだった。

「……『今回は』？」

「え？　あ、すいません、えと、その他にも色々使ってみたいのもありますし……」

「……そう」

　僕に興味を失った様子でモニターに向き直る大磯先輩。……うぅ、今のは先輩に対して、失礼だったかな？　薦められたものを、ずっと使うべきだったかな？　でも……。

　モヤモヤしたまま、更に試合を重ねる。一戦一戦が短いのでテンポが良い。しかし……。

「（皆みんな……操作キャラ一回も変えないなぁ……）」

　試合展開は、正直そこそこ単調になり始めていた。

「（それに……積極的にアイテム取りにいくの、僕だけ？）」

　気付けば、三角君を含ふくめて皆ガチの肉にく弾だん戦せん方面にシフトしていて、僕だけが、強力アイテムを求めてフィールドを彷徨さまよっている有様だった。しかもいざ強力アイテムを入手しても、三人がガチでやりあっているところにそれを使うのは、妙みように気が引ける。

　結局、僕はつかず離はなれずの中途半はん端ぱな立ち位置で、中途半端な戦いをして、毎回中途半端な順位に落ち着き始めた。

　そんな試合を、十回はこなしたろうか。そこで時計を見た天道さんが、「あ」と声を上げ、ゲームを中断させる。

「ちょっとこればっかりやりすぎたね。はい、終了！　お疲つかれさまでしたー」

　その言葉に、皆口々に「お疲れさまー」などと声を上げ、ＦＰＳの時とは違い、割と和なごやかに解散する。……だけど、なぜだろう。僕の心には、なにか「しこり」のようなものが残った。……いや……多分僕が、ぬるい感性なだけなんだよな……うん。

　そのまま、テレビモニターを使って大磯先輩が一人で別の格ゲーを始める中、天道さんが眼の休きゆう憩けいを兼かねてか、世間話を持ちかけてくる。

「ところで、二人は何か、ゲームをやるようになった理由とかあるの？」

　訊たずねられて、顔を見合わせる僕ら。なんとなく先に話す方を譲ゆずり合っていると、それを見かねてか天道さんから喋しやべり始めた。

「私はね、近所に住んでいたお姉さんが凄すごくゲーム好きで、その人に触しよく発はつされてかな。私、子供の頃ころはこういう髪かみ色しているの結構気にしてて、家の中で遊ぶことが多かったんだけれどね。その時にお姉さんが優やさしく付き合ってくれて」

「へー、そうなんですか」

　なんか不思議とほっこりする話だなぁと思って僕らは聞きいるも、しかし天道さんはなぜか突とつ然ぜん暗い表情を見せる。

「だけどその人、ちょっとどうかと思うぐらいゲーム上手くて、その上、手加減してくれなくて。気付いたら……私、オールジャンルのゲームが鬼おにのように強い子供になってたの……」

『そ、そう……』

　意外と、なんと言っていいのやら分からない話に着地されてしまった。

「結局その人が引ひつ越こしてからは、そこまでゲーム漬づけじゃなかったから全ぜん盛せい期きより少し腕うで落ちたけど……それでも、未いまだにゲーム熱は引き継ついでるのよ？　だから今の夢は、その人の出身高校……碧へき陽よう学園のゲーム部と、何かで対戦して勝つことかな」

「い、意外とドラマチックなゲーム背景ですね……」

　僕が彼女の背景に驚おどろいていると、しかし天道さんは、「あら」と何処どこか可笑おかしそうに笑い出す。

「私なんて、一番薄うす味あじな方よ。たとえば……ほら、そこにいる加瀬先輩は、幼少期に伝説の傭よう兵へいたる父親に受けた厳しい訓練が元で、鬼のようにＦＰＳ上手いわけだし」

『うぇぇ!?』

　驚く僕と三角君に、しかし加瀬先輩は眼鏡めがねをくいっと上げるだけで応じる。……ツッコまないってことは……マジなの!?

「ニーナ先輩なんかは、格ゲーにのめり込む余りにダークサイドへ落ちてしまった親友の目を覚ますために、高みを目指しているらしいし」

『マジですか!?』

　僕と三角君が愕がく然ぜんとするも、しかし当の大磯先輩本人が「うん、マジマジ大マジー」と、拍ひよう子し抜ぬけする程ほど軽い調子で付け足してくる。……なんかそれが逆にマジっぽい……。

　天道さんは、更さらに続ける。

「ちなみに今日来ていない残りの部員二人も、片方は『わたくしはＲＰＧみたいな異世界からやってきたお姫ひめ様ですので、ＲＰＧをするべきですし、ＲＰＧに愛されているのです』とかいう不思議ちゃんだし、もう片方は一族の秘宝を奪うばった犯人の手がかりが『プロゲーマー』だってことだけを頼たよりに、自分もゲームの世界に足を踏ふみ入れたっていう、重たい使命を帯びた子だし……」

『なんなのゲーム部！』

　こうなってくると、僕らのなんでもないエピソードとか、凄い話し辛づらいんですけど。

　しかし、天道さんがニコニコ笑顔で促うながしてくるので、逃にげるわけにもいかない。

　三角君にも視線で負けた僕は、仕方なく、自分のエピソードを語ることにした。

「えと……僕は……ただ、なんとなく、ゲームが好きなだけ、なんですが……」

『…………』

　瞬しゆん間かん、室内に漂ただよう白けた空気。僕は「やってしまった」と思いながらも……でも、ゲームが好きという気持ちに偽いつわりはないため、少しだけ続けさせて貰もらう。

「あの……何かを好きになる時って、特別な理由がなくちゃ、駄だ目めなもの……ですか？」

「いえ……そんなことは……。そうね、そういえばお姉さんは確か──」

　天道さんが何かを懐なつかしむように宙を眺ながめる。そこで、今こそターンを終える時と踏んだ僕は、三角君を肘ひじで小こ突づき、この勢いでさくっとキミも言っちゃえとばかりに、彼のエピソード紹しよう介かいを促した。三角君は、観念した様子で口を開く。

「ボクも、よくある話なんですが……」

　仕方なさそうに話し始める三角君。よし、これで僕と同レベルの話がもう一件──




「記き憶おく喪そう失しつのボクの唯一の特技が、あのパズルゲームだったんです……」




「裏切り者ぉおおおおおおおおおおお！」

　絶ぜつ叫きようする僕。三角君はキョトンと心外そうな顔をした後、詳しよう細さいを話し始めた。

「ボク、ここ三年から以前の記憶がごっそりなくてですね。気がついたらあのパズルゲームやってまして。そして、今は、縁えんあって三角家に引き取られて、暮らしているのです。父と母と、あと義理の妹と一いつ緒しよに。あのパズルゲームを一心不乱にやりながら」

『…………』

　あまりの物語性に、言葉を失う僕ら。三角君は照れたように笑って、天道さんに会話のバトンを戻もどした。……しかし、そんなタイミングで戻されても、天道さんも困る。

　彼女はしばらくあたふたと戸と惑まどった後、一度咳せき払ばらいし……一気に今日の見学会のまとめへと、話を進行させてきた。

「さ、さあ、これでなんとなくは、ゲーム部の活動内容、分かって貰えたかな？」

『はい』

　僕と三角君は、二人で同時に応じる。天道さんは満足げに頷うなずいて続けた。

「ああ、ちなみにこの先輩方二人は、完全に人選ミスってぐらいに『人付き合い×』の廃はい人じんな二人だから、残りの部員にはもうちょっと期待してね」

『おーい』

　先輩方二人がゲーム画面から目を離さないまま抗こう議ぎの声を上げる。僕と三角君は思わず笑ってしまい、先輩方も柔やわらかい表情をしてくれたため、室内に一気に和やかな空気が溢あふれる。……流石さすがは、学内アイドルの天道花憐。台詞せりふのチョイスが見事すぎる。

　彼女はニコッと温かい微笑ほほえみを浮うかべて、更に続ける。

「ゲームの腕前に関しても、上手くなきゃ駄目とかじゃ全然ないからね。実際、私もそこまで一流ではないし。残り二人も、一年生でまだまだ伸のび盛ざかりの、基本は可愛かわいらしい女の子二人だしね。でも二人とも、やる気は凄いよ」

　その情報にぴくりと反応する僕。天道さんを含む、美人女子だらけのゲーム部……どんな理想のＶＩＰ空間だよ。新種のドリームク○ブか何かか、ここは。

　僕が妄もう想そうにトリップして呆ほうけている間にも、天道さんは続ける。

「ただやるからには、互たがいに切せつ磋さ琢たく磨まして、技術を向上させていこうっていうのが、ゲーム部としての指針かな。で、そうやって活動していくにあたって、私は……」

　そこで一区切りし、天道さんは蕩とろけるような満面の笑みを見せてきた。




「貴方あなた達二人とも一緒に活動できたらいいなって、そう思うんだ」




　もう、即そく座ざに「はい」と応じて入部したい気分だ。実際、三角君なんかは「はい、今日はとても楽しかったので、是ぜ非ひ入部させて欲しいです」なんてサラッと答えていた。……これがモテる主人公力か……。なんつう決断と思い切りの良さ。そして爽さわやかさ。

　三角君の答えにひとしきり喜んだ天道さんは、そのままの流れで、僕にもその笑顔を向けてくる。

「雨野君はどう？　私と一緒に、ゲーム部、やっていってくれないかな？」

　天道さんの、凶きよう悪あくな威い力りよくの上うわ目め遣づかいが炸さく裂れつする。……僕の精神耐たい久きゆう力は、すっかりゼロだ。顔なんか真っ赤。まだ鼻血が出ていないのが奇き跡せき。

　見れば、三角君もニコニコと期待の目で僕を見ていた。それどころか、なんだかんだ言って、加瀬先せん輩ぱいも大磯先輩も、「折角なんだから入れよ」と言わんばかりの優しい眼まな差ざしをこちらに送ってくれている。最初はちょっと怖こわいかなと思ったけれど、全然いい先輩じゃないか。こんなどうしようもない僕に……ありがたいにも程がある。

　僕は、改めて、ぐるりとゲーム部を見み渡わたした。

　大好きなゲーム達に満たされた理想の空間。

　憧あこがれの学内アイドル美少女からの誘さそい。

　爽やかで凄く好感が持て、早くも親友になれそうでさえある、同学年の青年。

　尊敬できる先輩達に、まだ見ぬ二人の女子後輩部員。

　そこには、僕が夢にまで見たリア充じゆう高校生活の全すべてが、見事に揃そろっていて。

　それらがもう、僕が「はい」と言うだけで手に入る状じよう況きようにあって。

　……まさに、夢のよう。

　こんなの、神様から、あまりにモブキャラすぎる僕への、一生に一度のサプライズハッピーとしか思えない状況で。

　だからこそ、僕は。

　目の前のこの……直じかに接してからというもの、割と本気で好きになり始めてしまっていた、恥はずかしながら初はつ恋こい相手と言ってさえ差し支つかえのない、ブロンド美少女に。

　心からの笑顔で。

　確固たる決意を持って。

　その回答を、告げたのであった。




「いいえ、僕は結構です。この部に僕のやりたい『ゲーム』は、ないみたいですから」




　　　　＊




「（アホかぁあああああああああああああああああああああああああああああああ!?）」

　見学会から一夜明け、翌日の朝。登校してすぐ机に突っ伏ぷした僕は、クラスメイトの奇き異いの視線にも構わず、頭をわしゃわしゃと搔かきながら後こう悔かいに苛さいなまれていた。

「（なんで!?　なんで断ったの僕!?　馬ば鹿かなの!?　死ぬの!?　三角君にゲームで負けたのがそんなに悔くやしかったの!?　加瀬先輩のなじりにそんなにムカついてたの!?　大磯先輩のあまりの僕への興味なさに凹へこんだの!?　え、そんなやっすいプライドであの『夢の誘い』を断ったの!?　もう死ねよ！　昨日の僕、死んでしまえよ！　なんだそれ！　馬鹿じゃないの!?　ホントに馬鹿じゃないの!?）」

　昨日から一いつ睡すいもせず、何度繰くり返したか分からない自じ嘲ちようを続ける。

　実際、あの時の自分の気持ちが、今は本当に理解できなかった。

　鞄かばんから机に教科書やノートを移し替かえることもせず、ただただ机き上じようでもがき続ける僕。

「（なんか妙みような信念持って答えたのは覚えているけど、肝かん心じんのその信念がまるで思い出せない！　そもそも言語化さえできてない気持ちだったのか!?　いやいや、そんなもののために断るなよ僕！　阿あ呆ほか！　なにそれ!?　ドラ○エで竜りゆう王おうからの提案を断った勇者の真似まね事ごとか何か!?　ゲーム感性すぎるだろ！　末期じゃねえかよ！　ああ、もう……）」

　駄目だ、自分への罵ば倒とうが止まらない。このままじゃ下手すると自傷行こう為いにさえ走りかねないぞ。落ち着こう。まず落ち着こう。そうだ、こういう時こそゲームを……。

　そう思い直し、クラスメイト達が僕の方を遠巻きに見守る中、僕は震ふるえる手でスマホを取り出して、いつものようにソシャゲを始める。

　クエストを一つほどこなしたところで、ようやく少しだけ落ち着いてきた。

「（冷静になれ、僕。……そうだ、まだ、希望は残されているじゃないか。なに、なんとなれば、改めてゲーム部へ入部を申し込みにいけばいいんだ。かなり恥ずかしい行動だけど……それでも、今ならまだ全然取り返せる。昨日はまだ気持ちの整理がついてなかっただけとか言えば、それで終わりじゃないか。うん）」

　一気に気が楽になってきた。そりゃまあ……正直、格好悪いにも程ほどがあるけど。リア充生活が手に入るか入らないかの瀬せ戸と際ぎわで、そんなことを気にしている場合じゃない。

　僕は更にもう一つクエストをこなしながら、考える。

「（もっといいケースは……あちらから、もう一度誘って貰えることだな、うん。そうだ、三角君なんか、また誘ってくれるんじゃないかな！　うん！）」

　かなり自分に都合のいい妄想を始めていることには気付いていたものの、そうでもしなければ耐たえられない。

　僕は更に妄想を重ねながら、スマホをいじり続けた。──と、

「（あ、また《ＭＯＮＯ》さんからの救きゆう援えん要よう請せいだ。昨日は受けてあげられなかったし、もうイベント期間も残り僅わずかだし、これは是非とも受けないと──）」

　そう考え、《救援要請を受ける》ボタンをタップしようとした──その刹せつ那な。

　突とつ然ぜんクラスがどよめき出したため、ハッとして教室の入り口を見やると……そこには、相変わらずのアルカイックスマイルを浮かべた天道さんの姿があった。

　ごくりと唾つばを飲み込む僕。昨日とまるで同じように、スタスタと堂々と教室内を歩いて、僕の席に近付いてくる天道さん。付随するクラスメイト達の視線。

　僕がスマホを持ったまま固まっていると、天道さんは僕の机の前まで来て、昨日と殆ほとんど同じ台詞を告げて来た。

「おはよう、雨野君。なにしてるの？」

「え？　えーと……その、ちょっとアプリで遊んで……」

「ふーん。雨野君、そういうくだらないの、意外と好きなんだね」

「え……あ、う、うん……」

　僕は何かいたたまれなくなって視線を逸そらしながらも、しかし、好きなゲームの話題には食いつく性しよう分ぶんが顔を覗のぞかせ、口が勝手にペラペラと喋しやべり出す。

「あ、でも、このアプリは結構良くできていてね。きっと、天道さんもやってみたら意外と楽しいと思──」

「そんなことよりさ」

　僕の差し出したスマホの画面を無視して、天道さんがぐいっと顔を寄せてくる。……近い。顔が、昨日よりも、更に近い。クラスメイトが一いつ瞬しゆんざわつく程に、近い。

　天道さんの長い睫まつ毛げ、スッと通った鼻筋、潤うるおいのある唇くちびる、きめ細かな肌はだ、それに……大きくて透すき通った瞳ひとみ。その全てがアップで視界に入り、僕の心臓が早はや鐘がねを打つ。

　天道さんはそのまま、相変わらずの天使の様な蕩ける微笑みを浮かべ、優やさしく、どこか諭さとすように声をかけてきてくれた。




「雨野君。やっぱり、うちの部に来てよ。ね？　お願い。私、キミに凄すごく興味あるの」




「え……」

　それは……さっきから僕が妄想していた「ゲーム部復帰妄想」のどれをも超こえる、あまりに理想的な誘いだった。しかも、天道さんからの「興味ある発言」のオマケ付き。実際、聞いていたらしい周囲のクラスメイトが今までの比じゃない程にどよめいている。それも、以前の中途半はん端ぱな状況から来る怪け訝げんそうなそれじゃなく、黄色い声の方に近い。僕にとって、下手するとクラスでの地位まで急きゆう上じよう昇しようしかねない、またとないチャンス。

　これほど状況が整って、今いま更さら何を迷うことがあるのか。

　少し顔を離はなした天道さんが、すっと握あく手しゆを求めるように右手を差し出してくる。

　……やばい、ちょっと泣きそうだ。

　僕には最も早はや、彼女がカンダタを救おうと蜘蛛くもの糸を垂らしてくれたお釈しや迦か様に見える。マジで、後光が差している。なんて慈じ悲ひに溢れた人なんだ。こんな愚おろかしいモブキャラたる僕に……もう一度、チャンスをくれるだなんて。

　僕は左手にスマホを持ち替えると、ゆっくりと彼女に右手を差し出していく。……素す早ばやくじゃなかったのは、単純な照れと、そして、昨日の自分の「信念」が何だったのかということが、どこかに引っ掛かかっていたからだ。

　だけど……思い出せないなら、それはきっと重要なことじゃないのだろう。

　僕は一瞬だけ迷うと、しかし決意を新たに、彼女の手を取──




《ＭＯＮＯさんからの救援依い頼らい：残り受け付け時間　五秒》




　──らずに、その手でスマホの《救援要請を受ける》ボタンをタップしていた。……ふぅ、危ない。とりあえずこれで大だい丈じよう夫ぶ。戦せん闘とうは一時停止しておいても問題な──

「…………」

「…………あ」

　気付けば、僕のあまりに失礼な行動に……流石さすがの天道さんも、手を差し出したまま、ひくひくと笑顔をひきつらせていた。

　状況の分からないクラスメイト達が何事かと見守る中、天道さんは無理に笑えみを浮うかべようとしながら、訊たずねて来る。

「あ……雨野君？　私の誘いより……その、くだらないソシャゲの方が、大事なのかしら？」

「え？　あ、いや、すいません！　ごめんなさい、話の最中に！　ああ、もう、なんて失礼なことを！　ホントすいません！　それに関しては謝ります！　この通り！」

　僕は慌あわててぺこぺこと頭を下げる。……でも、なんでだろう。

　悲しいかな、今のコレのおかげで、僕はすっかり、昨日の気持ちを思い出していて。

　……はぁ。……仕方ないよな、もう。うん、思い出しちゃったものは、仕方ない。

　顔を上げた僕は、スッキリした笑顔で……今度は口ごもらずに、天道さんへ告げる。




「でも……天道さんにとってくだらなくても、僕にとって大事なことって、あるんで」




「！」

「だから、ゲーム部のこともごめんなさい。僕はやっぱり、ゲーム部には入りません」

「！　ど……どうして、なの、かしら？」

　天道さんの笑顔がどんどん引きつっていく。僕は胸に痛みを覚えながらも……それでも、やっぱりこればっかりは譲ゆずれないよなと、笑顔のままで応じた。

「昨日も言いましたけど、あそこには、僕のやりたい『ゲーム』がないんで」

「だからっ、それが──！」

　天道さんは一瞬大声を上げるも、ハッとして、ボリュームを下げる。

「──それが何かって、聞いているんです」

「何か……と言われても、すいません、僕にもよく分からないんですけどね」

「……もしかして、ゲームの腕うで前まえを気にしているの？　それなら大丈夫よ、加瀬先せん輩ぱいもああ見えて意外と面めん倒どう見みい──」

「あ、ち、違ちがうんです！　そうじゃなくて……あー　いや、その、まぁ正直、ちょっとゲームの腕に対する自信は砕くだかれましたけど。でも……そうじゃないんです」

「じゃあ……一体何がいけないって……」

　天道さんが、群れからはぐれた子羊のような顔をする。……いつも自信満々の彼女のこんな顔を見るだなんて、思いもしなかった。……あ、僕が変なことを言っているせいか。

　僕は苦く笑しようしながらも、少し考えて、どうにか今言葉にできる限りで答える。

「別にゲーム部が何か悪いってわけじゃないんです。というか、凄い尊敬できる人達だらけだと思います。正直眩まぶしいです。ゲーム部は、野球部やサッカー部みたいな運動部と全然変わらない、立派な『部活動』だって心の底から思えたっていうか」

「そうよ。皆みんなで努力して、腕を磨みがき、更なる高みを目指す。それこそ、最高のゲームスタイルじゃない」

「はい、そうですね。努力して上手くなっていくことでこそ、真に見えて来る『ゲームの楽しさ』みたいなのが、あのゲーム部なら得られるだろうなって……そう思います」

「そ、そこまで分かっているなら、一いつ緒しよにゲーム部で……」

　天道さんが、どこか縋すがるような視線で僕を見つめて来る。……どうして、彼女は僕をこんなにも誘さそってくれるのだろう？　僕なんかに、大した価値はないのに。

　だから、彼女の真しん摯しな誘いには本当に胸が痛むものの……それでも僕は、譲れないもののために……スマホの画面を見せつつ、偽いつわらざる気持ちを、答えた。




「でもすいません。やっぱり、僕が好きなのは『楽しくゲームすること』であって……互たがいに切せつ磋さ琢たく磨ましあう『ゲーム部』では、なかったみたいなんですよね」




「っ！　意味が……全然……だって、切磋琢磨してこそ楽しいってキミも……」

「あ、はい、だから、そういう楽しさも全然あると思うんですけどね」

「……じゃあ……」

　天道さんが、まるで理解できないというリアクションを返す。僕は腕を組み「うーん」と唸うなって分かりやすい表現を探した。

「えと、あの、僕……そう、その、すっごく優ゆう秀しゆうでイケメンな弟がいるんですよ」

「……はい？」

　ぽかんとする天道さん。正直、視線に「呆あきれ」が入り始めている。だけど僕は……まとまらない気持ちを、それでもなんとか伝えようと必死で足あ搔がいた。

「正直趣しゆ味みとかも全然合わないし、今更これといって話すこともないし、僕はほら、こんなぽんこつなんで、兄らしいこととか何一つできてないんですけど……。で、でも、お恥はずかしながら、一緒にゲームしている時だけは、二人で楽しく、馬ば鹿かみたいにゲラゲラ笑い合っていられたりして。……互いに、学校で嫌いやなことがあった日でさえも……です」

「…………」

「だから、僕にとってゲームは……あの……天道さんや加瀬先輩、それに大磯先輩にも怒おこられちゃいそうな、とても褒ほめられたスタンスじゃないのは百も承知なんですけど……その、やっぱり、逃とう避ひ場所で、代だい償しよう行こう為いで、駄だ目めな僕のコミュニケーションツールで……。でも、だからこそ心が救われる……大切な大切な、『娯ご楽らく』であってほしいかなって」

「…………」

「あー……ほ、ほら、甲こう子し園えんやプロ野球選手目指す球児と、たまにバッティングセンターでスカッとストレス発散するのが趣味って人の違い……みたいな？」

「…………」

　やばい。もしかして僕の国語能力、低すぎ？

　僕は仕切り直すようにこほんと咳せき払ばらいをすると、改めて結論を告げることにした。

「えと、とにかく、だから、ごめんなさい天道さん。ゲーム部は素晴らしいですけど……僕はやっぱり、入れません。僕は今後も、僕なりに、ゲームをしていきたいので。あ、でも誘ってくれたことは、凄く凄く嬉うれしかったです！　ありがとうございました！」

　笑顔で感謝を告げる僕。しかし、天道さんはと言えば……なぜか、すっかり目を伏ふせ、ワナワナと震ふるえた上……なにやら、ブツブツと呟つぶやいていた。

「～～！～～っぅ～～！　なんで……なんで私、フられたみたいに……！　雨野君なんかに……おかしいわよ……断られるなんて、全然、思っても……！　だって……！」

「て、天道さん？　す、すいません、僕なんかが、天道さんの誘いを……」

　声をかけると、ハッとした様子で顔を上げる天道さん。なぜか真っ赤だ。

「べ、べべ、別に、私は、驕おごってたわけじゃ……！　そ、そうよ、あ、貴方あなたがそれでいいなら、私は別に、全然それで……それで……雨野君なんか……なんとも……。……へ、下手だし、一緒にゲームしていて、楽しかったなんてことも……全然……」

　腕を組み、視線をぷいと逸そらしながら小声で僕への文句を垂れる天道さん。

　僕はそんな彼女の言葉に──にへらっとした得意の小市民スマイルで同意した。

「あ、はい、ですよねぇー。えと……でも天道さんはホント凄いゲームの才能あると思います！　だから、これからも部活、頑がん張ばって下さいね！　僕も、陰かげながら応おう援えんしてますんで！　あ、それに三角君も無事入部したみたいですし、彼みたいなすっごく有望な人がいれば、実際僕なんかが入部しなくてももう全然安あん泰たいですよね、ゲーム部！」

「……っ！　ええっ、そうねっ！」

　次の瞬しゆん間かん、天道さんは突とつ然ぜん僕の机を〈バンッ！〉と叩たたくと……頰ほおを真っ赤に染め、僕を非常に恨うらみがましく涙なみだ目めで睨にらみ付けてくる。……あ、あれぇ？

　彼女はそのままくるりと振ふり返ると、ブロンドの長ちよう髪はつをぶんぶん横に揺ゆらし……来た時とはまるで違う乱暴な足音を鳴らして立ち去って行ってしまった。

『…………』

　誰だれもが啞あ然ぜんとする中、彼女が教室から立ち去る。そしてその数秒後、クラスメイト達が思い出したように、一いつ斉せいにガヤガヤと騒さわぎ出した。

「え、なに、天道さんのあんな悔くやしそうな顔、初めて見たんだけど……」
















「完全に痴ち情じようの縺もつれじゃねぇかおい！」

「いや部活がどうとか言ってなかったか？……っていうか、誰か雨野に訊きけばいいだろ」

「い、今いま更さら流石に本人には訊き辛ぇって。ここ最近、ぐっと謎なぞめいたし……」

「最近ちょっと変なオーラ出て来たしね、雨野」

　なんか物もの凄すごく好き勝手なことを言われていた。……あの、僕に聞こえているのは、構わない感じなんでしょうか、そういうの……。

　僕は大きく溜ため息いきを吐ついて、窓から外を見やる。白しら樺かばの木の枝が、大きく風に揺れていた。

「（……あーあ……ゲーム部断っただけじゃなくて……最後には天道さんをあそこまで怒らせて。……なにやってんだろうなぁ、僕……）」

　バラ色の高校生活路線が一転、天道さんファンから襲おそわれても仕方ない状じよう況きようだぞこれ。どうしてこうなったんだか。

「（……失敗してるよなぁ……選せん択たく肢し。確実に……）」

　そこそこギャルゲーもやるのに、どうして一いつ切さい経験値として身に付いていないのか。まあそういうもんなのかもだけど、ゲームって。圧あつ倒とう的てきに無駄。でもだからこそ……。

　僕はひとしきり落ち込むと、とりあえず始業ベルが鳴るまでに《ＭＯＮＯ》さんの救きゆう援えん依い頼らいクエストをこなしておくことにした。

　意外と硬かたい敵を一いつ生しよう懸けん命めい撃げき破はし、割としょっぱめの報ほう酬しゆうを受け取ってから、休きゆう憩けいのため一いつ旦たん画面表示をオフにする。……はぁ。

「（よく考えたら僕……天道さんよりこの報酬を優先したってことじゃね？）」

　…………。

　やばい、考えれば考える程ほど凹へこんできた。これアレだぞ。一時間後にはもう、確実に、さっきの状態に逆ぎやく戻もどりだぞ。ゲーム部入りたくて入りたくて、仕方なくなってのたうち回っているだろうな、僕──

《ブルッ》

「？」

　──そんなことを考えていた矢先、突然スマホが震えた。

　アプリの更こう新しん通知か何かだろうかと画面を開く。と、そこには、全く予想だにしなかった……ソシャゲの通知表示。

「（なになに、『《ＭＯＮＯ》さんから一件メッセージが……』って、へ？）」

　あまりに意外すぎる通知に、僕は慌あわててメニューからそれを確認する。

　と、そこには──物凄く端たん的てきな、たった一言だけが、記されていた。




『いつも、ありがと』




「…………」

　僕はその文面をじっくりと四度ほど読み直し……そして、再び、窓の外を眺ながめる。

　生あい憎にく天気はうっすらとした曇くもり模様だ。豪ごう雨うが降るでもなく、かといって快晴になるでもない、なんとも微び妙みような塩あん梅ばいの空。……でも、実際は一番過ごしやすい天気で。

「（……美少女のいない、中途半はん端ぱな生なま温ぬるい日常も……そう捨てたもんじゃ、ないよな）」

　僕は苦笑い混じりに、再びスマホをいじりだすと。




　今日も今日とて呆れるほどに平へい凡ぼんな一日を、ゲームと共に開始したのであった。








【上うえ原はら祐たすくと強くてニューゲーム】






「ねぇねぇ祐ぅ。亜あ玖ぐ璃りに、あの、にゃんこのぬいぐるみ取ってよぅ」

「ああん？」

　猫ねこなで声を上げた亜玖璃にぐいぐいと袖そでを引っ張られ、俺は思わず顰しかめ面つらで振り返った。

　如何いかにも頭の悪そうな女が上うわ目め遣づかいで俺を見つめている。小麦色に焼けた肌はだと、下手な脱だつ色しよくでオレンジ色に染まった髪かみ。しかし生まれ持った顔立ちとスタイルのおかげで、総合的には充じゆう分ぶんカワイイと呼べる容姿であり、男への媚こび方も超ちよう一流。

　俺は思わず身構えるも、しかし亜玖璃はこっちの動向などお構いなし。強ごう引いんにクレーンゲームの前まで俺を連行したところで、「あれあれ！」と指してくる。

「ねぇねぇ、あれヤバくない？」

「……あー、ヤバいな」

　悪い意味で。そこにあったのは、カワイイにゃんこ……にかなり奇き抜ばつなアレンジを施ほどこした、ゲテモノ的ぬいぐるみの数々だった。長い二本足が生えてたり、マッチョだったりする。

　確かに「ヤバい」とは思うが、きゃぴきゃぴとはしゃぐ亜玖璃を見るに、彼女の言う「ヤバい」は俺のそれとは真逆の意味なのだろう。……「キモカワイイ」より「普ふ通つうにカワイイ」キャラの方がいいじゃねーかと思う俺の感性は、今や時代遅おくれなのだろうか？

　俺は気け怠だるく首筋を揉もんだ。

「……あれを、俺に取れって？」

「うん！　だって祐、ゲームゲキ得意じゃん！」

「ゲキ得意って……」

　思わず鼻で笑ってしまう。確かに亜玖璃よりゃゲームは格段に上手いだろうが、彼女の前でまともにゲームをしたことなんてこれまで殆ほとんどなかったはずだ。大方、以前ゲーセンで俺が一度や二度格ゲーをしていたってことだけを指して、「ゲキ得意」とか言っているのだろう。それで俺がクレーンゲームまで上手いと思うあたり、いかにも普段ゲームをやらないヤツの感性だ。

「祐ぅ、取って？」

「まあ別にやってもいいけどよ……って、おい、百円は？」

「……た、祐ぅ、取ってぇ？」

　にこぉっと誤ご魔ま化かすように笑う亜玖璃。こ、この女……！

　俺は嘆たん息そくしつつも、自分の財さい布ふから百円硬こう貨かを取り出した。背後できゃっきゃとはしゃぐ亜玖璃にイラッとしたものの、彼女のこれは今に始まったことでもない。実際こういうノリの軽さが男子人気の高さに繫つながっているのだろう。……俺には正直よく分からないが。

　縦横二つのボタンを操作し、亜玖璃の指定する人形に大体のあたりをつけてテキトーにクレーンを下ろしていく。結果は……。

「ああっ、おっしぃ！」

「あー、残念」

　百円を無む駄だにしたのは痛いものの、俺はぬいぐるみ自体には何の思い入れもない。しれっと即そく座ざにその場を離はなれようとした──が、亜玖璃にぐいっと腕うでを摑つかまれた。

「ワンチャン！　祐、もうワンチャン！　いけるいける！　祐ならいけるって！」

「お前な……」

　なんつー女だ。まさか、取れるまでやらせるつもりか。こういうのって、俺が自腹切って一度挑いどんだだけでも、充分感謝して然しかるべきじゃねーのかよ。

　正直付き合いきれないとは思うものの、ここで無視すると後が面めん倒どうだ。結局亜玖璃のご機き嫌げん取りにパンケーキの一つも奢おごるハメになるのだったら、もう百円注つぎ込んで、誠意だけでも見せておいた方がまだマシだろう。

　俺は仕方なくもう百円投入し、今度は少し前のめりに構えて少しマジで取り組む。

　今度は慎しん重ちように筐きよう体たいを眺め回していると、ふとガラスに自分の真しん剣けんな顔が映り込んだ。

　入念にセットされた茶ちや髪ぱつに、整えられた眉まゆ毛げ。洗顔や化け粧しよう水すいに拘こだわった肌はニキビの一つもなくつるりと綺き麗れいで、左耳には控ひかえめなシルバーピアスが輝かがやく。

「（はー、今日も相変わらずイケてんなぁ、俺）」

　不機嫌が少しだけ解消される。しかもそんな俺の背後にゃ、頭の中身こそアレだが、充分にカワイイと言って差し支つかえないカノジョ。

「（おいおい勝ち組すぎんだろう、俺。なあ？）」

　思わず、未いまだ頭の片かた隅すみにひっそりと住んでやがる過去の俺……中学時代の自分へと訊たずねかける。と、制服の詰つめ襟えりをしっかり締しめたガリ勉七三分け眼鏡めがね野や郎ろうが、「ああ」と力なく、今の俺に微笑ほほえみ返してきた。……相変わらずしけた面した野郎だ。どうして、もっと景気のいい笑顔ができないもんかね。

　俺は何かから逃にげるように、意識をクレーンゲームへと集中させる。たっぷりと時間をかけて慎重にボタンを操作し終えると、アームは人形の真上──から少しずれた位置で静止した。亜玖璃が不満そうな声を上げる。

「ああっ！　もう、なにやってんのさ、祐！　へたくそー！」

「っせぇなぁ、黙だまって見てろっつーの」

　俺がそう言うと同時に、アームはゆっくりと……少しずれた位置へと下りていく。案の定、ぬいぐるみを摑み損そこねるも──しかし、アームの片側がぬいぐるみのタグへと見事に引っ掛かかった。

「あ！」

　亜玖璃が目を見張る。アームはタグでぬいぐるみをぶら下げて上じよう昇しようすると、不安定にブラブラさせながらも、落とすことなく開始地点まで移動し、そして……最後にアームを広げ、取り出し口へとぬいぐるみを落下させた。

　次の瞬しゆん間かん、亜玖璃がはしゃいでぬいぐるみを取り出し、まるで自分が取ったかのように「じゃーん！」と俺へ突つきつける。

「ヤバーい！　めっちゃモフモフしてる！　祐、ゲームうまーい！」

「……あんまり、はしゃいでんじゃねーよ」

　流石さすがに気き恥はずかしくてぷいっと視線を逸そらす。正直、半分ぐらい偶ぐう然ぜんだ。タグを狙ねらってはいたものの、確実にそれを捉とらえるようなスキルは俺にはない。だからあんまり褒ほめられすぎても困るのだが、まあ、彼女に惚ほれ直されるのは全然悪い気しな──




「わー……すっごいなぁ……」




「？」

　──ふと視線をやった先に、自分達と同じ音おと吹ぶきの制服を着た男子生徒を見つけた。どうも偶然俺のクレーンゲーム操作を見ていたらしく、亜玖璃の持つにゃんこをボンヤリ眺めては、感心した様子で呆ほうけた間ま抜ぬけ面を見せている。

「（……ん？　あいつは……）」

　と、そこでそれが、一応は自分の知り合いだということに気がつく。同じタイミングで間抜け面の方もこっちに気付いたみたいだったが、亜玖璃が「どしたの？」とそちらを見やると、彼はなぜか焦あせった様子で顔を真っ赤にし、慌ててぺこりと一礼だけして、そそくさとどこかに立ち去って行ってしまった。

　不ふ審しんそうに亜玖璃が首を傾かしげる。

「えと……なにあれ」

「ああ、俺のクラスメイト。全然話したことねーけど」

「そうなんだ。なんで逃げたの？」

「いや逃げたっつうか……」

　かなり微妙な距きよ離り感かんのクラスメイトが、カノジョらしき女といる状じよう況きようってのは、フツーに考えて声かけハードル高ぇと思うが。どうも亜玖璃はそういうことを全く考えない感性らしく、非常に怪け訝げんそうにしている。

　仕方なく俺が「どうでもいいだろ。良かったな、ぬいぐるみ」と声をかけると、亜玖璃は再び上機嫌になり、胸にぎゅっとぬいぐるみを抱かかえた。……わざわざこちらににゃんこの顔が見えるように抱だいているあたりが、非常にあざとい。……まあ可愛いんだけど。

　荷物ができてしまったため、俺達はそのままゲーセンを出て、帰路へとつく。

　繁はん華か街がいを抜ぬけきったところで亜玖璃と別れた後、そのまましばらく一人でぼんやり歩き、近道の公園に差し掛かったあたりで……俺はふと、何の気なしに閃ひらめいた。




「（ああ、雨あま野のだ。雨野……なんつったっけな。とにかくクラスメイトのあいつか……）」




　先さき程ほど出くわしたクラスメイトの名字を思い出すも、それ以上の情報は、いくら待っても何一つ連想されない。俺は思わず苦く笑しようした。

「（っつーか、下手したら、中学時代の俺より全然地味なんじゃねえのアイツ。他人のクレーンゲームに感心してる場合じゃねえだろ。しかも殆ど喋しやべったこともない俺がカノジョ連れてたってだけで、あんなにテンパっちまって。……ダッセ）」

　俺は地味クラスメイトの間抜け面を思い出して苦笑いすると、なんとなく上機嫌になり、下手な口笛を吹ふきつつ、ダラダラと大おお股またに閑かん静せいな住宅街の中を抜けていった。
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「……ふぁ……うぃーっす」

　欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、大だい樹き、雅まさ也やらに声をかけ、机に鞄かばんを放りながら、俺の椅い子すに座った章しよう二じの脇わき腹ばらを擽くすぐって席からどかす。

　そのまま暫しばらく四人でじゃれ合いを繰くり広げていると、遅れてやってきた雅也のカノジョである美み嘉かと、最近章二がちょっかい掛けている軽音部女子の玲れい奈なが輪に加わり、いつもの他愛たわいない世間話の応おう酬しゆうが始まった。

　今日の話題は専もつぱら雅也と美嘉が昨日行ったカラオケボックスの愚ぐ痴ちであり、「そりゃ酷ぇなぁ」と最低限の相あい槌づちこそ打つものの、そう前のめりでノれる話でもない。ついつい退たい屈くつを紛まぎらわすために視線を教室内へと漂ただよわせてしまう。

　と、ふと視界の端はしに、今までは全く気にも留めなかった男子の姿が引っ掛かった。

「（雨野景けい太たか……）」

　昨日たまたまゲーセンで会ったから見てしまったが、改めて観察してみても、本当に「何もない」男子だった。俺との繫がりが無いのは勿もち論ろん、授業や学校行事で目立ったこともなければ、友人からアイツのちょっとしたエピソード……誰だれと親しいだの、なんの部活をやってるだの、そういう些さ細さいなことさえ聞いた記き憶おくがない。下の名前だって、さっき教室備え付けのクラス名めい簿ぼ表を見て初めて知ったぐらいだ。

　俺は思わず、苦笑いした。

「（どこにもいるもんだな……ああいう、幽ゆう霊れいみたいに希き薄はくなやつっていうのは）」

　十年後に同窓会で卒業アルバムを見る機会があったら、きっと俺達はなかなか彼の名前を思い出せずに苦労することだろう。……俺はなんだか、憐あわれな気持ちになった。

「（そんな無む味み無む臭しゆうの人生送っていて、楽しいのかね、あいつは）」

　ふと、中学までの自分を思い出す。雨野とはまた違ちがうが、俺は俺で乾かわいた人生を送ってきた。親に言われるがままに受験勉強に打ち込み、たまにゲームをするぐらいの娯ご楽らくはあれど基本は真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうで生き、周囲の妙みような過大評価の下もと、身の丈たけに合わない高校を受験し……玉ぎよく砕さいして、滑すべり止めの音吹に来る。そうして最後にゃ腫はれ物もの扱あつかい。

「（結局はその場その場で楽しんだもん勝ちなんだっつーの、人生なんて）」

　この年で偉えらそうに人生語るのもアレだが、しかし、実際そう決意して仕切り直した後の俺の人生は、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんそのものだった。

　たとえば、そう、それは「アリとキリギリス」だ。

　あれを初めて聞いた無む垢くな幼少期の俺は、親の誘ゆう導どうも多分にあって「アリさんみたいに真面目に生きよう」と思わされていたけれど。

　今の俺は、せっせと将来のために働いて蓄たくわえていた勤勉なアリよりも、結局一回頭下げただけで食しよく糧りようを分けて貰もらえたキリギリスの方が、遥はるかに賢かしこいヤツだと尊敬できる。

　……と、そこまで考えたところで、俺は思わず首を傾げた。

「（あれ？　っつーか俺……なんで雨野のことで、こんな深く考え込んでんだ？）」

　気付くと気分がえらくクサクサしていた。なんだこれ。別に俺は、雨野になにをされたわけでもない。完全に無接点なクラスメイト。別に俺がここまで苛いら立だつ理由は何も……。

「（……あ、いや……）」

　そこまで考えたところで、俺はふと、あることに気がついた。

　俺が、なぜか今、雨野を見て妙に苛立っていた理由。それは……。

「（あいつ……なんであんな、楽しそうにしてやがんだよ……）」

　そう、俺が苛立っていたのは、まさにそこが理由だった。

　見れば雨野は、一人で如何いかにも寂さびしくぼっち着席しながらも、なにやらずっとニヤニヤと楽しそうにしている。何をしているのかと思えば、どうやら、スマホをいじっているようだ。指の配置的に、メールやネット閲えつ覧らんじゃなく、ゲームで遊んでいるのだろう。

　思い返してみれば、あいつは休み時間、いつも一人でゲームしていた気がする。楽しそうに、外界など全く関係なく。俺達の気にも留まらない程に、一人で完結して。

　だからと言って、そこに俺が苛立つ要素はないハズなのだが……なぜだろう。ただアプリゲーをやっているだけのくせして、雨野の顔はあまりに楽しそうで……。

「（んだよ……キメェな。ったく……）」

　思わず顰しかめ面つらをしかけたその時、突とつ然ぜん雅也が俺に話題を振ふってくる。

「なぁっ、祐！　マジ酷ぇと思わね？　だって唐から揚あげだぜ、唐揚げ！」

「あ……ああ。そ、そうだな。冷えた唐揚げなんざ、旨うまさ半減もいいとこだよな」

「おうよ！　いや祐はホント分かってんね！　お前あそこでバイトしてくれよ～」

「やだよ、だりぃ」

　作り笑いを浮うかべて、どーでもいい話に付き合う。別に、それがつまらないわけじゃない。お調子者な雅也の馬ば鹿か話ばなしに、皆みなでテキトーな相槌を打って応じている時間は、それなりに楽しい。だけど……。

　ちらりと、雨野の様子を窺うかがう。

「（なんで……お前が、俺よりも楽しそうなんだよ）」

　負け組のはずのアイツが、友人と駄だ弁べっている俺よりもずっと楽しそうにしていやがるのが、妙に気に食わない。なんなんだよ。一体何がそんなに楽しいっていうんだ。

「？　どしたの、上原。体調でも悪い？」

　苦い顔をしている俺に気付いた玲奈が声をかけてくる。

　俺は内心酷ひどく焦りながらも、咄とつ嗟さに状況を取り繕つくろった。

「いや、雅也の話聞いてたら、なんか俺までイラついてきただけだよ」

　分かりやすく怒いかり顔をする俺に、単純な雅也はえらく感動した様子だった。

「おおっ、祐ぅ！　心の友よぉ！　お前本当にイイヤツだなぁ！」

「知らなかったのか？　そう、俺ぁ、いつだって……クレーマー側の味方なんだよ」

『性格悪っ！』

　全員が一いつ斉せいに俺へツッコみ、ゲラゲラと笑い出す。クラスメイト達が何事かと俺達を振り返るのにも構わず、俺は友人達と一いつ緒しよに馬鹿みたいに笑い続ける。

「（なにしてんだか、俺は。雨野なんか気にしたりして。……よし）」

　そこで俺は、決意を新たにすると。

「っせぇよ！　俺は超ちよう善人だっつうの！　この前なんかなぁ、亜玖璃に頼たのまれて──」

　ただの地味オタクラスメイトのことなんか完全に意識の外へと追いやり、いつもの騒さわがしい日常の中へと戻もどっていったのだった。




　──数日後、あの天てん道どう花か憐れんが雨野に声をかける、その瞬しゆん間かんまでは。
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　休きゆう憩けい時間の二年Ｆ組には大小様々なグループができ、各所で行なわれる雑談が渾こん然ぜん一体となって、ガヤガヤとした空気感を形成している。

　その中において、こと影えい響きよう力を持つのが、俺達六人のグループだ。

　単純に数が多いのは勿論、六人全員が、他ほかにもクラス内に知り合いや友達の多いタイプであるため、自然と俺達は「二年Ｆ組の空気の中心」として機能している。

　俺達が笑えば室内のテンションもつられて高くなるし、俺達が怒おこっていれば不思議と他の皆もピリッとする。

　そんな、殆ほとんど俺達によって決まると言っていい、二年Ｆ組というクラスの喧けん噪そうは。

　現在。




　突とつ如じよ学校のアイドル・天道花憐が降臨したことで、水を打ったように静まり返っていた。




「（なんで……天道が……）」

　教室の入り口に立つブロンドの女生徒に、俺は思わず息を吞のむ。最初に彼女に気付いたのは、いつもせわしなくキョロキョロするクセのある美嘉だった。角度的に天道が廊ろう下かを歩いている時点から見つけていたらしく、しかしその時はあくまで雑談の一いつ環かんとして、俺達に「ねぇねぇ、天道さんだよ、ほら……」と廊下の方を指差したのだ。

　美嘉に言われて、俺達もなんの気なしに、レアキャラ美少女のご尊顔でも拝んでやろうと視線をやろうとした……まさに、その矢先。

　全員が、一いつ斉せいにその事実……天道がＦ組に入って来ようとしているという事実に気付き、固まってしまったのだ。

　俺達の沈ちん黙もくにつられるカタチで、クラスメイト達が次々と彼女の存在に気付き始める中。

　天道は入り口から室内を眺ながめ回すと、まるで大事な落とし物を見つけたかのようなハッとした笑え顔がおを見せ、そして──

「あ、いたいた、雨野君！」

　──誰もがまさかと思う……ある意味最も天道とかけ離はなれていて意外性のありすぎる生徒、雨野景太へと声をかけた。

　教室内の雑談は一瞬にして止やみ、そして……天道の動きに合わせ、徐じよ々じよに雨野へも視線が集まり始める。

　と同時に、なぜだか、俺の胸も妙にざわつき始めた。

「（……なんで、雨野なんかに……）」

　数日前に雨野へ感じた「苛立ち」と全く同種のものが、猛もう烈れつな勢いで戻って来る。

　そしてその雨野自身もまた、天道の登場とクラス中からの注目に酷く動どう揺ようしているらしく、普ふ段だんから冴さえない顔が、更さらに笑えないひきつり方をしていた。……少しばかりの同情と、多大な苛立ちを含ふくんだ複雑な感情が、俺の中で膨ふくらんでいく。

　一方、衆目をまるで気にした様子のない天道はずんずんと自信に満ちた足取りで雨野の席へと向かい、そうして彼の机の前まで来ると……なにやら妙に親しげに、雨野のいじっていたスマホを覗のぞき込んだ。

『！』

　いよいよクラスメイト達から動揺の声が漏もれ始める。俄にわかに喧噪を取り戻す室内。

　そのまま天道はなにやら雨野に話しかけているようだったが、そこかしこで交かわされ始めたヒソヒソ話がノイズとなって、うまく聞き取れない。

　唯ゆい一いつ分かるのは、天道が、割と一方的に雨野へと話しかけているということだけ。ゲーム、約束、図書室……そんないくつかの単語こそ聞き取れたものの、具体的な会話の内容までは流石さすがに摑つかめなかった。

　クラス中がやきもきした気持ちになる中。雨野がなにやら天道に向けて、焦あせった様子で何度もこくこくと頷うなずき始めた。と、次の瞬間──

「そうっ！」

　天道が見せた屈くつ託たくない笑顔に、クラスが一瞬で魅み了りようされる。が同時に、それが雨野という人間だけに向けられたということに、酷く動揺し、一層ざわつきだす。

　しかしまるでそのタイミングを見計らったかのように休憩時間の終わりを告げるチャイムが鳴り、慌あわてた天道は「あ、じゃあ私行くから。雨野君、放課後ね！」と、やはり妙に親しげに雨野に声をかけ、颯さつ爽そうと去って行った。

　クラス中が啞あ然ぜんとし、取り残された雨野自身も、呆ほうけたように彼女を見送る中。

　すぐ傍そばにいた章二の、知らず知らず口から零こぼれたような呟つぶやきが印象的だった。

「意味、分かんね……」

　それは、まさに二年Ｆ組全員の気持ちを代弁する言葉であり。

　しかしそのまま友人達とあれこれ話す暇ひまもなく、教室に教師がやってきて次の授業が始まってしまったため、クラスには妙な「しこり」が残り続けてしまう始末。

　俺は教科書とノートを机の上に広げ、教師の話を聞くフリをしながら、雨野のことを考えた。生あい憎にく席の位置取り的に、クラスの真ん中にいる俺からは窓まど際ぎわ後方の雨野が見えないが、しかしきっと……。

「（『見たかお前ら』とでも言わんばかりの、キモいドヤ顔してやがんだろうな）」

　想像すると、ムカムカが止まらない。

　突然学校一の美少女に声をかけられる、地味オタぼっち野や郎ろう。

　あまりにくだらない、糞ふんみたいなラノベ展開。当人にとっては天にも昇のぼる気分かもしれないが、周囲の人間にしてみれば、不快なことこの上ない。これが「嫉しつ妬と」や「やっかみ」と呼ばれる感情であることは、百も承知している。が、それが何だ。今の俺の正直な、偽いつわらざる気持ちだ。実際クラスメイト達の殆どが、多かれ少なかれ俺と同じ嫌けん悪お感かんを抱いだいたことだろう。

　……まあ。

　とはいえ、俺の反応が周囲より過か剰じようだっつーことぐらいは、自覚しているけどな。

「（だって……中学時代の俺にゃ、あんな都合の良い救いなんざ……。くそっ！）」

　考えれば考える程ほど、むかっ腹が立ってきた。雨野景太。実際顔が見えないが故ゆえに、余計に俺の中のあいつが勝手にムカツク表情へと変へん換かんされているきらいはあるが、それを抜ぬきにしたって、やはり……。

「（……なんの努力もしてねぇ地味オタ野郎に、棚たなボタで幸福が訪おとずれるとこ見て、誰だれが嬉うれしく思えるっつーんだよ。……ああっ、イライラする！）」

　俺は乱暴にペンケースから文具を取り出すと。

　何度も何度も、シャープペンで真っ白な消しゴムを突つついたのだった。




　　　　＊




　次の休み時間は、案の定教室内が異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。各おの々おののグループで雑談している光景こそいつも通りではあるが、その話題は専もつぱら雨野と天道のこと。俺達もまた例外ではなく、特に女子二名が中心となって、勝手な推測や詮せん索さくを繰くり広げていた。

　俺は……正直「この話題に乗る事」自体が雨野をいい気にさせる気がしてあまり積極的に会話に参加していなかったが、しかし、玲奈が相変わらずのサバサバした直球さで「結局、二人ってどういう関係なんだろう？」と切り出してきた時だけは、思わず食いついてしまった。

「玲奈から見て、その辺どう思うよ？」

「え？　私？　うーん、どうだろう。恋れん愛あい関係だと面おも白しろいけどさ。ま、正直そういう感じでもないし、友達っていうのもしっくりこなかったかな。なんか業務連れん絡らく的な？」

「委員会とか、バイトとかの繫つながりってことか？」

　確かに、それに近い感じではあったかもしれない。俺が納なつ得とくしかけていると、ゴシップ好きの美嘉が「えー」と不満そうな声を上げた。

「そんなのつまんなーい。実際、天道さんって委員会とか部活とかやってないんじゃなかったっけ？　バイトのイメージも正直、全然ないんですけどー」

　美嘉の意見に、雅也が頷く。

「だよな。天道の家って金持ちなんだろ？　それに、雨野にもバイトとか部活のイメージねーし」

「というか雨野には何のイメージもないな」

　大樹の相あい槌づちに、皆みなが笑う。俺も付き合って笑ってみたが、完全に作り笑いだった。

　そのまま話題が徐々に突とつ拍ぴよう子しもない方向に向かい、ボケ合戦の様相を呈ていしてくる中。

　俺は……一人、未いまだにイライラが収まらず、この話題を皆のように、ゴシップ的に楽しみきれていない自分に気がついた。

「（んだよ……雨野の話題なんかで盛り上がって。馬鹿じゃねぇの。つまんねぇよ）」

　ちらりと雨野の様子を窺うかがう。休み時間に入ってすぐは、クラス中からの視線に完全に萎い縮しゆくしていたものの。今はなぜか、周囲など全く気にした様子もなく、むしろ目を爛らん々らんと輝かがやかせて机に向かっていた。何かと思えば、どうやら、ゲームに熱中しているようだ。スマホではなく、携けい帯たいゲーム機で一いつ生しよう懸けん命めい遊んでいる。

「（……はっ、ぼっち野郎が。ゲームなんかの、何がそんなに楽しいかね）」

　確かに、俺も一時期は、ゲームに夢中だった。特に受験勉強の合間にやるアーケードゲームは格別で、あの空間独特の妙みような背徳感も相あい俟まって、中学時代の俺にとっての「心の拠より所どころ」ではあった。だからゲーセンへ行くと、パブロフの犬よろしく未だにドキドキワクワクと高こう揚ようしてしまう自分だって、確かにいる。しかし……。

「（休み時間ぐらい、友達と駄だ弁べる方が何倍も有意義だろうが。それを一人で、ちまちまゲームに熱中して……）」

　同い年だが、嫌いやみたらしく「今時の若者」を嘆なげいてやりたい気分だった。ったく。

　……まあ、正直雨野以外にも一人で休み時間を過ごしているヤツは何人かいるのだが、そいつらを見ても、不思議とそこまで苛いら立だちは湧わかない。俺が雨野にだけムカついてしまうのは……やはり、あの、ヤツがゲーム画面を見つめている時の表情のせいだ。

　思い返してみれば、これまでもずっと休み時間はあいつ、あんな顔で着席していた気がする。大きくゲラゲラ笑っているわけではなく、小さな幸せを嚙かみ締しめるように、常にゲーム画面を見てにこぉっとしている。だからこそ、ぼっちの割には騒さわがしいクラスの空気に溶とけ込んでいて、いい意味でも悪い意味でも、誰の話題にも上らないし、視界にもひっかからない。

　しかし今の俺には……それがかえって、嫌みに見えた。なにせ、たった今俺は、友達に囲まれながらも、その話題を心底つまらなく思い、見事な「作り笑い」を浮うかべてしまっているまさにその最中だったから。

「（……なんだよ……なんか文句あんのかよ。人付き合い、なめんじゃねえぞ）」

　何を言われたわけでもないのに、思わず雨野から視線を逸そらす。

　……今日の放課後は、また亜玖璃を誘さそってゲーセンに遊びに行こう。

　なぜだか俺はそんなことを決意し、それだけを楽しみに、天道と雨野の話題に満たされた一日を、歯を食いしばって過ごしきったのだった。




　そうして、待ちに待った放課後。

　掃そう除じを終えて玄げん関かん口ぐちで可愛かわいいカノジョと待ち合わせ。

　さあ、これからいざ楽しくゲーセンに向かうぞという道すがら、亜玖璃から──

「ねぇねぇ、そういえば、雨野なんたらって、祐のクラスメイトでしょ？」

　──と切り出された時。

　俺は、まるで悪夢の中に迷い込んだかのような、酷ひどい目眩めまいを覚えた。

　すっかり表情を引きつらせている俺の様子になどまるで気付かず、隣となりを歩く亜玖璃は鞄かばんをぶらんぶらんと振ふりながら楽しそうに会話を続ける。

「Ｃ組でも凄すごく話題だったよー。あの天道さんが、他クラスの男子生徒に──」

「──っせぇよ！」

「え？」

　思わず怒ど鳴なってしまった俺に、亜玖璃がびっくりして足を止める。俺は一いつ瞬しゆん彼女を睨にらみ付けてしまうも、すぐに自らの失態に気付き、慌ててフォローする。

「い、いや、なんでもねぇよ。なんでも……。…………」

　おかしい。舌が上手く回らない。まるで中学時代の自分が戻もどってきちまったみたいだ。

　きょとんとする亜玖璃に、俺はどうにか、ぎこちない笑え顔がおを向ける。

「わ、わりぃ。今日は……やっぱ、ゲーセン行くのやめて、このまま帰らね？」

「え？　う、うん……いいけど別に……。祐、体調悪いの？」

　心配げな顔で覗き込んでくる亜玖璃。俺はしかし表情を隠かくすようにして「なんか気分がのらねぇだけだよ」とだけ言い、さっさと先を歩き出す。

　慌ててついてきた亜玖璃が、察し悪く再び雨野の話題を切り出してくる。

「でさ、その雨野って、実際祐から見てどんな──」

「っつうかさ！」

　語気を強め、無理矢理話を切ってかかる俺。

「天道に見合う男なんて、音吹如ごときにいるわけねーだろうが」

「え？　そっかなぁ？」

　無む邪じや気きに考え込む亜玖璃。俺は嘆たん息そくしながら続けた。

「天道は、こんな偏へん差さ値ち低い学校に来てること自体が奇き跡せきなの。実際、進学校のヤツらや有名な高校球児なんかからしょっちゅう告られてるらしいし。そんな女が音吹の底辺男子を選ぶ理由が……」

「あ、でもさ、祐は似合っていると思うなぁ、天道さんと」

　カノジョから思わぬ言葉を受け、ギョッと振り返る俺。亜玖璃はしかし、自分の発言を全く気にした様子もない……いつものアホ面づらで、ニコニコと臆おく面めんもなく言ってきた。

「だって祐、イケメンだしぃ、スペック高くてなんでも器用だし。超ちよう絵になるよ」

「……そうっすか」

　思わず脱だつ力りよくする。……相変わらず、どんな神経してんだ、この女は。カレシに他ほかの女とお似合いだと無邪気に言えるヤツが、どこにいる。……ったく。

　そういえば、亜玖璃と付き合い始めた理由だって、軽いもんだった。高校デビューが成功して「暗黒の中学時代」が噓うそのように友達が増えていく中、冬のある日に殆ほとんど初対面の彼女から「上原君、付き合ってー」と軽めに告白されたのだ。で、実際亜玖璃は可愛かったし、別に断る理由もなかったというだけで、ぼやっと交際がスタートしたのが約半年前。

　……で、実際やっていることと言えば、こうして放課後二人で一いつ緒しよに遊ぶぐらい。互たがいに友達が多いこともあって休日まで一緒にいることもなければ、デートらしいお出かけや、いいムードみたいなのも皆かい無むで、キスやらその先やらっつうのもなし。

　……俺だって健全な男子高校生だ。欲望自体はあり余っているものの、なぜだろう。元々亜玖璃から告白されているせいか、こっちから前のめりに行くのはどうも妙なプライドが許さず、かといって亜玖璃もずっとこの調子だから、互いに歯に衣きぬ着せぬ悪友関係こそは進展しているものの、男女関係の進展らしきものは皆無。結果、俺としても亜玖璃と他の女友達との差異がイマイチ摑つかめず、当然「迫せまる」なんつうのは全然無理。

　……とはいえ、一応はカレシ・カノジョである以上、やはり「天道さんとお似合い」発言は無神経すぎる。

　俺はギロリと亜玖璃の目を睨み付けた。

「お前、顔で似合う似合わないを決めるわけ？」

「え？　うん！　祐はカッコイイし、亜玖璃と違ちがって天道さんはカワイイよねぇ！」

「……あほらし」

　アホの子だとは思ってきたが、ここまでとは。どうせ俺に告白してきたのも、ビジュアルが気に入ったからとかそんななのだろう。一ひと目め惚ぼれ、と言うことさえおこがましい。まったく、最近の女は……って、いや、亜玖璃を平均としちゃ駄目か。美嘉や玲奈もノリ軽ぃけど、ここまでじゃねぇもんな。……はぁ。

「（確かに、天道みたいなのと付き合えたら幸せかもだけどな……）」

　ビジュアルだけで選べっつーなら、そりゃダントツだ。いや、性格面でもか。少なくとも彼女相手なら、亜玖璃とのこんなグダグダな恋こい人びと関係みたいなことにはならんだろう。話していても面白そうだし、自分だけに親しげな笑顔や恥はじらいでも見せてくれようものなら、男女さえ問わず誰しもを一発で虜とりこにするだろう。……それだけに……。

「（なんでそんなヤツが、よりにもよって雨野選んでんだよ……）」

　自分がお似合いと言われたせいもあってか、またイライラがぶり返してきた。……ああ、もう、キリがねぇ！　むしろ、なんなんだよ今日の俺！　雨野雨野って！

　俺はぶすっとすると、乱暴に亜玖璃の手を引いた。

「ほら、さっさと帰るぞ亜玖璃！」

「え？　いや、祐。亜玖璃、ここから別方向なんだけど……」

　指し摘てきされてようやく自分達が既すでにそれぞれの帰路への分ぶん岐き点にいたことに気付き、カァッと顔が熱くなるも、今いま更さら後にも引けず、照れ隠しでぐいっと亜玖璃を引っ張る。

「い、いいんだよ！　た、たまには帰り道ぐらい付き合えよ、亜玖璃！」

　なんつう強ごう引いんな男だと自分でも呆あきれる。なんだこれ。男が女を送るならまだしも、強引に帰路に付き合わせるだなんて、最も早はや時代錯さく誤ごの亭てい主しゆ関かん白ぱくでさえない、ただの横暴じゃねーか。

　俺は次に亜玖璃が拒きよ否ひり次し第だい、そこで直すぐに彼女を解放してダッシュで帰宅しようと心に決めるも、しかし、こういう時に限って空気を読まないのが俺のカノジョなわけで……。

「……わぁ。うん！　亜玖璃、祐送ってくぅ～！」

　全く意味の分からない満面の笑みで俺の提案を受け入れてはしゃぐ亜玖璃。……そうまでされると、完全に引けなくなる俺。

「ぐ……お、おうよ！　送ってけ送ってけ！」

「うん！　えへへ～」

　極きわめて嬉うれしそうににぎにぎと俺と手を繫ぎ直してくる亜玖璃。……もう、なんなんだよ、コイツ……。そしてホントなんなんだよ、今日の俺……。

「（それもこれも、全部雨野のせいだ！）」

　俺は完全な責任転てん嫁かで心の平へい穏おんをなんとか保ちつつも……ガックリと肩かたを落としながら、亜玖璃と無駄に仲良く帰宅したのであった。

　……ホント、意味分かんねぇ……。




　　　　＊




「（いや、もう、なんだこれ……）」

　一夜明けて今日。朝の、二年Ｆ組教室にて。

　俺は最早、昨日までの動どう揺ようやら苛立ちやら疑問やらを全部通り越こして、すっかり呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。俺だけじゃない。「その場」に出くわしたクラスメイト達全員がそうだ。《あの光景》を見て、こうならない方が無理というもの。

《あの光景》──つまりは……。




『（雨野が……天道花憐をフッただと!?）』




　雨野に何かを拒否られた天道が、悔くやし涙なみだを瞳ひとみに滲にじませながら、真っ赤な顔でＦ組から去って行くという、信じがたい光景。

　そんな天変地異の前まえ触ぶれみたいな場面が繰くり広げられた直後の現在、教室の空気は混こん沌とんとしか形容できない状じよう況きように陥おちいっていた。

「え、なに、天道さんのあんな悔しそうな顔、初めて見たんだけど……」

「完全に痴ち情じようの縺もつれじゃねぇかおい！」

　美嘉と雅也が、雨野本人にさえ聞こえそうなテンションの高い大ボリュームで喋しやべり出し、大樹や章二、玲奈までもがそれに続く。実際アレは部活話ぽかっただの、だとしても天道の反応は異常だの、雨野に声かけてみようかだの。

　当然俺にも意見が求められたが、俺はそれに生返事だけして、その間もずっと、ただただ無心に雨野へと視線を送ってしまっていた。

「（ホント、どういうつもりなんだよ……お前は……）」

　雨野はあんなことがあった直後だというのに、やはり相変わらずスマホをいじってゲームを楽しんでやがった。最初こそなにやら落ち込んだり後こう悔かいするような素振りを見せていたものの、途と中ちゆうでスマホを見て微び笑しようすると、そのまますっかりいつもの「一人でゲームして満足そうにニヤニヤしている雨野」に戻ってしまった。

「（……天道の誘さそいを断っておいて、なんでそんな顔できるんだよ……）」

　俺は思わずごくりと唾つばを飲み込んだ。今や雨野に対しては、苛いら立だちよりも、気味悪さの方が上に来ている。二人の関係性や事情は、なんとなく察せているにもかかわらず、だ。

　大方、昨日から天道が雨野をなんらかの部活に誘っていたのだろう。今日は天道の声が妙みように大きかったから、俺達にもその辺は分かった。

　しかし……雨野は、それを、にべもなく断った。……断りやがった。

　実際天道自身、その結果は予想外だったのだろう。途中から顔を真っ赤にした挙句、最後にはあまりに珍めずらしい表情で去って行く始末。……そりゃ、たとえ色恋沙ざ汰たじゃなくとも、クラス中が色めき立つってもんだ。

　しばらく喧けん々けん囂ごう々ごうとした後、美嘉が雨野の方を見て、ぽつりと呟つぶやく。

「なんかさ……ちょっち、ムカつくよね……」

「へ？」

　美嘉のまさかの言葉に、俺は思わず雨野から視線を戻す。美嘉は少し焦あせった様子で、「い、いや、別に深い理由ないんだけど……」とか自信なげに前置きしてから、続けてきた。

「なーんか、気取ってるっていうかさぁ……。だ、だってさ、人から厚意で誘って貰もらっておいて、断る？　普ふ通つう」

　美嘉のその言葉に、驚おどろくべきことに、他の三人も同調を示していた。俺はなぜだか一人、元から雨野にムカついていた割には皆みなについていけず、思わず彼を庇かばうような発言をしてしまう。

「や、なんか俺らの知らない事情あったんだろう？」

　しかしそれには、今度は玲奈が「そっかなぁ？」と疑問を呈ていしてきた。

「深い事情があっての断りでさ、天道はあんな顔しないんじゃないの？」

「それは……」

「結局、雨野の感情的な問題で、断られたんだと思うけどな、あれ」

　玲奈の、人に対する観察眼は鋭するどい。確かにそうだ。やむにやまれぬ事情みたいなのがあるなら、残念そうな顔ぐらいはすれど、ああいう反応にはならないだろう。

　やれやれと嘆息しながら、グループの中でも妙に「子分気質かたぎ」な章二が呟く。

「っつーか、お零こぼれ貰う立場で、プライドがどうこうとかマジ空気読めてねぇし」

　その発言に、なぜだか俺は妙にムカッと来てしまった。思わず章二に強く嚙かみついてしまう。

「……本来同学年に、上とか下とかねぇだろ別に」

「は？　え、なに、なんだよ祐」

　少し動揺した様子の章二を見て、ハッとする俺。……何綺き麗れい事ごと言ってんだ俺。あるだろ、上下。馬ば鹿かか。実際俺だって、雨野のヤツ、下に見てるじゃないか。何を今更……。

　俺の動揺を察してくれたのか、頭の回転が速く冷静な大樹が、場を取り繕つくろってくれる。

「でも確かに、今日の雨野は『上から目線』だった気がするよなぁ」

　上手い言葉だった。おかげで、さっきの俺の発言が「『上から目線の雨野』に腹を立てていた」みたいな解かい釈しやくになった。実際のところ穴だらけで全然説明はついてないんだけど、俺も章二も積極的にその解釈を受け入れたことで、再び場がスムーズに流れ出す。

　俺はホッと胸を撫なで下ろしながら、改めて皆との会話にまざり、チャイムが鳴る目め一いつ杯ぱいまで、天道と雨野に関する推測で盛り上がる。

　俺は、一いつ瞬しゆん場の空気を変にした引け目から、必要以上にゴシップな妄もう想そうや馬鹿げた推測を口にして笑いを取りにいったが……。

　相変わらず、少し間が空くとつい、一人で楽しそうにゲームをする雨野へと、未いまだに視線が吸い寄せられてしまうのだった。




　　　　＊




　放課後、亜玖璃に約束をドタキャンされた俺は仕方なく、一人でゲーセンに向かって歩いていた。一度足を運びだすと、ついつい連れん鎖さ的に通ってしまう。元来俺は凝こり性しようなのだ。ハマる時はガッとハマり、意識がそればかりに向いてしまう。

「（だから、受験の時にゲームから距きよ離りとったんだったっけな……）」

　街を歩きながら、今更そんなことを思い出す。なぜついさっきまで俺は、ゲームから離はなれた理由を「飽あきた」とか「卒業した」とかそんな風に思っていたんだか。本当は、大好きだからこそ距離をとって耐たえていただけのクセに。

　そういう意味では、亜玖璃とゲーセンに行くようになって、再び火がつき始めたのは当然の流れだったのかもしれない。

　店につくと、俺はまずプラプラと店内を一周した。新機種なんかはそうそう入らないが、プライズ系の景品は割とちょくちょく変わる。亜玖璃と違ってそこまでキャラクターグッズに興味のない俺だが、今日は少しだけ気になる物を見つけ、足を止めた。

「（ゲーム……ソフト？）」

　一世代前の携けい帯たい機用ゲームソフトが、中古販はん売ばいよろしく、一プレイ五百円で数本まとめられてクレーンゲームの景品になっていたのだ。かなり珍しい状況だったのと、景品の中に中学時代やりたいと思いながらも受験勉強のために堪こらえたソフトがあるのを見つけて、気付いた時には五百円を投入してしまっていた。

　自らの行動を意外に思いながら、クレーンを操作して狙ねらいを定める。古いゲームだけに原価が低いのか、きちんと引っかかりどころがつけられており、かなり良心的な設定だ。

　果たして俺のクレーンは、見事、アームの端はしをタグにひっかけ、ぶらぶらと景品を揺ゆらしながら手元まで運んで来た。ガコンという音と共に、景品が落下してくる。正直ゲームソフトの扱あつかいとしてどうなんだとは思うが、イチイチそんなことに文句も言うまい。

　俺は景品を取り出すと、なんで今更こんなゲーム取ってんだかと嘆たん息そく──

「わ、凄すごい」

　──した直後、すぐ近くからどこか聞き覚えのある声。思わず振ふり返ると、そこには、妙に既き視し感かんのある光景……俺に感心した様子の雨野が、目をキラキラさせて立っていた。

　俺がもう、なんとも言えない微び妙みような顔で見やると、彼はようやく自分が声を漏もらしていたことに気付いたのか、しゅぼっと顔を赤くし、あわあわとキョドりだす。

「（……天道の誘いをキッパリ断ったヤツたぁ、とても思えねぇな……）」

　思えば、確かにこいつ、ゲームをやっていない時は、相応に挙動不ふ審しんな普通のぼっち野や郎ろうだった気がする。……ゲーム絡がらみの時だけ、少し人が変わるのだろうか。

　そんな風に考えて見つめていると、案の定、雨野は存分にキョドりながらも……どこか、勇気を振り絞しぼった様子で俺に近付いてきて、そして、ぺこっと頭を下げてきた。

「あ、雨野です！　同じクラスの！」

「知ってるって」

　極きわめて素っ気なく応じる俺。しかしどうも彼は空気が読めないヤツらしく、こちらの態度にはお構いなしにぐいっと更さらに一歩踏ふみ込むと、俺の持つ景品……ゲームソフトを指差してきた。

「こ、これ！　凄いんだね、上原君！　この前も、ぬいぐるみ取ってたし！」

「あ、ああ？　いや別に……たまたまだし……」

　なんだなんだ。なんで俺、こいつに話しかけられてんだ。あまりに意外すぎて、どう対応したものかが見えない。

　そうこうしている間にも、雨野は、更に続けてきた。

「ね、ねぇ上原君って、ゲーム好きなの？　こ、これ、どうして……」

「え？　ああ……いや、だから、たまたまだって。一本、やりたいのあったから……」

「え、どれ、どれ!?」

「うぉっ」

　雨野がぐいぐい来る。なんだこいつ、キメェな。生きつ粋すいのオタク気質っつーやつか。

　俺はかなり鬱うつ陶とうしく思いながらも、仕方なく質問に応じる。

「この、『パラダイム・オブ・ファンタジア』ってやつだけど……」

「おおっ、ＰＯＦ！」

　なぜか目を輝かがやかせる雨野。俺は少し引きながらも、まあ雨野みたいなタイプなら好きそうなゲームかと納なつ得とくする。

　ファンタジアシリーズは、割と有名なＲＰＧシリーズの一つだ。ドラ○エのように基本は各作品ごとに独立した物語で、タイトルはナンバリングではなく、「○○・オブ・ファンタジア」という名前の「○○」の部分が変わっていく。ちなみに第一作は「スレイ・オブ・ファンタジア」。何度もリメイクされている名作だ。

　ちなみに戦せん闘とうは横スクロールのアクション。だからこそ、ぬるい格ゲー好きの俺としてはどんぴしゃなゲーム性であり、かなりシリーズを遊んでいた。が、受験中に出たことでプレイを断念し、そのまますっかり離れてしまっている。

　また、パッケージやらＰＶやらを見る限り、近年はどうにも絵え柄がらやシナリオがオタ寄りになっている感が否いなめない。だから、イマイチそういうのに照れがある俺は、些いささか敬遠気味になってきてしまっていた。どうにも、イマドキのイラストには馴な染じめない……。

　しかし俺のそんな複雑な感情など知る由よしもない雨野は、俺がこのシリーズを物凄く好きな前提で、超ちよう前のめりで語ってくる。

「これは名作だよ！　シリーズが好きなのに未経験なら、絶対やるべきだよ上原君！」

「そ、そうか」

「うん！　シリーズ円熟期に『ゲームの概がい念ねんを革新する』みたいな触ふれ込みで出た割には蓋ふたを開けてみれば実にオーソドックスなファンタジアシリーズだったから、当初は酷こく評ひよう食らったりしたんだけど。でも実際完成度はすこぶる高いんだ！　だから僕はこれ、自信を持ってオススメするよ！」

「いやお前に保証されてもな……」

　雨野の感性よりゃ、アマ○ンレビューの方を参考にしたいところだ。さてどうしたものかと困って後頭部を搔かき始めると、そこでようやく雨野は我われを取り戻もどしたのか、途と端たんに再び顔を真っ赤にし、しおしおと縮こまりつつ、俺からバッと離れる。

「ご、ごめん！　つい、熱くなって……」

「いや別にいいけどよ……。……あー、悪ぃ、俺も、びっくりしただけだ」

　俺は俺で、今までの自分の態度は、少なくとも善意で話しかけてくれているクラスメイトへの対応ではなかったなと少し反省し、歩み寄る。雨野は「はは……」とはにかんで、申し訳なさそうに俺を見上げた。

「えっと、僕、つい最近、その、ゲーム仲間ができそうな機会を、すっごい馬鹿なことして逃のがしちゃって……。それでなんか、クレーンゲームでソフト取る上原君を二度も見て、勝手に変なチャンスを感じてテンション上がっちゃったっていうか……ごめんね」

「いや別に、謝る必要ねぇし。…………あー……その、わざわざサンキュな」

「え？　あ、うん……」

　二人、そのまま向かい合って黙だまり込む。……なんだこれ。お見合いか。

　俺がどうしたものかと困り果てていると、気を遣つかった雨野が、「あ、じゃあ僕これで……」とぺこっと頭を下げ、俺に背を向けた。

　そそくさと、他ほかのゲームコーナーへ小走りで去って行く雨野。俺は、なんとなく複雑な気持ちでしばらく彼の動向を見守る。──と。

「（なにしてんだ……あいつ……）」

　最近出たばかりの最新格ゲーに手を出そうとしては、向かいの席に誰だれかが座ると物もの怖おじし、撤てつ退たい。一人用の筐きよう体たいを探すもタイミング悪く悉ことごとく埋うまっている様子で、果てはメタル○ックス３の筐体前に佇たたずみ、やるかやるまいか悩なやみ始めてしまう始末。いや面おも白しろいけどよ、メタ○マックス……。

「（あいつもしかして……ゲーム好きのクセに、ゲーセン慣れはしてねぇ？）」

　確かに、ゲーセン好きと家庭用ゲーム好きにはそこそこ隔へだたりがある。俺は割とどちらもやる方だが、片方しかやらないヤツも多い。雨野はもう見た目からして、家庭用派は閥ばつだ。

　雨野が再び、キョドりながらうろつきだす。──と、今度は大して邪じや魔まになる動きもしてないのに、他校生に舌打ちされてしまい、完全に心が折れた様子でどんより肩かたを落としていた。……な、なにしてんだアイツ。

　そのまま見ていると、遂ついには雨野のヤツ、なんにもゲームせずにとぼとぼと退店──

「まーてまてまてまて！」

「？」

　俺は思わず走って雨野に追いつくと、彼の肩をガッと摑つかんだ。不思議そうに俺を振り返る雨野。ま、まるで親に捨てられた子ウサギみたいな目ぇしてやがる！

　俺は自分の髪かみをくしゃくしゃと揉もむと……「あー、もう！」と声を上げ、雨野の目をしっかりと見み据すえてやった。

「おい雨野。お前ちょっと俺に付き合え。な？」

「え？」

　俺に声をかけられ、目を見張る雨野。彼の頰ほおはそのまま、みるみる紅潮していき……。

「あ、ぼ、僕、男の人に興味は──」

「そういうベタなボケへの逃にげはいいから。どうすんだ？　一いつ緒しよに遊ぶ？　遊ばない？」

「……是ぜ非ひご一緒させて下さい」

　懇こん願がんするように頭を下げる雨野。

　俺はやれやれと肩を竦すくめると。

　しかしよくよく考えてみれば、俺は俺で一体何をやってんだと……頭痛を抑おさえるように、思わず額に手をやったのだった。




　　　　＊




　雨野の目当ては、元々家庭用のＲＰＧだったものが、その凄すさまじいキャラ人気に応えるカタチで新たに作られた、アーケード用対戦格闘ゲームだった。で、そこで語られる物語は家庭用ＲＰＧの物語の後日談であるらしく、元々そのゲームが好きだった雨野は一念発ほつ起きして普ふ段だん寄りつかないゲーセンを訪おとずれていたというわけである。

　雨野は俺と共に筐体の順番待ちをしながら、照れた様子で頭を搔く。

「この前も一度来たんだけど、流石さすが最新のゲームだけあって、全然空かないんだよね。空いても、すぐ他の人来ちゃうから、なんかデモ映像とか物語とかゆっくり見るの、凄く申し訳ないし」

　そういや、前もここで見かけたっけ。じゃああん時は、そのまま帰ったのか…………どんだけ積極性に欠ける性格してんだよ。ほとほと呆あきれたもんだが……しかし……。

「…………」

「？　上原君？」

「あ、いや……」

　突とつ然ぜん会話を止めてしまった俺を、雨野が覗のぞき込む。……実際こいつ、性格を知れば知るほど……やっぱり天道関連の一件とのギャップが際きわ立だつ。

　いよいよ耐たえきれなくなった俺は、思わず、素す直なおに疑問を口にした。

「雨野。その……お前と天道って、どういう関係なわけ？」

　やべぇ。なんか顔が熱い。こういう無神経だと自覚している質問って、する側の気力消費がハンパねぇな。亜玖璃なんかなら、しれっと訊きけちまうんだろうが。しかし、俺の中でずっと引っかかり続けちまっているのも、また事実。

　俺の不ぶ躾しつけな質問に、雨野は……少し困った様子で苦笑いした。

「そ、そっか、上原君も見てたよね、休み時間の……あれ」

「ああ。……わ、わりぃ、もしプライベートなアレなら、全然──」

「ああいや、全然そこまでの話じゃないんだけど！」

　慌あわててわたわたと手を振ふる雨野。俺は意を決して一歩、踏み込んでみることにした。

「なんか、部活の誘さそいを断ってたみてぇだけど……」

「あ、もうそこまで知られちゃっているんだ。うーん……あの、その部活の性質上、ここだけの話にして欲しいんだけど……」

　そう前置きしてから、雨野は、あくまでざっくりとだが天道との間に起きたことを語り出した。実際、聞いてみればなんてこたぁない。偶ぐう然ぜん出で逢あった天道に部活へ誘われていたという、それだけのこと。一応、その部活が「ゲーム部」っていう意外なものではあったものの、それ以外はなんとも普通の流れ。部活に誘われ、見学に行く。しかしこの話に一点だけ特異な要素があったとすれば、それは……。

「で？　お前、結局なんでゲーム部入んなかったんだよ？　正直イマイチ、一番大事なそこの説明が分かり辛づらかったんだが。ゲーム部のゲームと、お前のやりたいゲームの、何がどう違ちがうって？」

　未いまだ前の客の対戦が終わらないのをちらりと確認しつつ訊たずねる。と、雨野はまたも非常に困った表情をしていた。

「えっと……なんだろ、うーん……やっぱり説明し辛いなぁ……」

「でもさ、お前、ゲームのこと語りあえる友達が欲しかったんだろう？」

「そ、そうなんだけどさ。……うーん……」

　どうにも歯切れの悪い雨野に、俺の中ですっかり忘れていた彼への「苛いら立だち」が再燃してくる。……ああ、くそっ。なんで俺は、雨野を見ているとこんなにイライラするんだ。自分でも何がひっかかってるのか判然とせず、故ゆえに余計イライラする。

「あ、ほら、丁度正面同士の二台が空いたよ上原君！　やろう！」

「え……あ、ああ」

　俺が黙り込むとほぼ同時に筐体が空き、俺達は椅い子すにすべり込む。……正直、助かった。あのままじゃ俺、雨野に何言うか分かったもんじゃなかった。自分でも彼への苛立ちが、殆ほとんど理り不ふ尽じんな「八つ当たり」に近いってことぐらいは自覚している。

　とりあえず、ゲームをやって落ち着こう。

　見れば、俺達以外に現在、この筐体待ちはいない。俺は雨野がデモ映像やキャラ紹しよう介かいを堪たん能のうするのを待って、百円を投入し、乱入した。

「ストーリーモードはもう良かったのか？」

　筐体越ごしに雨野へ話しかける。彼は声のボリュームを上げて応じてきた。

「うん。そこら辺は流石に、家庭用版出てから楽しむよ。やろう、上原君！」

「ＯＫ。俺様の美技に酔よいな」

「お手て柔やわらかに」

　ボケたつもりだったのだが妙みように真ま面じ目めに返されてしまい、なんか恥はずかしい。

「（亜玖璃だったら、ゲラゲラと馬ば鹿かみたいに盛り上げてくれるんだけどな……って）」

　なんだ俺。今、ゲーセンであいつのアホテンションがなくて妙に寂さびしいとか思ってなかったか？　冗じよう談だんじゃない。うざいだけだろ、ゲーセンでの亜玖璃なんて。

　俺は改めて画面に集中する。雨野は既すでにキャラ選せん択たくを終えていた。ベタに主人公キャラだ。まあ初めて触れるゲームだから妥だ当とうなんだが……。

「（じゃあ俺は……っと）」

　俺もカーソルを動かすと、少し悩んだ末、見た目からして扱あつかい辛そうなパワータイプキャラを選んだ。向かい側から、意外そうなリアクションが漏もれてくる。

「え、上原君、このゲーム経験者？」

「いんや、初めてだぜ？　キャラは、なんとなくビジュアル好きだったから選んだだけ」

「そ……そうなんだ」

　雨野の呆れたような……でもそれでいて、どこか嬉うれしそうな声。俺はそのリアクションの意味をはかりかねて首を傾かしげるも、すぐに対戦が始まったためゲームに意識を戻した。

　実際雨野は、ゲーマーらしく亜玖璃に比べれば格段に操作が上手かった。亜玖璃みたいにレバガチャによるゴリ押しじゃあない。が、だからこそ……。

「（……逆に、亜玖璃より弱ぇかも……）」

　対戦格かく闘とうにおいてレバガチャの相手は意外と厄やつ介かいだ。強いって程ほどじゃないにせよ、防ぼう御ぎよや読み合いなんかを完全に放ほう棄きしているため、技わざこそそうそう出ないものの妙な攻こう撃げき行動だらけでまぐれ当たりがそこそこ多い。

　だから、実際一番弱いプレイヤーがどういうタイプかというと、それは……。

「（わっかりやすいなぁ……雨野）」

　操作方法こそ理解しながらも、その動きが極きわめてオーソドックスなプレイヤー程、カモになり得る者はいない。

　雨野は実際、その典型だった。彼の行動パターンはこうだ。





・　技確認のため、とりあえず一通り出してみようとする

・　簡単な飛び道具技だけを覚えて、まずはそれに頼たよりまくる

・　ガードや回かい避ひされまくると、痺しびれを切らして近付いてくる

・　なぜか無む駄だにジャンプしながら近付いてくる

・　強攻撃のヒットばかりを狙ねらい、ガードされまくる

・　なぜか投げ技という選せん択たく肢しをすっかり忘れている

・　カウンターを食らうと焦あせってガード一いつ辺ぺん倒とうになる

・　当然投げられる

・　ハッと投げ技の存在を思い出す

・　今度は無理に投げ技を狙った結果、普通にボコられる

・　体力ゲージギリギリのところで、一か八かの超ちよう必殺技に挑いどむ

・　複雑なコマンド入力にのみ注力しすぎて、変なタイミングで出して盛せい大だいにスカ

・　最後は上空からの弱キックで極めて地味にやられる






「わぁ！　う、上原君強いなぁ！」

「お前が弱ぇんだよ！」

　思わず筐体越しにツッコむ！　な、なんて素直なゲーム展開をするヤツなんだ！　イマドキ小学生でももっと裏をかいてくるぞ！

　雨野が「うぅ……」と向かい側で呻うめく中、そのまま第二回戦が開始される。このゲームは、三回勝負の二本先取制だ。ここで俺が勝てば終わり。

　一回戦で雨野のあまりの弱さを目まの当たりにした俺は、二回戦では多少の手加減もかねて様々な技の試運転を織り交ぜていく。──と。

「（おっと、なんだこの技のモーション……って、ああ、挑ちよう発はつか）」

　最近の格ゲーにはよくこの手のシステムがある。挑発モーション。大して意味はないのだが、キャラ毎ごとの特とく徴ちようが良く出ていて面おも白しろい動きが多い。

「（ったく、弱いクセに生意気な……。……よしっと）」

　こっちも挑発モーションで返してやる。……が。

「（な、二つめの挑発モーションで返してきただと!?　そんなバリエーションあんのかよ、このゲーム！）」

　筐きよう体たいに貼はられた操作説明シールを見ると、確かに、片かた隅すみにちっちゃく「挑発モーション２」の操作説明がのっていた。……いやいやいや、覚えるとこおかしいだろ、雨野！

　俺は呆れながらも、こちらも挑発モーション２で返す。と、筐体の向かい側から、雨野の呟つぶやき声……。

「やるね……」

「何がだよ！　何基準の勝負だよこれ！　もう残り時間少ねぇし、いくぞこら！」

「わ、わあ!?　え、ええい、必殺『超防御』！」

「おわっ！」

　雨野へ撃うった弱パンチが、体ごと弾はじき返される！　雨野は妙に得意げだった。

「これぞ必殺技ゲージをごそっと消費して放つ、あらゆる攻撃を反射する防御さ！」

「すげぇけど、完全に使用タイミング誤ったよなぁ、お前！」

　無駄にゲージを使い切った雨野を責め立てる俺。そのまま最後にはこれ見よがしにこちらの超必殺技で勝負を決めてやる。雨野は筐体の向こうで「うわぁー！」と叫さけんでいた。……普ふ段だん大人しい割に、ゲームのリアクションだけはでけぇな、コイツ……。

　勝負が終わり、勝者である俺のキャラのストーリーモードが再開される。仕方ないので、俺はテキトーにゲームを進めて──

《挑ちよう戦せん者しや現る！》

「なんでもう百円入れてやがんだよ！」

　叫びながら向かいの筐体を覗のぞき込む。と、雨野が照れた様子でこちらを見ていた。

「いや、待っている人もいないし、上原君とのゲーム、凄すごく面白かったからつい……」

「お前なぁ……」

　こいつ、ゲームが絡からんだ時だけ妙に押しが強ぇ。仕方なく俺は諦あきらめて座り直した。

「（おっ、このゲーム、乱入時にこっちもキャラ変えられるのか。よし……）」

　折角なので俺はキャラを変へん更こうし、雨野の選択を待つ。実際対戦が始まると、雨野もまた、主人公キャラではないヤツにしてきていた。

　雨野が俺のキャラを見て少し驚おどろいたような反応を漏らす。

「あれ？　上原君、キャラ変えたんだ」

「おう。変えられるみたいだったからな」

「でも……前のキャラのビジュアル気に入っていたみたいだし、なにより操作に慣れてきてたみたいだったのに、いいの？」

　？　なんだこの質問。俺はよく意図が分からないながら、ありのままを答える。




「だって、色んなキャラ使った方が楽しいだろ？　雨野だって変えてるじゃん」




「…………」

「雨野？」

「あ、う、ううん！　なんでもない！　そ、そうだよね、色んなキャラ使いたいよね！」

「お、おう……」

　なんだ。雨野の声が妙にはずんでやがる。俺、なんか変なこと言ったか？　ふーむ。

　俺達はそのまま、二度目の対戦に突とつ入にゆうした。相変わらず雨野は全然上手くなかったが、一体どこから見つけてくるのかという不思議なモーションや、実用性の低い妙な技まで出してみたりと……まるで俺に勝つことなんて二の次のような動きを繰くり広げる。

　俺は俺で、そんなヤツ相手にぐいぐい攻せめ入る気にもならず、こっちはこっちであらゆる技や動きを繰り出して対たい抗こうした。

　なんとも、馬鹿で低レベルな試合展開。だけど……。

「（……意外と楽しいな、こういうのも……）」

　家でならいざしらず、ゲーセンではガチで戦ってばかりの俺だったが、雨野との勝負もそう悪くなかった。元々亜玖璃相手で慣れていたところもあるが、おふざけもここまで全力ならそこそこ発見があるようだ。

　二度目の対戦は俺にもおふざけが入ったせいで、結局はグダグダな勝負展開になり、最後には雨野の勝利で終える。雨野は席を立つや否いなや、数歩の距きよ離りなのに急いで俺へと駆かけ寄ると、少し頰ほおを紅潮させて見つめて来た。

「楽しかったね、上原君！」

「お、おう……まあな」

　雨野ほどのテンションではないにせよ、楽しかったのは事実だったため、視線を逸そらしながら応じる。雨野は本当に幸せそうににこぉっと微笑ほほえんでいた。

「（ああ……いつものアレだ。休み時間中の……あの顔）」

　こうして正面から見ると、こいつが如何いかに幸せそうなのかがよく分かる。思ってた以上に、ゆっるーい顔してやがった。……なんかこっちが気恥ずかしくなってくる。

　俺は周囲を見回しながら、雨野に声をかける。

「それで、次はなにやるよ？」

「え？」

「あ」

　言ってから、すぐに自分の失態に気がつく。やべぇ、なんで俺、雨野を他ほかのゲームにまで誘さそってんだ？　雨野の目的はもう達成しているっつうのに。……ゲーセンという空間のせいで、どうも亜玖璃と一いつ緒しよにいる時の俺が出てしまったようだ。雨野のゆるーい笑顔が、亜玖璃のそれに若じやつ干かん似ていたせいもあるかもしれない。

　俺は気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、先を続ける。

「い……今ので、一対一だろう、戦績。気持ち悪ぃだろ、このままじゃ」

「え……う、うん！　そうだね！　そうだよねっ、上原君！」

　俺がもう一戦を提案した途と端たん、心の底から嬉しそうな笑顔を見せる雨野。

「（ったく……なんで俺にそんな表情向けられるヤツが、天道の誘いは断るのかね）」

　そんな感想を抱いだいたと同時に。ふと、そういえばゲーム部を辞退した理由をまだ詳くわしく訊きけていなかったなと、思い出す。

　が、この雨野の笑顔を見ていると、どうにもその話題は今切り出し辛づらく……。

「じゃあさっ、上原君！　次は一緒にあれやろうよ、あれ！」

「あれって……おいおい、ガンシューティングじゃねーかよ。対戦も何もねーだろ！」

「あ、そうだね。……うん、でも二人だと楽しそうだから、やろう！」

「どういう理り屈くつだそれは──って、おい！」

　相変わらずゲームのことになると人が変わる雨野に、やれやれとついていく。




　こうして結局俺は、その後たっぷり一時間も、テンションの上がった雨野に連れ回されてゲーセンを遊び尽つくすハメになったのだった。




　　　　＊




「よしっ、次何やろうかっ、上原君！」

　いつまで経たっても元気のいい雨野を、俺は思わずジロリと睨にらみ付ける。

「おい雨野。てめぇ、さっきから俺との勝負にかこつけて、この機会にと今まで気になっていたけど一人じゃ無理だったアーケードゲームに、片かたっ端ぱしから挑戦してやがんだろ」

「え？　そ、そぉんなことないよー」

　視線を逸らして吹ふけもしない口笛を吹く雨野。俺はやれやれと呆あきれながらも、それ以上は抵てい抗こうすることもなく、雨野と共に次のゲームを物色し始めた。

　実際、雨野とゲームするのは妙みように楽しかった。別に全然上手いとかじゃないし、正直なところ亜玖璃に毛が生えた程度の腕うでなのだが、リアクションがいいというのか……心からゲームを楽しんでいる感があって、なんだかこっちまで空気にあてられてしまうのだ。

　そして、雨野とガッツリ遊んだことで、不思議と俺にも、彼がゲーム部に入らなかった理由が、朧おぼろ気げながら理解でき始めてきていた。

「（実際なんつうか……妙に純じゆん粋すいだよな……亜玖璃も、こいつも）」

　一体、何が二人をそうさせているのだろう。正直驚く程ほど共通点の少ない二人なのに、不思議と根っこのところで全く同じ「何か」を持っているように感じる。だけど……それの具体的な正体までは、摑つかめない。そしてそれが……なんだか酷ひどく、もどかしい。

　俺を先導して、上じよう機き嫌げんにゲーセン内を徘はい徊かいする雨野を見やる。

「（俺も……こんな顔していたこと、昔、あったような……）」

　それがいつだったか、そして何に対してだったのかは、全然思い出せない。だけど彼の笑顔にこれほどまでに心がざわつくのは、身になんらかの覚えがあるからなのだろう。

　雨野が、何かを見つけたらしく俺の袖そでをぐいぐい引っ張る。

「上原君！　次あれやろうよ、あれ！　是ぜ非ひ！」

「ああ？　んだよ、ったく、しゃーねーな、どれ──」

　ぶつぶつ言いながらも満まん更ざらでもない返事をしようとした矢先──ふと、視線の先に、かなり目立つ金きん髪ぱつ美少女の姿を見つけた。角度的には横顔だが、明らかに我が校の誇ほこるアイドル、天道花憐だ。ゲーセンの空気から浮うきまくっていて、彼女に見とれたプレイヤー達がそこかしこでゲームオーバーになっている。……なんだあれ。

　そして彼女、さっきからキョロキョロと、何かを探すようにせわしなく視線を動かしている。……正直なんとなく察しのついた俺は、まだ天道に気付いていない様子の雨野に知らせてやることにした。

「おい雨野、あれ──」

「あっ、上原君っ」

「？」

　俺の言葉を遮さえぎるように、突然雨野が妙に緊きん張ちようを孕はらんだ声を上げる。何事かと思って見ると、彼は俺の背中側……ゲーセン入り口の方を見ていた。その視線を追うように振ふり返る。──と、そこには……。

「あ……」

　仲良くゲーセンに入ってくる、音吹高校の制服を着た集団。

　よく見ればそれは、俺がいつも連つるんでいるクラスメイトの、大樹、雅也、章二、それに美嘉と玲奈の五人だった。

　思わず、反射的にぎくりと体を強こわ張ばらせてしまう。よく考えれば、別にクラスメイトの雨野とゲーセンで一緒にいたからって、俺には恥はじ入るところなんか何一つないはずなのだけれど……咄とつ嗟さの反応というやつだけは、どうしようもない。




　しかしそれは……雨野の笑顔を曇くもらすには、充じゆう分ぶんなリアクションでもあり。




　五人が気付く前に……そして俺が何かを言う前に、雨野は慌あわてて俺に背を向け、俯うつむきながら足を踏ふみ出した。

「じゃ、じゃあねっ、今日はありがとね、上原君」

「っ、おいっ」

　俺は咄嗟に雨野を引き止めようとするも、時既すでに遅おそし。彼は拒こばむようにするりと俺の脇わきを抜ぬけると、五人が来た方とは逆の、裏通りに面した出口の方に足早に去って行く。

　呆ぼう然ぜんとそれを見送るしかできない俺と、自らの目の前を沈ちん痛つうな表情で通り過ぎる雨野に、言葉を失い、声をかけそびれる金髪美少女。

　彼の去った出口の方を見つめて佇たたずんでいると、背後から、雅也達に声をかけられた。

「よっ、奇き遇ぐうだな祐！　俺達カラオケ帰りなんだよ！　ほら、例の！」

「あ、ああ……あれか」

「そう、あれだよ！　でさ、やっぱ今日も店員が酷くて……って、そういや、亜玖璃ちゃんは？　今日は一緒じゃねーの？」

「あ、ああ、今日は他のヤツと遊ぶって……」

「そっか。じゃあお前、ここで一人で遊んでたわけ？　んだよ、寂さびしいヤツだなぁ！」

「いや……」

　否定しようとするも、皆みなが雅也につられてげらげらと笑いだしてしまったため、妙に言いだし辛くなる。俺が言葉を喉のどにつっかからせていると、間を埋うめるように雅也が勝手にべらべらと喋しやべり出した。

「でよ、皆でカラオケ行ったわけよ、今日も。そしたらさ、なんと前と同じ──」

　彼の、正直全く興味の湧わかないカラオケ体験レポートを聞きながらも、俺は、胸の内に様々な感情をぶすぶすと燻くすぶらせ続けていた。特に……。

「（雨野のヤツ……なに、急に、ばっくれてんだよ……！）」

　自責やら後こう悔かいやら苛いら立だちやら全部ひっくるめた上で、まず一番に浮ふ上じようしてきたのが、そのどうしようもない、苛立ちのような感情だった。

　俺は思わず、雅也の話を遮るように声を上げる。

「わりぃ！　俺ちょっと、今急ぐから！　またな！」

「え？　あ、お、おう。またな？」

　雅也以下五人がキョトンとする中、俺は天道の前を猛もう烈れつな勢いで通過し、ダッシュで雨野の出ていった出口へと向かう。そのまま人通りの少ない裏通りへと出ると、俺は鞄かばんをしっかり担ぎ直しながら、雨野が帰宅するなら向かうであろう住宅街方向にあたりをつけて、走り出した。

「（くそっ！　なにしてんだっ、俺！　意味分かんねぇ！　なにがしたいんだよ、俺！）」

　感情は全く纏まとまっていない。雨野に謝りたいのか、怒おこりたいのか。それどころか、このまま無計画に雨野を追っていいのかどうかさえ、分からない。

　だけど……こうしてモヤモヤしたまま燻るのだけは、絶対に勘かん弁べんだ！

「（それじゃ、中学時代と一緒だ！　少しの勇気さえ出せず、自分から友達作ることも、親に本当の希望進路を言うことさえもできなかった、あの頃ころと！）」

　足を引っかけて飲食店の生ゴミポリバケツを危あやうくひっくり返しかけながらも、人通りの少ない路地裏を駆け抜ける。

　そうして、一分ほど全力疾しつ走そうし、ビルの角を曲がったところで。ようやく、前方にしょぼくれたクラスメイトの背中を発見した。

「雨野！」

　思わず大声を上げて駆け寄る。と、彼はびくんと大きく反応した後、恐おそる恐るといった様子でこちらを振り返ってきた。そうして、息を切らせながら自分に近付いてくる俺を見て、不思議そうに首を傾かしげる。

「あれ？　上原君？　ど、どうしたの？」

　小走りで自らも俺の方に寄ってくる雨野。俺は彼の前まで行き、しばらく無言で息を整えた後……とりあえず、強く睨んで訊たずねた。

「なんで、逃にげたんだよ、お前」

「え？　に、逃げたって、そんな大おお袈げ裟さな……」

「逃げたろ」

　ヘラヘラとする雨野に、しかし余よ裕ゆうのない俺はピシャリと追つい撃げきをかます。これには流石さすがの雨野も少し機嫌を損そこねた様子で、露ろ骨こつに表情を硬かたくした。

　しばらく二人の間に沈ちん黙もくが降り……そして……。

　雨野は、耐たえきれないように俺から視線を逸そらし、どこか卑ひ屈くつな表情で、まるで自分に言い聞かせるかのように、ぶつぶつと陰いん鬱うつに呟つぶやいた。

「だって……僕なんかが一緒にいたら、困るでしょ。……上原君、リア充だし……」

「────」

　その言葉を聞いた次の瞬しゆん間かんには、俺は、思いっきり雨野の胸むなぐらを摑み上げていた。

　血が沸ふつ騰とうしそうな程の怒いかりが、腹の底からぐつぐつと湧いて来る。

　ようやく分かった。俺は……コイツが、このクラスメイトが。




　反吐へどが出る程に、嫌きらいなんだ。




「う、ぐ……。なに……すん……上原……く……」

　苦しそうに雨野が呻うめく。しかし俺は構わず、正面に自らの顔をぐいっと近付けると。

　これまで雨野に感じていた、複雑な想おもいの、その全すべてを。

　一いつ斉せいに、整理することなく、叩たたきつけてやった。

「っざけんなよっ、ひきオタ童どう貞てい野や郎ろうがっ！　てめぇ何様だよ！　何が『リア充』だ！　そんな言葉で……そんな言葉で、人を括くくってんじゃねえぞ！　ああん！」

「な…………に、を……」

　全く俺の言いたいことが分からないといった様子で、呻く雨野。……そんなの、俺にだって分かんねぇよ。だけど一度漏もれ出した感情は、決けつ壊かいしたダムの如ごとく、溜たまった全てを吐はき出すまで止まらない。

「俺の今のリアルが充実してるように見えるなら、それは偏ひとえに俺の努力の賜たま物ものだ！　ガリ勉眼鏡めがね野郎だった俺が、高校で必死で自分を変えたからだ！　お前のリアルが充実してねぇのは、ただひたすらにお前の責任でしかねぇ！　違ちがうか!?　少なくとも俺は、雨野、お前に、『リア充』なんてどっか人を見下した呼び方で括られる覚えはないぞ！」

「見下して……なんか……」

「いないとは言わせねぇ！　いいかっ、お前はきっとどこかでこう思ってんだろ。『くだらない人間関係を保つために努力するぐらいなら、一人で楽しくゲームして過ごした方が何倍も有意義じゃないか』って」

「……そ、それは……」

　雨野の表情が青ざめる。それはきっと、俺に胸ぐらを摑まれて頭に血液が行ってないから……という理由じゃないだろう。

　俺は、彼の胸ぐらを摑つかむ右手を少し緩ゆるめて、続ける。

「ああ、そりゃ一理ありだ。そこだけは共感してやるよ。その時その時を楽しむスタンスは、俺だって同じだからな。けど、楽しみ方のレベルは段違いだ。俺は今やお前に『リア充』呼ばわりされる程度に青春を謳おう歌かしている。ダチと、カノジョがいる。だけどお前の高校生活はどうだ。ゲームがあれば楽しいだなんて、苦し紛まぎれの妥だ協きようじゃねえか」

「…………」

　言いながら、じゃあ自分はこの高校生活に何も妥協してないのかと、自らに問い掛かけてみる。……答えは出ず、ただ、不快な苛立ちだけがこんこんと湧き出てきた。

　俺は全てを振り払はらうように、今は雨野だけへと意識を集中する。

「……なぁ、雨野。お前、童話の『アリとキリギリス』って、知ってるか？」

「？……」

　俺の唐とう突とつな質問に、雨野は一瞬動どう揺ようを見せるも……すぐに、胸ぐらを摑まれたままながら、こくんと頷うなずく。俺はニィッと歪いびつに笑った。

「あれのキリギリスこそが、今の俺だ。要所だけを要領良くそつなくこなすことで、青春を精せい一いつ杯ぱい謳歌し尽つくす。で、いざ困ったことになったらテキトーに誰だれかに頼たよって、ちょろっと頭下げるだけで、最後には美味おいしいとこだけ持っていける。最高だろ？」

　必死で勉強に明け暮れて、ゲームだけが一服の清せい涼りよう剤ざいで、でも最後には結局なんの結果も残せなかった忌いま々いましい中学時代の自分。その姿が、目の前のオタク野郎へと重なる。

「その点、お前はどうだっ、雨野！　ゲームが楽しい？　それさえあればいい？　随ずい分ぶんとしょっぱい『逃げ』だな、おい！　俺は、お前のそういうところが……そういうところが、ずっと気に食わなかったんだよ！」

　昔の俺と、えらく似たところが。昔の俺とえらく似ているのに……違うところが。

　雨野が、苦しそうに呻く。

「そういうとこって……上原君、僕のことなんて全然知らないじゃ……」

「分かるさ！　てめぇ程度の浅はかな人間のことなんて、今いま更さら聞く必要もねぇ！　雨野っ、てめぇは今日、天道からの折角の誘さそいを断りやがったよなぁ！　なんの努力もなくキリギリスになれるチャンスを……ゲームに対するスタンスの違いなんつうしょーもない理由で、簡単に放りやがった！

　さっきはそれを、後悔しているような口ぶりだったけど、実際は違うだろ！　本当は……本当は、そんな孤こ高こうを貫つらぬく自分を、てめぇはどっかで『カッコイイ』とさえ思っていやがるんだろう！」

「っ！　そ、それは……」

　雨野の目が泳ぐ。俺は更に続けた。

「たった今俺のダチから逃げたこともそうだ！　勝手に悲劇の主人公ぶって満足しやがって！　俺は……俺はお前のそういうところが、たまらなく許せねぇんだよ！」

「…………」

　雨野の悲しげな視線が俺を捉とらえる。……まるで、過去の自分に見つめられているみたいだった。俺は思わず、必要以上に感情的になってしまう。

「そもそも、ゲームなんてくだらねぇ娯ご楽らくになにマジになってんだよ、馬ば鹿からしい。いくら遊んでも、結局現実にはなんのメリットもありやしねぇ。それが、ゲームだろ。……ホントくだらねぇよ。ああ、そういう意味じゃ、お前の言ってたゲーム部ってやつが気に食わねぇってのは、俺も同感だ。無む駄だなことにばっかり力入れやがって。馬鹿みてぇ。そんなだから、天道のヤツもビジュアルはいいのに、最近の奇き行こうでどんどん評判が落ちて──」

　と、そこまでベラベラと思いつくままに語った……次の刹せつ那なだった。

「う、ぐっ!?」

　──俺の胸ぐらが、雨野によって摑み返されたのは。

　見れば、今や雨野の目は怯おびえる者のそれから……すっかり、怒れる者のそれへと変化している。

　雨野は、自分も苦しいだろうに、慣れない様子ながら必死で俺の胸ぐらを摑み上げたまま……俺の目を、強く睨にらみ返してきた。俺は、それに思わず感心する。

「（んだよ、そういう目もできんじゃんか。……で？　何にキレた？　自分がリア充じゆうを羨うらやむだけのクズ野郎だって指し摘てきが図星でキレたか？　天道の誘いを断る僕カッコイイっつう図星を指摘されてキレたか？　それとも……）」

　なんにせよ、俺には俺の信念があって告げた言葉だ。どんな反論が来ようが、一いつ切さい引く気はないし、また、負ける気もしねぇ。

　俺が、今か今かと雨野の反論を待ち構える中。

　彼は俺の胸ぐらを摑む右手をプルプルと頼りなく震ふるわせながら、半ば涙なみだ目めで……しかし同時に必死でその瞳ひとみに気き迫はくを滾たぎらせ、そして……。

　いよいよ、その、どうしても言いたかったらしい、俺への反論を──口にしてきた。




「アリさんを、馬鹿にしないでよ！」




「…………は？」

　あまりに予想外の彼の言葉に、怒りも何も忘れ、目を丸くして立ち尽くす俺。雨野の胸ぐらを摑む力も思わず緩む中、雨野は必死で、俺に詰つめ寄ってきた。

「た、確かに僕は、なんの努力もしていない、ゲームだけが趣しゆ味みの駄目人間だよ！　そんなの自分で最初から知ってる！　だからそこに関して反論とか一切ない！　すいませんでした！　あとリア充発言もごめん！　あれはホント、自分でもどうかと思う！　しょ、正直その……上原君と遊べなくなってスネた結果の発言です！　ホントごめんなさい！」

「え？　お、おう……？」

　なんか胸ぐらを摑まれながらも、殆ほとんど全面的に俺の雨野に対するディスりを認めた上で、全力で謝られ始めてしまった。……なんだこれ。

　雨野の全力謝罪はまだ続く。

「あと、『天道さんの誘いを断る僕カッコイイ』に関しても、正直完全に図星すぎて胸が痛いです！　言われて改めて自覚して、びっくりした！　うん、凄すごくうざいね、僕！　それにそれに、天道さんの誘いを断るとか、実際正気の沙さ汰たじゃないとも思うよ！　友達できるチャンスを変なプライドのために棒に振ふるとか、僕はホント最低だよ！　馬鹿すぎるよね！　頭おかしいよね！」

「そ、そこまでは言ってねぇけど……」

　ここまで来られると、最も早はや卑ひ屈くつ云うん々ぬんのレベルをゆうに通り越こしており、こちらもすっかり毒気を奪うばわれていく。

　思わず、こいつはどうしたもんかなぁと後頭部をぽりぽり搔かく。──と、しかし、そこで雨野は俯うつむき加減になり、トーンダウンした。

「……ゲームがくだらないものという意見も、まあ、百歩譲ゆずって認めるよ。うん……ゲームって、基本無駄だもんね。分かってる。だからこそ面おも白しろいとも思っているんだけど……くだらないって意見を、真っ向から否定する材料も、正直ないよ。認める。だけど……」

　一いつ旦たん言葉を句切る雨野。しばらく俯き……そして、次に顔を上げた時にはその瞳に強い意志だけを滾らせ、俺の目を、真っ正面から見み据すえてきた。




「だけど、そのついでみたいに、ゲーム部や天道さんまで馬鹿にするのは、許さない！」




「っ！」

　少し意外な……それでいてどこか正当性を纏まとった反論に、俺は言葉を失う。

　雨野はそこで、少し表情を柔やわらかくして、核かく心しん部分を話し出した。

「上原君の言うように、『アリとキリギリス』のキリギリスは確かに賢かしこいと思うよ。その要領の良さには感心するし、正直僕も、すげー羨ましい生活だなって思う。僕だって本当は、キリギリスになりたいさ。当然じゃないか。でも……でもね」

　雨野の声が、一転して硬かたく鋭するどいものへと切り替かわる。

「いくらキリギリスが賢くたってさ……彼にはそれでもやっぱり、今一いつ生しよう懸けん命めい働いているアリさんを馬鹿にする権利なんか、ないはずなんだよ」

「！　それは……」

　構えていたはずなのに。あんなに自信満々だったはずなのに。

　反論の言葉が、全く出て来ない。

　口を金魚のようにぱくぱくする俺に、雨野は更に必死に、怒ど濤とうの如く続けてきた。

「僕みたいなぬるい駄目人間の批判はいいよ。本当にその通りだと思う。上原君に言われて、自分が如何いかに最低か、改めて思い知ったよ。アリどころかダニだね、全然何の努力もしていない僕は。上原君に何か言う資格なんて、これっぽっちもない。本当にごめんね。でも、だけど……だけど……だからって！」

　雨野は、こんな時に限って、一切嚙かむこともなく、真しん摯しに俺に訴うつたえる。

「たとえそれが『ゲーム』っていう『くだらない』題材であっても！　何かに心から一生懸命打ち込んでいる人達のことを……天道さんやゲーム部の皆みんなのことを、僕やゲーム批判のついでに、大して深く知りもしないで、軽々しく馬鹿にしていいはずなんかない！」

「……く」

　やばい、何も言い返せないどころか、雨野の言葉に完全に納なつ得とくしている俺がいる。

　そうだ。つい、調子に乗って何もかもを口くち汚ぎたなく罵ののしってしまったけれど、本来俺の雨野への苛いら立だちは勝手なものだし、百歩譲って雨野批判は良くとも、天道やゲーム部、それにゲームの価値を無駄に貶おとしめる必要は、なかったはずだ。

　俺がすっかり意気消しよう沈ちんしていると、雨野は未いまだ俺の胸むなぐらを摑みながらも、すっかり優やさしい顔になり、温かい声こわ音ねで続けてくる。

「特に天道さんは、本当にいい人なんだよ。こんな僕なんかを二度も誘ってくれてさ。可愛いとかっていうのは勿もち論ろんだけど、優しくて、行動力があって、その上ゲームの才能まであってさ。実際天道さん、凄く頭もいいのに、わざわざ音吹に来たのはゲーム部に入るためなんだよ。そんな彼女は、僕にとって、はつこ──じゃなくて、本当に尊敬できる人でさ。だからこそ、僕への批判は全面的に受け入れて何度でも謝罪するけど……」

　一いつ拍ぱく置いて、彼は改めて俺を見つめ直し、告げてくる。




「天道さん、ひいてはゲーム部を馬鹿にする発言だけは、絶対に撤てつ回かいして貰もらいます」




　雨野の、少しの怯えがありながらも、しかしそれ以上の信念に満ちた、真まっ直すぐな瞳。

　そんな目を向けられてしまったら……もう、ずっと胸に燻くすぶっていた雨野への苛立ちなんか、どっかに行っちまわざるを、えないわけで。

「（ああ……なんだ、こいつ……過去の俺なんかとは、やっぱ、全然違ちがうじゃねえか。過去の……いや、今の俺よりも、もう、とっくに、ずっと……）」

　俺は一つ嘆たん息そくすると、雨野のすっかり緩ゆるみきった手を胸ぐらから外させ、制服の皺しわをパンパンと叩たたいて伸のばしながら謝罪する。

「……悪かったよ。ゲーム部や天道のことに関しては、謝る。……っつーか、その……お前への暴言に関しても。なんか……変につっかかって、悪かったな。この通り」

　腰こしを折り曲げて頭を下げる俺。雨野はわたわたと焦あせった様子で手を振る。

「上原君……う、ううん！　全然、そんな！　僕のことに関しては、こっちが悪いよ！」

　こっちが謝っているのに、ぺこぺこと頭を下げ、逆に縮こまる雨野。……ったく。毒気抜ぬかれるなぁ、ホント。

　俺は気を取り直すと、ギャグ交じりにツッコんでやることにした。

「しっかし、天道直々の誘いをキッパリ断った張本人に、ゲーム部語られてもねぇ」

　俺の言葉に、雨野は目を丸くし。そして、顔を真っ赤にして頭を搔く。

「あ、そ、そうだよね！　えと……じゃあ……えっと……ええと、ええとねぇ……」

「……ふっ」

　なにやら代わりの言葉を探して慌あわてる雨野に、思わず笑みを零こぼしてしまう。すると雨野もそんな俺を見て、どこか安心したように、声を出して笑った。……ああ、なんだ、こうして腹割って話したら、なんてことない、ミステリアスでも理解不能でもなんでもない、等身大のクラスメイトじゃないか。俺は何を勝手に苛立っていたんだか。

　しばらく互たがいに笑い合ったところで、俺は「じゃあ……」と切り出す。

「俺はゲーセン戻もどるけど、雨野、どうする？　なんだったら、改めて皆と一いつ緒しよに……」

　俺の罪つみ滅ほろぼしを兼かねた、少し気を遣つかった提案に、雨野は苦く笑しようする。

「いやそれは流石さすがにハードル高いって。家でやりたいゲームもあるし、今日は帰るよ」

「そっか。……じゃあ……えと、また学校でな」

「あ……。う、うん！　また学校で！」

　ただの別れ際ぎわにするクラスメイト同士の普ふ通つうの挨あい拶さつにさえ、心底嬉うれしそうに微笑ほほえむ雨野。……くそ、雨野のこういうとこは、やっぱ苦手だ。気き恥はずかしくて直視できない。

　俺は素す早ばやく彼に背を向けると、ゲーセンに向かって歩き出す。

　が、数歩進んだところで……。

「あ、そういえばさ！」

　背後から雨野に声をかけられ、振り返る。少し離はなれた所で雨野が、なにやら面白いことを思い出したといった様相でくすくすと笑っていた。

　なんだよ気持ち悪ぃなと少し引きながら訊たずねると、雨野は笑いを堪こらえながら告げてくる。

「さっきの、アリとキリギリスのネタ。あれ、なんか上原君、渾こん身しんの喩たとえと言わんばかりに、満を持してドヤ顔で繰くり出してきたけどさ。正直あれ、全然上手くいってないよ？」

「あ、ああん？　んだコラてめ、喧けん嘩か売って──」

「だってさ」

　恥ずかしさのあまり腕うでまくりをして引き返そうとする俺に、雨野は、相変わらずニヤニヤとしたままで……ふわりと、その理由を告げてくる。




「友達やカノジョといるために、今も一生懸命努力している上原君ってさ。甘い汁しるだけ啜すすって喜ぶキリギリスとは全く真逆の──凄く真ま面じ目めで愛らしい、アリさん側の人じゃん」




「────」

　思わず動きが止まってしまう俺。雨野はそんな俺に、「じゃあねー」と軽く声をかけると、そのまま背を向けてさっさと去って行ってしまった。

　俺はしかし、そのまましばらくぽかんと立ち尽つくす。そして……。

「……はっ、はは……そうか……なんだ、結局今もアリだったのか、俺。……はははっ」

　なんだか無む性しようにおかしさが込み上げてきて、その場でゲラゲラと笑う。

　……不思議と今は、中学時代の俺が、一緒に笑ってくれている気がした。

「……さーて、と」

　ひとしきり笑い終えたところで。ここ数年来で一番の、えらく爽そう快かいな気分と共に、振り返って来た道を戻り始める。そうして十メートル程ほど歩いたところで、俺はビルの角を曲がった。──と。

「…………」

「…………（ぽー）」

「…………」

　……期せずして、ビルの陰かげにそっと隠かくれる金きん髪ぱつ美少女──天道花憐を見つけてしまった。しかし彼女の方は、すぐ傍そばにいる俺にさえ全く気付かず、酷ひどい風邪かぜでもこじらせたかのような熱に浮うかされた表情で、ぼんやりと、ずっとどこかを見つめ続けている。

　彼女の視線の先を追ってみる。……明らかに雨野の帰っていった方向だ。……うん。

「（あー、やべ。えらいの、見ちまったなぁ……）」

　俺はすぐにその状じよう況きようの「一大事」に気がつき、思わず鼻の頭を搔く。

　なんせ……それは……誰だれが、どう見たって……。




「（我が校のアイドルが、完全に恋こいに落ちていらっしゃるぞ、おい……）」




　頰ほおを紅あかくして瞳ひとみを輝かがやかせながら男の去った方を見つめる純情乙女おとめが、そこにいた。

　大方、俺に続いて彼女も雨野を追ってきていたのだろう。目的は当然ゲーム部への勧かん誘ゆう。だがそこで、彼女は期せずして俺と雨野の口論を目もく撃げきし、そして……。

「（これまで頑かたくなに誘さそいを断っていた雨野が、実際は自分やゲーム部のことを必死で考え、想おもっていてくれてた、なんて場面を見たらなぁ。そら、そうなるわな）」

　まさか現実に、ここまで分かりやすい「劇的に恋に落ちるヤツ」がいるとは。俺と亜玖璃みたいなのが普通とまでは言わんが、まあ、実際近ちか頃ごろの恋れん愛あいなんて、普通もっとぬるーっとした始まり方するもんだろう。それがまさか、我が校のアイドルに限って……。

　俺はしばらくその珍めずらしい光景を堪たん能のうした後、しかしこのまま呆ほうけた彼女を路地裏に放置して去るのも忍しのびなかったため、仕方なく声をかけることにした。
















「おーい…………天道？」

「…………はひっ!?」

　俺が肩かたに手を置くと、彼女は露ろ骨こつにハッとして、俺を確認し、そして流石の頭の回転の速さで自分の状況を認識すると……顔を急激に真っ赤にして、俺に喚わめきだした。

「べ、べべ、別に、雨野君のことなんて、なんとも思ってないんですからね！」

　恋するツンデレ乙女が現れた！　彼女はまだ自覚していないようだ！……あほらし。

「あ、はーい。分っかりましたー。じゃ、お幸せにー」

　俺はテキトーに告げると、ぺこっと一礼して、その場を去ろうとして──

「ちょちょ、ちょっと待ちなさい！」

「ぐへ」

　──突とつ然ぜん襟えり首くびを摑つかまれた。普通に死ぬかと思った。げほげほとむせかえる俺。

　しかし天道は、全く俺を心配する素そ振ぶりもなく続けて来る。

「あ、貴方あなた、今、な、何が分かったって!?　お、お、お幸せにって、一体……」

「けほっ、けほっ。……あー……。うん、雨野とお前、俺は意外と似合うと思うぞ？」

「な──」

　しゅぼっと今まで以上に赤くなり、湯気を出す天道。よし今だ。

「じゃ」

　俺はしゅたっと手刀を切ると、素早くその場から離り脱だつした。幸い、今度は天道が追って来ることもなかった。……ふぅ。

「（……なんかあの超ちよう絶ぜつ美少女に追われても意外と嬉しそうじゃない雨野の心境、今若じやつ干かん理解できたかも。あれは確かに面めん倒どうな女だ。ある意味亜玖璃以上に）」

　俺はゲーセンへの道をぽてぽて歩きながら、腕を組んで黙もつ考こうする。

　そうして、再びゲーセンへと辿たどり着く頃。俺は一つ、あることを心に決めていた。




「（よしっ、雨野への嫌いやがらせもかねて、あの二人の恋は無む駄だに応おう援えんしてやろう！）」




　──俺の充じゆう実じつした高校生活に、また一つ、新たな青春娯ご楽らくが増えたのだった。




　　　　＊




「あ、祐ぅー！」

「あれ？　亜玖璃？」

　雨野と別れた後、ゲーセンに戻って雅也達とぐだぐだ駄だ弁べり、流石にそろそろ解散しようかという頃、突然亜玖璃がやってきた。驚おどろいていると、彼女はぴたっと俺の腕にくっつきながら、説明してくる。

「友達と遊び終わって帰る途と中ちゆうだったんだけど、もしかしたら祐いるかなって！」

「ああ……そう」

　雅也達のニヤニヤした視線に居い辛づらさを感じながら、やれやれと応じる。……女のこういう直感みてぇなのって、時折超怖こわいんですけど、俺。別に浮うわ気きの経験もねぇけどさ。今後の恐きよう怖ふの片へん鱗りんを感じるっつうのか。

　そのまましばらく亜玖璃も含ふくめて雑談したものの、流石に時間が時間だからと、すぐに解散となって雅也達が帰っていく。

　で、俺はといえば……亜玖璃に「一回！　ねぇ、一回だけー！」とねだられ、またもクレーンゲームの前に連行されてしまっていた。

　俺は、げんなりと肩を落とす。

「勘かん弁べんしろよ……俺今日、どんだけゲーセンで金使わされてると思ってんだよ……」

「えー？　なに、亜玖璃以外の誰かに、ぬいぐるみ取ったのー？」

　突然ぷくーっと頰を膨ふくらませる亜玖璃。……あれ？　珍しいな、こいつのこういう、嫉しつ妬とみたいなの。だって、俺と天道がお似合いだって素で言えるヤツだぜ？　うん？

　俺は少し疑問に思いながらも、財さい布ふから百円硬こう貨かを取り出しつつ説明する。

「ちげーよ。男と、無駄にゲーセン内のゲーム巡めぐりしてただけだよ」

　俺のその言葉に、今度は亜玖璃が「ええー!?」とやたら残念そうなリアクションをする。

「見たかった！　亜玖璃も、祐が色んなゲームするとこ、見たかったぁ！」

「はぁ？　いっつも見てんじゃねーかよ。何を今いま更さら……」

　クレーンゲームに百円を投入する。……亜玖璃は、まだむくれていた。

「むー……亜玖璃以外の人と……ゲーム……」

「（……なんか今日は妙みように虫の居所悪ぃなぁ、こいつ）」

　なんて珍しい。いっつも馬ば鹿かみたいに何も考えずニコニコしてやがるのに。

　……でも確かに、俺の感情の揺ゆれ動きという意味では、カノジョである亜玖璃といる時より、雨野と過ごす時間の方が遥はるかに大きかったかもしれない。そういう意味じゃ、嫉妬の意味が分からないでもないが、別にそこまで詳くわしく亜玖璃に説明もしてねぇしなぁ。

「（ホント俺……なんで亜玖璃と付き合ってんだろうなぁ……）」

　嫌きらいとかじゃないし、可愛かわいいとも思うんだが……それでいいのだろうか。別にＢＬ的な意味では全然ねぇけど、本来ただのクラスメイトたる雨野とあんなにバチバチやりあった後だけに、カノジョにちゃんと腹の中見せてない感が、妙に引っ掛かかる。

　俺はクレーンゲームの中を見回す。今日の亜玖璃は、例のキモいネコの別バージョンをご所しよ望もうらしい。またタグにひっかけたいところだが、それには慎しん重ちようを要する。

　俺は時間をかけて状況を確認しつつ……手て持もち無ぶ沙さ汰たに、なんとなく、亜玖璃に質問してみた。

「なぁ、亜玖璃」

「なぁに、浮気者の祐さーん」

　まだ怒おこってやがる。なんなんだ、今日のこいつは。俺は構わず、質問を続けた。

「お前ってさ……俺の、どこに惚ほれて、告ってきたわけ？」

「え？」

　ようやく怒いかりを忘れたように、ぽかんとする亜玖璃。そういえば、こんな話をしたのは初めてだったかもしれない。付き合い出した初期の頃は気になっていたものの、自分からそんな質問をするのは恥はずかしく。で、いざ親しくなってからは、むしろなぁなぁになりすぎて、そこへの興味を完全に失ってしまっていた。

　ぬいぐるみへのあたりをつけた俺は、慎重にボタン操作を始める。まずは縦方向。

「祐を好きになった理由？　あれ、まだ言ってなかったんだっけ？」

「ああ」

　よし、縦方向は完かん璧ぺき狙ねらい通りだ。あとは横だが……。

　一度、亜玖璃の方を見る。……相変わらず何も考えてないような、例の、ゲームしている時の雨野に似ている、ぬるーい笑え顔がおしてやがった。恋愛話になって、機き嫌げんが完全に回復したようだ。……単純なやつめ。どうせ俺に惚れた理由も、顔が好みだったとか、そういうことなんだろう。

　俺はクレーンゲームの方に意識を戻もどすと、そっと横ボタンに指をかけた。

「祐を好きになった理由はねぇ。当然、祐がカッコ良かったからだよ！」

　ほぅら来た。結局はやっぱ、上手く仕切り直した高校デビューのおかげ。その意味じゃ、俺の努力が間ま違ちがっていなかったことの証明でもあるわけだが……。

　俺は自分の予想が当たったことへの満足と、同時になぜか多少の落らく胆たんを覚えながら、横ボタンを押おう下かしてクレーンを移動させていく。……よし、もう少し、もう少し行ったところでストップすれば、丁度ブツの真上──




「中学時代、亜玖璃にぬいぐるみ取ってくれた祐が、超カッコ良かったからだよ！」




「────」

　完全にぬいぐるみの直上を通り過ぎ、端はしまで移動してしまうクレーン。亜玖璃が「あー、なにやってんのさ、祐ぅ！」と抗こう議ぎの声を上げる中。

　俺は、最も早はや無駄にした百円のことなんかどうでもよく、ただ、ぼんやりと、亜玖璃の方を見つめてしまっていた。

　ぷんぷんと俺の不ふ甲が斐いなさをなじる亜玖璃に、俺は、ぽつりと訊たずねる。

「お前と俺が……中学時代に、会って、た？」

　俺の質問に、亜玖璃はクレーンゲームの方に視線をやり、悔くやしそうにしながら割とテキトーに答えてくる。

「会ってたよー？　あ、その頃の亜玖璃、黒くろ髪かみおさげに丸眼鏡めがねの地味っ子だったから、今と全然違うけどね！　でも祐も変わったから、お互たがい様さまだね！」

「え……え？」

　黒髪おさげの地味っ子？　俺が……ぬいぐるみを取った？

「（あれ……そういや……）」

　そうだ、そんなこともあったかもしれない。中学三年の、夏頃。受験勉強の疲つかれから逃のがれるようにこのゲーセンに入った時。なんとなくクレーンゲームに挑ちよう戦せんして、ぬいぐるみを取ったはいいものの……サイズ的にそれを持ち帰って母親に見つかるとまずいよなぁと扱あつかいに困り果てていたら、それをジーッと物欲しそうに見ている、地味で大人しそうで明らかにゲーセン慣れしてない、可愛い女の子がいて。それで俺は……。

　亜玖璃が、こちらを振ふり返って笑顔で続けてくる。

「あの時から、亜玖璃ずーっと祐が好きだったんだー。あれからも、ちょくちょくこのゲーセンで祐を探してさぁ。祐、たまーにこのゲーセン来ては、なんだか凄すごく楽しそうに一ゲームだけやって、帰ってくの。亜玖璃、そんな祐がすんごく好きで」

　極きわめて軽く語る亜玖璃。しかし彼女のテンションに反して、俺は、頭をガツンと殴なぐられたかのような衝しよう撃げきに囚とらわれていた。

　だって……だって、それじゃあ、こいつは……亜玖璃は……今の俺じゃなくて……。

「同じ高校入ってるのは知ってたんだけど、クラス見に行ったら、なんか祐、すっごくイケメンさんに変わっててさ。で、友達に訊きいたら、祐は軽ーい感じの女子が好きだっていうから……亜玖璃も頑がん張ばったんだー。あ、今は気に入っているけどね、この格好！」

　いひひーと、相変わらず馬鹿みたいに笑う亜玖璃。

　俺は、そんな彼女の笑顔を……笑顔を──

　──なぜだか、急激に恥ずかしくなってきて、直視できなくなっていた！

　心臓が、バクバクバクバクと高鳴り出す！　思わず口元を手で覆おおい、亜玖璃から視線を逸そらすも、彼女の笑顔が脳にこびりついて全然離はなれない！

「（なんだこれ!?　なんだこれ！　なんで俺、こんな、今更亜玖璃なんかに、心臓が破は裂れつしそうになる程ほど緊きん張ちようして……！　ちゅ、中学時代からずっと見てくれていた？　あの頃ころからの俺を……本当の俺を、好きになってくれていた？……こ、この、亜玖璃が？）」

「？　祐ぅ？　どしたのー？」

　きょとーんとした声で訊ねてくる亜玖璃。ちらりと彼女を見やる。

　……ずきゅーん。

「（やべぇっ、なんだこれ。あ、あ、亜玖璃ってこんな可愛い顔してたっけ!?）」

　すっかり、今までどうやって亜玖璃に接していたのかが分からなくなる。

　俺は思わず、亜玖璃から逃にげるようにその場を離れた。

「きょ、今日はここで解散！　あ、亜玖璃も、早く帰るように！」

「ええー！　祐ぅ、送ってくれないのー？」

「お、お前の家、商店街に面しているんだから、夜道でも危ないことなんか全然ないだろ！　じゃあな！」

　俺は亜玖璃の不満げな声を背に足早にその場を去ると、熱を帯びた顔を冷ますように、ずんずんと街を歩く。
















　そうして、しばらく進んだところで。ふと、ショーウィンドウに映った自分を見やると、そこには……。

「（……げ）」

　さっきの天道と全く同じ、腑ふ抜ぬけた、真っ赤な顔をした人間が──




　つまりは、完全に恋こいに落ちた純情青年の顔が、これ見よがしに映っていやがった。




　　　　＊




　激動の金曜日から、土日の連休を挟はさみ、月曜の朝。

　諸事情あって俺が目の下にクマを作って登校し、気け怠だるく二年Ｆ組の教室に入ると、早速雅也達が「うーっす！」と元気に声をかけてきた。

　俺は欠伸あくびを嚙かみ殺しながらも、それに「うぃー」と軽く応じ、自分の席へと向かうと鞄かばんを机の上に置く。

　──と、ふと教室の片かた隅すみを見やると、携けい帯たいゲーム機をいじっていた雨野と目が合った。

　どうしたものかと迷ったのも束つかの間、ヤツがまたも俺に変に気を遣つかった様子でさっと何事もなかったかのようにゲーム機へ視線を落としたのを見て、カチンと来る俺。

　……よし決めた。

　章二がいつものように俺の席からどこうとするのを制し、俺は……五人が不思議そうに見守る中、雨野の方へと近付いて行く。珍めずらしい俺の行動に、雅也達どころかクラス中が少し注目する中……俺は雨野の机に、強めに手を置いた。

　びっくりして視線を上げ、ゲーム機に接続したイヤホンを外す雨野に、俺はにこりと笑って告げる。

「よぅ、おはよう、雨野」

「お……おはよう、上原君」

　と、そこで雨野は、ようやく俺が不機嫌な理由を察したらしい。「あは……」と気まずそうに笑うと、ぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

「で、でも僕みたいなのがいきなり爽さわやかな挨あい拶さつも……ねぇ？　キャラってあるし……」

「……はぁ」

　俺は空いていた雨野の前の席の椅い子すの背もたれに尻しりを置いて、「まあな」と応じる。

「お前が元気に俺に『おはよう！』とか言ってきたら、それはそれで少し引いたけど」

「酷ひどい！」

　雨野ががーんとショックを受けた様子を見せる。実際、雅也達は少し動どう揺ようした様子で俺達の動向を窺うかがっているし、クラス全体の空気もなんか乱れていた。

「（ま、そうなるわな）」

　天道の来訪に続いて俺までこれじゃ、雨野が変に注目されても仕方ない。少し悪いことをしたかもなとバツが悪そうにしていると、雨野はしかし、妙みように嬉うれしそうな笑みを俺に向けて来た。

「でもありがとね、上原君。この前は、一いつ緒しよにゲームできてすっごく楽しかったよ！」

「…………」

　相変わらず、亜玖璃に似た無む邪じや気きな笑顔にどこか救われる俺。

　そこでようやく、この二人の共通点が少し分かった気がした。

「（無条件にすっげぇ好きなもんが、いつもすぐ傍そばにあるんだな……こいつらには）」

　それは、雨野にとってのゲームであり、亜玖璃にとっての──。…………。

「？　どうしたの上原君？　顔赤いけど」

「な、なんでもねぇよ！　そ、そんなことより、雨野に訊きたいことあってだな……」

「え？　あ、そうなの？　な、なんだろ……」

　少し緊張して背筋を伸のばす雨野。……何か俺にまた厳しいことを言われるとでも思っているのだろうか。……それはそれでやり辛づらい。

　俺は少し沈ちん黙もくした後……しかし、いつまでもこうしてちゃ始まらないと、意を決して、雨野に訊たずねた。

「……パラダイム・オブ・ファンタジアの五章のボスが倒たおせねぇんだけど……」

「え？…………あ、ああ！」

　ちらりと視線の端で雨野を見やる。彼は……ちょっとどうかと思う程に、笑顔を輝かがやかせていた。ぐいっと前のめりになる雨野。

「あれはねっ、普ふ通つうに戦っても無理なんだよ！」

「負けイベントってことか？　いやでも、負けたら普通にゲームオーバーに……」

「ううん、そうじゃなくて、特定の順番で技わざ当てなきゃ駄だ目めなんだ」

「え？……あ、ああ！　なんかそんな会話、序じよ盤ばんであったな！」

　思わず俺も興奮したように机に手を置く。やべぇ、今すぐ試したい！　そもそもアレは久々に俺が徹てつ夜やしてまでのめりこんだＲＰＧだ！　先に進む方法が分かった今、正直、授業なんか受けてられるかって気持ちが超ちよう強ぇ！

　雨野は、凄く楽しそうに笑っていた。

「あれ、ホント分かり辛いよね。僕も正直ネットで攻こう略りやく見ちゃった」

「あー、俺もそうしようかと思ったんだけどよ。なんか、見たら負けな気がしてなぁ。一回見始めたら、もう抵てい抗こうなくなるんだろうけど……その初回がなぁ」

「あ、分かる！　場合によってはネタバレ食らうしね」

「そうそう！　詳くわしくストーリー書いてなくても、ダンジョン名だけで意外とネタバレなケースとかあんだよな！」

「そうなんだよ！　あれもうちょっと気をきかせて欲しいよね。って、見る方が悪いっちゃ悪いんだけど。そもそも攻略情報の検けん索さく過程で軽くネタバレ食らうケースもあるし」

「あるある！『キャラ名　裏切り』での検索候補出てきちゃったり！」

「ありすぎる！」

　わいわいとゲーム話に花を咲さかせる俺と雨野。が、二人同時に、クラスメイト達が若じやつ干かんざわついているのに気がつき、照れて、こほんと咳せき払ばらいする。……って、あれ？

「…………」

　見れば、教室の入り口から金きん髪ぱつ美少女が覗のぞいていた。俺の方を見て、なんか妙に悔しそうに歯嚙みしてやがる。

「（ははーん……大方、雨野をゲーム部へ誘さそうのを諦あきらめて、でも『この私が、友達いない彼に軽くゲーム話でも持ちかけてあげようかしら』なんてナチュラルな上から目線で教室に来てみたら、まさにこのタイミングで、見事に俺に『ゲーム話仲間』のポジションを奪うばわれていたとか、そんなこったろう。……面おも白しろすぎるぞ我が校のアイドル）」

「？　上原君、どうかした？」

「ああ、いや、また天道がいたからよ……」

「え？」

　俺に促うながされ、雨野が教室入り口を見やる。と、天道は慌あわてた様子でサッとその場から去って行ってしまった。雨野がキョトンとする。

「えと……な、なんだろう、今の。僕……もしかして、天道さんに超恨うらまれてる？」

　どうやら自分がゲーム部への誘いを断ったことを気にしているらしい。俺は思わず笑った。雨野が首を傾かしげて俺を見る。

「いや、なんでもねぇよ。お前らは面白いなぁって」

「お、面白くないよ！　他人ひと事ごとだと思って！　ああ、天道さん怒おこらせちゃった。あ、謝らないと……」

　おっと、それはまずい。もっと……もっと、面白くなってくれないと！

「ああ、いいよいいよ、天道なんて。あっちから直接話しかけてくるまで、放っておけ」

「なんか上原君、急に天道さんに厳しくない!?」

「え？　いや厳しいっつうか、こういうのはもう少し焦じらした方が効果的っつうか……」

「じ、焦らし？　効果的？」

　雨野は相変わらずちんぷんかんぷんなようだ。俺はくつくつと笑った後、椅子から尻を離して立ち上がる。

「まあ気にすんな。えと……じゃあな、雨野」

「あ、うん。じゃあね、上原君」

　雨野はにこっと笑って俺を見送った後、再び、楽しそうにゲーム機へと向かった。

　…………。

「あー……えーと、おい、雨野……」

「？　あれ？　どうかした、上原君」

　雨野に背を向けたまま、俺は首筋を揉もみながら、今思い出したみたいに声をかける。

　……本当は、これこそが、本題のクセに。……どうにも照れ臭くさくて。

　俺は少し間を置いて……それが本題だとはバレないよう、雨野に、そっと訊たずねた。




「また、ゲームの話、聞きにきてもいいか？」




「え……」

　ちらりと顔だけ振ふり返らせて彼の様子を窺う。すると雨野は……あの、ゲームをしている時の顔の最上級みたいな、幸福そうな微笑ほほえみと共に、力強く頷うなずいてきた。

「うん！　大だい歓かん迎げいだよ！　またね、上原君！」

「……おう」

　手をひらひらと振って、雅也達の下もとに戻もどる。……そこからは結局、いつも通りの俺達だ。何も変わらない。俺はクラスの中心で騒さわがしく過ごし、雨野は相変わらず一人で、教室の片隅でゲームに勤いそしむ。友達と呼べるのかさえ分からない、微び妙みような関係。亜玖璃とだって、彼氏彼女という二人の関係自体は今いま更さら何も変わっちゃいない。

　ゲームに関してだって、俺はそこまで再評価なんかしちゃいない。相変わらず、俺の中じゃ友達付き合いや他ほかの娯ご楽らくの方が、遥はるかに優先度が高い。雨野とは違ちがう。

　……だけど。

「？　祐、どうした？」

「え？　何がだ？」

　ぼんやりといつものように駄だ弁べっていた最中、突とつ然ぜん、大樹が俺に声をかけてきた。

　普段から妙に賢さかしいところのある彼が、今はどこか不思議そうに俺を見つめている。

「いや、なんか、今日は機き嫌げんが良さそうだなって。いいことでもあったか？」

「いいこと？　いやそんな大したことは別に……あ」

「何か思い当たるフシが？」

「ああ、あったわ。ホント馬ば鹿かみてーに些さ細さいなことなんだけどさ」

「？　なんだ？」

　首を傾げて訊ねてくる大樹に、俺は……。

　俺は、はにかみ混じりで返したのだった。




「最近、ゲームが面白ぇんだよ」








【星ほしノの守もり千ち秋あきとすれ違い通信】






「うっへぇ…………すごいな」

　パソコンに接続したゲームパッドを操作しながら、僕は思わず唸うなった。

　画面の中に映るのは、最新の美び麗れいな大作ゲーム……などではなく。

　ありもの素材と定番のＲＰＧ的ＵＩで構成され、どこか懐なつかしいドット絵で表現された、スーパー○ァミコン時代を彷ほう彿ふつとさせる個人作成ゲーム。

　所謂いわゆる、フリーゲームというものだ。

　ネットで無料配布されている、多くは個人の趣しゆ味みで作られたゲーム。中でも、現在僕がやっているのは最もポピュラーな、ＲＰＧ制作ツールを利用して作られたアドベンチャーゲームの一つだ。

　画面構成こそＲＰＧのそれであるものの、そこに戦せん闘とうや成長要素はほぼ無い。あくまで純じゆん粋すいに探たん索さくと謎なぞ解とき、そしてシナリオを楽しませることが目的。フリーゲームとしてはよくあるタイプなのだけれど、それだけに、そのクオリティは実に玉ぎよく石せき混こん淆こう。で、このゲームの質はといえば……。

「ええと……ここで、これか」

　主人公である幼い女の子を操作し、アイテム欄らんから先さき程ほど入手したアイテムである《死の鍵かぎ》を使って新たな部屋《毒の間》に入る。──と、その先に広がっていたのは、壁かべ一面に人の顔が埋うめ込まれ、うねうねと蠢うごめきながら何語とも分からない呻うめき声を上げている空間だった。

「……おお、相変わらず頭おかしいな……」

　僕はごくりと唾つばを飲み込む。ちなみにこの「頭おかしい」は僕的に褒ほめ言葉だ。

　実際、このゲーム……というか、この制作者さんが作るゲームは毎回、まったくもって理解不能だ。中ちゆう盤ばんまでは普通に物語が展開するし、目立ったバグや誤字なんかもなく、ゲームとしては実に丁てい寧ねいな作りなのだけど……。

　いかんせん、「超ちよう展開」が多い。

　しかもそんじょそこらの超展開じゃない。違うゲームが始まったのかと思う程に圧あつ倒とう的てきに脈みやく絡らくがなく、後でなんらかのフォローでも入るのかと思えば、まさかの、そのまま投げっぱなしジャーマン。前半のゲーム展開は一体なんだったのかとなる。

　そりゃ当然、大人気とはいかない。この人の作るゲームは、いくらなんでもあまりに人を選びすぎるのだ。ただ、二作目だけは作風が比ひ較かく的てきマイルドで、異常な超展開もなく、意外な程普ふ通つうにうまく着地していたため、一いつ瞬しゆんだけフリーゲームの人気ランキングに食い込んだ。僕自身も、それでこの人を知ったわけなのだけれど……。

　その二作目以外は、一つの例外もなく全すべてが……よく言えば独創的。悪く言えば、

「ちょっと何言ってるか分かんないッスね」

　としか言いようのない産物。誰だれかの悪夢をそのまま具現化したみたいな世界観だ。

　こういう作風はしかし、懐ふところの深いフリーゲーム界じゃ意外とカルト的人気を誇ほこったりするものなのだけれど……なんていうんだろう。この人のそれは、そこまでの「尖とがり」さえもないというか。

　作風としては、「序じよ盤ばんは普通に面白かった話が、中盤の超展開で崩くずれて、グズグズのままエンディング」というパターンの繰くり返し。その特色たる超展開シナリオに関しても、別に考察する程の「深さ」みたいなのも伴ともなわないので、イマイチ人と語る気にもなれない。

　ヤマなし、オチなし、意味なし、味気もなし、の四よん拍びよう子し（僕オリジナル評価「やおい味」）が揃そろった作風、それこそがこの作者──《のべ》さんの特色。




　けれど、僕はこの《のべ》さんの作るゲームが、妙みように好きだった。




　理由を問われても、ハッキリ答えられない。前述したような欠点は本当に僕も欠点だと思っているし、超展開で「おいおい……」と辟へき易えきすることもままあるし、下手すると低評価レビューの方にこそ共感する部分は多いぐらいで。

　だけど、それでも僕はやっぱり《のべ》さんの新作を楽しみに待っていたりする。

　ぼんやりと作者さんのことを考えながら主人公を操作し、おどろおどろしい《毒の間》を探索すると、壁の人面達が口々に喋しやべりかけてきた。




「携帯電話会社のＣＭって、微妙にズレているよね」「アイスは美味おいしそうだけど歌は結構です」「どうして無む闇やみに実写化するの？」「招待コード書き込みをレビューとは認めない」「今更大型ＤＬＣとか出されてもねぇ」「プレミアムってつけときゃ高値で許される風潮」「スポーツ能力と芸能力は全くの別モノ」「『今作ではネットとの連動機能を強化』ですか。はぁ」「お前がモテないのは、どう考えてもお前が悪い」




「そういう意味での《毒の間》かよ！」

　画面に独り言でツッコみながらも、なぜか思わずニヤッと笑ってしまう僕。

　そう、この感覚だ。全然上手く説明はできないのだけれど、僕はなぜか、この作者さんのゲームをやっている間、いっつも妙にニヤついてしまっている。

　クソゲーすぎてとか、そういう楽しみ方ともちょっと違う。もっとストレートな評価として、心から、この人のゲームの……世界観の居い心地ごこちが、いいのだ。

　それは、たとえばテキストの言い回しだったり、グラフィックの選び方だったり、音楽のつけ方だったりっていう、本当に些細な部分の話なのだけれど。

　それらが、イチイチ僕にしっくり来ているというか。

　時折更こう新しんされる簡素な開発ブログの内容から垣かい間ま見える人間性も非常に僕の共感を呼ぶもので、ここまで感性が合う人が世の中にいるものなのか、と驚おどろくぐらいだ。

　きっと僕は、この作者さんの「人ひと柄がら」とでも言うべき部分が大好きなのだろう。

　とはいえ、その年ねん齢れいや性別は全くもって不明。ネット上ではよくあることだが、プライベートなブログ内容まできっちり精査してぼかしているあたり、相当な念の入れようだ。唯ゆい一いつ分かっていることと言えば、この《のべ》というハンドルネームぐらい。

　当然、交流なんかあるはずもない。一応、時折こちらからブログのコメント欄に、新作の感想（基本褒め言葉だけ）やブログ記事への共感コメントを書き込むことはあるけれど、それにさえ、ただの一度たりとてリアクションがない。だけど僕は《のべ》さんのそんな無骨なところも好きだったりするのだから、最も早はやなかなかの末期信者だ。

「えっと、次は……こっちか」

《毒の間》を一通り探索し終え、改めて主人公を次の部屋に進めると、そこはなぜか深海だった。……普通に洋館を探索していたはずなのに、地下へ降りる描びよう写しやさえなく、突然の深海部屋。呆ぼう然ぜんとしながら、とりあえず周囲の探索を──

　──と、次の瞬間、突とつ如じよ現れた巨きよ大だいクラゲに食べられて死んでしまう主人公！

「え」

　あまりの理り不ふ尽じんさに一瞬ぎょっとしたものの、しかしこの程度の即そく死しイベントはこの作者さんのゲームにはよくあることだ。焦あせらず少し前のセーブからやり直すのみと、黙だまってタイトル画面を待つ。……が、しかし待てど暮らせどゲームオーバー表示がなされない。画面中央にはずっと、主人公を食ったクラゲだけが映り続けている。

「…………」

　まさかと思って、恐おそる恐る、パッドの十字キーを左に入れる。すると──




　──巨大クラゲが一歩、左に動いた。




「そんな主人公交代ってあるかいっ！」

　熱ねつ狂きよう的てき信者たる僕でさえも思わず画面へと怒ど鳴なりつける。と、隣となりの部屋から弟の心配げな「お、お兄さん、どした？」という声。僕はそれに「な、なんでもない」とだけ応じ、再びゲーム画面に視線を戻もどした。

　確認のため、パッドのキーを上下左右に入れる。指示通りに動く巨大クラゲ。

　僕はしばし啞あ然ぜんとそれを見守るも、しかしすぐにニヤけた表情に戻って、ゲームを再開させた。

　そのまましばらくクラゲでゲームを進め……そしてふと、殆ほとんど無意識にぽつりと呟つぶやく。

「ホント、一体、どんな人なんだろうなぁ……《のべ》さん……」

　勿もち論ろん、ネット上での活動なんて、どこか作り上げた人格＆匿とく名めいでやっていてなんぼだと分かってはいるけれど。




　それでも尚なお、やはり僕の《のべ》さんへの興味は尽つきないのであった。




　　　　＊




「おい雨あま野の！　すっげーつまんなかったぞ、《のべ》のゲーム！」

　ある日の朝。教室にドスドスと走り込んで来た上うえ原はら君は、自分の席に寄ることもなく直接僕の席まで向かって来ると、いきなりなかなかの大声で文句を垂れてきた。

　僕はとりあえずニコッと笑って「おはよう」と爽さわやかな朝の挨あい拶さつを試みる。が、上原君はそれに応じることもなく、他ほかのクラスメイトもざわつく剣けん幕まくで僕に詰つめ寄ってきた。

「お前が面おも白しろいって薦すすめるから、俺は信用してやったんだぞ！　確かに序盤の『ホラー探索モノ』段階は、そのばら蒔まかれた謎なぞや伏ふく線せんの数々を見て、期待に胸を膨ふくらませたよ！」

「うん、普通に面白いよね、序盤」

「ああ！　それどころか、中盤で突然ゲームが『釣つりゲー』に変へん貌ぼうした超展開時でさえも、かなり動どう揺ようこそしたものの、『まあでも、雨野があんなに薦めるんだから、後半きっちり話が繫つながって感動のラストに流れ込むんだろうな……』とかって自分に言い聞かせ、我が慢まんしてプレイを続けたさ！」

「おおっ。僕、上原君のそういうすぐ見切ったりしないとこ、美点だと思うなぁ」

　僕はできるだけ彼を宥なだめようと褒めてみるもその効果虚むなしく、上原君は「なのに……なのに！」とプルプル拳こぶしを震ふるわせると、バンッと僕の机に手を置き、涙なみだ目めで叫さけんで来た。

「最後は普通に巨大ブラックバスを釣ったおっさんがドヤ顔で魚ぎよ拓たくと写真撮とってエンディングってどういうことだよ！　ああん!?　前半の幽ゆう霊れい洋館の謎とか、どうなったんだよ！」

「いやぁ、ホント面白いよね」

「何が!?　レベル高すぎるわ、お前の感性！　完全に駄だ作さくじゃねーかよ！」

「あ、うんまあね」

　けろりと答える僕。頭を抱かかえて悶もだえる上原君。

「そこは認めるのかよ！　じゃあなんで俺に薦めた!?　悪意か!?　悪意なのか!?」

「とんでもない！　一割は善意だよ！」

「九割悪意じゃねーかよ！　くそっ、返せよ！『アメ○ーーク！』を見み逃のがしてまであのクソゲーをプレイした俺の夜を、まるごと返せよ！」

「あ、超面白かったよ昨日の『ゲーム好き芸人』」

「てめぇは見てんのかよ！」

　上原君に首をぎゅうぎゅうと絞しめられる。……ああ、でもなんて幸せなんだろう。完全に諦あきらめていた高校生活において、こんな、友達同士っぽいやりとりができるなんて。夢みたいだ。ホント夢みたい……夢のよう……辺り一面、こんなにお花畑が広がって……あれ、あっちにいるのは、写真でしか見たことのないひいおばあちゃん──

「って、ガチすぎるよ！」

　僕は慌あわてて上原君の手を振ふりほどく。と、彼は憤ふん怒ぬの形相で「ガチで怒おこってんだよ！」と返してきた。そ、そうか、ガチで怒ってたのか。やばい、友達との距きよ離り感かんの測り方が完全に錆さび付いている。

　僕は少ししゅんとしながら、上原君に謝罪した。

「ご、ごめんね。いや、確かに九割ぐらいの確率で合わないだろうなとは思っていたんだけど、こう、上原君だったらもしや……と期待してしまって」

「ああん？　ああ……まあ、元はと言えば、話の流れで俺がお前に『マニアックなオススメゲーム』を訊きいたのが発ほつ端たんだしな……こっちもカッとしすぎて悪かったよ」

　言いながらぼさぼさと髪かみを搔かき、上原君はドスッと僕の前の席に腰こしを下ろす。僕はスマホを机の上に置いて、もう一度上原君に「ごめんね？」と謝罪した。

　上原君は「もういいよ」と嘆たん息そくしながらも、すぐに「しかしなぁ」と続けてきた。

「あれに魅み力りよくを感じるっつーお前の感性、マジで微み塵じんも理解できないんだが」

「あー……まあ、そうかもねぇ……」

　特に反論はしない。実際、ネットでも僕以外に《のべ》さんの作品を絶賛している人を見た事がないし。

　僕は苦笑いしながら応じる。

「いや実際僕も、本当に駄目なゲームだとは思っているよ？」

「だろう？　基本、お前のゲームに対する感性って、俺とそう外れてないじゃねーか。事実、お前のこれまで薦めてくれたものは、全部どんぴしゃで面白かったし。だからそこに関してはすげー信用していたわけよ」

「ありがとう」

　そう言われることほどゲーマー冥みよう利りに尽きることはない。しかし、上原君は僕の机に肘ひじを置きつつ僕をジトッと見つめてきた。

「でもだからこそ、アレを薦める意図が分からない。嫌いやがらせとしか思えねぇ」

「あー……そうだよねぇ……」

「お、おいおい、反論しねぇのかよ？」

　肩かた透すかしを食らった様子の上原君。僕はぽりぽりと頰ほおを搔く。

「んー……まあ、ないね。なんていうか、魅力を言葉で説明できないんだよ、あれは。偉えらそうな言い方すると、分からない人は分からないっていうか。食べ物の好き嫌きらいと同じ」

「食べ物ねぇ……。俺に言わせりゃ、あれは好き嫌いとかのレベルじゃなくて、最早、食べ物かどうかさえ怪あやしいもんだと思うぜ。そもそも、ゲームとして成り立ってねぇ」

「かもね。でも僕は好きなんだ」

「……ブラックバス釣るヒゲのおっさんが？」

「そういうことじゃなくて。もっと、細やかな部分の全すべてというか、世界観というか」

「わっかんねぇなぁ……」

　上原君はそう言うと、椅い子すの背もたれに体重を預け、ぐらぐらとやりながら頭の後ろで腕うでを組んだ。……まあ正直、僕もこれ以上は説明のしようがない。でも、あえてまだ用いてない、綺き麗れいな喩たとえをするなら……。

　僕は「フッ」と微笑ほほえみ、少しカッコつけて言ってみる。

「そう、これは恋こいみたいなものなのさ、上原君。理り屈くつじゃないんだ」

「……童どう貞ていが、カノジョ持ちにドヤ顔で何言ってんの？」

「うぐっ」

　雨野景けい太たの心に一億ダメージ！　僕は恥はずかしさのあまり赤面してしまった！

「そ、そういうことじゃないの！　もっと純じゆん粋すいな心の繫がりの話をしているの！　そ、そりゃ、上原君はカノジョさんとその……ゴニョゴニョな繫がりもあるかもだけどさ」

「へ？」

「え？」

　僕の言葉に、なぜか上原君はキョトンとした後……少し間を置いて、僕に負けず劣おとらず顔を赤くし始めた。そのまま、プイッと視線を逸そらす上原君。……まさか……。

「えっと……上原君って、確か、今のカノジョさんと既すでに半年ぐらい付き合って……」

「ああっ、うんっ、大事だよな心の繫がり！　それが全てだよなっ、ああ！」

「…………」

　あれぇ？　もしかして上原君って、すっごい軽そうに見えて意外と──

「そ、そんなことより、お前の方はどうなんだよっ、お前の方は！」

　突然、照れを誤ご魔ま化かすように上原君が訊たずねて来る。僕は思わず首を傾かしげた。

「僕？　いや、だから、《のべ》さんとはなんの交流も……」

「そうじゃなくて！　天てん道どうとだよ、天道！」

　突然出て来た意外な人物の名前に、本気でキョトンと首を傾げる僕。

「天道さん？　え？　天道さんがどうかした？　ゲーム部との交流ってことなら、たまに廊ろう下かとかで三み角すみ君と会ったら挨拶と軽い世間話ぐらいはするけど……」

　三年生とは会うこともないし。当然、元々雲の上の存在たる天道さんなんて……。

「天道さんとなんかは最も早はや、ちょっと落ち込む程ほどに接点ないよ？」

　何を今いま更さら、といった感じで僕は答える。すると上原君はなぜか、露ろ骨こつに呆あきれたような表情を見せた。

「お前それ……マジで言ってんのか？」

「え？　マジだけど……もしかして、僕から当たって砕くだけてみろとかって話？」

「いやそうじゃなくて。……あれから天道、よく見かけるだろ、お前」

「？　あ、うん、そりゃ一方的に見かけはするよ。変に一度交流したせいか、前より更に視界の端はしに見つけるようになっちゃったし。あー……女々しいかな、僕」

　自分で自分のキモさに気付いて、ちょっと落ち込む。僕はどこかでまだ、天道さんに未練とか、可能性でも感じているのかもしれない。中二病にも困ったものだ。

　僕が情けない微び笑しようを見せると、上原君は更に呆れた様子を見せた。

「お前……鈍どん感かんじゃねぇけど、自分への自信がなさすぎて、感性少しズレちゃってんのな」

「？　ズレ？　えっと……あ、《のべ》さんのゲームに対する見解の話？」

「いやその話じゃなくて天道の……。まあいいや。それはそれで面白いし。でも、あんまりすれ違ちがいすぎて、そのまま離はなれすぎんなよな」

「？　すれ違い？　ああ、大だい丈じよう夫ぶ、最近ゲームから離れてた上原君は知らないかもだけど、３ＤＳのすれ違い通信対応距離って、思っているより長いんだよ」

「……あそう」

　上原君はさして興味なさそうに応じる。……なんだろ、イマイチ会話が嚙かみ合っていない気がするぞ。これが、オタゲーマーとリア充じゆうの埋うめがたい溝みぞというヤツなのだろうか。

　──と、ふと気付くと、スマホにソシャゲの救きゆう援えん要よう請せいが来ていた。上原君に一言入れてチェックすると、やはり《ＭＯＮＯ》さんからの要請だった。軽くクエストをこなしつつ上原君と会話を続けようとすると、彼は少し興味を持った様子で画面を覗のぞき込んできた。

「あ、上原君、もしかしてこれ興味ある？　だったら招待出すから──」

「ああいや、違ぇよ。俺が興味あるのは、そっちだよ、そっち。その……なんだっけ。天道からの誘さそい断った一要因の……」

「ん？　ああ、《ＭＯＮＯ》さんのこと？」

「ああ。顔やプロフィールの分からない相手と妙みように心の交流あるってのは、なんかこう、運命感じるだろ」

　上原君は意外とロマンチストらしい。僕は苦笑しながら応じる。

「相手が美少女とかだったら夢あるけどね。まあ、でも僕は《ＭＯＮＯ》さんに関してだけは、おっさんとかでも全然いいかな」

「え……お前、もしかしてそういう趣しゆ味みの……」

　上原君が割と本気で引いている。僕は慌てて取り繕つくろった。

「ち、違うよ！　ただ僕は、ゲーム話が楽しくできるなら、相手の性別なんて正直どうでもいいっていうか……むしろ男性の方が、気負わず喋しやべれるかなって」

「ああ……なるほどね。……ホント、お前はゲームが全てだな……」

「そんなことないよ。僕だって、空から美少女落ちてこないかなと常に思ってるよ？」

「それはそれでゲーム感性すぎる」

「かといって、と○メモみたいに自分のパラメーター上げに勤いそしむ根こん性じようとかは一いつ切さい無いけどね！　棚たなボタかつ、相手からの無条件の好意を期待しています！」

「クズすぎんだろうお前！」

　上原君は呆れたように深く嘆息すると、僕のスマホ画面をボンヤリと見つめ、そして救援要請クエストをこなし終えたところで、ぽつりと、切り出してきた。

「……ところで、お前のそのハンドルネーム的なの、なんで《ツッチー》なの？　俺はてっきり、雨野だから《レイン》とか、そんなのつけると思ってたけど」

　その質問に、僕は少し、こういうの見られるのって恥ずかしいなと照れながら応じる。

「正直、ＲＰＧの勇者にレインとかケータとかつけちゃうことはあるけどね。でもネット関連って、なんか自分とはもう少し遠くにしたくて……」

「あー、なんか気持ちは分かるわ」

「で、母の旧きゆう姓せいが《土山》だから、ツッチーで。あと、《ヤマさん》とかも使うよ」

「へー……。……なんかこう、話題としても微び妙みように発展しづれぇ由来だな。つまんねぇ」

「ほっといてよ！」

　上原君はまたもやれやれと溜ため息いきを吐つく。そして……。

「やっぱりお前らのラブコメを楽しむには、まず雨野側にリハビリが必要みてーだな」

「はい？　ラブコメ？　リハビリ？」

　なんの話だろうか？　目をぱちくりする僕に、上原君は妙に真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてくる。

「よく考えてみりゃ、俺でさえ天道はハードルが高ぇもんな。そこへ持って来て、今のお前じゃ……たとえ天道の方から積極的に来てくれたところで、ここまでパワーバランスが偏かたよっている関係、すぐに瓦が解かいするのがオチだ。お前が……あまりに虫ケラすぎる」

「うん、何の話か分からないけど、とりあえず、喧けん嘩か売られていることだけは分かった。ちょっと表出なよ上原君。マリ○パーティで勝負だ！」

「お前の喧嘩方法ぬるいな！　まあ落ち着けよ雨野。お前は勘かん違ちがいをしている。俺はただ……天道に比べて、お前は本当にミジンコ以下だよなぁ、という話をしているだけだ」

「うん、そこのニュアンスは全然勘違いしてなかったよ！　じゃあマリパで勝負──」

「え、お前、じゃあ自分が天道と対等に釣つり合ってるとか思ってたわけ？」

「あ、すいません、確かに僕、天道さんに比べたらダニのフン以下でした」

　初めてできた友達から突つきつけられた残ざん酷こくな現実に、ずーんと落ち込む僕。ことここに至り、上原君は少し焦あせった様子でフォローを入れてきた。

「いや別に、俺はお前を落ち込ませたいんじゃねーんだよ。さっきも言ったように、リハビリ……つまり、徐じよ々じよにぼっち状態から引き上げてやりてぇと思ってんだ」

「え!?　つまりそれって、いよいよ僕を上原君のカノジョや友達に紹しよう介かいとか──」

「…………」

　なんかリアルに、超ちよう気まずそうに目を逸らされた。…………。

　上原君が咳せき払ばらいして続けて来る。

「い、いや、お前だって、実際それはハードル高すぎんだろう」

「まあ確かにそうなんだけどね」

　実際さっきのは半分ギャグだ。この僕が上原君のグループで楽しく喋っている光景なんかはとても想像できない。人付き合いには歩み寄りの努力が必要だと思うけど、でも、互たがいに努力や苦痛ばかりの友達付き合いってのは、やっぱりおかしい。

　でもだったら上原君は一体僕に何をさせたいのだろう。

　僕が全く想像もできずにいると……上原君は、どこか意地悪そうに笑い、しかし極きわめて軽いテンションで、サラリとその提案を告げて来た。




「お前と同じ、ゲームが趣味の大人しい──《女の子》と、喋ってみようぜ、雨野！」




「…………」

　その、リア充発想のあまりの恐おそろしさに、僕は震ふるえと目眩めまいを禁じ得なかったのだった。




　　　　＊




「よし、狙ねらいはＡ組の、《星ノ守千秋》だ、雨野。どうもお前と同類の、ゲームが好きなオタク系ぼっち女子らしい」

　放課後。ＨＲが終わるや否いなや、独自のリア充ネットワークで早速女の子情報を仕入れてきた上原君が僕の席へとやってきた。

　僕は露骨にげんなりとした態度で、上原君を睨ねめ付ける。

「朝も言ったけど、絶対嫌いやだよ、そんな、ナンパみたいなの……」

　しかし、上原君も負けじと顔を顰しかめて、僕を睨にらみ返してきた。

「おいおいなに言ってんだお前。友達作る最初の一歩なんて、誰だれだって基本は完全な他人同士が喋るとこから始めるんだぞ。そりゃ多少はナンパみたいにもなるだろう」

「そ、そりゃそうだけど……。……だ、だとしても、なんで異性なのさ！」

「え？　だってそりゃお前、最終目標は天道との──」

　そこまで言って、上原君は何かハッとした様子で頭を搔かく。

「あー……いや……そうだ。だってお前、男に関しては、既に三角とかいう、ゲーム繫つながりの知り合いいるんだろう？　俺とだって喋れているわけだし」

「それは……そう、だけど」

　でも、三角君は「友達」と言い切るには正直ちょっと遠いからなぁ。偶ぐう然ぜん会ったら喋るだけで、互いにわざわざ連れん絡らくを取り合う間あいだ柄がらでもないし。

　しかしそんな微妙なニュアンスなど知る由よしもない上原君は、饒じよう舌ぜつに畳たたみかけてくる。

「ほら、ＲＰＧだって、同じ敵ばっかり倒たおしてたら取得経験値減ったりするだろう？　あれと同じだよ。新しい敵に挑いどんでこそ、大きな成長が得られるんだ、雨野」

「なんか、その『よしよし、ゲーム好きの雨野に対して、ＲＰＧの喩たとえを用いて上手いこと言ってやったぞ』感が如によ実じつに滲にじみ出たドヤ顔が超腹立つんですけど」

「お前なんでそういう卑ひ屈くつなとこでだけ鋭するどいんだよ！　いっそ普ふ通つうに鈍感な主人公よりマイナスな特性だぞそれ！」

「僕はどうせモブキャラだしぃ。上原君みたいな主人公キャラじゃないですしおすし」

「うざっ！　ぼっちオタクこじらせた童どう貞てい野や郎ろううざっ！　あのなぁ、そんなことだとお前、いつまで経たっても天道に──」

「？　天道さんに？」

　なんでここで天道さんの名前が出てくるのだろうと、思わず首を傾げる僕。

　すると上原君は、一いつ瞬しゆん「しまった」という表情を覗かせた後、視線を逸そらして……。




「……て、天道に、《おおなめくじ》呼ばわりされたままだぞ！」




「僕、裏で天道さんにそんな呼ばれ方してたの!?」

　ショックすぎる！　特に雑魚ざこモンスターの中でも最弱でありながら愛らしさのある《スライム》ではなく、わざわざ《おおなめくじ》をチョイスしてくるあたり、明確な悪意と軽けい蔑べつを感じる！

　僕は愕がく然ぜんとしながらも、上原君に応じた。

「そ、それは流石さすがに落ち込むね……。せめて《おおねずみ》ぐらいにまでは格上げして貰もらいたいね……」

「お、おう、だろう？　その基準はよく分からんし……まあ、正直噓うそだけど……」

「え？　なんだって？」

「いやなんでもねぇよ」

「噓だって聞こえたけど」

「そこは難なん聴ちよう系主人公でいろよ！　なんで聞こえてんだよ！　ラブコメとして成り立たねぇよ！　フラグも自覚の上で折ってくし！　お前ホント主人公《適性》ねぇな！　無む駄だにイベント引き寄せる主人公《特性》だけはたんまりあんのに！」

「な、なんで今、僕怒おこられているの？」

　もしかして、何か聞き間違えたのだろうか？　まあそうだよね。上原君が、わざわざそんな噓つく必要ないもんね。それに、すぐに「噓だけど」とか呟つぶやく理由も……良心の呵か責しやくとか以外ないもんね。うん、反省。

　僕は気合いを入れ直すと、改めて、真剣に上原君の目を見つめた。

「わ、分かったよ、上原君。流石に《おおなめくじ》はあんまりだ。だから僕、上原君を信じて、リハビリしてみる！　その……星ノ守さん？　って人と、喋ってみるよ！」

「お、おう！　分かってくれたか、雨野！　じゃあ、早速──」

「うん！　じゃあ上原君、是ぜ非ひ僕に彼女を紹介……」

「──早速、星ノ守ってヤツに声かけてみてこいよ、雨野！」

「……へ？」

　上原君は、なぜか肩かたに鞄かばんをかけ、こちらにシュタッと手を上げる。……あれぇ？　これじゃまるで、いつものバイバイの挨あい拶さつみたいじゃ……。

「俺、亜あ玖ぐ璃りとゲーセンで遊びながらも、成功祈いのってるからな！　じゃあな！」

「…………え？」

　呆ぼう然ぜんとする僕を尻しり目めに、上原君は、見ればいつの間にか教室の外に来ていたカノジョさんと思おぼしき、小麦色の肌はだをした可愛かわいい女生徒……アグリさんとやら（なぜかいつも遠目から僕を睨んで行く）と共に、さっさと教室を離はなれていってしまった。

　……つまり……僕は、これから一人で、見知らぬ女生徒に、声をかけにいくと。単純に、仲良くなるために。……ふむふむ、なんだ、そりゃつまり……。

　一人ぽつんと席に残された僕は、鞄をぎゅっと握にぎりしめながら、思わず、呟く。

「え、それって最も早はや、フツーに、ナンパっていうんじゃ……」

　…………。

　その、リア充じゆう発想のあまりの恐ろしさに、僕は震えと目眩と──

　──追加で吐はき気けと頭痛、おまけに石化までをも、禁じ得なかったのだった。




　　　　＊




「（やばい、お腹なかがぐるぐるしてきた）」

　廊ろう下かに出てＡ組に向かう道すがら、思わず下腹部をさする。まるで鉛なまりを流し込まれたかのような鈍どん痛つう。しかしこればっかりは、正せい露ろ丸がんや胃薬でも治らないだろう。

「（なんで僕、ここまでしてナンパにトライしようとしているんだろう……）」

　下げ駄た箱ばこではなくＡ組へと勝手に向かう足が、自分でも解げせない。特に強い決意があるわけではないし、本気で嫌なのに、僕の足は一向に立ち止まる気配を見せない。

　それでも歩きながらも必死で理由を考えていくと、いくつか、動機らしきものに思い当たった。

「（まず、上原君からの提案だっていうことが大きいんだよなぁ。ようやくできた友達だし。しかも彼なりに僕のこと考えてくれての提案だし。あと……タイミングの悪いことに、今日は彼に合わない《のべ》さんのゲームをやらせてしまった負い目もあったし……）」

　きっと彼は、明日あした登校してきたら、いの一番に僕に結果を聞きに来るだろう。その際、「結局チャレンジさえしませんでした」という回答では、友達としてあまりに不ふ甲が斐いない。せめて、「Ａ組行ってみたけど、すれ違ちがいで帰っちゃってたよ」ぐらいは言いたい。

「（あとは……天道さんのこともあるのか……）」

　それが大きな理由の二つめだ。

　彼女の厚意を無下にしてしまったことは、まだ僕の中で結構じくじくとしていて。そんな最中に再びゲーム関連の人間関係発生チャンスが湧わいたこの現状、そこは、逃にげちゃいけない気がしたというか。それに上原君の話を鵜う吞のみにするわけじゃないけど、もう一度天道さんに会って謝罪するとしても、《おおなめくじ》呼ばわりされているような関係性では話にならない。少しぐらい、マシな僕にならないと。

　あと最後に、先の二つに比べればほんの些さ細さいな気持ちなのだけれど……。

「（単純に、ゲーム好きな子と喋しやべりたいっていうのは、あるもんなぁ）」

　上原君と接して改めて実感したことだけど、やっぱり人とゲームの話をするのは楽しい。切せつ磋さ琢たく磨まとか、上等な情報交こう換かんとかじゃなくて……ダラダラと、どんなゲームが好きとか、面おも白しろかったとか。そういう「なんでもないゲーム話」をする時間の、なんと幸せなことか。

　ふと気付くと、少しだけ腹部のぐるぐるが治まっていた。……うん、これなら、いけそうだ。頑がん張ばれ、雨野景太。別に、悪い事しに行くわけじゃないんだ。高校デビューを成功させた上原君を見習って、堂々と行こうじゃないか！

　胸を張って猫ねこ背ぜを矯きよう正せいしつつ、どうにかＡ組前まで辿たどり着き、ごくりと唾つばを飲む。

　放課後のため戸は開け放たれており、あと一歩踏ふみ出せば、中にいる生徒達の視界に入る距きよ離り。……今思い出したけど、僕、そもそも他ほかのクラスへちゃんと訪問するのも初めてだ。……足が震えてくる。

「（だ、大だい丈じよう夫ぶ！　放課後なんだし、そんなに生徒もいないだろうし、天道さんと違って、僕なんかが教室入っても誰も注目なんかしやしないさ！　うん！　サッと行こう！）」

　僕は心を決めると、強く一歩を踏み出し、入り口から室内の様子を窺うかがった。思った通り、室内の生徒はまばらで、かつ、わざわざこちらに注目するような人も殆ほとんどいない。

　僕はほっと胸を撫なで下ろしつつ、改めて室内を見回すも、その直後──

「あ」「あ」

　──金きん髪ぱつ碧へき眼がんの超ちよう絶ぜつ美少女と目が合ってしまった。ことここに至り、僕はようやく、そこが……二年Ａ組が、天道さんも在籍するクラスであったことを思い出す。

　クラスの真ん中あたりの席で、他の生徒に囲まれている学園アイドル。彼女の驚おどろいたような表情を受け、他の生徒達の視線がじわじわと僕へと集まり出す。……やばい。

　僕と天道さんに関する噂うわさはこのクラスでも多少伝わっていたのか、室内が俄にわかにざわつきだした。僕は思わず後ずさって半身を隠かくしてしまう。

　すると、いつも凜りんとしている印象の天道さんまで、妙みように動どう揺ようした面持ちで僕から視線を逸らしたかと思うと、なぜか慌あわてて髪かみをさっと整え、一度こほんと咳せき払ばらいしてから、いつも以上のすまし顔を作った。

「（？　ええと……あれは、どういう反応なんだろう？）」

　上原君の言う通り、《おおなめくじ》認識が故ゆえの対応なのだろうか。見れば、天道さんは「雨野君のことなんか全く気にも留めてませんよー」と言わんばかりの露ろ骨こつな態度で周囲と雑談を続けながらも、しかし時折チラチラとこちらの様子を目だけで窺ってくる。

「（な、なんだなんだ？　どう解かい釈しやくしたらいいんだろ、あれ）」

　と、とりあえず、なんか凄すごく気まずいことだけは確実だ。天道さん自身もさることながら、彼女がそんな珍めずらしい反応をすることで、むしろ取り巻きの方達の方がピリピリした様子を見せ始めている。……僕、最近どんどん敵増えてくなぁ。

　落ち込みながらも僕は、これからどうしたものかと思案する。

「（ま、今日は目的が違うわけだし……うん、触さわらぬ学園アイドルに祟たたりなし、だよな）」

　素す早ばやくそう結論して、改めて室内へと踏み込み、辺りを見回して星ノ守さんを探す。が、当然ながら「大人しいゲーム好きの女の子」程度の情報だけで特定できるはずもない。

　僕は少し躊躇ためらいながらも、思いきって、一番近くにいた女子二人組へと声をかけてみる。

「あ、あのぉ……」

「は、はい……？」

　必要以上にびくびくと反応される。少し落ち込むものの、これは僕がキモいとかじゃなくて、注目されているからだと自分に言い聞かせて、勇気を持って相手の目を見る。

　──と、しかし、僕が質問するよりも先に、もう一人の女生徒の方から、先回りして質問されてしまった。

「も、もしかして、天道さんに用事なのかな？」

「え？」

　彼女のその質問に、教室内の女子数名が軽く黄色い声を漏もらす。天道さんの様子を窺うと、彼女は相変わらずすまし顔ながらも……僕の方にさっきよりも激しくチラチラと、妙に期待を含ふくんだような視線を送ってきていた。

　僕はその意図を測りかねながらも……慌てて苦く笑しよう交じりに手を振ふり、天道さんにできるだけ迷めい惑わくをかけぬようにと、少し力んで強めに否定する。




「あ、違います違います。僕、天道さんには一いつ切さい興味も用事もないですから！」




　瞬間、教室中央からゴンッという鈍にぶい音が場に響ひびき渡わたる。何かと思ったら、なんと天道さんが机におでこをぶつけていた！　え、なに!?　なんで!?

　僕のみならず教室全体に動揺が走る中、天道さんがゆっくりと顔を上げ、何事もなかったかのようににこぉといつものアルカイックスマイルを周囲に振りまく。……なんか怖こわい。ど、どうしたんだろうか、彼女。もしかして体調悪いのかな？

　しかしとりあえず天道さんが起きたことで、場の空気は持ち直した。

　そのタイミングを見計らって、女子が、思い出したように僕に訊たずね返してきてくれる。

「え、えと、天道さんに用事じゃ、なかったんだ？　噂でてっきり……」

　その質問に、僕はこくこくと頷うなずき、頑張って笑えみを浮うかべて、応じた。




「うん。天道さんじゃなくて、今日は、全く別の女の子に会いに来たんだ」




〈ゴンッ！〉

　さっきよりも更さらに壮そう絶ぜつな打だ撃げき音が室内に響き渡る！　見れば、天道さんの額が若じやつ干かん机にめり込み、そこから蒸気らしきものさえ立ち上っていた！　て、天道さん!?

　最早その場に居合わせた全員が息を吞む中、彼女はまたもゆっくりと、いっそ能面を思わせる歪いびつな笑顔で起き上がると……周囲のクラスメイトに「ちょっと失礼」と声をかけ、席を立ち……そしてあろうことか、ニコニコと、僕の方へ歩いてきた！

「（うぇぇ!?　な、なんで!?　なんで天道さん、僕の方に来るの!?　前回が前回だけに、超気まずいんですけど！　まだ《おおなめくじ》脱だつしてないんですけど！）」

　全く予想だにしなかった状じよう況きよう──セーブポイント周辺で経験値稼かせごうと思ってたらいきなりボス戦入っちゃったみたいな状況に、混乱しまくる僕。

　Ａ組生徒達が大注目する中、天道さんは僕の前まで来ると、にっこりと更に口角を上げて、声をかけてきた。

「お久しぶりね、雨野君」

「お、お、お、お久しぶりです、天道さん……」

　ガチガチに緊きん張ちようする僕。なぜか冷ひや汗あせが止まらない。いっそ、初対面の時より更に彼女への苦手意識が酷ひどくなっている。あの時から、浮かれて舞まい上がる気持ちとかを根こそぎ持ってかれて、最早ダークな方面の想像しかできなくなっているのが、今の僕だ。怖い。

　まるで教師に校則違い反はんでも見み咎とがめられたかのように直立不動の僕。

　天道さんはそんな僕に、にっこりと余よ裕ゆうの……しかし、なぜか若干緊張を孕はらんでいるようにも見える表情で、訊ねてきた。

「それで、Ａ組になんの御ご用ようかしら？　お、女の子に会いに来たとか聞こえたけど……」

「あ、はい。ちょっと、Ａ組の女生徒を探してて……」

「……そ、そう」

「？　はい」

　なぜか一いつ瞬しゆん立ちくらみする天道さん。……やっぱり体調悪いのか？

　しかし彼女はハッと何か思いついた様子で表情を明るくすると、どこか勝手に得心した様子で、妙にテンション高く確認してきた。

「あ、ああ、あれよね！　真ま面じ目めな雨野君だものね！　きっと委員会の仕事とか、そういうあくまで事務的な用件で、うちのクラスの女子を訪ねて──」

「ああ、いや、そうじゃなくてっ」

　なんか勘かん違ちがいされているっぽいことに僕は慌て、特に頭の中で言葉を取り繕つくろうこともなく、思わずストレートに目的を明かしてしまう。




「その子と仲良くなる目的で、勇気を出してＡ組に来ました！　天道さん関係なく！」




「…………（くらーり）」

「て、天道さん!?」

　天道さんが笑顔のまま、なぜかスーッと後ろに倒たおれていく！　僕が慌てて抱だきかかえるように背中を支えると、クラス中から黄色い声が飛んだ。いやいやいや、今はそんな反応している場合じゃないよね!?　天道さん、これ、どう見ても病気じゃないか！　なんか、今や彼女、距離の近い僕を見つめて顔真っ赤にしているし！　それどころか、口は空気を求める金魚のようにパクパクと……

「っ！　～～！　ぅ～～！　す、す……」

「す？」

　なんか天道さんが言っている。僕が首を傾かしげ、耳を澄すませると、彼女は……。

　彼女は涙なみだを瞳ひとみにたっぷりと溜ためつつ、突とつ然ぜん、大声で叫さけんできた！

「すけこましぃぃぃぃぃい！」

「うぇぇ!?」

　僕を突つき飛ばし、ダッと教室から駆かけだしていく天道さん。……あれ、なんだろう、若干デジャブを感じるぞ。なんだこれ。

「（それにしても……今なんて言ってたんだ？　スケボマシーン？……なんの話？）」

　いきなりかつ至近距離からの涙声だったせいか、イマイチちゃんと聞き取れなかった。いや、ホントは正直「すけこまし」と聞こえた気がしたんだけど、そんなの僕相手に出る言葉じゃ絶対ないしなぁ。うーん……実際のとこが気になる。
















　とはいえ、周囲に訊ねてみようにも、なんかさっきから凄い刺とげ々とげしい視線を受けていて、とてもそんな空気じゃない。……もしかして、僕が、天道さんと痴ち話わ喧げん嘩かでもしたと思っているのだろうか。実際は、ただ天道さんが凄く体調悪かっただけなのに。……まったく、そういうとき気き遣づかえないクラスメイトって、どうかと思うよ！

　僕は「人の気持ちをちゃんと察せない鈍どん感かん主人公的感性」に少し怒いかりを覚えながらも、しかしおかげですっかり緊張も抜ぬけたため、改めて女生徒に訊ねる。

「あ、それであの、僕、《星ノ守千秋》っていう人探しているんですが……いますか？」

　僕の質問に、女生徒はあんぐりと口を開いて、意味不明なことを言う。

「て、て、天道さんより、星ノ守をとるんですか!?」

「？　はい？　えと……はい、天道さんじゃなくて、星ノ守さんです」

　なんで天道さんが出てくるのか分からなかったものの、とりあえずそう答えておく。

　なぜか、またクラス中がざわついた。……なんだなんだ。

　女生徒は、どこか感心した様子で僕を眺ながめ回す。

「ほ、本当に、星ノ守でいいわけ？　天道さんのアレを見ても？」

「？　いや、ですから、僕が用事があるのは、あくまで星ノ守さんだけなんですって」

　なんか流石にイライラしてきたぞ。まったく、何かと言えば天道さん天道さんって。そりゃ彼女が人気者なのは分かるけどさ。それに、なんだよ、さっきから僕が喋しやべる度たびに黄色い声のボリュームが増えてくこのクラス。天道さんの体調、心配しなよ！　まったく！

　そんなわけで、憮ぶ然ぜんとした表情で、断固として、今の僕の眼中にあるのは星ノ守さん一択たくなんだと主張する僕。なぜかどんどん盛り上がるクラス。……意味が分からない。

　女生徒は、人の恋こい路じを茶化す親しん戚せきのおばちゃんさながらの表情で、教室の隅すみっこ……Ｆ組だとまさに僕が座っている席の辺りを指し示した。

　促うながされるままに視線をやると、そこには……。

「（これって……す、凄いな、上原君の情じよう報ほう網もう……）」

　イヤホンをさした携けい帯たいゲーム機に視線を落とし、今教室で行なわれていたやりとりなど一切お構いなしといった様子でゲームに熱中し、ニヤニヤと幸福そうにしている──




　──誰だれかさんそっくりな、華はなやかさの欠片かけらもないモブキャラ女子が座っていた。




　　　　＊




「（まるで、この前の再現だな、これ……）」

　生徒達からの視線を一身に浴びた生徒が、教室の片隅でこっそりゲームを楽しむ生徒に真まっ直すぐ向かっていくという、この構図。

　ただ一つ違うのは、僕が、天道さんとは比べるべくもない小心者であるということで。

「（天道さんって……いっつもこういう視線の中にいるんだな……）」

　その事実に、今更ながらに感心する。少し前の僕は、天道さんに少し接せつ触しよくされたってだけで、その注目度でノイローゼになりかけたのに……。天道さんは、それ以上の注目を浴びながらも、常に、堂々とした佇たたずまいで。

「（……ホント、知れば知るほど遠く感じるなぁ。あれで、更にちゃんと自分の好きなことまで貫つらぬいているってんだから、真の意味で、雲の上の人だよ……。……僕も、少なくとも《おおなめくじ》ぐらいからは脱だつ却きやくしないと）」

　天道さんのことを想おもうと、最近の僕は不思議と身が引き締しまる。浮うわついた憧あこがれじゃなく、一人の人間として、彼女は心から尊敬に値あたいする人だと知ったから。……同学年だけど。

　僕は心を強く持つと、視線に負けじと、星ノ守さんの前まで向かった。

　彼女は相変わらず、イヤホンをつけた上でゲーム画面に視線を落としている。

　それを、机の前に立って見下ろす僕。

　…………。

「…………こ、こほん！」

「…………」

　……やばい。全然気付いてくれない。ゲームにガッツリ集中していらっしゃる。

「（ど、どうしようかな。いきなり異性の肩かたに触ふれたりするのも……なぁ……）」

　正直なとこ、僕は、自分から人に声をかけるのが酷く苦手だ。それどころか、電話やメールでさえ、そうそう自分からはしない。……ついつい、「迷惑じゃないかな」とか考えちゃうのだ。さっき勢いを借りて女子に星ノ守さんのことを訊ねたアレが限界。

　しかも、この星ノ守さんと来たら……。

「（なんか……ゲームに本気でどっぷりだから、すっごい声かけ辛づらいなぁ……）」

　自分がゲームをよくやるだけに、理解できる。真しん剣けんに世界観へ入り込んでいる時の、外的要因による強ごう引いんな引き戻もどし程ほど、興が削そがれちゃうことはない。

　見れば、星ノ守さんはかなり前のめりの無理な体勢になってゲームを覗のぞき込んでいた。ワカメを思わせる程ウェーブのかかった長ちよう髪はつが、邪じや魔まな日光を遮さえぎるように手元のゲーム機を覆おおっている。

「（もう、これでもかって程一人の世界だよ！　なんて声のかけ辛い！）」

　僕も教室でゲームをしているけれど、流石さすがにここまでじゃない……と、思いたい。いや、上原君に言わせたら「超ちようそっくり」とか評されそうだけど。

　さて、ここまで集中している星ノ守さんに、ゲームを中断させるのも忍しのびない。実際、用事といったって、「仲良くなりましょう」みたいな戯たわ言ごとだし。

　僕は星ノ守さんの前の席の椅い子すを引っ張り出すと、背もたれに肘ひじを置いて横座りした。正直あんまり勝手に人の席とか座れない僕だけれど、もう座席の主は帰宅しているみたいだし、今だけは特別だ。

　そぉっとゲーム画面を覗き込む。幸い正面側にはワカメ髪がみがあまりなく、視界良好。

「（あれ、先週出たばかりの《イージスⅧ》じゃん。僕も丁度やってんだよなぁ……）」

　画面では、２Ｄ調のデフォルメされた主人公キャラが剣けんを振ふり回して敵を倒しつつフィールドを探たん索さくしていた。所謂いわゆるアクションＲＰＧというジャンルだ。

　ネタバレ食らうのだけは勘かん弁べんだなぁと思いつつも恐おそる恐る確認すると、僕より少しだけ遅おくれた進行度だったのでホッと胸を撫なで下ろし、改めて彼女のゲーム進行を見守る。

「…………♪」

　近くで見ると、彼女は思った以上に楽しそうだった。髪の隙すき間まから僅わずかに覗く口は、実に油断した、楽しそうな半開き状態だ。……正直ちょっと気持ち悪くもあるのだけれど、僕としては、本当に同志という感じがして、なんだか非常に嬉うれしかった。

「（なんだろう……人が笑え顔がおでゲームしている姿が、僕、好きなのかも）」

　幸せそうな星ノ守さんの表情を見たせいか、僕の緊きん張ちようもすっかり和やわらいでくる。

　そのまましばらくの間、僕はただ彼女のゲーム進行を黙もく々もくと見守り続けた。

　主人公がフィールドを突き進み、雑魚ざこを狩かり、ダンジョンを隅々まで探索していく。

　そうしてふと気付くと、いつの間にやら夕ゆう陽ひが満たす教室に、僕らは二人だけになっていた。鞄かばんはまだ数個残っているから、たまたま無人のタイミングなんだろうけど……。

「（う……声をかけるなら、今が一番のチャンスだよ……なぁ……）」

　周囲の視線がないこの状じよう況きようなら、ナンパのハードルが大分低い。……って、いやいやいや、ナンパとかじゃないしっ！

　しかし困った。変な風にならないよう、話の切り出し方は慎しん重ちようを期さないと。

　とりあえず、結論を先送りして、再び彼女のゲーム画面に視線を落とす。と……。

「（あ、いよいよボス戦か。長かったなぁ。このダンジョンは、イマドキのゲームとは思えない程に不親切なんだよな。敵強いし、セーブポイントが入り口付近にしかないし）」

　ゲームの大おお詰づめたる場面を迎むかえ、僕の中からすっかり星ノ守さんに声をかけなきゃとかナンパがどうとかって気持ちが吹ふき飛ぶ。

　星ノ守さんは、緊張で唾つばをごくりと嚥えん下かした。確かに、ここで負けたら、この放課後プレイしていた分がほぼパァだ。しかも、見たとこ星ノ守さんはあまり積極的にレベル上げをしておらず、ダンジョン内の雑魚にも若じやつ干かん苦戦する惨さん状じよう。プレイスキルの方も僕と似て、ゲーム慣れはしているものの、そこまで巧うまいというわけじゃない。

「（あのボスに勝てるかどうかは、五分五分かなぁ。僕は星ノ守さんよりレベル上げして挑いどんだからまだ楽だったけど、それでも苦戦したしなぁ）」

　ボス部屋を前にして、一いつ旦たん立ち止まる星ノ守さん。僕も思わず背筋を伸のばす。

　そうして、たっぷり五秒ほど待った後……いよいよ、星ノ守さんはボス部屋へと踏ふみ出した。仰ぎよう々ぎようしい警告表示の後、巨きよ大だいな岩石巨人が主人公の前に立ちはだかる。

『（……ごくり）』

　二人、全く同じタイミングで息を吞のむ。

　まずは攻こう撃げきパターンを見み極きわめようと、ボスから距きよ離りを取る星ノ守さん。アクションＲＰＧにおける初見ボス時の定石とも言える行動だが、しかし……。

〈ザスッ！〉

「っ!?」

　イヤホンからも僅かに漏もれる程のＳＥと共に、洞どう窟くつの壁かべから岩の槍やりが突きだしてくる。このボスの嫌いやらしい能力の一つだ。岩でできた壁やオブジェクトに近付くと、そこから殆ほとんど回かい避ひ不能な速度の槍を発生させて攻撃してくる。

「（初見時は絶対食らうよなぁ、これ。また最初はただの罠わなを疑うから、他ほかの壁かべ際ぎわに移動して、もう一発貰もらいがちだし）」

　そんなことを考えていると、案の定、星ノ守さんももう一発貰っていた。あまりに自分と同じ行動パターンすぎて思わずくすっと笑ってしまう。

　ふと思い返してみると、確かにこれまでも星ノ守さんのプレイは驚おどろく程に僕の思考と一いつ致ちしていた。僕は弟のゲームプレイだとか、ネットの実況プレイだとかも見るけど、ここまで「僕と思考が同じ」人は見た事がない。実際このゲーム、そこそこ自由度が高くて、武器選択やパラメータ振り、技わざ取得も任意なのだけど、その配分まで殆ど一いつ緒しよだ。

「（ああ、あと、最初はオブジェクトからも槍が出るとは思わず、もう一発貰うか）」

　僕が考えると同時に、やはり星ノ守さんが一発食らう。

「っ～！」

　星ノ守さんの表情に焦あせりが滲にじみ始める。今ので主人公の体力はもう半分程度。そしてこのゲーム、基本的にボス戦時は回復手段が乏とぼしい。アイテムは使えず、魔ま法ほうでのみ回復ができるのだが、消費ＭＰがやたらに多く、詠えい唱しよう時間も長め。

　それだけに、レベルアップによる攻撃力や最大ＨＰの成長は非常に重要であり。

「（やばい、これ、厳しいかも）」

　彼女よりレベルが高かった僕でも、ボスの撃破はギリギリだった。となると、僕と殆ど同様のプレイスキル＆スタイルたる彼女の勝率は……極めて低い。

「（さて、覚かく悟ごを決めて懐ふところに潜もぐり込んでガシガシ攻撃当て始めたのはいいけど。あの理り不ふ尽じんにダメージ判定の広いブレス攻撃は……あちゃぁ、やっぱり食らうよねぇ）」

　まるで僕の分身かと思う程に同じミスをする星ノ守さん。

　彼女は今日の冒ぼう険けん時間がパァになることを恐れてか呼吸が荒あらくなり始めるも、それでもプレイは慎重かつ緻ち密みつで、一度見た攻撃はきちんと余よ裕ゆうを持って回避しながら、攻撃を叩たたき込む。ボスのＨＰがガリガリと削けずられ、巻き返しが図はかられていくが、しかし最も早はや主人公の方はあと一撃食らうとゲームオーバーの体力。

「（殆ど僕と同じ状況の再現！　ただ僕の場合はレベルが上がってたから、もう一撃食らってもギリギリ耐たえて倒たおせたけれど……彼女の場合は……）」

　手に汗あせ握にぎるとは、まさにこのこと。

　僕は今や大分身を乗り出して、星ノ守さんと殆ど額をくっつける勢いで画面を覗き込んでいたものの、相変わらず彼女は集中していて気付く様子がない。

「（星ノ守さん、一度見た攻撃は上手いことかわせているけど……。このボス、体力が減ると新しい攻撃繰くり出してくるんだよな……）」

　それは、一度見てしまえば回避の容易たやすい攻撃なのだが、やはりこれまた所謂「初見殺し」というやつで……少なくとも僕はそれを食らったわけで。

「（くそ、ここまで来てゲームオーバーなんて、たまったもんじゃないぞ！）」

　僕も一緒にゲーム進行を見守ってきたせいか、感情移入度がハンパない！

　ちらりと星ノ守さんの表情を見やる。この緊張感を楽しんでいる様子もあるけど、しかし、やっぱり……。

「（そうだよなぁ、厳しいゲームバランスも醍だい醐ご味みの一つとはいえ……冒険時間を大おお幅はばに無む駄だにするのは、できれば避さけたいところだよなぁ）」

　しかも彼女の場合、何か事情でもあるのか、あまり快適とは言えない、衆目もある教室でのプレイだ。実際Ａ組の生徒達から彼女に向けられる視線は、やはりそれほど心地ここち好よさそうなものではなかったし。そんな状況での冒険が無駄になるなんて……悲しすぎる。

　そうしていよいよ、その時がやってきた。

　岩石巨人が両手を万ばん歳ざいするように上に振り上げ、力を溜ため始める。

「!?」

　全く初見の攻撃パターンに、ギョッとする星ノ守さん。それもそのはずで、基本的にこの岩石巨人の攻撃は、右手の攻撃は左に、左手の攻撃は右に、という特定パターンで回避が成立する。

　しかしここに来ての「両手振り上げ」は……回避のパターンがいくつかパッと頭の中には浮うかぶものの、これぞ正解だという確信は絶対持てず、結果……。

「（無難に距離を取ろうと後退し始めたか！　僕もそうした！　だけど──）」

　いよいよ岩石巨人のエネルギーチャージが終わる。

　星ノ守さんは一いつ瞬しゆん躊躇ためらうも、操作スティックを大きく下に入れると、緊急回避ボタンを押して後方にステップ──




「前にっ！」




　──する直前、僕は思わず叫さけんでいた！

「っ！」

　刹せつ那な、星ノ守さんは咄とつ嗟さにスティックを逆に前へと倒して前転。岩石巨人の股また下したへと潜り込んだ！　と同時に、巨人の両手は地面に叩きつけられ、その衝しよう撃げき波はは同心円状に画面全体へと拡大していく。

　そう……巨人の股下という、唯ゆい一いつの安全地帯を除いて。

「今だ！いけいけいけいけいけ！」

「っ！～～！」

　僕が声を出して応おう援えんする中、大きな攻撃直後で隙だらけの巨人に、星ノ守さんは猛もう烈れつにボタンを連打して攻撃を叩き込みまくる！　そうして、いよいよ巨人の硬こう直ちよく時間が解け、次の攻撃活動に移ろうかというその瞬間──

『！』

　──遂ついに、ボスの体力が削りきられた。

　一瞬の静せい寂じやくの後、派手に爆ばく発はつ四散する岩石巨人。

　そうして、クリア表示がなされた瞬間……僕らは、思わず立ち上がり。

　ハッと互たがいに目と目を見合わせ、思わず、叫んだ。

『っったぁぁ！』

　僕の右手と星ノ守さんの右手がパァンッとぶつかる。

　改めて見れば、頭を勢い良く上げた星ノ守さんは、意外とあどけない顔立ちをした可愛かわいらしい女生徒だった。が、すぐにワカメみたいな前髪がばさりと落ちてくると、途と端たんに元の……なんだか得体の知れない雰ふん囲い気きに戻もどってしまう。

　あ、なんか少し残念だな。もっとちゃんと顔見たかった……って。

『…………』

　気付けば、僕らは互いに手を合わせて見つめ合ったまま、呆ぼう然ぜんとしていた。

　彼女の左耳からぽろりとイヤホンが外れ、漏れ出したゲーム音がシャカシャカと静かな教室に鳴り響ひびく中。

　星ノ守さんは……蚊かの鳴くようなか細い声で、訊たずねて来る。




「…………あのあの……え、ど、どちらさま、ですか？」




「あー……え、えーと……」

　彼女視点で考えてみれば。

　ゲームへの没ぼつ入にゆうからいざ現実に回帰してみると、そこには、いつの間にやら無人の教室で自分とやたら気安く手を合わせている、ニヤニヤとした、完全に初対面の男。

　この、最早ナンパがどうとかってレベルじゃない、「事案発生」と報じられても全くおかしくない、あまりに踏み込みすぎた出で逢あい方に際し。

「…………えーと…………えーとですね…………その……あの……。……えと……」

「…………」

　彼女のピンチを見事に救った僕のゲームブレインは……しかし今や、些さ細さいな攻こう略りやく情報の一つさえも、提供してはくれないのだった。




　　　　＊




『…………』

　星ノ守さんと二人、閑かん散さんとしたバス停のベンチに並んで腰こし掛かける。夕ゆう陽ひに照らされた背中がじんわりと温かい。

　あの後、どうにか僕の訪問意図を伝えると、彼女は戸と惑まどいながらも、帰りのバスが出るまでならという条件で話を聞いてくれるということになった。彼女が遅おそくまで残っていたのは、どうやら地元行きのバス本数が少ないせいらしい。

　こうして、僕もバス待ちに付き合うことになったわけなのだけれど……。

「（やばい……教室で軽くやりとりしてこの方、まともに喋しやべれてないや……）」

　歩いている時はまだ良かったけど、いざ座って落ち着くと、いよいよ沈ちん黙もくが重たくなってくる。とはいえゲーム話題にいきなり入るのもどうなんだろう。とりあえず僕は当たり障さわりない会話から始めてみることにした。

「バス……あと何分ぐらいで来るんですか？」

　僕の質問に、星ノ守さんはなぜか少しびくんと怯おびえ、少し詰まりながら応じてくる。

「……えとえとっ、じゅ、十五分ぐらい、です。……でも……まちまち……」

「なるほど、本数少ない上に到とう着ちやく時間もアバウトだなんて、大変ですね」

　こくり、と無言で頷うなずく星ノ守さん。

『…………』

　…………うん。なんか、会話が終わってしまった。星ノ守さんが本当に無口かつ喋る言葉も短めっていうのはあるんだけど、そもそも、話しかけた側たる僕のトークスキルだって絶望的すぎる。天道さんや上原君と喋っていくらかマシになったかと思っていたけれど、勘かん違ちがいだったようだ。あの二人が偉い大だいなだけで、僕は微み塵じんも成長していない。

　とにかく、なにはともあれ自己紹しよう介かいからだと、僕はぎくしゃくと喋り出す。

「あ、ご、ごめんなさい。今いま更さらだけど、ぼ、僕は、Ｆ組の、雨野景太っていいます」

「雨野……さん、です、か」

「は、はい。えとそれでですね……えーと……」

　……上手い導入が全然思い浮かばない。そりゃそうだ。仲良くなる目的ですとか言えるか！　マイルドな表現をしようにも、僕の対人スキルの低さをみくびって貰もらっちゃ困る。

　……悶もん々もんと考えた後、僕はもう諦あきらめ、直球で、素す直なおに本題を切り出すことにした。

「星ノ守さんは……ゲームが、好き、なん、です……よね？」

　同学年なんだし、本当はタメ語で行くべきなんだろうけど、僕にそんな甲か斐い性しようはない。

　質問を受けた星ノ守さんは、こくりと頷くだけで応じてきた。……ワカメを思わせる髪かみに隠かくれた瞳ひとみが、なにやら僕を不ふ審しんそうに見つめている。

　その視線に焦あせりながらも、僕が、どう話題を展開したものかと頭を悩なやませていると。

　意外にも、今度は星ノ守さんの方から僕に喋りかけてきた。

「あのあのっ！……や、やっぱり、ゲーム部の方、ですよね？」

「へ？」

　その意外すぎる言葉に反応できずにいると、星ノ守さんはなぜか僕に頭を下げてくる。

「すいません。何度来られても……じ、自分、ゲーム部に入る気は…………」

「え、ちょ、ちょ、ちょっと待って下さい！」

「？」

　僕の焦った様子を見て、首を傾かしげる星ノ守さん。僕はまず誤解を解こうと声を張る。

「僕、ゲーム部じゃないですよ。えと、誘さそわれたことはありますけど……」

「？　じゃあ、兵ひよう部ぶさんや……天道さんとは、関係ない、ですか？」

「？　兵部さんってのは分からないですけど……天道さんからは、僕も以前ゲーム部に誘われました。でも星ノ守さんと同じで、その、断っちゃってたり……」

「…………え、自分と同じ……」

　少し驚おどろいたように目を見開く星ノ守さん。しかし、驚きたいのはむしろ僕の方だ。まさか、そんな部分にまで共通点があっただなんて。

　とりあえず互いのゲーム部との関係について詳くわしく確認しておくことにする。まず僕が天道さんとの経けい緯いを大ざっぱに説明すると、それを受けて、星ノ守さんがどこか、少し頰ほおを紅潮させて前のめりで話し出した。

「じ、自分もそうです！　一年生の兵部さんって子に誘われて……えとえとっ……一回、見学に行って……でもでもっ、そのあのっ、なんていうか……」

「あ、ゆっくりでいいですよ」

　ニッコリと笑って促うながす。まるで、天道さんと喋ってた時の自分みたいで、星ノ守さんの挙動は妙みように微笑ほほえましい。……まあ、僕なんかが上から視点なのはおこがましいけど。

　星ノ守さんは少し恥はずかしそうに身を引いた後、改めて喋り出した。

「……自分、ゲーム部、断ってしまって……。……理由は……その……」

　なんだか酷ひどくもどかしそうに言葉を探す星ノ守さん。僕はもしやと思い、こちらから訊ねる。

「なんか、星ノ守さんの思い描えがく『ゲーム』と、実際の活動内容が違った……とか？」

「！（こくこく！）」

　僕の言葉にハッとして、何度も頷く星ノ守さん。僕はそれに嬉うれしくなり、思わず勢い込んで言葉を続けてしまう。

「ゲーム部は確かに凄すごく立派なんだけど、なんだろ、僕らには眩まぶしすぎるというか……」

「！　で、ですです！　ひ、人とゲームするの楽しいし、競きそったりもするけど……。で、でもでもっ、自分、一番になりたいとかじゃ全然なくて……」

「分かる！　でもゲーム部って、やっぱり、立派な『部活動』なんだよね」

「（こくこく！）だから、誘ってくれた兵部さんとか……クラスメイトのよしみで、もう一回声かけてくれた天道さんには、凄く申し訳なかったけど……でもでも……」

「うん……僕らの拠より所どころたるゲームに関してだけは、ちょっと譲ゆずれない……よね」

「……はい……」

　気付けば僕らは、いつの間にか少しだけ砕くだけた雰囲気になっていた。上原君が想定していた以上に、僕らは、根っこが同じ人種だったようだ。

　すっかり緊きん張ちようが解けた僕は、自然に本題の方に話をシフトさせていく。

「僕さ、ぬるーいゲームとかも結構好きなんだ。作業感たっぷりのアプリとか……」

「は、はいっ、分かります。ぼんやり楽しいっていうのも、大事ですよね！　でもでもっ、だからって、簡単なゲームだけが好きってわけでもなくて……」

「そうそう、シビアなゲームもそれはそれで好きなんだよね。ローグライクとか……」

「えと、ＲＴＳとか海外製ハクスラとか、ＦＰＳだって大好き……ですよね？」

「勿もち論ろん！　ま、僕、全然上手くないけどね」

「はいっ、自分も全然上手くないですけどね」

　二人、思わずくすくすっと笑い合う。

「（こんな風にゲームの話ができる人がいただなんて……今日はなんていい日なんだ）」

　僕は今、しみじみと幸せを嚙かみ締しめていた。天道さんに初めて声をかけられた日も幸福に舞まい上がったけど、今日のこれもまた、あの時とは違った意味で、至福だ。

　見れば星ノ守さんもまた、最初は俯うつむき加減だった表情をすっかり明るくして、僕の方を高こう揚ようした様子で見つめてきてくれている。

「星ノ守さんって、意外と……って言ったら失礼だけど、喋る人なんだね」

「いえいえっ、そんな、全然です。でもでもっ、あの、親しい相手の時だけ饒じよう舌ぜつで……」

　やばい、そこも僕と同じすぎる。どうりで話しやすいわけだ。そして口くち癖ぐせなのか、時折出る「あのあのっ」とか「でもでもっ」という繰くり返し音から一いつ生しよう懸けん命めいさが感じられ、妙に人の心を和なごませる。僕はほっと息を大きく吐はきながら切り出した。

「いやホント、なんだか凄く安心したよ。こう、星ノ守さんって、変に異性って感じしすぎないから──って、あ。こ、これも失礼か。ごめん」

　僕の言葉に、星ノ守さんは苦く笑しようする。

「いえいえっ！　自分、こんな喋り方なんで、当然ですよ！　あの……どうも、女の子言葉っていうのに、慣れないままできてしまいまして……『私』っていうのも恥ずかしいぐらいで。で、でもでもっ、だから、それが良いって言って貰えると、凄く嬉しいです」

　照れながらもニコッと笑ってくれる星ノ守さん。……じーん……。

「（こんな僕と、楽しそうに喋ってくれるなんて……やばい、少し泣きそうだ）」

　高校入学以降……いや、僕の人生のある意味悲願たる状じよう況きように、感動を禁じ得ない。

　がその瞬しゆん間かん、ふと、道路の先の方からバスがやってくるのが見えた。

「あ、星ノ守さん、バス、あれかな？」

　僕が凄く残念に思いながらも告げると、星ノ守さんは確認の後、「あ、はい、あれです……」と少し表情を曇くもらせがちに応じた。

「（ま、仕方ないよな。また今度喋ればいいわけだし……）」

　そう思いながら、「じゃ今日はこれぐらいで……」と僕は腰を上げる。星ノ守さんも「うん……」と応じ、立ち上がると同時にバスが停留所に止まり、先頭側の入り口を開けた。

　あまりしっかり見送っても星ノ守さんが気まずいかなと、僕はバスに背を向け、学校の方へと歩き出す。

「（ああ、勇気出してよかったなぁ。またゲーム話してくれるかなぁ、星ノ守さん……）」

　背後でプシュウッとバスドアの閉まる音が鳴り、続いて、発車したバスが僕を追い越こしていく。星ノ守さんいるかなと窓を見るも、反対側の席なのか、見つけられなかった。

　陽気のせいだけではないぽかぽかを胸に感じながら、校舎への道を一人歩く。

　──と、ふと、背後からトテトテッと誰だれかが駆かけてくる気配が感じられた。おかしいな、この辺にはさっきまで誰も歩いてなかったのにと振ふり返ると、そこには……。

「え……あ、あれ、星ノ守さん!?」

「あ、雨野さん」

　僕の方に駆け寄ってきた星ノ守さんは、恥ずかしそうに目を伏ふせ、正面で鞄かばんを持つ手をもじもじと動かしながら、勇気を精せい一いつ杯ぱい振り絞しぼった様子で僕に喋りかけてくる。

「あ、あのあの……じ、自分のうちの方面行くバスは……あまり、なくて……ですね」

「う、うん、知ってる。え、だ、だから今の待ってたんだよ……ね？」

　わけが分からないという混乱半分と、何かを期待する気持ち半分で、胸がバクバクと脈打つ。

　僕が黙だまって次の言葉を待っていると、星ノ守さんは長い前髪越しでも分かる程ほど顔を真っ赤にさせながら……叫さけぶように、提案してきた。

「あのあのっ、次のバスが来るまでの一時間っ、自分と、喋ってくれませんかっ！」

　その言葉と、星ノ守さんの可愛かわいらしさに、一瞬呆ほうけてしまうも。

　僕は慌あわてて、こちらも顔を真っ赤にしながら勢い込んで応じる！

「よ、よろこんで！」

　なんか飲み屋みたいになってしまった。行ったことないけど。

『…………』

　互たがいのあまりのぎくしゃく度合いに、思わず、少し笑ってしまう。

　僕らはとりあえず二人で校舎に戻もどると、Ａ組に相変わらず誰もいないのを確認して、改めてそこで駄だ弁べり始めた。

　やはり話せば話す程星ノ守さんと僕の趣しゆ味み嗜し好こうは驚く程に共通していて、ともすれば生き別れの兄妹きようだいかなんかじゃないかと思える程だった。まあ実際血の繫つながった弟は、僕と全然趣味嗜好が違ちがうわけだけれど。聞けば星ノ守さんにも似たようなハイスペック妹がいるらしく、そういう点においても、僕らはいっそ気味が悪い程に似ていた。

　中でも特にゲームに関しては、過去にやっていたゲームから、そのスタンス、プレイスタイルに至るまで、まんま生き写しと言っていいぐらいの一いつ致ちを見せており。

　五十分も喋しやべった頃ころには、最も早はや最初の緊張はなんだったのかというぐらい、近しく馴なれ馴れしい関係性を築いてしまっていた。

　僕は、最早上原君どころか、弟に対する以上の砕けた態度で彼女に喋り掛ける。

「そういえばさ、チアキ。さっき《イージスⅧ》やってたけど、やっぱり好きなの？　イージスシリーズ」

　最早まさかの、女子を名前呼びである。僕らしくないにも程がある。が、対するチアキはチアキで……。

「もちろんです！　あ、そうそうっ、さっきはホント助かりました、ケータ」

　チアキの方もすっかり僕のことを名前呼び捨てで、その光景たるや最早、結けつ婚こん間近の円満カップルレベルだが、まあ気が合うってそういうことだろう、うん。

　…………。

　……いや、冷静に考えればいくらなんでもおかしい急接近ぶりなのだが、そこは、互いにこれまで全然友達いなかった同士。突とつ然ぜん理想過ぎる喋り相手が出現したこの現状において、二人とも脳内麻ま薬やくでもドバドバ出たのか、一種の酩めい酊てい状態にあったらしい。

　僕らはまるで酒でも飲んでるかのように紅潮し、高揚した状態で、会話を交かわし続けた。

　……ある意味、これが本当の「夢の様な一時」というヤツなのだろう。

　僕らは次のバスの時間など完全に忘れ去りながら、距きよ離りの近い会話を続ける。

「それにしても、イージスシリーズは傑けつ作さくだよねぇ、チアキ！」

「うんうんっ！　あのシリーズ自分も大好きです！　特に素す晴ばらしいのは、やはり……」

「うん、なんといっても……」

　二人顔を見合わせ、どうせここでもガッツリ気が合うんだろうという期待の下もと、同時に、イージスシリーズの魅み力りよくを叫ぶ。




「音楽ですよねぇ！」「キャラだよね！」




　…………。……あれ？

『…………』

　……二人、ぽかんと顔を見合わせる。……おかしいな。今、なんか、意見食い違ったような……。い、いや、そんなはずないよな、うん。

　僕は少し歪いびつな微び笑しようを作り、とりあえずチアキの方に話を合わせていく。

「あ、ああ、確かに、音楽も最高にいいよねぇ、あのシリーズ」

「う、うんうんっ、ですよね。あのシリーズの魅力はなんといっても音楽！　音楽で表現される素晴らしい幻げん想そう性！　それがあってこその、統一された世界観構築なわけです！」

「まったくその通りだねぇ」

　そこは僕も全く異論がない。イージスシリーズの音楽は確かに素晴らしい。しかしそれと同時に、あの世界観の根幹を支えているのは、やはりその素晴らしいキャラ造形──




「唯ゆい一いつの欠点は、若じやつ干かんの『萌もえ』要素が混入した、キャラクター造形ですよねぇ」




「あ？」

「は？」

　一瞬の、時間が止まったような感覚。僕はなんとか微笑を作り、「いやいや」と笑った。

「なに言ってんだよ、チアキ。魅力的な現地ヒロイン達あってこその、イージスシリーズじゃないか」
















　僕の発言が理解できないといった様子で、首を傾かしげるチアキ。

「？　ま、またまたっ、ご冗じよう談だんを。なに言ってるんですか、ケータ？　ヒロインに関しては、イージスシリーズ唯一の欠点じゃないですか。特に後期シリーズは『萌え』に走りすぎです。『萌え』要素って、ゲームを駄目にする筆頭要素じゃないですか」

「は？　え、なに言ってんの？『萌え』は全すべてのメディアにとっての最高のスパイスでしょ。中ちゆう核かくとさえ言っていい。そりゃ、配分間違えたら大変なことになるけど……」

　僕の発言を受け、段々表情が歪ゆがみ始めるチアキ。彼女は必死に笑え顔がおを作りながら告げてくる。

「ちょ、ちょっとちょっとケータ、冗談はそれぐらいにしといて下さいよ。『萌え』なんてゲームにとっては百害あって一利なしの要素じゃないですか」

　それを受け、僕もまた、歪な笑顔で対応する。

「い、いやいや、冗談をやめるのはそっちだろ？『萌え』は、男女どころか非生物にさえ……つまり万ばん物ぶつに宿るものだぞ？　どんなに硬こう派はな作品にだって見み出いだせる、素晴らしいエンタメ要素。それこそが『萌え』だろう」

「……はぁ？」

「……あん？」

　…………。




　──教室の温度が、突然、二度は上がった気がした。




　　　　＊




「お、お、大おお喧げん嘩かしただぁ!?」

　上原君の素すっ頓とん狂きような大声に、朝の二年Ｆ組から一いつ瞬しゆん喧けん噪そうが消える。

　僕は周囲の視線を気にしながらも、頰ほおを搔かきつつ小さくぽつりと応じた。

「うん……まあ……」

「な、なんでそうなんだよ……」

　ドスッと僕の前の席に腰こし掛かけながら、威い圧あつするように机に右みぎ肘ひじを置いてくる上原君。

　クラスメイト達の視線がどうにか散り始めたところで、僕は上原君から視線を逸そらして外を見ながら答える。

「……価値観の相そう違いっていうか……」

「はぁ？　おいおい、星ノ守はゲーム好きのぼっち女子っつー話だったろ。なんだ？　まさかあっちはＢＬゲー専門の腐ふ女じよ子しとかだったのか？」

「いやそういうわけじゃ……好きなゲームは殆ほとんど完全に一致していたというか……ゲームに対する嗜好はドッペルゲンガーレベルで共通していたというか……」

「？　えーと、じゃあ、あっちは意外とリア充じゆうだったり、もしくは性格が妙みようにいけ好かなかったりとか……そんななのか？」

「いやそこも……僕とほぼ同じ境きよう遇ぐうで、これまたドッペルゲンガーレベルで話が合ったというか、喋り方は正直少しオタク的だけどその分異性を意識しすぎなくて凄すごく楽だったし、ぶっちゃけ妙に上からな上原君よりも、全然僕の友達らしいというか」

「ああん？」

「上原君大好き」

　にっこりと作り笑顔をしてみるも、それはそれでキモかったらしく、えらく上原君の不興を買ってしまった。彼が顰しかめ面つらで訊たずねてくる。

「全っ然話が見えてこねぇんだが。んだよ、じゃあお前ら、超ちよう気が合うんじゃねーの？　最早友達どころか、運命の人レベルの勢いじゃねーか」

「うん……まあ、そうなんだけど……ね。実際、最初は凄く話が合ってたし……」

　上原君が本当に理解できないといった様子で首を傾げた後、話題の切り口を変えて訊ねてきた。

「それで、お前らは、一体何に関して喧嘩したんだよ？　よっぽどのことなんだろ？」

「えと……それは……」

　僕は再び上原君から視線を逸らすと、彼が軽～く流してくれるように、小声で告げた。




「…………《萌え》に対するスタンスで……」




「馬っ鹿じゃねえの！」

　即そく座ざに、大音量で全否定されてしまった。クラスメイト達の注目にも構わず、彼は激しい勢いで僕に詰つめ寄ってくる。

「なんだそれ！　なんで初対面の女子とそんな争点で大喧嘩できんだよ！」

「いやぁ、なんだろ……これが上原君と僕の、圧あつ倒とう的てきな対異性コミュ力の差、かな」

「別の意味で尊敬するわ！　たったの一時間程度で、初対面から超気が合う運命の人、そして世紀の大喧嘩をするまで関係が進展させられるそのスピード感、俺にはねぇわ！」

「ギャルゲーの分かりやすい選せん択たく肢しでも、深く考えすぎて割と素で間違う僕ですから」

「なんかお前に友達できねぇ理由の一いつ端たんが見えたぞ！」

　激げき昂こうの後、完全に呆あきれた様子で溜ため息いきを吐ついてぐったりと机に突つっ伏ぷしてくる上原君。

「天道といい、星ノ守といい……どうしてお前は、理想のゲーム好き女子とこそ、激しくモメんだよ……」

「たとえ相手が女の子だろうと、僕、ゲームに関してだけは絶対譲ゆずれないんだ！」

「なんつー駄だ目めな男気！　ぼっちオタ童どう貞てい野や郎ろうが変なプライドこじらせると、こうなっていくのか！」

「……ね、ねぇ、上原君。さっきの僕の『譲れない』発言、なんかちょっと格好好よくなかった？　これが小説だったら、一行空けて強調する勢いの名言──」

「お前、ホント、そういうとこだぞ！　キモすぎる！」

　なんか上原君にガッツリ怒おこられてしまった。……おかしいな。僕の、こういう、無駄に信念あるとこ、案外美徳なんじゃないかと最近思っていたんだけれど。どうも、完全に勘かん違ちがいだったらしい。難しいな、人間って。

　上原君が完全に失望の眼まな差ざしで僕を見つめている。僕は、少しだけ反論させて貰もらうことにした。

「そ、そりゃ、天道さんとのことに関しては、完全に僕が悪かったのは認めるけどさ。今回に関しては……チアキと僕、フィフティーフィフティーだと思うよ」

「っつうか名前呼びかよ。一日でどんだけ関係深まってたんだお前ら。……まあそれはさておき、確かに大喧嘩っつーからには、あっちも言い返してきているわけだもんな……」

「勿もち論ろん。ちなみに喧嘩の内容を大まかに言うと、要は、ゲームや他メディアにおける《萌え》要素のアリナシ論争。僕は、大いにアリ派。あっちは、百害あって一利無し派」

「うん、そのテーマで大喧嘩できるあたり、お前ら、超気が合うことは分かった」

「やめてよ！　あんなのと気が合うなんて、吐はき気けがするね！」

「どんだけ関係こじらせたんだよ！　最も早はや離り婚こんした夫婦レベルじゃねえか！」

　僕がムスッと腕うでを組んで黙だまり込むと、上原君は深く深く嘆たん息そくし……そして、えらく面めん倒どうそうな様子で僕を見つめてきた。

「まあなんだ……とはいえ、基本的には気が合うんだろう？　だったら、お前の方から軽く頭下げて仲直りしろよ」

「はっ、そんな生いき恥はじを晒さらすぐらいなら、切腹した方がマシぜよ！」

「キャラ的に全く似合わない武士の覚かく悟ご見せるぐらいイヤなのかよ！……はぁ、分かった分かった。じゃあ、今日の放課後は、俺も一いつ緒しよに行ってやるからよ？　な？　間に一人入れば、お前らも、ちょっとは冷静に話し合えるっつーもんだろ？　な」

「……………………まあ、上原君がどうしてもと言うなら、やぶさかではないで候そうろう」

「うん、今俺も、お前の友達やめたくなったわ。なったけど、正直お前と大喧嘩する星ノ守には超興味出てきてるから、放課後付き合ってやるよ」

　上原君はそう言うと、実に気け怠だるそうに肩かたを揉もみながら自分の席へと戻もどっていく。

「（……まあ、確かに、上原君が間にいれば、多少は互たがいに譲じよう歩ほできるかも……な）」

　僕だって、別にチアキと喧嘩したくてしているわけじゃない。仲良くできるなら、まあ、それが一番だ。うん。

　僕は放課後に淡あわい希望を抱いだきつつ、ソシャゲを再開させたのだった。




　　　　＊




　結論から言うと、全然駄目だった。

「はぁ!?　ちょっと何言ってるのさっ、ケータ！《萌え》に走りすぎた日本のゲーム業界と、ゲーム性やドラマ性を追究した海外のゲーム業界！　今どっちに勢いがあるかなんて、少し考えれば分かることだよねぇ!?　ば、ばーかばーかっ！　まったく、これだから視界の狭せまいちびっこさんは……」

「ちょ、ちょっとちょっと、チアキさんよぉ。じゃあ聞くけど、海外製のゲームやってて『これであと女の子さえ可愛かわいければな……』と思ったことが微み塵じんもないの？　いやあるでしょ？　たとえ恋れん愛あいがどうとかじゃなくても、『萌え』や『可愛さ』ってのは重大な一要素なんだよ！　そんなことにさえも理解が示せないだなんて、これだから心の狭いワカメ頭は……」

「はいぃ？」

「ああん？」

「待ーて待て待て待て！」

　メンチを切り合う僕とチアキの間に、上原君が割って入ってくる。

　仕方なく僕は悪態をつきながらも引き、チアキは……。

「……は、はい、上原さん……」

　頰をぽっと赤く染めながら、すごすごと引き下がる。……人見知りだからとか、元来気弱だからとかもあるが、この反応は確実にそれだけじゃない。これは……。

「ふーん、イケメンには惚ほれても《萌もえ》は認めないんだね、チアキ」

「はいぃっ!?　そそっ、それとこれとは関係ないでしょ!?　ってかてか、べ、別に惚れてなんて……そ、そんな……ぜぜっ……全然……」

　チラチラと上原君の方を窺うかがいながら、目が合うとカァッと頰を赤くして俯うつむくチアキ。

　僕は呆れて嘆息した。

「（まあ……言い争いしている間、中立とは言いつつも、基本上原君はずっとチアキの肩を持ってたしな……。無理ないか。イケメンだし）」

　なんか面おも白しろくなく思っていると、上原君が、明らかに疲つかれた顔でフォローを入れてくる。

「なんでお前ら、すぐ喧けん嘩か腰ごしになるんだよ……。っつーか、互いの容姿批判まで入り出してんじゃねえか。それは駄目だぞ。まあ雨野は確かに童どう貞ていチビだけど」

「おい」

　全然中立じゃない友人を睨にらむ。彼は僕を無視して、ニコッとチアキに笑いかけた。

「星ノ守のその髪かみ、俺はかなり好きだぜ。天然の癖くせっ毛女子っていいよな。パーマじゃ絶対出せない味があって。何がワカメ頭だっての。ったく……」

　そこは割と本気で言っているらしく、呆れたように僕を睨んで頭を搔く上原君。……ぼ、僕だって、別に、そこまで悪く思ってなかったけど、売り言葉に買い言葉でつい……。

　チアキは、ぽーっと上原君の方を憧あこがれの眼差しで見つめる。……その様子たるや、少し前の、僕が天道さんを見る目そのものだ。

「（まあ気持ちは分かるけど……実際、僕も上原君、好きだし）」

　なんだろ、彼にはオタクを引きつける魅み力りよくでもあるのだろうか。当人は全然嬉うれしくないだろうけど。

　僕らは現在、Ｆ組の後方席、一つの机を三つの椅い子すで囲むように座っている。が、当然ながら僕とチアキの距きよ離りは離はなれており、その真ん中では上原君が机に肘ひじをついていた。

　放課後の話し合いが開始して既すでに四十分。最初からフルスロットルで昨日の喧嘩の続きを始めた僕ら。そうして、たとえ上原君が間に入ろうと、彼に対する好感度が上下するだけで、まるで好転の兆きざしを見せない二人の関係性。

　そんな泥どろ沼ぬますぎる状じよう況きように、遂ついに痺しびれを切らした様子の上原君が呻うめいた。

「なんでお前ら、そんな仲悪いんだよぉ。言っちゃ悪いかもだけど、俺から見たら、超同族だぜ、二人。実際、喧嘩内容が微塵も理解できねぇ俺から見たら、ある意味、すっげー仲良さそうでさえあるっつーか…………って、そんな露ろ骨こつに嫌いやそうな顔すんなよ！」

　僕らの表情に気付いた上原君が喚わめく。僕は再び、チアキの方を見た。ワカメの隙すき間まから彼女が睨み返してくる。…………。

「視線でバチバチやりあうな！　あー……たく、もう！」

　わしゃわしゃと髪を搔かきむしる上原君。仕方なく、僕らはチラチラと視線を合わせた後、喧嘩腰ではない会話を、開始してみた。

「…………《イージスⅧ》、どこまで行ったの？」

　まず僕から切り出す。ワカメ……じゃなくてチアキは、視線を逸そらしながら応じた。

「……そのその……え、《エルフの隠かくれ里ざと》まで……」

　その言葉に、僕は思わず前のめりで食いつく！

「ああ、あそこまで行ったんだ！　あそこはシリーズ屈くつ指しのいい村ＭＡＰだよね！」

　僕の言葉に、チアキも興奮した様子で返してくる。

「うんうんっ！　だよねだよねっ、すっごいいいよね、あそこ！　エルフが住む村の表現は色々あったけど、中でもあそこまで幻げん想そう的な雰ふん囲い気きと、理知的な空気を併あわせ持った村ＭＡＰはそうそうお目にかかれないよ！」

「だよね！　それでいて、人にん間げん嫌ぎらいの排はい他た的てき集落という要素もどことなく感じさせるあたり、見事な表現と言っていいよ。更さらにそれに一役買っているのが、美び麗れいな──」

「ただただっ、唯ゆい一いつ残念と言わざるを得ないのが、実に不快な萌え系の──」

　そこで、二人の声が完かん璧ぺきに重なる。




『エルフの立ち絵グラフィック！』




「…………」「…………」

　ピキッと空気が軋きしむ音。まだ教室に他の生徒がいるにもかかわらず、雑談の隙間が重なったのか、カチッ、カチッと室内に時計の音が響ひびき渡わたる。そして──

『ああん？』

「なんでそうなんだよ！」

　二人、メンチを切り合うと同時に、上原君が大声でツッコむ。

　彼は続けて、僕らに喧嘩をさせる暇ひまも与あたえず、全力で主張してきた。

「基本は九割方、気が合ってんじゃねーかよ！　そこで話終わっとけよ！　なんで残り一割の譲ゆずり合いができねぇんだよ！」

　彼のその主張に……僕らは、フッと苦く笑しようする。

「分かってないな、上原君。僕らは……リア充じゆうゲーム部の誘さそいさえ断る程ほどに、プライドばかりが肥大化したぼっちゲーマーだよ？　そんな僕らにかかれば、ことゲームの醍だい醐ご味みに関してだけは──『譲る』とか、ないんだよ！」

「ケータの言う通り！　愛すべきクソゲーと唾だ棄きすべきクソゲーには、言葉にはできない明確な差があるように！　ぼっちゲーマーにも譲れない一線ってのは、あるんです！」

「お前ら面倒臭くさすぎんだろう！」

　上原君がいよいよ最大級の呆あきれ顔を見せ、半ば状況を諦あきらめる中。僕とチアキは彼が止めに入らないのを良いことに、存分に喧嘩を堪たん能のうし。

　気付いた時には、彼を放置したまま、また二十分ほど経過してしまっていた。

　未いまだに喧嘩は続行中だったものの、僕は、廊ろう下かからひょこっと教室を覗のぞき込んできた上原君のカノジョ……アグリさんを見つけて、ハッと気をとりなおす。

「（あ、なんかカノジョと約束あるから、五時までとかって言ってたっけ）」

　そんな言葉を思い出し、僕は口喧嘩を中断する。チアキが首を傾かしげる中、上原君はふとスマホに目をやり、「やっべ」と呟つぶやくと、僕がアグリさんの来訪を知らせる間もない程に、焦あせって荷物をまとめ始めた。

「わりっ、今日はもう切り上げていいか？　いや二人で続けて貰もらっても構わねーが──」

『絶対いやです』

「だよな。俺ちょっと五時に玄げん関かんで待ち合わせしていてよ」

　あれ？　玄関で？　アグリさん迎むかえに来ているけど……あ、上原君から見えないか。

　僕は忠告しようとするも、焦った上原君はなかなかこちらにターンを与えてくれない。

　彼は準備を終えると、最後にチアキの方を見つめた。チアキが、頰ほおを赤くしながら背筋をピンと伸のばす。

「（……あ。そういや、上原君がカノジョ持ちだって言った方が良かったのかな？）」

　いやでも、いきなりそんな紹しよう介かいも変……だよな？　気を遣つかいすぎていて気持ち悪いっていうか……でもこういうのって早い方が……いや、僕が気にする必要ないよな、うん。

　アグリさんのことを言うのも忘れて考えていると、上原君がチアキに笑いかける。

「じゃあな、星ノ守。今日は変なことで呼び出してごめんな」

「い、いえいえっ、そんな……全然です……」

　照れて目を伏ふせるチアキ。──とその瞬しゆん間かん、様子を見守っていたアグリさんの表情が露骨に変わる。……あ。

「（上原君が呼び出した発言……頰を染める、明らかに好意ありのチアキ……）」

　僕の心が若じやつ干かんざわつき出す中、上原君は爽さわやかスマイルで続ける。

「でも、割と楽しかったぜ、俺。星ノ守のゲーム話も、かなり面白ぇし」

「あわあわっ。えと……えと……あ、ありがとうございます……」

　照れ照れとチアキ。明らかにショックを受けている様子で、わなわなとし始めるアグリさん。あ、あの、ちょ、これ……。

　僕は上原君に状況を伝えようとするも、人生初めての修しゆ羅ら場ば遭そう遇ぐうに、口があわあわして上手く動かない。

　そうこうしている間に、上原君は──極ごく上じようのイケメンスマイルと共に、とどめの一言を、放ってしまった。

「ああ、そうそう。あと星ノ守さ。今の髪もいいけど、その髪質だと、もっと短い方が正直断然似合うと思うぜ？　なんてったって──素材が抜ばつ群ぐんに可愛かわいいんだしよ！」

　ずきゅーん。

　色んな意味の、様々な弾だん丸がんが、各方向にショットガンの如ごとく散ったのが見えた。

　一つは、チアキの胸を撃うち抜ぬく恋こいの弾丸。

　一つは、僕の「あわあわ」感を加速させる恐きよう怖ふの弾丸。

　そしてもう一つは……。

「…………」

「（ああっ！　アグリさんがフラフラと何処どこかにぃぃぃぃぃい!?　）」

　もう一つは、アグリさんの胸に風穴空ける、超ちようド級の傷心弾丸！

　僕は咄とつ嗟さに上原君の顔を見やる。実に爽やかな笑え顔がおだ。下心なんか微み塵じんも感じられない、特上の笑顔。それもそのはずだろう。実際、彼には下心がなかったのだから。

「（僕にアドバイスするのと同じノリだぞこれ！　高校デビュー成功させた彼なりの、僕らと同類たるチアキへの、純じゆん粋すいなエールだ！）」

　しかし無む邪じや気き故ゆえに、その笑顔破は壊かい力はＭＡＸ！　チアキを完全に恋に落とすのには充分。更に……更に、彼が、最近どうもぎくしゃく気味で困ってると語るカノジョ……アグリさんにトドメを刺さすのにも、充分すぎる弾丸！

「雨野も、また明日あしたな。じゃーなー」

　そう言って爽やかに去ろうとする上原君。……やばい、このまま行かせたら、傷心状態のアグリさんとすぐに会って、下手すると取り返しのつかないことに……！

「あ、あの！」

　気付いた時には、僕は、大声を上げて立ち上がり……そして、自分の鞄かばんをひっつかみながら、あらぬことを叫さけんでいた。

「あ、アグリさん、今日はやっぱり会えないって！」

「……は？」「？」

　首を傾げる上原君とチアキ。上原君が訊たずねてくる。

「……ええと、なんで雨野が、それを俺に……？」

　やばい。完全に無策だった。ただ……ただ、このまま二人を会わせるのは絶対まずい！　恋れん愛あいとか全然駄だ目めな僕だけど、それだけは流石さすがに分かる！　なにより……この勘かん違ちがいは、七割ぐらい、僕の責任な気がする！

　僕は腹を括くくると、勇気を持って……出任せの噓うそをついた。

「あ、アグリさん、きょ、今日は、僕に、ちょっと相談あるらしくて！」

「!?」

　上原君がギョッとする。やばい、いくらなんでも、変な噓すぎた。これはマズイ。

　僕はこれ以上喋しやべるとどんどんボロが出ると踏ふみ、慌あわてて駆かけだした。

「じゃ、じゃねー！　もしよかったら、後は、二人で喋って！」

「あ、おい！」「え、ちょちょっ……」

　背後で明らかに戸と惑まどっている様子の二人。そりゃそうだ。僕もワケ分からないもの！

「（と、とと、とにかくアグリさんだ！　アグリさんに追いつかないと！）」

　僕は急いで廊下をダッシュするも、アグリさんの背は一向に見えてこない。やばい、僕、彼女の連れん絡らく先さきとか知らない。先に上原君とコンタクトとられて、更に別れ話でも切り出された日にゃ…………うわぁあ!?　僕は大事な高校初友人になんてことをぉぉおお！

　焦りながらも廊下を駆け抜けていると、ふと、遠目にも目立つ金きん髪ぱつ美少女を見つけた。

　彼女の方も僕に気付いて、なぜか動どう揺ようを見せる中……僕は、背に腹は代えられないと、勇気を出して声をかけた。

「天道さん！」

「あ、雨野君。この前は……えと……多分私の勘違いでその……」

　なにやら珍めずらしくモジモジしていらっしゃるが、今はそれを気にしている余よ裕ゆうがない！

　僕は焦って彼女に訊たずねた。

「天道さん！　今、女の子とすれ違ったりしなかった!?　こう……なんだろ、凄すごくギャルっぽいけど、それが普ふ通つうに似合ってて凄い可愛い感じの……」

「え？　あ、ええ。そんな容姿の、ちょっと元気ない子なら、たった今玄関の方に……」

「！　ありがとう！」

　僕は礼を告げると、即そく座ざに駆けだす。が、状況を摑つかめない天道さんは、背後から、大きな声で訊ねかけてきた。

「あ、雨野君！　どうしてあの女生徒、追いかけているんですか!?」

　どうして、と問われても、説明が凄く難しい。それに今全く余裕がない。

　僕は走りながらも顔だけ振ふり返らせると、端たん的てきな状じよう況きよう説明だけ告げることにした。




「いわゆる、痴ち情じようの縺もつれってヤツですー！」




「!?」

　……ええと、意味、伝わったのかな？　なんか絶句した様子で、鞄をぽとりと落としたけど。……？　まあいいや、今は説明の余裕ないし。実際天道さんも、礼れい儀ぎで僕が急ぐ理由を訊きいただけであって、本当は僕の放課後にそこまで興味なんかないだろう、うん。

　僕はそのまま全力で走り続け、そうして、玄関前まで来たところで、ようやく……。

「アグリさん！」

「？」

　上原君を待つ様子もなく、靴くつを履はき替かえて帰宅しようとしている彼女に追いついた。

　傍そばまで寄ってぜぇぜぇと肩かたで息をする僕を睨にらんで、彼女がぽつりと呟く。

「あ、祐たすく狙ねらいのオタクのキモいヤツ……」

「僕ってそんな認識だったんですか!?」

　どうりでしょっちゅう遠目から睨まれてたわけだ！

　僕が愕がく然ぜんとしていると、アグリさんは、不思議そうにこちらを見つめてきた。……う、まずい、追いついたはいいものの、何から喋っていいのか分からない。あの手のことって、ちゃんと順を追って説明しないと、ただ僕が友情から男友達をかばっているだけみたいに思われるかもだし……ここは……うん。

　僕は意を決すると、アグリさんの……意外と清純派な顔立ちを見つめて、告げた。




「ぼ、僕と、ちょっと、おお、お、お茶でも、しませんか！」




「────は？」

　……どうも最近、僕は、ナンパしてばかりな気がしてなりません。




　上原祐




「ふぁ……」

　既すでに今日何度目になるか分からない欠伸あくびを嚙かみ殺す。いつもは徒歩やチャリ通のところ、珍しく利用してみたバス車内は、見知った顔はおらず座席もガラガラだ。俺は背もたれに深く埋うもれると、軽く目を瞑つぶって溜ため息いきを吐ついた。

　どうも最近、寝ね不ぶ足そく気味なことが多い。おかげで体調はボロボロ。立ちっぱなしの全校集会でもあろうものなら、なかなかに危ない状況だ。それもこれも……。

「（全部雨野のせいだ……）」

　以前とは似て非なるヤツへの負の感情がむくむくと湧わいてくる。そもそも、アイツが薦すすめるゲームが悉ことごとく面おも白しろいのがいけない。……いや訂てい正せい。《のべ》のゲーム以外、全部面白いのがいけない。俺は実際娯ご楽らくに関しては割と自制が利くタイプだが、それにしたって、良作ＲＰＧの終しゆう盤ばん戦せんなんかは徹てつ夜やしてでも駆け抜けずにはいられないわけで。

　ただ、今日の寝不足に関しては少し違う。雨野の薦めるゲームが原因ではなく、その、雨野自身が問題。……つまりは……。




「（昨日の放課後、雨野と亜玖璃は二人で何してたんだよぉおおおお!?）」




　思わず頭を抱かかえ、何度繰くり返したか分からない考察に再び埋まい没ぼつしていく。

「（そもそも、雨野と亜玖璃って接点なかったよな!?　いや、それこそ俺の知らないところで知り合いだったのか!?）」

　元々亜玖璃は地味っ子だったらしいし、雨野は中学時代はちゃんと友達いたらしいし……あ、案外あり得うる？　でも、二人の出身中学って、かぶってたっけ？

「（で、でもだとしたら、言うだろ、普通。それを言わなかったってこたぁ、やっぱり知り合いじゃ……。……いや、むしろ、おいそれと言えない程ほどの仲だったのか!?）」

　流石のグー○ル先生もお手上げの難問に、俺の気分は深く沈しずみ込んでいく。考えても答えが出ないのは分かっているのだが、だからこそ、考え込まずにはいられない。

　一番楽なのはどちらかに直接訊いてしまうことなのだが……それが実際かなり怖こわい。

　というのも。昨日あれから割とすぐ星ノ守と別れた俺は、空いてしまった放課後の時間を潰つぶすように、街中をぶらぶら歩きながら下校したのだが……。

　その際俺は、見てしまったのだ。

　雨野と亜玖璃が──喫きつ茶さ店てんで、談だん笑しようしているところを！

「（あの雨野が、あの亜玖璃と、談笑だぞ!?　おかしいだろう！　おかしすぎんだろう！　雨野が女と二人で喫茶店に入るというイベントの時点で、既に天変地異の前まえ触ぶれレベルの出来事だぞ!?　その相手がよりにもよって、亜玖璃って……）」

　正直、今日はガチで世界が滅ほろぶんじゃないかと思っていた。それぐらい、俺にとってその光景はあり得ないものであり……同時に、邪じや推すいを禁じ得ないもので。

　また、普段はメールやＬ○ＮＥでバシバシ聞いてもいない日常報告をしてくる亜玖璃が、昨日に限ってそれが妙みように少なかった上、完全に雨野のことは隠かくしてやがり。

　そうなるとこちらもわざわざ改まって訊けないわけで……結果、俺は昨夜からずっとぐるぐるしっぱなしなのだった。

　窓の外を、通学路の並木道が流れていく。もうすぐ学校だ。俺はとにかくクラスメイトに会う前には平静を取り戻もどしておこうと、自分に言い聞かせる。

「（だ、大だい丈じよう夫ぶ。雨野と亜玖璃なんて、絶対ないだろ。繫つながりがあるとしても、それは俺を中心としたそれだ。どうせあれだろ……なんか、無駄に鋭するどい雨野が、妙な気を利きかせて亜玖璃に接せつ触しよくしたとか、そういうことだろ。昨日のあいつ、おかしかったし……）」

　うんうん、なんつー合理的な推理。これが真相に違いない。…………。…………。

「（い、いや、待てよ？　雨野と亜玖璃って、根っこで似てるとこあるなーみたいなこと、ちょっと前に俺、思ってなかったっけ？　もしかしたらヤツら、意気投合……するのか？……は、はは、いやまさかな。あの軽い亜玖璃が、雨野なんかに興味あるわけ……）」

　そこまで考えた直後、俺の背筋に突とつ然ぜん電流が走った。

「（ちょっと待てよ。……亜玖璃って、昔の俺を、好きになったんだよな？　昔の俺……つまり、ゲームを楽しくやっていた頃ころの地味な俺。……割と雨野に似ていた俺に！）」

　ふと気付くと、バスは高校前の停留所に停車していた。俺は幽ゆう鬼きの如ごとくふわりふわりと歩き、バスを降り、校舎へと向かう。

　…………。……い、いやいやいや、まさかぁ……。…………。…………。

「あ、あれぇ？　祐？」

「！」

　突然背後から聞き馴な染じんだ声がかけられ、俺はビクンと大おお袈げ裟さに反応して振り返る。

　そこにいたのは、どこかびっくりした顔の亜玖璃、当人だった。

　俺が上手くリアクションできずにいる中、彼女は俺に駆け寄り、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「わー、珍しいねぇ、祐と朝から会うなんて！」

「そ、そそ、そうだな。お、おお、おはよう、亜玖璃」

「うん、おっはよー、祐。えっへへー」

　言いながら、亜玖璃は俺の隣となりに並ぶ。俺は「いつも通り」を装よそおって自然に歩こうとするものの……妙に関節がぎくしゃくとしてしまう。お、俺、普段、どう歩いてたっけ？

　亜玖璃が少し不ふ審しんそうにし出したので、俺は慌てて話題を振った。

「そ、そういや亜玖璃、昨日は何してたんだ？」

「え？」

「（あ……）」

　完全に無思考で話題を振ってしまったが、思えばそこは完全なる地じ雷らい原げんだった。なんつう選せん択たくミス！　雨野かよ！

　俺がダクダクと冷ひや汗あせを搔かき始めていると、亜玖璃は……亜玖璃もまた、どこか動揺した様子で、そろーっと視線を逸そらした。

「え、ええと……と、友達と、突然お茶しようってなって、ご、ごめんねー、祐」

「あ、お、おう。そうメールにも書いてあったっけな……」

「う……うん……」

「…………」

　なんだこの微び妙みような反応！　俺の中の疑念がむくむくと頭をもたげる！　実際昨日、雨野は亜玖璃と会う宣言してたものの、二人の間で口裏合わせみたいなのがちゃんとしてないのか、亜玖璃側はあくまで「友達とお茶」としか言わず、その相手が雨野だとは絶対明かさないため……なんだろう、もんの凄いもやもや感！

「（ど、どど、どういうことだ!?　やっぱりマジで……マジなのか!?）」

　俺の中で、「今の亜玖璃は雨野にちょっと気がある説」が急成長していく。

　いや確かに雨野は喋しやべると普ふ通つうにいいヤツだし……ルックスも悪くねぇし……女の子にはそりゃ一いち途ずだろうし……あの天道さえ惚ほれる、意外と男気あるヤツだけど……って。

「（あれぇ!?　雨野、案外ハイスペック!?　モテるの!?　いやそれはない……よな？）」

　もうなにがなにやらだ。

　俺達は校舎玄げん関かんに辿たどり着くと、互たがいに靴を上うわ履ばきに履き替え、再び合流して二年のクラス群を目指す。そうして、しばらくの沈ちん黙もくの後。今度は、なぜか亜玖璃の方が、珍めずらしく少し緊きん張ちようした様子で切り出してきた。

「た、たた、祐は、昨日、放課後……なに、してたの？」

「へ？　お、俺？」

　意外な質問に、俺は動どう揺ようしながらも昨日を回想し、素す直なおに告げていく。

「ええと……星ノ守と雨野と喋って……。あ、で、雨野が先に帰って……」

「う、うん。えと……それで……」

「で……あ、そうそう、亜玖璃は知らないと思うけど、星ノ守っつうのは、Ａ組の女子な」

「そ、そか。…………ど、どんな？」

　なぜか星ノ守について興味ありげな亜玖璃。……？　天道や雨野の話をするならまだ分かるけど……全く接点ない星ノ守の話なんか聞きたいのか？　変な奴やつだな。

「どんなって……こう、一見くらーい感じの、地味～な、友達いなーいオーラの……」

「ふ、ふぅん……あそう……」

　なぜか髪かみをさっと梳すき、ちょっとドヤ顔風の亜玖璃。……？

「あ、でも、実際喋ってみるとすげーいいヤツで、ゲーム話とか超ちよう面白くて、あと、そうそう、典型的な隠れ美人なんだよ。ファッションで損しまくっているタイプ」

「…………そ、そーなんだぁ……あは……は……」

　今度はなぜかずーんと肩かたを落とす亜玖璃。？　嫉しつ妬とか？　いやまさかな。だって亜玖璃は、天道と俺をお似合いだとか言っちゃう、妙に軽い恋れん愛あい観かんもった女だぜ？　実際。カレシとはいえ俺にそこまで執しゆう着ちやくなんか……。…………。

「？　あれ、祐、なんか落ち込んでる？」

「いや……別に」

　視線を逸らす俺。やばい……バレた。彼女から束そく縛ばくされなくて寂さびしいって、俺、どんだけ女々しいんだよ！　けど、仕方ないじゃんか。なんか最近亜玖璃……妙に可愛かわいいし。

『…………』

　二人の会話が途と切ぎれる。……この半年亜玖璃といた中で、殆ほとんど初めてのケースだった。

　これって……もしかして……。

「（は、破局の前触れ的なアレなのか!?）」

　心の中にダラダラと冷や汗を搔く。なんかよく聞くぞこういうの。互いにどこが嫌きらいになったとかじゃないけど、なんか関係がギクシャクしてそのまま破局ってパターン。これがそれなのか？　倦けん怠たい期きとか、そういうヤツなのか!?

　もうこれ以上ないぐらいに追い詰つめられた心持ちで、二年クラスの並ぶ廊ろう下かに出る。

　──と、次の瞬しゆん間かん、突然見知らぬ女生徒から声をかけられた。

「あ……あのあのっ、上原さん！」

「え？」

　俺と亜玖璃の前方からやってきたその生徒は、ちょっと目を見張る程の美少女だった。

　あどけない顔立ち、それでいて抜ばつ群ぐんのプロポーション、少しくたびれた制服は絶ぜつ妙みような塩あん梅ばいに着き崩くずされ、気け怠だるさと妖よう艶えんさを兼かね備えており、なによりウェーブのかかった髪が魅み力りよく的な──って。

「え、もしかして…………ほ、星ノ守!?」

「（こくこく！）そ、そうです」

　ニコッと微笑む健康的美少女。……お、おいおい。

「（た、確かに、髪短くしたら似合うとは言ったし、あの後、制服もカッチリ着すぎない方がいいとか多少アドバイスしたが……この伸のび率は流石さすがに想定してねぇぞ、おい……）」

　正直かなり困って頰ほおを搔く。実際、男女問わず周囲の生徒からの注目が凄すごい。それこそ、目新しさも高じて天道レベルの注目度数だ。見れば、隣で亜玖璃も啞あ然ぜんとしていた。

　星ノ守が、俺の視線に照れた様子でじっと俯うつむく。……あ、とはいえ、やっぱり中身は星ノ守のまんまだな。

「えとえと……す、すいませんです」

「へ？　何が？」

「そのその、こういうの、ちょっと、いくらなんでも安直で気持ち悪い……ですよね？　すぐアドバイス真に受けちゃって。……で、でもでもっ、がが、頑がん張ばろうかなって……」

「そ、そうか……」

　うん、完全に中身は星ノ守だ。自分への絶対評価が低い、雨野と同じタイプ。まったく、この二人はホント境きよう遇ぐうも中身も似ているのに、どうして仲良くなれないんだ。萌もえの一点さえ主張を譲ゆずれば、完全に運命の人──って。

「（このまま、上手いこと雨野と星ノ守がくっつけば……）」

　亜玖璃の気持ちが俺に戻るんじゃないか、とまで考え、ぶるんぶるんと頭を横に振ふる。なに言ってんだ、俺は。最低か。そういうことじゃねぇだろ、ったく。天道はどうすんだ、天道は。あれはあれで雨野とくっつけてみたいし……って、いやいや、なんで俺が雨野のヒロイン選択を悩なやんでんの!?　っていうか、そういうことでもないだろ!?

　もうホント自分で自分が分からなくなってきた。寝ね不ぶ足そくのせいで少し風邪かぜ気味なのか、感情が高ぶるとすぐに顔が熱くなってくる。ったく……。

　──と、ふと気付くと、なぜだか亜玖璃が俺の顔を一いち瞥べつした後、ぼやーっとなにやら放心した様な表情でスタスタと、自分のクラスの方へと歩いていってしまった。……あれ？

　亜玖璃に声をかけようとするも、俺と彼女が知り合いと認識していないらしい星ノ守が、続けて話しかけてくる。

「えとえと……上原さん。これ……だ、大丈夫でしょうか？　そのそのっ、クラスの人達は勿もち論ろん、両親とか妹にさえ『だ、誰だれ？』みたいなリアクションされるんですけど……」

　星ノ守は、どうもそれが良い反応なのかどうなのか測りかねている様子だった。んなもん、決まり切っているだろうに。ったく、こいつらの自信のなさときたら……。

「いや、大丈夫も何も、すっげー似合ってるぞ、星ノ守。特に髪は、切って大正解。もう雨野もワカメなんて言えねぇさ」

「そ、そうですか？　えへへ……あ、ありがとうございます！」

　少し自信をつけた様子で嬉しそうにはにかむ星ノ守。……こりゃ人気出そうだ。

　──と、そうこうしているうち、星ノ守の背後の方から、てくてくと雨野が登校してきた。俺が星ノ守越ごしに手をあげると、彼は遠目に「おはよー上原君」と挨あい拶さつしながらも……しかしまったく歩みを止めることなく、Ｆ組の方へと向かい。

　そして、俺達とすれ違ちがいざま、どこかフッと馬ば鹿かにした笑みと共に、ぽつりと、星ノ守へ小さく呟つぶやいていった。




「乾かん燥そうワカメ」




「はいぃ!?」

　星ノ守が激げき怒どする中、スタスタと教室に入っていく雨野。あ、あいつ、どんだけ星ノ守嫌ぎらいなんだよ！

　星ノ守も何か言い返したそうにしているものの、流石に朝のＦ組……他クラスへの入室は躊躇ためらわれるらしく、悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏ふんでいた。

「ななっ、なんなんですか彼は！　上原さんは、どうしてケータと友達なんですか!?」

「え？……なんでって……げ、ゲーム貸してくれるから？」

「意外な程ほど浅い友情関係でした！」

　そのまま星ノ守はしばらく雨野への恨うらみ言ごとを俺に吐はき出すも、チャイムが鳴ると俺に一礼して、慌あわててＡ組の方へと去って行った。

　俺も教室へと入り、自分の席につきながら、ぼんやりと考える。

「（しかし……星ノ守、気付いてねぇのかな？　雨野のヤツ、星ノ守の後ろ姿しか見てねぇのに、それでもちゃんとそれが星ノ守だって気付いて、悪態ついてきたの）」

　家族さえも誰か分からない程変へん貌ぼうした彼女に対しても全く態度がぶれないあたり、流石雨野だよなぁと変な尊敬を抱いだきつつも。




　結局すぐに俺の頭は、亜玖璃と雨野の関係性のことで一いつ杯ぱいになってしまうのであった。




　　　　＊




「げ、ゲーム作ってるだぁ？」

「そそっ、そうなんです」

　恥はずかしそうに俯きながら、学校近くの公園のベンチに座り、紅茶味の豆乳をストローで啜すする星ノ守。

　俺はそれを隣となりでボンヤリと見つめながら、あれ、俺今なにしてんだっけと考える。

　星ノ守のイメチェン事変から既すでに一週間。気付けば今や俺は、なぜかすっかり彼女の相談役的ポジションに収まってしまっていた。

　いや最初は、その大おお幅はばなビジュアル変化っぷりに伴ともなうアフターケア的な意味で、その容姿に合うファッション小物程度の相談を受けていただけだったのだが。次し第だいにその悩み相談は彼女の内面的なこと、そして雨野に関する愚ぐ痴ち（これは元々か）にシフトしていき。

　また、最近どうも亜玖璃の付き合いが悪く、俺の放課後予定が急にぽっかりあくため、余計に、いつもバス待ちで暇ひまを持て余あましている星ノ守の相談にかかりきり状態になり。

　そんな調子であれよあれよと一週間が経過した、本日。

　いよいよ、ゲーム制作趣しゆ味みの吐と露ろという、最も早はや俺のカバーすべき範はん囲いをとうに超こえる相談がもたらされたわけで。

「それで、そのそのっ、上原さんに、ゲーム制作のアドバイスも頂きたく……」

「あー…………」

　いや、頼たよって貰もらうこと自体は嬉うれしいが、流石にそろそろおかしいだろう。俺は三ツ矢サイダーの二百ミリリットル缶かんを飲み干すと、力強く脇わきに置いてから切り出した。

「あ、あのさぁ、星ノ守」

「はいはいっ。なんですかっ、上原さん！」

　キラキラとした瞳ひとみで俺を見上げてくる星ノ守。……やべぇ、なんか、いつの間にか俺、こいつに凄ぇ懐なつかれてる？

　俺は少し引きながらも、星ノ守に告げる。

「ゲームに関する相談なら、俺より、身近にもっと適任がいるとお前も気付いて──」

「……ペッ！」

「そんなキャラに似合わない渋しぶい顔で唾つば吐はく程イヤかよ！」

　いや実際に唾は吐いてないのだが、本気で嫌いやそうなのは充じゆう分ぶん伝わって来た。

　俺は思わず嘆たん息そくする。

「お前らさぁ、絶対もっと仲良くできるだろう？　なんでそこまで意地張るわけ？」

　俺の質問に、星ノ守は豆乳パックをベコッと凹へこませつつ応じる。

「意地とかじゃないです。譲れない主張とプライドの問題です」

「うん、それを意地って言うんだけどね」

「べべっ、別に自分は、ケータのことなんてどうでもいいです。なんとも思ってないです。関わりたくもないんです。いっそ異世界に転校して欲しいぐらいです」

「本人若じやつ干かん喜びそうな展開だな」

「でもでもっ、上原さん。……か、彼は今、《イージスⅧ》、どこまで進んだか、分かりませんか？　な、なーんて……」

「めっちゃ気にしてんじゃん！」

「ききっ、気にしてません！　自分はただただっ、ケータより少しでも先にクリアしたり、レアな武器防具の入手ややり込み要素を網もう羅らして、ドヤ顔してやりたいだけですぅ！」

「だから、めっちゃ意識してるよなぁ!?　星ノ守、本来早解きとかしない人だろ!?」

　俺が追及すると、バツが悪くなったのか、星ノ守はポケットからスマホを取り出して、さもメール通知でも来たかのように、そそくさと操作し始めた。……お前、雨野と同じで、基本メールしてくる友達とかいないだろうがよ……。

　軽く覗のぞき込んでみると、案の定、星ノ守はソーシャルアプリをしてやがった。……って、ん？　あれ、このゲームって……。

「雨野もやってる……」

「はいぃ？」

「あ、いや、なんでもねぇ」

　すんごい嫌そうな顔で振り向かれたので、慌てて誤ご魔ま化かす。星ノ守が再び操作を始める中、俺はそぉっとそれを観察する。……と。

「（あ、やっぱり。雨野のやってるヤツだ。ったく、どんだけ気が合うんだよお前ら……）」

　もうホント結けつ婚こんしちゃえよっていうレベルだ。どうしてこんだけ価値観合う二人が、「萌え」に対する意見の違いという、俺から見りゃあまりに馬ば鹿か馬鹿しい争点で決けつ裂れつしなければいけないのか。神様は無む慈じ悲ひ……っつうか、いや、こいつらがアホだ。

　ぼんやりと星ノ守のゲーム模様を見守っていると、ふと、雨野も貰っていた救きゆう援えん要よう請せいとやらが届いた。相手の名前は……《ツッチー》とか言うヤツらしい。…………。……あれ？　なんかそんなプレイヤーネーム、以前どっかで見たような……。

　頭のどこかに引っかかりを感じつつ、更さらにゲームを見守る。どうやら、星ノ守は救援要請を受けるようだ。その受じゆ諾だく画面において、星ノ守のプレイヤーネームも見えた。




「（《ＭＯＮＯ》、か……。へー……。《ＭＯＮＯ》ね。《ＭＯＮＯ》。……。………!?）」




「わわっ、え、う、上原さん!?」

　思わずガッと背後から星ノ守の肩かたを摑つかむと、彼女は慌てた様子で顔を赤くしてこちらを振り返って来た。俺は「わ、わりっ」と手を離はなしながらも、思わずあわあわと訊たずねる。

「ほ、星ノ守。お前……それ……その……《ＭＯＮＯ》って名前で……や、やってんの？」

「え、あ、はい、そうですけど……」

「で……その……今救援要請来た《ツッチー》っての……割と、昔からの付き合い？」

「あ、ですですっ。あの、こういうのって基本その場限りの浅いコミュニケーションなんですけど、この人はですね、いっつもいいタイミングで助けてくれたりして、凄すごくいいお付き合いをさせて貰ってるんですよ。リアル友達がいない自分にとっての……数少ない、凄く良き理解者の一人って、いうんでしょうかね。……あ、あのあのっ、大して言葉も交かわしてないのに、何言ってんだお前と思われるかもですけど……」

「…………すぅ」

「う、上原さん？」

　俺は、深く深く息を吸い込むと。そこが、公共の場にもかかわらず。しかしそれでも……それでも俺は、ベンチから立ち上がり、彼女の正面に回りこんだ上、彼女の肩を両手でガッと摑んで真しん剣けんにその瞳を見つめて──叫さけばずには、いられなかったのだった。




「運命の人すぎんだろうがよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」




「!?　ふぇ、な、なんですか!?」

　目を白黒させて動どう揺ようする星ノ守。彼女は何か勘かん違ちがいした様子で顔を真っ赤にして照れ、視線を逸そらすが、今の俺に色々配はい慮りよしている余よ裕ゆうもない。

　俺は、勢いで、しかし声のボリュームは下げ、その分真剣さを加味して、訊ねた。

「お、お前、雨野のこと、本気でどう思う!?」

「え？　好きなドラマに出てくる事務所ゴリ押しアイドル以上に嫌きらいですけど」

　即そく答とうだった。俺は思わず頭を抱かかえ込んで叫ぶ。

「なんでだよ！」
















「いやいやっ！　え、それこそ、なんなんですか!?」

「恋こいしろよ！　そこは恋しとけよ！　完全にハッピーエンド見えてるじゃねえか！」

「はいぃ!?　いやいやっ、それどう考えても自分にとってバッドエンドですけど!?」

「……っかぁ！　くそっ、主人公《補正》こそありながらも、主人公《適性》が絶望的にないもの同士が出で逢あうと、こんな馬鹿げた状じよう況きようになるのかよ！」

「……えーと、あのあの、上原さん？　じ、自分の豆乳、飲みます？」

　気付けば、俺の突とつ然ぜんの奇き行こうに、星ノ守が若干怯おびえて豆乳を勧すすめてきていた。俺はそれを断りながら、確かに一いつ旦たん落ち着くべきだと頭を冷やし、ベンチに戻もどる。

　しばらく息を整えた後、俺は、少し考えてから、星ノ守に改めて切り出した。

「星ノ守。もう一度確認するが……お前、雨野のこと、ツンデレ的に好きとかは……」

「まったくないです。無人島に二人で残されたら舌を嚙かむレベルです」

「あそう……」

　マジな目の本気否定だった。それを受けて、俺は改めて作戦を検討する。

「（運命的なこの状況を説明するのは簡単だが……現時点でそれやっても、互たがいに嫌けん悪お感かん抱いだくだけかもしれんぞ、これ。い、一体どうするのが正解なんだか……）」

　いや完全に第三者ではあるのだけれど、目の前でここまで「惜おしい」状況を見せられると、そりゃソワソワはするわけで。天道に関してもそうだけど、漫まん画がやラノベの主人公とヒロインを応おう援えんしちまう感じに超ちよう近い。面おも白しろすぎる。

　星ノ守の方を見やると、彼女は俺を多少気にしながらも、ソシャゲの救援要請の締しめ切きり時間が差し迫せまっているのか、スマホに視線を落としてタップ操作していた。

　俺は、とりあえず少し探さぐりを入れてみることにする。

「星ノ守さ……ええと……そうそう、なんで、お前、《ＭＯＮＯ》なわけ？」

「え？　あ、はいはいっ、このネーミングですか。すっごい単純ですよ」

「単純？　ああ、『ほしのもり』の、『のも』の部分をひっくり返してとか──」




「いえいえっ、母の旧きゆう姓せいが《物ものの部べ》なので、そこから貰ってです。ほら、ネット関係って少し自分から遠くしたいじゃないですか。あ、ですから、その流れで《のべ》ってハンドルネームも使ってますよ。主に、ゲーム作る時とか」




「運命の人すぎんだろうがよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　再び絶ぜつ叫きようし立ち上がる俺に、星ノ守がびくんと怯え、公園に居た親子連れがそそくさと俺から距きよ離りをとる。俺はすぐに「あ、すいません」とぺこぺこ頭を下げて座るも、興奮は全く抑おさえきれなかった。《のべ》かよ！《のべ》なのかよっ、お前！　なんだこれ！

　既すでに救援要請クエストを終えたらしい星ノ守がスマホをしまって本気で俺に動揺の視線を向ける中、俺はこほんと咳せき払ばらいして、今一度、訊ねる。

「星ノ守。お前、雨野に男としての魅み力りよくとか……感じないか？」

「男としての魅力云うん々ぬん以前に、自分、今や彼の人間としての尊厳さえ認めてないです」

「いくらなんでも嫌いすぎんだろう！」

　なんなんだよこの二人は！　ここまで人は、人を嫌いになれるもんなのかよ！

「お前ら、一点を除いて趣味が完全に合ってるだろうがよ……」

「だからこそです！　そこまで同じ経験しながら……それでも《萌もえ》を擁よう護ごするその感性が、ホント信じられないです！　自分のダークサイド見ている気分なんです！」

「……あー……」

　要は、同族嫌悪の最上級か。なまじ共通点が多すぎるだけに、それらの経験を踏ふまえて出す結論が別だと、途と端たんに、激げき烈れつな対立を起こす。

　俺は思わず頭をくしゃくしゃと搔かいた。

「（やべぇ。これは、案外根深いぞ。こいつら、ゲーム部の一件からも分かる通り、無む駄だなプライドだけは超一流だ。だとすれば……いくら状況が運命的でも、それを明かして得られるメリットは現時点で皆かい無む！　でもこのまま互いに敬遠しあって接点をなくしてしまうには、あまりにも……）」

　ここまで運命的状況が揃そろっていて、しかし互いに距離とったまま疎そ遠えんとか、絶対ないだろう！　マジで！　でもこのままだと、二人が積極的に会うことは絶対にないわけで。

　俺がぐるぐると悩なやんでいると、なにか気を遣つかったのか、星ノ守が話題を転てん換かんしてきた。

「えとえとっ、あの、それで、ゲーム制作に関する相談なんですが……」

「ああ……なんかそんなこと言ってたっけ」

　頭ではどうにか雨野と星ノ守を引き合わせられないかと思考を巡めぐらせながら、星ノ守の相談に応じる。

　彼女は豆乳の残りをちびちびストローで吸い上げながら、切り出してきた。

「元々自分、趣しゆ味みで簡単なゲーム作って、ネットで公開していてですね……。でもでもっ、そのっ、なんていうか、実は評判がイマイチでして……」

「ああ、知ってる。なんせお前、《のべ》なんだもんな……」

　こんな大人しそうなフリして、中身意外とえげつないんだよな……。俺が嘆たん息そくして呆あきれていると、突然、星ノ守が驚おどろいた様子でガタッと立ち上がって俺を見つめてきた。

「も、もしかして上原さん、自分のゲーム知っているんですか!?　全然マイナーなのに!?」

「？　ああ、まあ、その、実は一本だけ最後までやったことあるぜ。っつーのも……」

　話の流れ的に、サラッと雨野のことを明かしちまおうかな、なんて思ったその矢先。

　星ノ守はその瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせて、俺の目を見つめてきた。




「こ、ここっ、これはもう、ホントに運命としか思えないですね！」




「そうきたか！」

　違ぇんだよ！　確かに運命なんだけど、それは、俺じゃねぇんだよ！　そう説明したいものの、しかし、なんか勝手に超盛り上がっている星ノ守を見ると、どうにも雨野のことを切り出し辛づらい。俺はとりあえず、軽く確認してみることにした。

「ええと、星ノ守。お前のフリーゲームさ、もし……もしもだぜ？　もし、雨野がお前を制作者だと知った上で、プレイすることなんかあったりしたら……」

「……自分は、カラスに生きたままカラダをついばまれて、自然に帰ります」

　やはり目がマジだった。俺は頭を抱える。

「（ど、どうすんのが正解なんだよこの状況！　客観的に見て雨野と星ノ守は完全に運命の人だ！　このまま互いに距離をとるとか、マジでありえない。あんまりだ。だけどこのままじゃ、いくら状況が揃っても、どうにも……）」

　俺が悩みに悩んでいると、星ノ守はまた相談を再開させてくる。

「それで、あの、上原さんは、自分の……《のべ》のゲーム、どうでしたか？」

「え？　あー…………その……なんつうか……ど、独創性に富んで──」

「あ、もう結構です」

　何か察した様子で引き下がる星ノ守。お前ら、そういうとこだけは鋭するどいな！

　星ノ守は深く嘆息する。

「自分は最初、完全に趣味でゲームを作ったんです。誰だれかに見せるとかでもない、自分だけのゲームを作りたかっただけで」

「ああ、そういうのは誰にでもあるな。漫画や小説書いてみたりとか」

「ですです。で、いざ出来上がってみると、その、愛着湧わいてしまって。それで、ネットで公開してみようかなー、って。……そしたら、ホント数件なんですけど、いい感想貰もらえて、すっかり舞まい上がっちゃって、二作目、三作目とやるようになって……」

「楽しそうでいいじゃねえか」

「楽しそう……ですか。確かに、楽しいは、楽しいんですけど……」

　そこで星ノ守は唇くちびるをきゅっと嚙み締しめた。どうやら、ここからが本題のようだ。

「でもでも……最近、良く分からないんです。というのも、自分が好き勝手楽しく作ったゲームってその……上原さんもそうですけど……」

「評判良くないわけだ」

　そりゃ、あれじゃなぁとは思う。ホントに独創的すぎる。

「でもでも逆に、人の感想意識して無難に作った作品は……その……」

「評判良いいわけだ」

　こくりと頷うなずく星ノ守。そういや、雨野もなんか言ってたっけ。《のべ》のゲームでも二作目だけは比ひ較かく的てきまともで、ランキングにも軽く入ったことがあるとか。

　星ノ守は苦笑いする。

「そ、その、大した作り手でもないのに、なにいっちょ前に悩んでんだって自分でも思うんですけどっ。それでもその、答え、全然出なくて。今は結局好きなもの作っているんですけど……やっぱり評判は全然で」

「ただ作る行こう為いが好きってんなら、それでも別にいいんじゃねえの？」

「……そう割り切れたら、簡単なんですけどね。一度人から良い感想貰うと……その喜びが、忘れられなくなるわけでして……」

「じゃあ、いい感想貰える作品作りしたらいいじゃんか」

「そ、そう思って超無難な二作目作ったわけなんですけど。でもその、それはイマイチ、褒ほめられても、そこまで激しく嬉うれしくはなくてですね……」

「まあある意味お前の本来の作風否定に繫つながるわけだしな……」

「ですです！　いえ全然嬉しくないわけじゃないんですよ？　実際、また好き勝手やった三作目でコケたら、自分落ち込んだわけで。でもでもいつか、自分の本当の作風こそが受ける日が来るんじゃないかと信じて、今もやっているわけですが……」

「やっぱり、うまくいかねぇと」

「ですです。だから、実は次はまた、無難なヤツ作ってみようかなと思っていまして」

「な、なんか無限ループ地じ獄ごくだな」

　世の中のクリエイターなんつうものは、多かれ少なかれそんな逡しゆん巡じゆんの繰くり返しなのかもしれんが。実際そこに答えなんかねぇんだろうし。

　俺が正直割とどうでも良い気分で「で？」と話を促うながすと、星ノ守が続けてきた。

「でもでも実は、一人、自分の本当の作風こそを……好きって言ってくれる、凄すごく奇き特とくなファンの方が、いてですね」

「……ああ……それどうせ、《ヤマさん》とかってハンドルネームのヤツだろ？」

　雨野が話していたハンドルネームの一つを挙げてみる。星ノ守は肯こう定ていしてきた。

「？　え、どうして……って、あ、はいはい、そっか。ブログのコメント欄らん見てくれたりしたんですね？　そうなんです」

　いや、もう、なんでお前らまだ付き合ってねぇんだよ。その赤い糸、一体どこでどう絡からまってんの？　不良品かなんかなの？

　星ノ守がいっちょ前にシリアスな表情で語る。

「だから、自分が無難な作品作るのって……その《ヤマさん》を裏切ることになるんじゃないかって。そこで相談なんですけど。あのあの、上原さん、どうしたらいいですか？」

「雨野に訊きけよ！」

　もうホントその一言に尽つきる！　しかし星ノ守はそれを冗じよう談だんだと捉とらえたらしく、「またまたっ、上原さんはそんなこと言って～」なんて若じやつ干かんうざいテンションで笑っていた。く、この独特の距離感の間ま違ちがい方なんかも、雨野そっくりだ！

　俺は、もうこの状じよう況きようをホントどうしたもんかと、改めて真しん剣けんに考え込む。

　この手のゲーム絡み悩み相談は、《ヤマさん》当人であること抜ぬきにしてもガチで雨野が適任なのだが、星ノ守単体じゃ絶対アイツに相談しそうにもないし。けど、二人がこの件で喋しやべって仲良くなったりしたら素す晴ばらしいわけで。

　一方で俺は天道の恋こいも応おう援えんしたく、上手いこと星ノ守が絡むことで逆に天道の嫉しつ妬とを煽あおったりなんかできないかなとも画策しており。

　それとはまたかなり別のところで、雨野と亜玖璃の関係が気になって仕方なく、しかし、上手いこと探さぐりを入れ辛い現状にやきもきしていて。

　そして更さらに更に、こんなに雨野や星ノ守にかかりきりになっているこの妙みような現状は、正直、最近俺のクラス内でのリア充じゆう的立ち位置を若干微び妙みようにしているという側面もあり……。

「（あーあ、ここ数週間で溜たまりに溜まったこの悩みの数々を、ずばっと一挙解決できる都合のいい手段とか、どっかに転がってないもんかなー）」

　そんな最も早はや神かみ頼だのみのような願いを抱いだきながら、公園内をボンヤリと見み渡わたす。

　遠くの砂場では子供達がきゃっきゃと遊び、その脇わきでは主婦達が井い戸ど端ばた会議に勤いそしむ。一方で公園に隣りん接せつした広場では、ご高こう齢れいの方々が社交目的のゲートボールに笑顔で興じていた。……実に平和で、ゆるーい光景だ。雨野から聞いたゲーム部とやらの妙なストイックさとは、対照的と言っていい──

「…………」

　──瞬しゆん間かん、俺の脳内に、スパークのような閃ひらめきが[image: 迸]ほとばしった。

「……これだ……」

　思わず跳はねるようにベンチから立ち上がる俺。

「え？」

　そんな俺の様子を、不思議そうに首を傾かしげて見つめてくる星ノ守。

　しかし俺は、彼女に何も返さず……いや、返せず、まじまじと、公園内の風景を見つめ、脳内で「その天てん啓けい」の検討を重ねると。

　改めて自覚した、その、全すべての悩みをまるっと一気に解決してしまう妙みよう案あんの恐おそるべき完成度に。




　ただただ、無言の身み震ぶるいを、禁じ得ないのであった。




　　　　＊




　翌日。

『同好会？』

　放課後の二年Ｆ組教室内に、雨野と星ノ守の声が重なって響ひびき渡る。

　雨野の机を中心に挟はさんで二人が距きよ離りをとって座る中、一人堂々と胸を張って立つ俺は、未いまだ教室内に残る数人の生徒達にもあえて聞こえるように、少し大きめの声で宣言した。

「ああっ！　ここにいる俺達で、《ゲーム同好会》を発ほつ足そくしようじゃないか！」

『…………はぁ』

　イマイチピンと来てない様子の二人が、不思議そうに顔を見合わせる。

　俺は二人がまた喧けん嘩かを始めてしまう前に、畳たたみかけるように提案を続けていく。

「聞けば、お前達は二人とも、『ゲームをする集まり』には多大な興味がありつつも、しかし『ゲーム部はなんか違う』と思っている、同好の士」

『……はぁ』

「ならばここは、新たな集つどいの場を作ってしまうべきだろう！《ゲーム部》のように、切せつ磋さ琢たく磨まする《部活動》ではない、ぬるい、メンバーが楽しむことこそを第一目的とした、ゲーム活動集団。それこそが……俺が今起たち上げんとする、《ゲーム同好会》だ！」

『おー……』

　俺の熱に押されたのか、互たがいの立場を忘れ、パチパチと小さく拍はく手しゆするオタク二人。……やはりこの二人、俺さえちゃんと挟めば、意外とちょろい。

　見れば、教室内に残っていた他ほかの生徒達もまた、そこかしこで俺達を見てヒソヒソ話を交かわしている。……それでいい。それこそ、俺の狙ねらいの一つだ。

「（俺と雨野と星ノ守なんつう組み合わせは、どう考えたって異質。注目は免まぬかれない。しかしそこに一つ、同好会っていう簡単な括くくりを与あたえてやれば、妙な憶おく測そくや注目はぐんと減る！　俺も、堂々と二人と喋っていられる！）」

　まずこれが、同好会を起ち上げるメリットの一つめ。そして二つめは……。

「あの、上原君？」

「なんだ、雨野」

　ひょろっと手を挙げる雨野。彼は首を傾げて、俺に訊たずねてきた。

「同好会って……なにやるのさ？　今まで通りに上原君と普ふ通つうに喋るんじゃ駄だ目め？　だ、だってこれじゃあさぁ……」

　彼の疑問に、星ノ守も乗っかってくる。

「あのあのっ、自分も、今まで通り上原さんに相談できれば、いいです。というのも……」

　そこで二人、互いを指さし、俺にキッパリと告げてくる。




『こいつが、超ちよう邪じや魔まなんですけど』




「お前らホントブレないな！」

　ここまで人と人が歩み寄らないことってあるのかね！　いっそ清すが々すがしいわ！

　俺は少し呆あきれながらも、こほんと咳せき払ばらいし、あくまで冷静に、淡たん々たんと説明する。

「そここそが、この同好会の意義でもある」

『？』

「確かにお前達は同好の士だが、別に、友人関係を築けとは言っていない。あくまで、お前達が一いつ緒しよに行なうのは《ゲーム同好会》の活動だ。ゲームの話をする場ではあるが、別に、仲良しこよしを強要はしていない。つまり……」

『……！　て、徹てつ底てい的てきに討論をすることもまたっ、許されている……！』

　二人の目に火が灯ともる。……うん、狙っていた状況ではあるが……やはり、アホだな。

　俺はしかし、そんな呆れ感情を表に出さず、ニンマリと続けた。

「どうだ、悪くないだろう？　嫌きらっている相手だからこそ……存分に意見をぶつけたいって状況は、意外と多いはずだ」

『ぬぬぬ……』

　二人して、まるで同じ動きで互いの顔を見ては逸そらし、俺を見ては唸うなる。……コントかと思う程ほどに同じ感性だ。同好会として活動するのが楽しみでならない。

　実際、これが同好会を作るメリットの二つめだ。

　たとえそれが喧嘩であろうと、二人の接点を常に確保できる。

　仲良くなろうにも、そもそも喋る場がなければ成り立たない。しかし、なんの括りもなければ、二人は意地を張って互いに遠ざかるだろう。しかし基本、この二人は、いがみ合っているとはいえ……意外に、互いを気にしている。つまり、ツンデレとまで言うと言い過ぎだが、互いに喋る機会・大義名分はある程度は欲しいのだ。

　だから、そこにこの《ゲーム同好会》という括りを与えてやりゃあ……。

『…………そういう、ことなら……』

　釣つれた。二匹ひき同時に釣れた。爆ばく釣ちようだ。アホ魚だ。

　俺は満足げな笑えみを浮うかべると、とりあえずの大まかな目的は達成したので、着席する。

　二人はちらちらと互いをどこか牽けん制せいし合いつつも。

　雨野が、俺に、再び質問してきた。

「でも……三人だけで、同好会って、やれるの？」

「ん？　ああ、部活動になるには、明確な目的とか人数とか必要だけど、同好会なら、書類さえ出せばほぼ自由みたいだぜ、うちのガッコ。そのかわり、金とか出ねぇけどな」

「そうなんだ。ならいいけど、でも……」

　雨野の言葉を、星ノ守が引き継つぐ。

「あのあのっ、この三人だけ、なんですか？　いえ、自分、そんなに人多くてもイヤですけど……その……」

　雨野とまたバチバチ視線でやりあう星ノ守。俺は、嘆たん息そくしながら応じた。

「いや、実はもう一人、声をかけてはいる。まだ入るとは言ってないんだが……」

　そんな説明をしていると、丁度、その人物が廊ろう下かから室内を覗のぞき込んだ。Ｆ組の生徒達がギョッとする中、俺は、「おう！」と手を上げてその人物を招き寄せる。

「こっちだ天道！　よく来てくれたな！」

「あぁ、上原君。遅おくれてごめんなさいね。ちょっと掃そう除じ長びいちゃって」

「て、天道さん？」

　雨野がびくーんと背筋を伸のばす。……なんかこいつ、日に日に天道苦手になってねぇ？

　天道は相変わらず完全無欠のニコニコ笑顔を振ふりまきながらこちらへやってくると、呆ほうける二人に向かって、丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎと共に挨あい拶さつをしてきた。

「この度たびは、《ゲーム同好会》へのお招き、ありがとうございます。部活との折り合いもありますので、即そつ決けつはできませんが、前向きに検討すべく今日は見学させて……」

　と、そこで、彼女は星ノ守を見て、なぜか少し言葉を止めた。

「…………」

「えとえと……て、天道さん」

「天道？」

　あれ？　なんだ？　なんで天道、星ノ守見たまま若じやつ干かん止まってんだ？　この二人って……同じクラスだけど、別に敵対しているとかじゃねーよな？　接点なさそうだし。

　皆みなが疑ぎ問もん符ふを浮かべる中、天道はハッとした様子で、星ノ守に訊ねてきた。

「えと……ほ、星ノ守さんも、同好会のメンバーだったのね」

「で、ですです。……あ、その、ゲーム部断っておいて、あれなんですけど……」

　恐きよう縮しゆくする星ノ守。あ、確かにそういうのを失念していた。俺のミスだ。しかし……どうも、天道の反応のぎくしゃくさは、そういうことじゃない気がするが……。

　案の定、天道はなぜかちらちらと雨野と星ノ守に交こう互ごに視線をやった。

　雨野が、慌あわてて喋り出す。

「あ、僕も、すいません。ゲーム部断ったのに……」

「い、いえ。それはいいですけど……やっぱり……その……。……ふ、二人は、お互いが、いるから、その……《ゲーム部》より、《ゲーム同好会》を……」

『？』

「（あ、やべ、そういうことか!?）」

　そこで、俺はようやく察する。なんか分からんが……天道のヤツ、この二人が、互いを好き同士かなんかと思ってやがるのか？　いや確かに、天道の嫉しつ妬ととかは狙ってたけど、ちょっと早い段階から勘かん違ちがいが大きすぎる。

　俺は慌てて説明しようとするも……しかし、時既すでに遅おそし。

　天道からの意味不明質問にテンパった様子の二人は、相変わらず、その、抜ばつ群ぐんの相あい性しようとそしてここぞという場面での察しの悪さで……思い切り頷うなずきつつ、応じた。

『あ、はい、そうです（明らかにテキトー返答）』

「（アホかぁああああああああああああああああああああああああああああああ！）」

　二人から感じられる絆きずな（偽にせ物もの）に、天道がショックを受けている。なんだこれ。

　俺が心にだくだくと汗あせを搔かく中、天道は、顔を赤くして視線を逸らし、呟つぶやいた。

「……や、やはり、《ゲーム同好会》に私は、ひ、必要ないかもですね……」

「（なんかスねたぁあああああああああああああああああああああああああああ！）」

　やばい！　嫉妬は狙っていたけど、これは違う！　少なくとも彼女に、《ゲーム同好会》には入って貰もらわないと！　その上でこそ、星ノ守も天道も、雨野との距離が縮まる展開が期待できるわけで！　こんな前段階で躓つまずいてんじゃねぇよ！

「（そして本音言うと、同好会さえ発足すりゃ雨野の放課後を縛しばれる上、こいつも美女二人とラブコメしてりゃ、亜玖璃にちょっかいかける余よ裕ゆうとかなくせるわけで！　俺も、同好会の活動と称しようして、雨野の行動を束そく縛ばく＆監かん視しできちゃったりするわけで！）」

　実は割と打算的だった自分の本音を再確認しつつも、とにかく天道を引き止めなければと、俺は慌てて切り出す。

「とと、とりあえず、そう簡単に決めず、ほら、今日は試しに活動を……」

　しかしそんな俺のフォローの最中、雨野が天然の一言。

「あ、いや、やっぱり悪いよ上原君。僕……天道さんは、ゲーム部に専念させてあげた方がいいと思うんだ！」

「お前は鬼おにかぁあああああああああああああああああああああああああああ！」

「？」

　無む邪じや気きに首を傾かしげる雨野と、彼の実質的『てめぇはゲーム部に戻もどれや』宣言に、ひくひくと頰ほおをひきつらせる天道。天才か！　お前、天道のプライド傷付ける天才かよ！

　俺は少し涙なみだ目めになりつつ、まあまあととりなす。

「と、とにかくほら、天道も座れって、な？　な？　入る入らないは別にして、と、とりあえず今日はほら、試しの活動してみようぜ！　いいだろ？　な？」

「え、あ、ええ、まあ、いいですけど……。……あの、それにしても上原君って、前からそんなに動きが気持ち悪かったでしたっけ？」

「ほっとけ！」

　そりゃ挙動不ふ審しんにもなるわ！　なんだこの状じよう況きよう！　もう自分でも、自分が何を目的に動いているのか、最近ごっちゃだわ！　俺のリア充じゆうライフどこいった！

　とにもかくにも、ようやく、雨野の机を取り囲むカタチで、四人が着席した。見れば、雨野がひっそり感動している。どうも、こんな面子メンツとはいえ、実はあいつにとって夢の光景だったらしい。この、自分の机に複数人集まる状況。……なんか俺が泣けてくるわ。

　天道が「それで？　今日はなにするのかしら？」と訊ねて来る中。

　俺は星ノ守をちらりと見て、アイコンタクトで最終確認を取ると、彼女の頷きを受けて、改めてゲーム話題のテーマを提示した。

「星ノ守が作っているゲームの、次回作の方向性に関してだ」

『え？』

　雨野と天道が驚おどろいて星ノ守を見やる。彼女は恥はずかしそうに頰を赤らめると、ぽつりぽつりと、俺に昨日話した件を……《のべ》という名前であることは省いて、話す。というのも、星ノ守としては雨野に自分のゲームをされたくないらしい。絶対馬ば鹿かにされるからと。……事実……。

「へー、チアキ、ゲーム作ってたんだ。…………つまんなそ」

「はぁ？」

　雨野は案の定星ノ守につっかかっていた。……いや、お前、そいつのゲームの、唯ただ一人の熱ねつ狂きよう的てき信者だから……。

　そのまま二人がいつものように喧けん嘩かを始めた光景に、天道がきょとんとしている。……ああ、そうか、こいつ、二人が仲良しだと思ってたのか。

「ずっとこんな感じだぜ、この二人は。犬けん猿えんの仲とはまさにこのことだな」

「そ、そうなの……」

　天道が、明らかに機き嫌げんを良くした様子で微笑ほほえむ。……お前、意外と好意露ろ骨こつだな。ゲーム道に邁まい進しんしすぎて、案外恋れん愛あい慣れしてねぇのか。

　俺はひとまず誤解が解けそうなことに安あん堵どしつつ、二人の喧嘩を仲裁がてら、話を進める。

「んで、実際どう思うよ、天道や雨野は。自分の好きなもの作るべきか、それとも、人の求めるものを作るべきか」

「そんなの、断然、自分の好きなものでしょう」

　意外にも、天道が即そく座ざにキッパリと答えてきた。「や、やっぱり、そうですかね？」とおずおず訊たずねる星ノ守に、彼女はしっかりと頷いて返す。

「当然よ。信念は貫つらぬくべきだわ。実際、絵画にしろ文学にしろ、本当の名作って、そういうエゴからこそ生まれるのよ」

「なるなる……確かにそうですね」

「自分を信じて創作活動に励はげみなさいな。技術や人気なんて、後からついてくるわ」

「は、はい！　あのあのっ、自分っ、頑がん張ばります！」

　星ノ守が背筋を伸ばし、完全に納なつ得とくしている。俺や雨野も、思わず感心してしまった。やはりこの女……天道は、凄すごい。雨野絡みだと途と端たんにアレだが、基本は、流石さすが音おと吹ぶきのトップに立つ女。意見や態度にブレがなく、毅き然ぜんとしていて凜り々りしい。

　しかし、それだけに……。

「……あー……」

　なんか、議題が終わってしまった。……いやいや、パーフェクトすぎんだろうが、天道花か憐れん！　なんなんだよ！　多少はボケろよ！　うちよりランク上の近きん隣りん高校、碧へき陽よう学園なんか、ある時期から代々、生徒会の会議がボケ倒たおしらしいのに！　楽しい会議って、完かん璧ぺき超ちよう人じんいたら成り立たねぇのか！　初めて知ったわ！

　場を妙みような沈ちん黙もくが満たす。……あれ、同好会って、こんな感じなんだっけ……。

　俺はだくだくと汗を搔き……苦し紛まぎれの、そしてあまりに無責任なやり方だと分かりつつも……思わず、雨野に話を振ってしまう。

「よし、じゃ、あ、雨野はどう思う？」

「ええっ!?」

　あんな完璧回答提示された後に酷ひどいよっ、というテンションで雨野が睨にらみ付けてくる。……うぅ、すまん、雨野。でも……俺にもどうにもできないことはあるんだ！

　また、雨野の危機を敏びん感かんに察した星ノ守が、イヤらしく笑って訊ねる。

「あー、自分も聞きたいなぁ、ゲーム大好きで有名な、ケータの意見」

「く……チアキ、お前……！」

　なんつう醜みにくい争い！　その光景に動どう揺ようした天道が、俺に訊ねてくる。

「あ、あの、この二人、色んな意味で、犬猿とかそういうレベルではないんじゃ……」

「ま、まあ、独自の関係性ではある……かな」

　それ以上、俺にも答えようがない。あまりに特とく殊しゆすぎる。悪い意味で。

　なんにせよ、皆の注目が雨野に集まる。

　彼は、散々星ノ守を睨み返した後……しかし、諦あきらめたように嘆たん息そくすると、頭をボリボリと搔き。そして、意外にも、かなり気の抜ぬけた様子で、答えてきた。




「正直、どっちでもいいかな」




『……は？』

　その、天道とは対照的もいいところな、あまりにぞんざいな意見に。

　星ノ守が、案の定嚙かみつく。

「ななっ、なにそれ。ケータは……じ、自分のゲームなんて、どうでもいいって……」

「あ、うん、それもそうなんだけど」

「あ、あなたねぇ……」

　またバチバチやりあっている。天道が「むしろ逆に凄く仲良く見えるのですが……」と俺に呟いてきた。うん、俺も結構そう見える。たまたま喧嘩中なだけの夫ふう婦ふに見える。

　星ノ守に散々言われる中、雨野は続けてきた。

「でも、チアキ相手じゃなくても、実際どうでもいいかな。作り手が、売れ線狙ねらうだの狙わないだのって。僕的に大事なのは、出て来た物が面おも白しろいか否いなか、それだけだし」

「お前、そんな、元も子もない……」

　俺が呆あきれたように呟くと、しかし雨野はしれっと「でもそうでしょ？」と応じてきた。

「信念貫いた作品が傑けつ作さくなこともあれば、どこかで見た事あるエンタメ要素をうまいこと組み合わせた作品がそれでも超絶面白いことがあるわけだし。逆も然しかりでさ」

「な、なにそれ。じゃあじゃあっ、ケータは、自分の好きなゲーム制作者に求めるものは、なんにもないわけ？」

「え、あ、うん。そうだね」

『…………』

　彼の、天道とは本当に真反対すぎると言っていいその主張のなさに、流石に俺達も少し呆れる。しかし……雨野は、「でも、だからさ」と続けてきた。

「好きに作ればいいんじゃないのかなぁ、チアキは。チアキが表面的に人気を狙おうが狙うまいが、どっちにしろ、それはやっぱりチアキの作品じゃん」

「え？」

　その言葉に、星ノ守がどこかハッとする。俺と天道も、気付けば雨野の意見に聞き入っていた。

「信念貫いて作ったのも、チアキの作品ならさ。人気とるためにチアキが工夫をこらして作った作品だって、チアキの努力の結けつ晶しようでしょ？　それって、そんなに違うの？」

「それは……」

　星ノ守が少し動揺して視線を逸そらす。雨野はしかし、やはり天道に比べて自分の意見がとても浅はかだと思っているのか、天道をちらっと見て照れた様子で頭を搔かき。

　星ノ守に対するのとは全然違う、畏かしこまった口調で天道に説明する。

「あ、その、僕も、フリーゲームで大好きな作者さんがいるんですけど。その人のゲームの何が好きって、細部から滲にじみ出る人間性みたいな部分なんですよ。だから……その作者さんが、実際表面的に人気狙おうとなにしようと、多分、その核かくの所はずっと変わらないかなって。だったら、僕はなんの問題もなく全然好きだなって、そう思って」

『…………』

「な、なんか、すっごい浅はかで、すいません……。ま、まあ、ほら、僕、もともとチアキの作る駄だ作さくとかどうでもよかったんで……」

「そこそこ！」

　星ノ守がギロッと睨むも、不思議とそこには鋭えい利りなとげとげしさが感じられなかった。

　天道もまた、自分の意見と殆ほとんど真反対のことを言われたにもかかわらず、柔やわらかく微笑んでいる。

「そう……。……そうね。ようやく、なんとなく私にも分かってきたわ。雨野君は……うん、そういう人、なんだね」

「え、あ、す、すいません……」

　雨野が完全に怯おびえて縮こまる。……あ、こいつなんか勘かん違ちがいしてやがる！　天道、めっちゃ愛いとおしそうな顔で言ってんじゃんかよ！　なんで怒おこられていると思い込んでんの!?　基本的に敏感さが、自分を卑ひ下げする方面に尖とがってやがるぞこいつ！

　……まあ、しかし、意外といい雰ふん囲い気きにはなったかな。ここらが、潮時だろう。

「じゃあ、今日の所はこれぐらいで締しめとっか」

　俺がそう切り出すと、三人も特に問題ないといった様子で頷うなずく。気付けば教室には俺達以外、もう誰だれもいなかった。

　全員が帰り支じ度たくを始める中、俺は天道に改めて声をかける。

「で？　どうするよ、天道。お前も《ゲーム同好会》……入ってくれるか？」

　俺の質問に、天道は少し迷った様子で、雨野を一いち瞥べつする。……ふむ、もう一押しか。

　俺は雨野や星ノ守に聞かれないよう少し天道に寄ると、彼女にそっと囁ささやいた。

「そういや、雨野が星ノ守と喋しやべるようになったきっかけはな。お前だぞ、天道」

「え？」

「あいつ、お前といつかまた対等に喋れるようにって、頑張って、同じゲーム好きの人間と喋ることから始めようとしたんだ。まあ結果は……アレではあったけど」

「そ、そうなんだ。わ、私と……ちゃんと喋るために……」

　天道の頰ほおが、みるみる紅潮していく。

「（よし……最後の一いつ匹ぴき、釣つれたな）」

　俺はニヤリとほくそえむ。予想通り、天道はおずおずと答えてきた。

「そ、そうね。今日は楽しかったし……私、かけもちでここに──」

　ふぅ、これで、ようやく一安心だ。この調子で、うまいこと同好会を続ければ、きっと雨野はどっちかとくっつくだろ──って、あれ？　あそこにいるのは……。

「亜玖璃か？　どした？」

　気付けば、Ｆ組の教室入り口に亜玖璃が来ている。天道との会話を一いつ旦たん中断して俺が声をかけると、彼女はなぜかびくーんと反応した後、なんだか気まずそうに「た、祐……こ、こんちはー」と不思議な挨あい拶さつをし。そして、その場にいた天道と星ノ守を見ると……。

「……はぅっ」

「？」

　急に、ちょっと涙なみだ目めになった。……？　なんだ？　これは一体……。

　まあなんにせよ、別に約束とかはねぇはずだけど、亜玖璃は俺を迎むかえに来たのだろう。そういうことならと、俺は少し急いで身支度を始め──




「ちょ、ちょっとちょっと！　あまのっち！　あまのっち！　早くこっち来る！」




「あっ、はい、アグリさん！　す、すいません！　で、では皆みなさん、僕、ちょっとこれから彼女と用事あるんで、今日はこれで！」

　亜玖璃に呼ばれた雨野が、急いで身支度を整えて駆かけだしていく。俺と天道が啞あ然ぜんとする中、入り口付近でそうして合流した二人は……。

「う、うー！　あ、あまのっち～！」

「お、おおっ、落ち着いて下さい、アグリさん！　と、とにかく、いきましょう！」

『…………え』

　なんだか物凄く親密そうに、涙目のアグリに雨野が寄り添そうカタチで、そそくさとその場から去って行ってしまった。

『…………』

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態の俺と天道に対し。

　このカオスな状じよう況きようを気にもせず、ただ一人淡たん々たんと身支度を整えていた星ノ守が、俺達の背後から、衝しよう撃げきの一言を発す。

「でもでもっ、ホント、世の中分からないですよね。あのケータに……あんな可愛かわいいカノジョさんがいるだなんて。ね、上原さん」

『…………は？』

　ロボットの如ごとくギシギシと首を鳴らしながら振ふり返る俺と天道。

　星ノ守はキョトンと首を傾かしげて、答えてきた。

「自分ここ最近の帰宅時、よく見かけますよ。あの二人が、凄すごい親しげにしているところ。ってかてか、ケータ自身が言ってましたし。あの人、カノジョだって」

『…………は？』

「なんか納なつ得とくいかないですよね。ケータにはもったいないっていうか、ケータにお似合いの人ってもっとこうゲーム好きでオタクな……って、あれあれ、自分なに言ってるんでしょ。あっ、えと、もう次のバス待たなきゃです！　お二人とも、さようなら！」

『……さ、さようなら……』

　慌あわてた様子でとてとてと去って行く星ノ守。ただ二人教室に残された俺と天道は、二人、しばし顔を見合わせるも。

　天道は、ぎゅうっと強く自分の鞄かばんを握にぎりしめたかと思うと。

　瞳ひとみにうるうると涙を溜ためながら……突とつ然ぜん、ダッと駆け出しつつ、叫さけんで来た。




「私、やっぱり《ゲーム同好会》参加はお断り致いたしますぅぅうううううううううう！」




「ですよねっ！」

　もうフォローする気にもなれない！　そりゃそうだ！　っつうか、それ以前に……。

「俺が、既すでに《ゲーム同好会》やめたいんですけどっ！　な、なにこれ!?　え!?」

　全すべての問題が一挙に解決できると思われた、この《ゲーム同好会》発ほつ足そくの放課後。

　後にして思えばこの日こそが、むしろ、全ての複雑な人間関係の発ほつ端たんだったとは。




　その時の俺は──うん、意外と予感できていたのであった。




　雨野景太




　どうしてこうなった。

「えぅ……ひぅ……うぅ……」

「あ、アグリさん、すいません。僕が不ふ甲が斐いないばかりに……」

　ファミレスで向かい合い、沈ちん痛つうな面おも持もちで座る男女。女の方は先さき程ほどから泣き続け、男は、ただただ申し訳なさそうに頭こうべを垂れる。

　どこからどう見ても、完全に、別れ話の光景だった。

「（ま、ある意味間違ってないんだけど……）」

　僕はカラカラの喉のどに、ドリンクバーから取ってきたアイスコーヒーを流し込む。……音吹高校の生徒があまり利用しない、それでいてドリンクバーの安いこのファミレス自体は問題ないものの……周囲からの苛か烈れつな視線のせいで、居い心地ごこちは最悪だった。

　アグリさんは、濃こいめの化け粧しようが落ちる程に泣きはらす。……正直化粧落ちてるぐらいの方が彼女は抜ばつ群ぐんに可愛かったのだが、今それ言う空気じゃないのは百も承知なので、アイスコーヒーごと言葉を飲み込む。……うんうん、失しつ恋れん中の女の子の励はげましかたって、そういうことじゃないよな、うん……。………………。………………。

「あ、アグリさんって、化粧薄うすい方が可愛いと思います」

　言ったった。ぼ、僕の、女性に対する話題ストックのなさを舐なめないで頂きたい！

　案の定、アグリさんはギロッと本気で睨にらみ付けてくる。

「うっさいキモイなにそれサイテー」

「で、ですよねー」

　視線を逸そらして、ちうーっとアイスコーヒーをすする僕。……周囲からの視線が、一層痛い。背後の席のＯＬが、なんかドン引きしている気配がする。泣きたい。

「……はぁ。……もう、サイアク……」

　とはいえ、今のくだりでどうにかアグリさんを泣き止やませることはできたみたいだ。

　彼女は僕が取ってきたコーラを一口飲むと、「ぬるっ」と悪態をついた。……いや、だってそれ、僕が持って来てから貴女あなたがずっと放置していたせいですよね。うん。

　…………。

「はい、どうぞ」

　気付けば僕は素す早ばやく彼女に新しいジュースを運んで来ていた。彼女の飲み残しぬるめコーラは、僕が頂くことにする。勿もち論ろん、間接キスとかするとまた色々言われそうなので、ストロー使用だ。

　アグリさんは冷たいメロンサイダーを飲むと、ふぅと一息つき、涙を拭ぬぐって僕を見つめて来る。

「……なんなのさ、あの女達……」

「……えと……」

　視線を逸らす僕。ヒソヒソと「サイテー」などと喋るＯＬさん達。うん……わざとやってるのかってぐらい、これ、僕の浮うわ気き見つかった感じの会話ですよね。ま、まあ、ある意味、三割ぐらい正解なんだけど。

　僕はだくだくと額に汗あせを搔かきながら、今日の報告をする。




「なんか……その、チアキと天道さん巻き込んで、なぜか同好会することに……」




「なんでそうなんのさぁー！」

「い、痛い痛い！　耳引っ張らないで！　アグリさん！　人の視線も痛いから！」

　アグリさんは僕の耳をギュウギュウ引っ張った後、フーフーと動物みたいに荒あらく息を吐はきながら、続けて来る。

「あまのっち言ったよねぇ!?　星ノ守千秋と、祐はなんでもないって！　勿論男好きとかでもなくて、祐は、亜玖璃のことがちゃんと好きだって！」

「い、言いましたね……」

「で、あまのっちが亜玖璃と祐のことを断然応おう援えんしてくれるって言うから、亜玖璃、機き嫌げん良くして、あの日ドリンクバー奢おごってあげたよねぇ！」

「奢られましたね……安いし、最初だけでしたけど……」

「はぁ!?」

「なんでもないです！」

「それがどうして……どうしてっ、あれからどんどん状況悪くなってるのさー！」

「ど、どうしてなんでしょう……」

　こっちが聞きたい。なんだこれは。どうしてこうなった。

　いや、誤解なきよう言っておくと、最初は、心から、上原君とアグリさんのカップルは相思相愛だと信じていたんだ。だってそうでしょ？　アグリさんからのラブラブ光線は言わずもがなだけど……上原君も、アグリさん、大事にしている感凄かったし。

　だけど、雲行きがおかしくなってきたのが、一週間前。つまり……チアキの登場だ。

　アグリさんが、もはや何度目か分からない、愚痴をこぼし始める。

「そもそも、あまのっちの見立ては最初から外れっぱなし！　星ノ守千秋のこと、全然美人とかじゃないし、積極性もないヤツだーとか言ってた癖くせに……」

「い、言いましたね。……だ、だって、アイツ最初はホント──」

「翌日、いきなり超ちよう美少女化して、明らかに好意ありありで、祐に声かけてくるしぃ！」

「う」

　あれはいくらなんでも予想外すぎた。いや、僕から見たらチアキ、別に最初とそこまで印象変わらないんだけどな。むしろ長いワカメの時の方が、僕は「らしい」と思うけど……って、そんなことはどうでもいいか。

　とにもかくにも、チアキは、学園中が認める美少女になってしまったわけで。そんな女の子が……しかもゲーム好きの女の子が上原君を好いているとなれば、そりゃ、ゲームがキッカケで彼を好きになったアグリさんは、心中穏おだやかじゃないわけで。

　僕は苦笑いで、フォローに入る。

「で、でもほら、アグリさんだって、天道さんと上原君をお似合いだとか、言ってたらしいじゃないですか」

「それとこれとは話が別！　だって、あの時は天道さんって、雲の上の人だったし。祐は……元々ほら、亜玖璃なんかには勿もつ体たいない、せ、世界一カッコイイ男子だし……」

「…………」

「なにさその目」

「あ、いえ、人の惚のろ気け話ってホント食えたもんじゃないなと実感して──」

「あ？」

「なんでもないです。上原君、最高。イケメンすぎますよね！」

「なにそれキモイんですけど」

「どうしろと！」

　理り不ふ尽じんだ！　僕の中でアグリさんは、ある意味天道さんと同じくらい苦手すぎる！　チアキも苦手だけど。……あれ、僕って、もしかして、女性全ぜん般ぱん苦手？　ま、まさかな。

　アグリさんは、ストローでメロンサイダーの中の氷を搔き回す。

「そうこうしている間に、なんか祐、どんどん星ノ守千秋と会うようになるし……」

「あれは、アグリさんの『ちょっと距きよ離りをとってみよう作戦』が失敗したせいじゃ……」

「あん？」

「すいませんあれも僕が悪いです。理由は分からないけど、とにかく僕のせいです」

　でも、アグリさんがちゃんと放課後上原君と過ごしていれば、ああはならなかった気がするけど……。僕も無む駄だに尾び行こうに付き合わされたりしたし。ゲームしたかったのに。

「そして、なによりのトドメが……」

「ああ……あの日ですね」

　チアキと上原君が、公園で二人で喋しやべっていたあの日……通つう称しようＸＤＡＹ。僕とアグリさんしかそう呼んでないけど。

　しかしあれは、本当に決定的すぎた。どこかでまだ、チアキなんか取るに足らない存在で、アグリさんの方が全然可愛いから大だい丈じよう夫ぶだと思っていた僕の慢まん心しんを……完全に打ち砕くだいた、あの日。アグリさんの希望を、粉こな微み塵じんにした、あの爆ばく弾だん発言。

　そう……あの日、上原君は。僕達が、遠目から見守る中。

　チアキの肩かたを摑つかんで、真しん剣けんな瞳で、彼女に、こう叫んだんだ。




「運命の人すぎんだろうがよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」




『…………』

　当時のことを思い出し、再びファミレスでずーんと落ち込む僕ら。あれは……いくらなんでも、ない。正直、僕まで超ショックだった。チアキがどうとかじゃなくて……その……上原君って、カノジョいながら、そういうことするタイプだったのかと。

　アグリさんが「で」と続ける。

「……あまのっち。あの後アンタ、言ったよね。『僕は決心しました！　なにがなんでも……絶対に、上原君の目を覚まさせます！』って。亜玖璃がちょっと感動しちゃうぐらい、意外と男らしく、宣言してくれたよねぇ？」

「し、しましたねぇ……」

　いや、本当にその気持ちに、噓うそ偽いつわりはないんだ。アグリさんのことに関して責任を感じていたのは勿論だけど、ここ暫しばらくの付き合いで、アグリさんを心から応援する気持ちになっていたし。だから、本当に、決意はしていたんだけど……。

　アグリさんは、今一度、僕に絶ぜつ叫きようしてくる。

「それが、どうしてあまのっち含ふくめた男女四人で、キャッキャウフフの《ゲーム同好会》発ほつ足そくしちゃってんのよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「僕にも分かりませんよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　二人で怒ど号ごうを飛ばし合うも、店員さんに「もう少しお静かに……」と窘たしなめられて、二人、全力で謝り倒たおしてから、しょんぼりと再び着席する。

　……僕は、ぽつりと呟つぶやいた。

「すいません……《ゲーム同好会》発足に関しては、本気で僕のミスです。なんか……すっかり舞まい上がって、チアキと上原君に余計接点ができちゃうこととか、頭から飛んでて……。ただ天道さんの登場に関しては、本当に突とつ然ぜんのことで……」

　まさか、上原君が天道さんまで──たらしこんでいただなんて！　しかしそれで得心もいく。最近天道さんが僕によく構ってくれたのは、上原君に気があったからなんだな。

　…………。

「（……あ、あれ、なんだろう。今意外と胸にずんと来たぞ？　自分が天道さんとどうこうなろうだなんて身の程ほど知らずなこと、もう全然思ってないはずなのに。おかしいな）」

　自分の不可解な気持ちに首を傾かしげていると、アグリさんが嘆たん息そくした。

「……ごめん。あまのっちが悪いんじゃないことぐらい……亜玖璃だって、分かってるよ。……ありがとね、あまのっち。なんか……色々付き合ってくれて」

「アグリさん……」

「あまのっちってさ……本当はキモオタＢＬ疑ぎ惑わく男子なんかじゃなくて……」

　そこで一いつ拍ぱくおいて、アグリさんは優やさしく微笑ほほえむ。

「キモオタＢＬ疑惑お人好よし男子だったんだね」

「素直にランクアップが喜べないんですが！　っていうかまだＢＬ疑惑あるの!?」

「…………はぁ。まぁ、でも実際、祐と付き合い始めた頃ころから、薄うす々うす分かってたんだよね……。祐は、あんまり亜玖璃に興味ないんだろなーって」

　コップの水すい滴てきを指先でなぞりながら、アグリさんが苦く笑しようする。僕はなんだか、酷ひどく苦々しい気持ちになった。

「……それでも、アグリさんは、今も全く変わらず上原君が好きなんですね」

「あ、うん、それは勿論！」

　今度は何の躊躇ためらいもなく笑うアグリさん。僕は、思わず顔を顰しかめてしまう。

「なんか……僕、アグリさんが辛つらそうなとこばかり見ているせいか、よく分かんなくなってきました。それで……いいんですか？」

「あはは、いいも何もないよ。好きなんだから仕方ないじゃん？」

「で、でもほら、お互たがい、もっと話が合ったりする人を好きになれば──」

　なぜか、さっきから僕の頭に天道さんの顔がちらつく。そう、最初から、無理に上を見たりなんかしないで、もっと、地に足をつけて……。

「あはははっ、ホント馬っ鹿だなぁ、あまのっちは！」

「……え？」

　見ればアグリさんは、本当に「なに言ってんの？」という表情で僕を見つめ、実に淡たん々たんと、それがまるで世界の真実かのように、告げて来た。




「恋こいって、するもんじゃなくて、落ちるもんじゃん」




「…………」

「そんなのもう、どうしようもないよね。事故みたいなもんだもん。辛くても、身みの丈たけに合ってなくてもさ……ま、落ちちゃったんなら、しゃーないしゃーない」

「あ、アグリさん……」

　な、なんだこの、僕の方まで切なくなるこの感じ！　僕は、人の恋れん愛あい事情に首を突つっ込めるような大人の男じゃないけれど……それでも……。

「あ、アグリさん！」

「？　あまのっち？」

　僕は思わずアグリさんの手を両手でぎゅうっと包み込むと、力強く宣言した！

「ぼ、僕、これからも、二人がヨリを戻もどせるよう、尽じん力りよくしますから！」

「あまのっち！　うん、ありがとっ！　二人で今後も頑がん張ばろうね！」

「はい！」

「って、あれ？」

「？　どうかしました？」

　二人で一いつ致ち団結して手を握にぎり合っていると、ふと、アグリさんがファミレスの窓から外を見やった。

「今、そこで信号待ちしてたバスの中に、例の、星ノ守千秋がいたような……」

「？　ああ、彼女のバスが向かう方面って、確かこっちの方だったような……」

「そうなんだ……って、あ」

　アグリさんはそこで僕と手を握り合っていたことに気付き、少し慌あわてた様子を見せる。

「どうしよっ、なんか変な風に誤解されたら……」

「ああ、それなら大丈夫ですよアグリさん。星ノ守にはちゃんと、僕、勇気を出して男らしく、アグリさんと上原君が如何いかにベストカップルか、言っておいてやりましたから！」

「へー！　なんてなんて？」

　興味深げに訊たずねて来るアグリさんに、僕は胸を張って、堂々と答えてやった。




「『アグリさんは、最高にカレシ想おもいのカノジョなんだぞ！』って！『あんなに美しくて可愛かわいくて無敵のカノジョは、他ほかにいないぞ！　どやぁ！』って！　それはもうここぞとばかりにガツンと、チアキに《絶対アグリさん宣言》しておいてやりましたよ！」




「おおっ、あまのっち流石さすがっ！　よっ、男だね！」

「えへへ、どうもどうも。まあ、なんかチアキの反応が『そ、そりゃヨカッタネー』という感じだったのは気になりますけど、うん、負け惜おしみでしょうね！」

「そこまでしてくれるなんて！　これは……亜玖璃も、あまのっちをちゃんと応おう援えんしてあげないとだね！　よし決めた！　天道さんと対等に喋れるようになるまで、亜玖璃、時には祐の誘さそいを断ってでも、あまのっちに付き合ってあげるよ！　女に二言はないよ！」

「な、なんと！　ありがとうございます、アグリさん！」

「いやいや。今後もギブアンドテイクの協力体制でいこうね、あまのっち！」

「はいっ！　本当によろしくです、アグリさん！」

　ファミレスのテーブルの上で、妙みように男らしくガッと腕うでを組み合う僕ら。




　こうしてこの日、僕とアグリさんの《連合》は見事に成立したわけだけど……。




　この《連合》がここで変に成立してしまったせいで、その後むしろ互いの足を引っ張り合いまくることになろうとは……この時どころか、高校生活の最後まで、僕らはあんまり気付かないままなのであった。








【エピローグ】






《ゲーム同好会》発足から、約二週間。

　今日も今日とて授業と同好会活動を終えて帰宅し、家族四人揃そろっての夕飯を終えると、僕は自室でぼんやりと巡じゆん回かいサイトのチェックを始めた。

　殆ほとんど流れ作業的にニュースまとめ記事なんかを見ながら、ふと最近のことを回想する。

　結局、あらゆることに関して、あれから目立った進展はない。

《ゲーム同好会》は活動を開始したものの、いざ蓋ふたを開けてみれば、相変わらず僕とチアキが喧けん嘩かするだけ。また、なぜか天てん道どうさんが入ってくれなかったのが痛かった。彼女がいれば、もう少し僕とチアキも大人しかったろうに……。

「（天道さんって、上うえ原はら君のこと、好きなんじゃなかったっけ？）」

　イマイチ彼女が入会しなかった理由が分からないが、この件のことを考えていると最近僕は妙に胸がチクリと痛むので、深く考えないでおくことにする。

　アグリさんと上原君も、相変わらずなんかギクシャクしたままだ。っていうか、なんか最近上原君、僕に対してもギクシャクしている感がある。そこまであからさまに変なわけでもないんだけれど……。なんか、距きよ離りを感じるというか、僕を観察している感があるというか。

　おかげで、僕とアグリさんの愚ぐ痴ち会というか、反省会の開かれる回数は割と多い。二日に一回ぐらい、あのファミレスで互いにくだをまいている。でもありがたいことに、アグリさんのおかげで、初対面の人なんかと喋しやべる時の僕の「テンパリ」は解消されてきた。天道さんとバッタリ会ってもちゃんと冷静に喋れるまでになったけど、なぜか最近は天道さんの方が妙に嚙かみ嚙みなので、結局会話は上手くいっていない。……精しよう進じんしないとなぁ。

　そうそう、この二週間で唯ゆい一いつまともに進展したことと言えば、チアキがゲームを完成させたことだろう。フリーゲームの制作期間はまちまちだけど、かなり早い作業だ。案外、チアキって才能あるのだろうか？　認めたくないけど。

　結局、方向性は「多くの人に受ける」ようにしたらしい。でも、そう語るチアキの顔は、意外と達成感に満ちていた。どんな作品にせよ、努力と工夫の上で作ったのなら、それで充じゆう分ぶんなのかもしれない。……ま、僕はクリエイターじゃないから、分からないけどさ。

　でも一つ納なつ得とくいかないのは、チアキが全然自分のハンドルネームを教えてくれないことだ。僕にだけは、一生やらせたくないらしい。でも上原君には教えているらしいあたり、なんか非常に悔くやしい。……いつか絶対、こっそり探さぐり当ててやる。

　──と、そんなとりとめもない思考や回想を巡めぐらせながらサイト巡回していると、ふと、珍めずらしいブログ更こう新しん通知が目に留まった。《のべ》さんのブログだ。内容に目を通していくと、どうやら、新作が完成したらしい。

「おおっ、やった！」

　早速ダウンロードして、プレイしてみる。実際今日は他のコンシューマーゲームをやる予定だったけれど、そんなものは放置だ。

《のべ》さんの新作ゲームは、二時間程で終わる短編アドベンチャーだった。驚おどろくべきことに、超ちよう展開が全然なく、ミニマムな内容ながら実に手て堅がたく綺き麗れいにまとまっている。

　しかしそれだけに、いつもの《のべ》さん臭しゆうは希き薄はくだった。

　エンディング後に現れる「あとがき」まで完全に読み切ってから、再び《のべ》さんのブログに向かい、未いまだ誰だれも書き込んでいないコメント欄らんを開く。

　僕は少し考えをまとめた後、いつものように、至し極ごく端たん的てきな感想を書き込んだ。

　〈また新たな《のべ》さんの一面を堪たん能のうさせて貰もらいました。今回も抜ばつ群ぐんに面おも白しろかったです！　ありがとうございました！《ヤマさん》〉

　それだけ書いて、送信する。いつもあまり長文は書かない。最初は長文感想も書こうとしていたのだけれど、言葉を重ねれば重ねるほど、なにか自分の本当のシンプルな感想から、遠ざかっていく気がして。だから結局僕は、「とにかく面白かった」ということだけ相手に伝わればそれでいいかな、と思っている。勿もち論ろん、返信なんかを期待しているわけでもない。ただただ、面白いものを体験させて貰えたことに対する、率そつ直ちよくな感謝だ。

「さて、と」

　作業を一時中断して、風ふ呂ろに入り、歯を磨みがいて、寝ねる準備をして部屋に戻って来る。

　パソコンのスリープを解除すると、《のべ》さんのブログを開いたままだった。

　なんとはなしに、次回作のことを書いた新しいブログでもアップされていないかなと、更新ボタンを押す。……と。

「（あれ？　コメント……二件？）」

　新しいブログこそ更新されてなかったものの、気付けば、前のブログにコメント二件の表示。他の人の感想かなと考え、珍しく思いながらも、軽い気持ちでコメント欄を開く。

　と、そこには──




〈いつも、ありがと。《のべ》〉




　──シンプルに、たったそれだけの返信が、書き込まれていた。

「…………こちらこそですよ」

　僕はなんだか非常に温かい気持ちになり……っていうか正直ちょっと感動しながらも、それ以上返信を続けることもなく、そっとブラウザを閉じる。

「（あれ？　今の、なーんか、どっかで見た文面のような……。……ま、いっか）」

　僕はなんとなく今日は早めに寝ておこうという気分になり、パソコンをシャットダウンすると、ベッドに潜もぐり込んだ。

　目を瞑つぶると、今さっきプレイした《のべ》さんの新作ゲーム画面が瞼まぶたの裏で再生される。

「（それにしても、《のべ》さんにしては、ホント変わった作風だったなぁ）」

　それは、今までの独創性が過ぎる、傲ごう慢まんで内向的な作品とは一転。

　登場人物が多く、それぞれが確固たる個性や主張を持ち、時には携けい帯たいゲーム機を媒ばい介かいとした能力バトルで鎬しのぎを削けずり合う厳しいバトル展開なんかがありつつも、だけど最後には見事にふんわりと大団円に着地する。そんな、本当に心温まるゲーム──




　──その名も《ゲーマーズ》という、大傑けつ作さくで。




「（しっかし、なんか最近僕の身の回りにいる人達に置き換かえられそうなキャラばっかりでびっくりだな。あと、珍しく、ほんのちょっぴりではあるけど、《萌もえ》的要素も入ってたし。さっすが《のべ》さん。相変わらず僕とどんぴしゃの感性だよ）」

　いいゲームをすると、心から幸せな気持ちになる。

　僕はうとうととまどろみながら、上原君やチアキ、それに天道さんやアグリさんの笑え顔がおを思い描えがく。

「（随ずい分ぶんと……僕の日常も、賑にぎやかになったなぁ……）」

　未だに、不思議な気持ちで一いつ杯ぱいだ。




　平へい凡ぼんな日常を愛する平凡な主人公とやら程ほど、全く共感できないものはない。




　その気持ちは、この、妙に慌あわただしかった約一ヵ月を過ごしても未だに変わらない。

　美少女にモテまくりな日常を過ごす野や郎ろうの何が平凡かと思うし、この間までの僕の生活のような、なんの波風もなく緩ゆるやかにつまらない日常こそを、しかし「平和って素す晴ばらしい」という観点から愛せるような、そんな高こう尚しような精神も育まれちゃいない。

　でも……それでも、たった一つだけ、僕の中で変わったことがあるとすれば。

　僕──雨あま野の景けい太た・十六歳の。




　異世界に行きたいという願望が、少しずつ薄うすれて来ているのは、事実なわけで。




「（不思議だな……前は、寝る時はいつも、どこか遠い世界のことばかりを空想していたのに。最近は……気付いたら僕、『明日あした』のこと、考えている）」

　タオルケットの端はしを摑つかみ、身を縮こまらせる。瞼の裏に映るのは、ファンタジーな世界ではなく、上原君や天道さんやアグリさん…………あとまあついでに、チアキの、笑顔で。

　……こうなったらもう、悔しいけど、認めなきゃいけないかな、とは思う。

　僕は、僕の今のこの日常を、その……割と、愛してしまっているということに。

「（まあ、それでもハーレム系主人公とかから比べたら、全然しょっぱい日常なんだけどね。まともな男友達が一人できて、憧あこがれの人ができて、友人の彼女を応おう援えんすることになって、あとは……ああ、ワカメが増えたか）」

　結局胸を張って友人だって言える相手はまだ一人だけ。女性の知り合いが増えたとは言っても……それも、あくまで、知り合いレベル。別にカノジョができたわけでもない。

　結局は、普ふ通つうに複数の友達や愛する彼女がいるのであろうリア充じゆう平均から見れば、全然恵めぐまれているとまでは言えない、下手すると並よりまだまだ下とも言える日常。休み時間は正直今もぼっち状態だし、いたたまれなくて一人で校内徘はい徊かいしたりもする。

　だけど、誰になんと言われようとも、僕にとってそれはやはり──

「（明日は……誰と、どんなゲーム話が、できるかな……楽しみ……だなぁ……）」

　──ようやく手に入れた、泣きたくなる程に幸福な、日常で。

　だから。




　だから、そんな僕が、これからも語っていくであろう、この物語は。

　僕の物語嗜し好こう的には非常に不本意で、大変遺い憾かんなことながら。

　なんだかんだで、結局のところ。




　平凡な日常を愛する平凡な主人公が、美少女に声をかけられたことに端を発する──




　──実に愛いとおしき、ゲームの、物語なのである。








【天てん道どう花か憐れんと改悪アップデート】






　天道さんの華か麗れいなる一日　ＢＥＦＯＲＥ




　天道花憐の朝は早い。

　ジョギング、早朝学習、部活の自主朝練。朝の静せい謐ひつさに高められた集中力の中で、極きわめて濃のう密みつな自己の研けん鑽さんをこなすためである。

　しかしその一方で、身み支じ度たく自体は極めて手早くこなす。周囲には知られていないが、彼女自身は、あまり外見に頓とん着ちやくするタイプではない。最低限のみだしなみこそ整えるものの、本当に大事なことは、内面から滲にじみ出るものだと考えているからである。

　そうして早めに登校すると、今度は一転して学友達との交流に努める。その時、そこでしかできないことに全力を傾かたむけるというのが彼女の信条であるからだ。

　休み時間には学友達との交流に加え、率先して教師の手伝いに出る。点数稼かせぎというよりは、そこで得られる特とく殊しゆ経験こそを重要視した結果だ。教室でただ座って友人達と喋るだけよりは、何かしながらの方が効率が良いだろうという考えからでもある。

　そんな天道にとって最も憂ゆう鬱うつな時間は、昼休みだ。とある理由からあまり放課後の拘こう束そくを好まない彼女にとって、その時間はかなりの確率で「告白お断りタイム」になるからである。

　流石さすがに告白されること自体には慣れてしまったが、人の好意を無下にする痛みにはそうそう慣れることができない。だがそれでも、相手の痛みの何十分の一かでも共有するべく、相手の目を見てしっかりと断ることこそを、天道は自分なりの誠意としている。

　そうして、全授業を終えた後の放課後は、彼女にとって至福の時である。

　周囲の人間には殆ほとんど明かしていないが、天道花憐はゲーム部という部活に所属している。

　そこはダラダラと遊ぶだけの生なま温ぬるい空間ではなく、真しん剣けんにゲームの腕うでを磨く者同士が切せつ磋さ琢たく磨まする場だ。そんな、常に真剣勝負だからこそのヒリつくような空気感こそを、天道はたまらなく愛している。

　平均して約二時間程部活動に勤いそしんだ後は帰宅し、予習・復習、息いき抜ぬきも兼かねたゲームの情報収集、明日の準備をこなし、早めに就しゆう寝しんすることで、翌朝の研鑽に備える。

　そうして、一いつ切さいの淀よどみもなく、天道花憐の一日は華麗に過ぎていくのだ。




　……過ぎていっていた、はずだったのだ。




　彼と出で逢あうまでは。




　　　　＊




　天道さんの華麗なる一日　ＡＦＴＥＲ




　天道花憐の朝は早い。

　ジョギング、早朝学習、部活の自主朝練。朝の静謐さに高められた集中力の中で、極めて濃密な研鑽の時間を取るためである……のだが。

「……～！　っ！～～！」

　本日はそのうち、ジョギングと自主朝練（要はゲームだが）が省かれた。

　理由は……なかなか布ふ団とんから出られなかったからである。しかしそれは、眠ねむかったからではない。むしろ逆である。

　彼女は……布団を顔まで被かぶり、目を爛らん々らんとさせて、悶もだえてしまっていたのだ。

「（ど、ど、ど、どうしてこの私がっ、雨あま野の君の夢なんか見てるのよ！　し、しかも、あ、あ、あんな、破は廉れん恥ちな……。だって……あ、あんなのって……っ！）」

　何度も夢の内容を反はん芻すうしては、ベッドの中で足をバタバタと振ふり回して悶える天道花憐。……ある意味においては、ジョギング以上のカロリーを使ったかもしれない。

　結局覚かく醒せいからたっぷり一時間ほど悶えた後、どうにか落ち着きを取り戻もどした彼女は、手早く身支度を済ませ……られなかった。

「（お、おかしいわね。前まえ髪がみの決まり方が気になって仕方ない……あ、睫まつ毛げももう少し……リップクリーム新しいのに変えようかしら……って、あ、あれ、もうこんな時間!?）」

　以前よりたっぷり身だしなみに時間をかけながらも、どうにかいつもと同じ時間の登校にこぎ着けると、今度は学友達との交流に努める……気持ちもそこそこに、ふらりと、特に通らなくてもいいはずのＦ組の前を通ってみたりする。

「（……もう登校して来ているかしら。…………。……まだいないようね。まったく、学校にはもう少し余よ裕ゆうを持って登校しなきゃ駄だ目めじゃない。これだから雨野君は。べ、別に早く顔が見たいとかじゃないけど。同じくゲームを愛する者として、健全な付き合い方を提唱するべく……。あ、べ、別に、付き合うって言っても、そういうアレじゃないんだからね？　ゲームとの付き合い方っていう意味であって──）」

「おい……なんで最近天道さん、毎朝そわそわとうちのクラスの前何往復もするんだ？」

「さ、さあ。きっとなにかしら深遠な意味があるのよ。だって天道さんよ？」

「そうだよな。天道さんだもんな……」

　普段から注目の中にいるせいか、Ｆ組の中から自らに明らかに奇き異いの視線が寄せられていることにも気付かず、朝の時間を超ちよう絶ぜつ無駄に浪ろう費ひする天道花憐。

　しかし彼女のそんな行動は、ある一人の生徒──雨野景けい太たが登校してくると、突とつ然ぜん終わりを告げる。彼は登校してくると、当然ながら天道の姿を見つけ、少し勇気を振り絞しぼった様子で、

「あ、天道さ──」

　と朝の挨あい拶さつをしかけるも、刹せつ那な、その当人である天道花憐が「雨野君には全く気付きませんでした」と言わんばかりに背を向けてＡ組方面に去って行ってしまうため、二人はいつも挨拶できずじまいである。ちなみにこの際、雨野はしょんぼり、天道は頰ほおを染め、それを教室内から見ている上うえ原はらはニヤニヤとご機き嫌げんそうという構図が毎度展開される。

　休み時間、天道花憐は学友達との交流に加え、率そつ先せんして教師の手伝いに出る。

「あの……天道君？　教材運びを手伝ってくれるのは嬉うれしいのだけれど、それ運ぶのは化学室の方……」

「はい、分かっています先生。任せて下さい」

「え……あ、うん。……あの、天道君？　でもそっちは遠回りどころか、完全に逆方向というか、その……」

「大だい丈じよう夫ぶです先生。Ｆ組経由で、ちゃんと運びますから、ご安心を（ニコリ）」

「え？　だったらいいんだけど……。……あの、どうしてＦ組を経由して……」

「ちゃんと運ぶので、ご安心を（ニッコリ）」

「あ、はい、よろしくお願いします」

　……というわけで、彼女は相変わらず、教師を懸けん命めいに手伝っている。点数稼ぎというよりは、そこで得られる特殊経験こそを、重要視しているからだ。……ちなみにこの特殊経験というものには「教材持っているために動きが遅おそいという体ていを装よそおいながらも、ゆっくりと、Ｆ組の入り口からとあるモブキャラぼっちゲーマー男子の様子を窺うかがう」という項こう目もくも含ふくまれるというかぶっちゃけそれが九割である。

　さて、そんな天道にとって最も憂鬱な時間は、昼休みである。その時間はかなりの確率で「告白お断りタイム」になるからであり、そして、最近はその行こう為いの苦手ぶりに拍はく車しやがかかりつつあった。というのも……。

「どうして……どうして、付き合ってくれないんですか!?　やっぱりオレじゃ……オレなんかじゃ、釣つり合わないからですか!?」

　校舎裏に響ひびき渡わたる殆ど初対面の同学年男子の言葉に、天道は冷静に淡たん々たんと返す。

「いえ、そういうことじゃないのよ。理由は大きく分けて二つね。まず申し訳ないけど私がキミのことをあまり知らないということが一つ。勿もち論ろん、これから友達になることはできると思うわ。ただ、もう一つ付き合えない理由があって、それは、私がそもそも──」

　男性と付き合う気が全くないのよ、といつものお決まり文句に続けようとしたところで、期せずして相手男子の食い下がるような質問が飛んできた。

「もしかして好きな人が……好きな人がいるんですかっ、天道さん！」

「ふぇ？」

　突然の言葉に、思考が停止する天道花憐。いや、以前の天道花憐ならば、この後即そく座ざに「いえ違ちがうわよ」とふんわり微笑ほほえんで、単純に誰だれとも付き合う気がないのだと続けられたはずであった。しかし、今の彼女は……。

　なぜか、あの天下の天道花憐とは思えない程ほどに……顔を赤く染め、テンパり、俯うつむき、口元を手で覆おおい、煮え切らない答えを返してしまっていた。

「え、い、いや、そんな、好きな人だなんて、ば、ばかね、い、いるはず、ない、じゃない。そ、そそ、そうじゃなくて、あのそもそも、誰とも、付き合う気が……付き合う気が……。…………。…………はっ！　ち、違うのよ？　だ、誰かさんとのお付き合いを想像して、幸せな気持ちにとか、なってないわよ!?」

「？　え？　は、はあ？　えと……すいません、今、なんの話を……？　オレの告白に関しては……」

「あ、それは全くないです。ゼロです」

「酷ひどいっ！」

「あ、ちが、ごめんなさい！　お、おかしいな、違うの、ほ、本来こんな酷くバッサリ断るタイプじゃないのよ、私。あ、でも、付き合えないのは本当で──」

　というわけで、なぜか最近は告白の断り方が妙みようにグダグダになる始末。彼女にとって昼休みは、以前よりも更さらに憂鬱なものとなっていた。

　だがしかし、全授業を終えた後の放課後は、彼女にとって至福の時──だったはずであった。

「……天道？　天道！」

「はっ」

　ゲーム部に在籍するギャル風格ゲーマニアの大おお磯いそ新にい那な──通つう称しようニーナ先せん輩ぱいに呼びかけられ、びくんと反応する天道花憐。気付けば、彼女がついさっきまで操作していた格ゲーのキャラが、パーフェクト負けを喫きつしている。

　呆ぼう然ぜんとする天道に、大磯が心配げな声をかける。

「なんか最近ぼんやりしていること多いけど……大丈夫？」

「あ、はい、すいません……。どうも最近、気付くとぼやーっと考え事しちゃっているんですよ。なんなんでしょうね……」

「まあ体調悪いわけじゃないならいいけど……で、なに考えているの？」

「……そうですね。イマイチ、自分でも共通点が見み出いだせないんですが……。その、脈みやく絡らくのない思い出ばかりがフラッシュバックして……」

「ふーん。たとえば？」

「そうですね……きっと流石のニーナ先輩にも共通点は見えないと思うのですが……」

　そう前置きして、深刻そうに、そして実に不可思議そうに、天道花憐は語る。




「ゲームショップで私が雨野君に初めて声かけた時のこととか、あと雨野君に一いつ緒しよにゲーム部に来て貰もらった時のこととか、もう一度雨野君の教室に行った時のこととか、あと逆に雨野君が居るゲーム同好会に誘さそわれた時のこととか、今日もＦ組で雨野君一人だったなぁとか、雨野君もっと早く学校来たらいいのになぁとか、どうして雨野君はゲーム部入ってくれないんだろう、腹立たしいなぁとか、雨野君の周りにいる女の子達とは実際どういう関係なんだろうとか、あと、なんといっても一番は、ゲームセンター帰りに雨野君が私達ゲーム部の事を凄すごく評価してくれてたって分かった時のことが、こう、何度も何度も繰くり返し頭に浮うかんでですね。…………ふふっ」




「…………」

「……はぁ。あーあ、それにしても、こうして考えてみてもやっぱり全然分からないんですよね、ニーナ先輩。最近私が思い出すシーンの共通点って、一体──って、あれ？　ニーナ先輩どこいくんですか!?　なんですかその胸焼け起こしたような顔は！　え、ちょ、今日私達二人だけしか活動してないのに、どこに……お、おーい!?　せんぱーい!?」

　というわけで、最近ゲーム部の活動もイマイチうまくいっていない現状である。

　さて、そうして部活を終えた後は帰宅し、予習・復習、息いき抜ぬきも兼かねたゲームの情報収集、明日あしたの準備をこなし、早めに就しゆう寝しんするべくベッドに入る。そして……。

「（明日こそ雨野君、ゲーム部に来ないかしら。……あ、べ、別に、彼がゲーム部に来なくても戦力的に何一つ問題ないし、私が来てほしいわけでもないけどね！　で、でも、まあ、彼から来るんだったら、迎むかえ入れてあげなくもないわね、うん。そうしたら、彼には私がしっかりゲームのイロハを叩たたき込んであげて……うふ……うふふふ……）」

　こんなことを考えているうちに入にゆう眠みんし、そうなれば当然、雨野景太出演の赤面するような夢を見るわけで……結果、翌朝悶もだえながら起きる事態に繫つながるのである。




　こうして、今日も天道花憐の一日は。




　以前とはまた違った意味で、ある意味華か麗れいに、過ぎていくのであった。

















あとがき






　今作から私の作品に入って下さった方、初めまして、著者の葵あおいせきなと申します。

　まず最初にお断りしておきたいのですが、私の作品はどうにもあとがきが長くなりがちです。理由としては、広告を入れないことや、本編での帳ちよう尻じり合わせをしないことに由来するのですが、その上でやはりどうにも「あとがき運」が悪いようであり。

　そもそも私は「ゲーマーズ！」なんて作品を書いてしまうぐらい、生きつ粋すいの引きこもり体質。当然日常生活に代わり映えなどあろうはずもないのに、どういうわけか時に十数ページにも及およぶプライベート報告を、数ヶ月に一度、必ず「あとがき」と称しようして提出させられるのです。おかしな話です。何かの訓練じみております。

　まあそんなわけで今回のあとがきですが……九ページです。早速長い！

　というわけでここからグダグダとあとがきの長さに対する愚ぐ痴ちでも書いてページ数埋うめたいところなのですが、私ぐらいになるとそのくだり自体がもう既すでにこれまでのシリーズでやり尽つくされてしまっているので、泣く泣くやめておきます。ちくしょう。




　では、覚かく悟ごを決めまして、まずは真ま面じ目めに作品語りから。

　まず、この「ゲーマーズ！」という物語がどうして生まれたかというと。

　これはもう偏ひとえに、私の趣しゆ味みですとしか言いようがありません。お金を頂く商業誌なのに、プロ意識やエンタメ意識が先になくて申し訳ないです。

　本当に誰だれに依い頼らいされることもなく、ただただ気の赴おもむくままに書き始めた作品が、前担当さんに見せたらゆるっとファンタジアＢｅｙｏｎｄさんで連れん載さいされ、そして文庫化に至る……という経けい緯いですので、本当に趣味要素しかないです。

　そんな極めて私的な作品ですので、今作には恥はずかしながら、自分自身を結構入れ込んでしまっております。特に主人公の生活環かん境きよう周りなどは、まんま著者の高校時代なんかがモデルです。……商業誌でやることか！

　ただ一応理由はありまして。読んで貰もらえた方なら分かると思うのですが、今作は「人それぞれのゲームに対するスタンスの違ちがい」というのが、一つのテーマです。

　その上で主人公の雨野は、ぬるく、特に才能もなく、何か強い拘こだわりをもったプレイをするでもない、極めて「普ふ通つう」のゲーム感を持つ主人公であり。

　そういう「普通」という要素が前面に出た人間をガッツリ描えがくなら、それこそ私の一番良く知る「普通」の人……つまりは自分を参考にしてしまうのが手っ取り早いなと。

　そんなわけで、雨野の環境周りには私の個人的なあれやこれが含ふくまれてしまっております。が、しかしそうは言っても、雨野は雨野。間ま違ちがっても作者の代弁者などではない、一人の独立した考え方をする主人公ですので、そこは今後も安心して読んで貰えたら幸いです。




　さてこのシリーズの作風ですが、私の作品史上最もお気楽な物語になるかと思います。

　なにせ主題がゲームで、激しく争うでもなく、しかも主人公が「普通」という性質上悲ひ惨さんな過去話等も当然ありませんので、重くなりようがありません。ある意味、完全なギャグ作品だった前々作の「生徒会の一存」以上に、ライトな物語になるかと。

　なので、このシリーズは今後もとにかく気軽に、ラブコメ部分のニヤニヤや、ゲーム部分のあるある、勘かん違ちがい錯さく綜そう部分の馬ば鹿か馬鹿しさを笑いながら楽しんで頂けたら幸いです。

　差し当たって次の巻の内容ですが、実際数話分は現時点（二〇一五年三月二十日）で既にファンタジアＢｅｙｏｎｄさんの方で連載されていたりします。

　それ以外の部分の展開についてですが……ラブコメ部分でかなり大きな動きがある予定ですので、そこを是ぜ非ひ楽しみにして頂けたら幸いです。




　作品についてはこんな感じでしょうか。

　…………。

　あれ、おかしいな、今回のあとがきページ数の半分いかず、作品語りが終わってしまったよ……。結構語りまくったつもりだったのに……。

　……仕方ないので、ここから先は、私が絞しぼり出すようにお送りするプライベート話。




　まずゲーム話。

　こんな作品を書いていることからも明白ですが、私はテレビゲームが大好きです。もう四六時中やっていたいぐらい。原げん稿こう書かないでやりたいぐらい。

　ただそんなにゲームを愛しているのに……なぜでしょう。正直下手です。下手の横好きです。びっくりするほど、プレイスキルが上達しません。

　勿もち論ろん、そもそも浅く広くやりがちだからという理由はあるのですが、それにしたって、こんなに上手くならないもんかねというレベルです。

　特にアクションとか瞬しゆん発ぱつ力りよくを要求されるゲームは駄だ目めですね。某ぼうゲーム○ンターＣＸの課長さんをまるで笑えない。

　で、根こん性じようなしで打たれ弱い私ですから、こんなにも上達しないゲームのことなんてすぐ飽あきたり嫌きらいになっておかしくないはずなんですが……どういうわけか、そういう風にだけはならないんですよね。変わらず、ずっと好きという。

　理由を訊たずねられるとよく分かりません。最近のゲームは難しくて嫌い、と語る人に出で逢あっても「あー、そうだねぇ」と納得してしまう程度には、私もゲームが下手です。

　なのに、イコールで嫌いには、ならない。むしろ楽しい。大好き。

　多分それこそが「娯ご楽らく」なのだと思うのですが、こういうなんとも一言では表現し難がたいゲームへの想いが、少しでもこの小説から伝えられていれば嬉うれしいです。




　次に旅行話。

　私はとてつもなく出で不ぶ精しようです。面めん倒どう臭くさがりというか、引きこもりというか。いや一人暮らしなので全く外に出ないで暮らしてはいけないのですが、とにかく、できるだけ家にいたいタイプの人間です。

　なので、たまーに家族や知人と旅行に行く、なんて予定が入ると、まあ少し前から憂ゆう鬱うつで仕方ないですよね。「あー、面めん倒どうだなぁ」とばかり思っている。

　だというのに……いざ実際行くと、メンバーの中で一番ぐらいの勢いで、景色見てすげーすげー言ってたり、ご飯食ってうめーうめー言ってたりします。ひきこもりが故ゆえに、むしろ外出ている時の感動がでかい。

　で、そうやって毎回旅行を満まん喫きつしまくる割には、帰ってくると、また「もうどこにも行きたくなーい」となるっていう。もう自分というヤツがよく分かりません。

　ちなみにそんな私の大好物なゲームは、綺き麗れいで壮そう大だいな自然の中を自由に歩き回れるタイプの作品です。……もう、なんなの。どうしたいのさ、私。




　挨あい拶さつ話。

　この前、富士見ファンタジア大賞の授賞式において、審しん査さ員代表の挨拶をやらされました。……遂ついに、です。

　というのも私、もうここまでのあとがきで既に人ひと柄がらが伝わっていることと思いますが、とにかくこういう人前で挨拶とかはできるだけ避さけてきた人間なのです。作家という、一人作業の極きよく致ちとでも言わんばかりの職業に就ついたはずなのに、大勢の人の前で挨拶させられる日が来ようとは、これいかに。

　いや、これまでもなんだかんだ、サイン会とかで人前に出る機会はあったのです。ただ、そこでは基本「本日はありがとうございます」的なこと喋しやべればそれでＯＫでしたし、来てくれるお客さん一人一人と喋るの自体は、日ひ頃ごろの感謝もあって超ちよう楽しいだけなのです。

　それが……「審査員から新人作家さんへ送る、ありがたーいアドバイス」となると、話は別ですよ。なんだそれ。こちとら、正直まだ中身はデビュー一年目ですよ。いやそれどころか高校生レベルですよ。担当さんとの電話は作品のことより「今週のジャ○プはこの漫まん画がが面白かった」という話題がメインだし、同期の作家と集まれば、マリ○パーティで大盛り上がりの精神年ねん齢れいですよ。

　そんな私から新人作家さんへ送れるアドバイスなんて、せいぜい一つ。

「あとがきには気をつけろ」

　ぐらいなもんです。作家としての心構え？　んなもん、こっちが教えて頂きたい！

　こちとら、未だに主人公に自分をばりばり投とう影えいした青あお臭くさい小説書いているような作家だぞ！　誤字脱だつ字じの多さは富士見ナンバーワンを自負する作家だぞ！　業界の裏話なんて何一つ知らない作家だぞ！　あとがきのページ調整もままならない作家だぞ！

　そんな私が、人様に教えられることなんてあるかい！

　そうぶち切れて授賞式会場を後にする──なんて思い切った行動が出来る作家でもなく、結果、ぷるぷると震ふるえながら、先せん輩ぱい作家様方の挨拶をパクリにパクった──じゃなくて、参考にした挨拶を、どうにかこうにかこなしてきましたよ。

　私はこれまで、あとがきを苦手だ、苦手だと嘆なげいてきましたが、本当に苦手なのはむしろ、誰かにアドバイスを送る行こう為いなのだと今回初めて知りました。

　ちなみに、そんな私の挨拶ですが、「非常に緊きん張ちようしております」という弱音から始まり、「これまで先輩作家さん方はメモを読まずに挨拶してきましたが、私は読みます！」との開き直りを経て、「そもそも、作家としてやり方は人それぞれです」という元も子もない話を始めるという、新人さんにとってはなんの糧かてにもならない最低の挨拶だったということを、ここに付記しておきます。




　と、そんなこんなでいい塩あん梅ばいにあとがき埋まったので、ここからは謝辞を。

　まず、今回「ゲーマーズ！」のイラストを担当して頂いた仙人掌さぼてん様。素晴らしく美び麗れいで可愛かわいらしいイラストの数々、ありがとうございました！　天道の表紙イラストを見た時などは、そりゃこんな子に声かけられたら雨野もテンパるわなと、妙みように納なつ得とくしてしまいました。作中描びよう写しやに圧あつ倒とう的てきな説得力を持たせていただき、本当にありがとうございます！

　次に、担当さん＆前担当さん。こんな趣味丸出しの小説をウェブ連載して頂いたばかりか、文庫にまでして頂き、なんと感謝していいものやら。先がどうなるのか私にも分からないシリーズですが、今後ともお力ちから添ぞえ頂ければ幸いです。

　そして何より、この本を手にとって下さった読者様方。

　ゆったりまったりゲーマーラブコメたる本作は、楽しんで頂けたでしょうか？　今後も彼らの周りで劇的な大事件が起こることはないと思いますが、そんなゲームがある日常の幸福感みたいなものこそを、このシリーズの醍だい醐ご味みとして読んで頂けたら嬉うれしいです。




　それでは、また次の巻でお会いできることを願いつつ。





葵あおい　せきな　



















【初出】　本作はファンタジアＢｅｙｏｎｄにて２０１４年６月20日更新分から２０１４年11月20日更新分を加筆・修正し、書き下ろしを加えたものです。
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